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昭 和 46年

. 住 宅 問題 の 解 決 を め さ 「 し て 、 各 分 野 ・ 各領 域 の 専 門 家 の ア ン ケ ー ト

・60年 代 の 代表 的 拍 立 住 宅 の 平 面 図
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倍同じ建て坪なら

事 務所・ 工 場 -fT庫 主 ど 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 〈 ス ミ フ レ ー ム V ) を ご 利 用 く だ さ い 。 中 柱 が 不 要 て ¥ 問 円 、 j宅 内 ス ペ ー ス が

広くとれ、同じ建てよ、ドなら、まず、倍くやらいに活用ていき、合理的です 。 強 靭 で 耐 久 性

に富 み 、 建築も簡単。 360椅 以 上 の 標準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。
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謹 賀 新 年

1 9 7 1  

71年を迎えて

業 務 調 整 の 年 日 本 建 築 協 会 会 長 東 畑 謙 三

日 本 万 国 博 も 大 成 功 裡 に 終 っ て 、 そ の 立 役 者 と も い う べ き 建 築

界 は 大 任 を 果 し て や れ や れ と 肩 の 荷 を お ろ し た 感 じ で あ る 。

建 築 の 万 国 博 で あ っ た と 言 わ れ た 位 に 操 界 は 総 力 を あ げ た の で

あ っ た 。 う れ し い 事 に わ が 建 築 界 の 実 力 を 万 国 に 示 し た 絶 好 の

機 会 で も あ っ た 。 そ の 喜 び も 未 だ さ め や ら ぬ 中 に 新 し い 年 を 迎

えたのである。

建 築 界 の 発 展 は 元 来 我 が 国 の 生 産 力 、 経 済 力 の 発 展 に 追 随 し て

ゆ く も の で あ る 。 撲 の 性 質 上 、 ぞ れ 自 身 の 発 展 に よ っ て 我 が 圏

全 体 の 経 済 力 を リ ー ド す る わ け に は ゆ か ぬ。 と こ ろ が 過 去 数 年

に わ た り 我 が 国 の 生 産 力 は 全 く 驚 異 的 な 発 展 を と げ た 。 然 し な

が ら そ れ が 余 り に 急 速 で あ っ た た め 、 い わ ばG. N. P. を 追 う の に

急 で あ っ た た め 、 こ の あ た り で い く ら か よ ど み が 出 て 来 た の で

は な か ろ う か。 河 川 で も い か に 急 流 で あ っ て も あ る 距 離 に は 淵

が あ り よ ど み が 出 来 る も の で あ る 。 パ ル プ の 生 産 は 大 い に 昇 っ

た が 廃 液 の 処 理 を す る ひ ま が な か っ た の で ヘ ド ロ が た ま っ た の

て' ある 。

建 築 界 も 亦 過 去 数 年 の 急 速 な 発 展 の 影 に や は り こ の ヘ ド ロ 的 存

在 、 パ イ プ の 中 の ス ケ ル 的 存 在 が ふ え て い る の で は な か ろ う か 。

い た づ ら に 過 去 の 数 年 の 建 築 に 肱 惑 さ れ て い る 年 で は な い 。 こ

の 辺 で 一 度 調 整 を 必 要 と す る 時 機 が 来 て い る の で は な か ろ う か。

業 務 の 調 整 、 こ れ が 本 年 度 の 建 築 界 の 課 題 で あ る 。 そ し て そ の

期 聞 は 相 当 長 び 〈 恐 れ が あ る 。

然 し な が ら 我 が 国 力 の 発 展 の 基 調 に は 何 ら 変 り は な い の だ か ら

建 築 界 の 発 展 も 亦 こ れ と 歩 を 合 わ す で あ ろ う が 永 ら く た ま っ た

ス ケ ル を よ く 洗 い 落 し な が ら 、 こ れ 亦 永 ら く 蓄 積 し た 実 力 と 高

い 技 能 を 充 分 発 揮 し て 落 ち 着 き な が ら 進 む べ き で あ ろ う 。



京 都 オ リ エ ン タ ル ホ テ ル

設 計 施 工 株 式 会 社 大 林 組

一一一一一ー昭和45年中に峻エし た新建築

所 在 地

建築面積

延 面 積

精進規模

工 期

京都市東山区山科上花山桜谷町

3，676 .6I m'  

19，406.3I m'  

R Cj主8 1 ，6 F ， P 2  

昭和44年 1 月~昭和45年 2 月



敵 討

所 在 地

建築面積

延 商 事

情造;規総

工 期

枠制耳E 畑 建 築 事 務 所

大阪市北区上曽線崎上 4 丁目

9. 218m'  

101，406m'  

S R C造 B 6 . 12F .  P 4  

昭和40年 5 月~昭和45年 4 月

大阪駅前第一ビル

施 工 株 式 会 社 大 林 系 且

昭和 ＴＵｾ 手中に唆エした新建 築 ー 一一一一一



小西本社屋

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 底

昭 和45年中 に峻工した新建築

所 在 地 伊 丹 市 伊 丹 字 中 の 町 4 1 0

建築面積 l ，832. 32m'  

延 面 積 7，822.74m'  

構造規模 S R C造 B 2 ，5 F ， P 2  

工 期 昭和43年 12月~昭和45年 10月
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所 在 地 大 阪 市 北 区 小 深 町 ， 芝 田 町

建築面積 24，80伽 2

延 面 積 166，4∞m'  

梅造規模 SRC造B4-4F ; S造5F- 17F，P3 

工 期 昭 和42年 4 月ー昭和48年 11月

阪急梅田駅

設 計 施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

昭 … に 唆



附神戸製鋼所健康保険組合

白浜保養所

設 計 施 工 株 式 会 社 青 木 建 設

昭 和45年中に峻ヱし た新建築

所 在 地

建築面積

延 商 積

精進規模

工 期

和歌山県西牟呂郡白浜町字月崎376号

611m
2  

1，514.60m'  

本館RC造2F，宿泊練RC造4F

昭和45年 4 月ー昭和45年11月



設 計 附 安 井 建 築 設 計 事 務 所

所 在 地 明 石 市 中 崎 町 1 の 1

建築面積 4，166 .65m'  

延 函 積 15，119. 64m'  

精 進 規 模 議 会 棟RC造4F，事務機SRC遺8F，Pl  

窓口様 RC造2F

工 期 昭 和44年 7 月~昭和45年 10月

明石市庁舎

施 工 株 式 会 社 j菱 沼 組

昭和45年中に唆エした新建築 一ー一一一一



兵庫県第二県庁舎・議場

施 工 鹿 島 建 設 株 式 会 社

昭和45年中に緩エした新建築

設 計 兵 庫 県 主 主 築 部 営 繕 諜

所 在 地 神 戸 市 生 国 区 下 山 手 通 4 丁目

撞築面積 2.819. 580m
2  

延 面 積 19. 222. 721m

2  

m造 規 模 SRC進一部RC造庁舎B2. 12F. P3 

議場 B2. 4F  

工 期 昭 和44年 4 月ー昭和45年 12月



設 計 ( 鮒 日 建 設 計

所 在 地 京都市左京区鹿ケ谷下宮/ 前町24- 1

延 而 械 2. 203. 49m'  

榊造規模 S R C造 B 2， 2  F  

工 期 昭 和43年 12月ー昭和 45年 2 月

---戸・

有芳圏西館

施 工 株 式 会 社 鴻 池 組

昭和45年中に竣工した新建築



シャープ総合開発センター

設計施工清水建設株式会社

昭和45卒中に竣工した新建築

所 在 地 奈 良 県 天 理 市 機 本 町

工 期 昭 和 44年 6 月 ~ 昭 和 45年 8 月

建築面積 延面積 構 造 規 模

中 央 研 究 所 1，972m'  IO，OI7m'  SRC.ill B  1， 8F 

研 修 所 2，441m' 8，144m'  RC造4 F

ク ラプ ハ ウス 2，897m'  RC及S造平屋建

E  L  S  1 工場 5，890m'  9.803m'  RC及S造Bl ，IF

パワー センター 704m'  RC造平屋建

4 ン7 章一 J 1 ション 134m'  S造平屋建

家 族 寮 ( 2棟) 913m'  3，672m'  RC造4 F

男 子 n  11，988が 6.  589m'  RCi!t 5F 

11: 子 ｾ＠ 1  1.  374m'  3.  489m'  RC造4 F



設 計

所 在 地

建築面積

延 面 積

構 造 規 模

工 期

R  1  A 建 築 綜 合 研 究 所

東大阪市下小阪 1 2  0 の 1

1，243.71m'  

12，717.∞d  

SRC造IF- 4F， RC造5F- IIF，P2F

昭和44年 1 月ー 昭和45年 8 月

. (  
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八戸里市街地住宅

施 工 株 式 会 社 銭 高 組

昭和 ＴＵｾ 宇中に後エした新建築



東京建物本町ビル

設計施工大成建設株式会社

昭 和45年中に竣工した新建築

所 在 地

建築荷積

延 而 積

機 i立規様

工 期

大阪市東区本町r4 丁目 1，2， 3  

1， 265 .  264m'  

15，288.921m'  

R Ci章B 3 ， S RC造 9 F ，P 3  

昭和43年 9 月~昭和45年 3 月



j  ｾ＠ ｾ＠ ｾ会議

設 ｊ ＭｪＭｾ旦 ｉｉ 郵政省大臣官房建築部

所 在 地 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町 9 丁目

建 築 面 積 1. 896m'  

延 荷 積 8. 511m'  

構造線紋 R C造 B 2.  5  F  

工 期 昭 和44年 3 月~昭和45年10月

1 1 1  

1 1 1  

大阪郵便貯金会館

施 工 戸 田 建 設 株 式 会 社

昭和何年中に峻エした新建築
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司 直ＮＮＮ， ｟ｾ｟Ｎ r  

大阪府立身体障害者福祉センター

施 工 株 式 会 社 間 組

設 計

所 在 地

建築面積

延 面 積

締造規模

工 期

側 目 建 設 計

堺市旭ケ丘中町 4 - 1  3  6  

2，133m'  

10，13針d

R C造 Bl ，5 F ， P l  

昭和43年10月~昭和45年 3 月

昭和45年中に後エした斬建築



設 計 側 東 畑 主 主 築 事 務 所

所 在 地 大 阪 市 北 区 南 扇 町 5

延 商 機 7，961. 10m'  

m造規模 S R C造B l ，9 F ， P 2  

工 期 昭 和44年 3 月~昭和45年 4 月

新扇町ビル

施 工 不 二 建 設 株 式 会 社

昭和45年 中 に 唆 エ し た 新 建 築 一 一 「



大阪工業高等専門学校体育館

施 工 株 式 会 社 藤 田 組

昭和45年中に棲エした新建築

設 計

所 在 地

延 面 積

精進規模

工 期

側 海 上 悌 一 建 築 事 務 所

寝屋川市大字池田中 4 2  8  

4. 336.92m

2  

R C造，屋恨 S 造 . 1部 2 F

昭和44年 11月~昭和45年 6 月



設 計 側 tI 家 建 築 事 務 所

所 在 地 東 大 阪 市 小 若 江 3 2 1

建築面積 2，257. 15m
2  

延 面 積 18，849.75m
2  

情造規模 S R C造 B1 ，8 F ， P 2  

工 期 昭 和43年 12月ー昭和45年 8 月

近畿大学本館図書館

施 工 株 式 会 社 松 本 守 幸E

昭和 ＴＵｾ 手中に簸ヱした新 ＮＳＵ



ホ テ ル レ ー ク ビ ワ

設 計 株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所

昭和45年中に峻エした新建築

施 工

所 在 地

建築商機

延 薗 機

械造規模

工 期

体 制 竹 中 工 務 応

滋賀県守山市今浜町 2 6  2  0  

4. 284田 2

13.000皿 2

S 造及 R C造 81. 14F.  P2 

昭和44年 2 月ー昭和45年 3 月



施 工

所 在 地

建築面積

延 面 積

構造規模

工 期

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

大阪市天王寺区上本町 8 丁目

1，067.54m
2  

8，015.02m

2  

S R C造 B 2 ，6 F ， P 2  

昭和44年 5 月~昭和45年 4 月

大阪信用金庫本庖

設 計 株 式 会 社 田 中 小 西 建 築 事 務 所

昭和45年中に鰻エした新建築



豊中市立第九中学校

設計株式会社竹内建築事務所

昭和45年中に媛ヱした新建簸

施 工 側 新 工 務 所

所 在 地 豊 中 市 新 千 里 南 町

建築面積 1.  823m'  

延 面 積 4. 314m'  

樽造規模 R C造 3F.  P  1  

工 期 昭 和44年 8 月ー昭和45年 3 月



施 工 側 奥 村 組

所 在 j也 大 阪 市 西 成 区 西 入 船 町 3

建築面積 4，989. 6m'  

延 面 積 23，205. 6m'  

施 設労働施政( 喜子場、福祉施設)

10，520. 9m'  

病院施設(100ベ ッ ド)

3，866 .4m'  

住毛施訟( 177戸、集会室. 屋上庭問)

8，514. 7m'  

共用範訟( 電気、ボイラ一、ポ ンプ)

303. 6m'  

f/lt i宜規模 S  R C;宜B 1 ， 13F ， P  

工 期 昭 和43年 8 月~昭和45年 9 月

愛隣総合センター

設 計 株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

昭和45年中に峻工した新建築ーーーー一一



全日本空輸( 槻大阪第一号格納庫

設 計 株 式 会 社 日 建 設 計

昭 和45年中に峻エ した新建築

施 工

所 在 地

建築関税

延 商 被

構造規模

工 期

附 大 林 組

伊丹市 ・盟中市・池田市大阪凪際空港内

10， 538.74m'  

15.  861. 06m'  

S R C造 3 F ， P  1  

第1M 昭和40年12月~昭和41年9月

第2期昭和44年4月『昭和45年2月



地 工

所 在 地

建築面概

延 面 積

h' l i 造規絞

工 期

1lt / : ， ¥ 建 設 株 式 会 社

広 島 市 八 丁 堀 1 6  - 1  1  

1，365.71m'  

14，989.29m'  

S R C造B l ，9 F ， P 4  

昭和43年 11月~昭和45年 7 月

日本生命広島第二 ビル

設計株式会社安井建築設計事務所

昭和45年 中に唆ヱし た新建築 ーーーーー



111111111111111111111111111111111111111111111川 1111川 川 1111111111 日 本 建 築 協 会 常 設 委 員 会 ・ 本 年 の 抱 負1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

事 業 委 員 会 本 年 の 抱 負

事 集 委 員 長 北 垣 智 造

万国博ーは史上最大の成果を収め 、今 千 里 丘 陵 は あ の 準 々 し さ と は 打

っ て 変 っ て 再 び 静 寂 の 中 に 静 ま り か え っ て い る 感 す ら し て お り ま す。

日 本 の 建 築 界 に エ ポ y ク を 画 し た 万 国 博 は 無 言 の 反 省 と 多 く の 示 唆

を 語 り か け て い る か に 見 え ま す 。 そ れ は 虚 無 で は な く 飛 践 の 前 の 静

け さ と も 言 え ま し ょ う し 、 怠 惟 か ら 作 動 へ の 序曲 で あ る と も J，f ' J せま

しょう。

き て 当 卒 業 委 員 会 の 活 動 は 会 只 相 互 に 密 着 し た 活 動 の 場 で も あ り

ひ い て は 当 協 会 の 会 勢 に も 大 き な 影 響 を 与 え る 場 で あ・り ま す 。 然 し

ながら社会と遊離した建築活動は所設砂上楼閣にi ! 1 . ております。私

共は社会のl ! i 1J 向 を 先 取 り し こ れ に 対 処 す る 必 婆 を 忘 れ て は な り ま せ

ん 。 言 い 換 え れ ば 、 広 〈 社 会 性 の あ る 啓 蒙 の 場 と し て 社 会 と の 接 点

を 桜 察 し て ゆ き た い と 念 じ て お り ま す。 どうか彩、共の意図を術! 賢察

め 上 会 員 持 兄 よ り 自 由活: i i な御見解をお IHJ かせ原ifi えれば幸であります。

出 版 委 員 会 本 年 の 抱 負

出 版 委 員 長 石 崎 灘 雄

日 本 建 築 協 会 に お け る 出 版 卒 業 は 、 協 会 の f;1¥' < の卒業のうちでも、

きわめて虫聖書な地位をしめているものと思う 。 有 益 な 書 物 の 発 刊 に

よ っ て 、 会 貝 に 奉 仕 す る こ と は 出 版 委 員 会 と し て の - n 務 で あ り 、 今

日 ま で そ の ' 方 向 に 向 っ て 委 只 会 も 事 務 局 も 努 力 し て き た つ も り で あ

る 。 ま た 従 来 、 出 版 し た 合 物 で 好 評 を 得 た も の も 少 な く な い も の と

信 じ て い る 。 し か し 今 後 、 さ ら に よ り 良 い 性 物 の 出 版 に 心 が け た い。

そ れ に は 会 貝 諸 兄 の 御 批 判 を 頂 戴 す る こ とも大切であろう 。 居、憾な

き御意見、街l注 文 を 出 版 委 只 会 ま で 、 頂 け れ ば 幸 で あ る 。 こ の こ と

は 何 も 本 年 に 始 ま っ た 問 題 で は な い け れ ど も 、 建 築 技 術 あ る い は 建

築 業 が 日 々 に 発 展 し て い る 今 回 、 建 築 に 関 す る 嘗 物 の 果 す 役 得IJ の 重

要 性 を 痛 感 し 、 こ こ に 改 め て 述 べ た 次 第 で あ る 。

建 材 委 員 会 の 抱 負 と 希 望

建 材 委 員 長 掘 内 三 郎

毎 年 、 年 頭 に 当 り 、惣 を 新 た に し 今 年 こ そ は と の 念 に 燃 え る の で あ

る が 、 実 行 は f中4 思 う と お り に は 進 ま な い こ と が 多 い。 建 材 委 只 会

は 当 協 会 の 中 で も そ の 特 色 を 生 か し た ユ ニ - 7 な 委 員 会 の一 つ で、

単 に 新 し い 材 料 の 紹 介 に 止 ま ら ず 、 使 用 者 の 側 か ら の 経 験 や 検 討 を

通 じ て よ り 良 い 建 材 の 発 展 や そ の 使 用 方 法 の 適 正 化 を は か る と い う

使 命 を 担 っ て い る も の で あ る 。 し た が っ て 、 会 員 の 諸 氏 か ら の 建 材

に 対 す る 注 文 や 質問 がどしどし寄せられ、 そ れ に 対 し て 生 産 者 側 か

ら の 反 応 が 示 さ れ る と い う 相 互 交 流 の 場 と し て 活 用 さ れ る こ と が 最

も 望 ま し い わ け で あ る。この; e y : 味から今年はできるだけ会貝の皆様

に も ア ン ケ ー ト そ の他 で ご 意 見 を 聴 取 し 、 そ の 芦 を 反 映 さ せ て ゆ き

た い と 考 え て い る の で 、 ど う か ご 遠 慮、なく活発なこ' 意見をどしどし

お 寄 せ 下 さ る よ う お 願 い す る 次 第 で あ る 。

住 文 化

住 宅 委 員 長 岡 橋 作 太 郎

東 京 都 内 の マ ン シ ョ ン に 知 人 を 訪 ね た 。 セ ン ト ラ ル ヒ ー テ イ ン グ 、

給湯付。 3 寝 室 に 夫 婦 と 子 供 2 人 の 計 4 人。 パ ス ル ー ム は l 室 、 便

器 だ け が 間 仕 切 ら れ て 別 室 に 置 か れ て い る 。 居 間 l立食掌をも兼ね、

程 q の 広 さ 、 天 井 は シ ャ ン デ リ ヤ な ど は な く プ レ イ ン な 白 っ ぽ い 仕

上 げ 、 壁 紙 も 白 っ ぽ い 、 敷物 は オ リー ヴ色、 家 具 は マ ホ ガ ニ 一 色、

椅 子 の 配 置 は 型 に 依 ま ら ず に 務 い 、 ま ずは立派な住宅。

と こ ろ が 、 話 題 が 引 越 し 早 々 の 出 来 事 に 移 っ た 一一一 用 を 済 ま せ た 子

供 が フ ラ ッシ ュ ・レヴァーをすJfl し 下 げ た と た ん 水 が 勢 い よ く 流 れ た

の は よ い が 、 隣 室 で 快 適 な シ ャ ワ ー を 楽 し ん で い た ノ わ マ は 急 変 し た

熱 湯 に び っ く り ぎ よ う て ん 一 一 一 幸 い に 大 事 に は 至 ら な か っ た こ の ハ

プ ニ ン グ を 家 人 は お か し そ う に 語 っ た。

一 体 こ の 没 薗 的 場 面 は 何 を 意 味 す る の で あ ろ う か。 直 接 に は 、 も ち

ろ ん 、 配 管 技 術 の 水 準 を 示 し て い る の だ け れ ど も 、 ま た 我 国f主文化

の 特 性 を 示 し て い る よ う だ。

70年 か ら 71 年 へ

法 規 委 員 長 福 田 朝 生

70年 は 「 建 築 基 単 法 の - - 1511改 正 」 が 国 会 を 通 過 し 、 引 き 続 き 政 令 改

正 の 手 続 き が 進 行 中 で す 。 お そ ら く こ の 雑 言 志 が お 手 併 に 届 〈 頃 に は

単 体 、 集 団規 定 と も 決 定 を 見 て い る こ と で し ょ う 。 更 に 71年 に は 容

積 率 全 面 実 施 の 手 続 き が 論 議 の ま と に な る こ と が 予 想 さ れ ま す。

6 月 下 旬 に 出 さ れ た 「 建 築 線 認 申 請 舎の不 適 合 部 分 の 訂 正 処 理」 に

関 す る 指 導 課 長 通 達 も 非 常 な 論 議 を 呼 び ま し た。 各特 定 行 政 庁 と も

i斬l侍 実 地 に う つ さ れ る 見 通 し で す が、ただでさえ難解なUi i . ¥l ' 法 に 加 え

て 関 連 法 規 に ま で か か わ り を 持 つ 確 認 申 請 舎 の 手 続 き が 、 こ のよう

な一 筋 の 通 達 に よ っ て 円 滑 化 さ れ 、 行 政 面 で の 省 力 化 が 行 な わ れ よ

う と は 恐 ら く 誰 も 考 え て は し 、 な い と 思 わ れ ま す。 71年 の 初 頭 に あ た

り 建 築 関 連 法 規 の 抜 本 的 な 合 問 化 が 望 ま れ る 次 第 で す。

本 年 の 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会

. 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 長 中原 茂

既 に 会 告 で 発 表 さ れ た 通 り 、 本 会 創 立50周 年 記 念 出 版の一 環 と し て

の 「 建 築 デ ー タ シ ー ト 」 の 刊 行 は 昨 年11 月号 の シ ー ト を 以 て 一 応 の

終 結 を 見 ま し た。 し た が っ て 線 記 委 貝 会 は 本 年 3 月 末 迄の 任 期 を t没

後 に 解 散 さ れ る こ と に な り ま す。 委 貝 会 の 発 足 以 来i筒 4 年 の 長 い 間

非 常 な ご 苦 労 と ご 尽 力 を 賜 わ り ま し た 委 貝 各 位 、 並 に 全 シ ー ト の 民 修

と 熱 心 な ご 指 導 を 賜 わ り ま し た 坂 静 雄 博 士 に 対 し ま し て 、 深 尽 な 3与謝

意 を 表 す る 次 第 で あ り ま す。 ま た 色 々 と ご 支 援 を 頂 き ま し た 会 員 諸

兄 に 対 し て 一 言 申 上 げ た い の は 、 こ の デ ー タ シ ー ト に は 予 定 ぬ 税 目

次 に 欠 け て い る ン ー ト が あ り 、 ま た 初 期 に 干IJ 行 さ れ た シ ー ト で 既 に

改 訂 を 要 す る も の が 散 見 さ れ る こ と で 、 こ ん ご こ の シ ー ト を 更 に 永

続 的 活 用 を 図 り 、 充 実 し た も の と す る た め の 新 し い 「 建 築 データン

ー ト 委 員 会」 が 新 年 度 よ り 発 足 す る こ と に よ っ て 、 新 企 画 に 基 づ〈

デ ー タ シ ー ト の 梢 術 、 改 訂 が 行 な わ れ る こ と に な り ま す こ と を どう

ぞ ご 期 待 の 筏 願 い ま す。

教 育 委 員 会

教 育 委 員 長 橋本宏、保

昨 年 は 万 博 の 年 て ~ 心 配 し て い た 絡 事 業 「鉄骨 椛 造 設 計 講 習 会 、 現 場

笑 務 鱗 習 会 、 建 築 の 知 識 講 習 会 、 高 校 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 、 高 校

生 地 工 教 育 の 指 導 」 に 、 い ず れ も 会 貝 諸 氏 の 協 力 と 各 委 貝 や 関 係 者

の 制 緩的 な 努 力 に よ り 、 例 年 以上 の 成果をおさめるこ とができました。

万 博 は 近 畿 地 区 に 多 く の 大 小 さ ま さ' ま の 問 題 を 残 し 、 台 風 の よ う に

過 ぎ 去 り ま し た が 、 成 果 が 大 で あ っ た だ け に 、 そ の 後 の 空 白 感 が 解

消 す る に は 本 年 末 ま で か か る も の と 思 わ れ る 。 ま た 経 済 の 篤 異 的 な

高 度 成 長 は 、 公 害 ・ 不 況 ・物 価 高 等 の 問 題 を 抱 え 、 各 企 業 は 投 資 を 渋

り が ち で 、 近t陸 地 区 の 建 設 業 界 は 近 年 に な い 最 低 の 年 と 思 わ れ る 。

建 設 関 係 技 術 者 は 冷 静 に 自 分 遥 の 周 り を 見 直 し 、 技 術 の 限 界 に 挑 戦

す る 年 だ と 思 わ れ る 。

本 年 は 昨 年 の 事 業 の 外 に 、 新 し い 卒 業 も 企 画 し 、 術 短 的 に 教 育 活 動

をすすめたいと思います の で 、 会員務氏の ｦ 卸桁導と Ｑ 倒 ｲｾ 耐速をお願い

します。

編 集 委 員 会 よ り

編 集 委 員 長 鳥 国家 弘

8000会 只 の 広 い 廓 と 厚 み を 尊 重 し 、 そ れ ぞ れ の 分 野 の 問 題 を 前 向 き

に と ら え 、 一 層 広 い価 値へ の 展 望 を 待 て ゆ く こ と 。 ffij lj l . には行きま

せ ん が、 せ め て 狭 い 独 断 的 ジ ャ ー ナ J レ と な ら ぬ よ う 心 掛 け ま す。 編

集 部 会 の 都 度 、 各 界 皆 様 の 暖 か い 御 援 助 を 頂 き 有 難 う 御 座 い ま す。

「 情 報 」 は 今 日 の 流 行 語 で す が 、 そ れ は 皆 様 の 判 断 に 奉 仕 す る 縁 の

下 の 役 目 。 い や ら し い 教 祖 ま が い の 抑 し 付 け は い け ま せ ん。

そ こ で 、 現 在 の 元 気 混 沌 の 中 に あ っ て 、 各 界 の 問 題 点 と そ こ に 伏 在

す る さ ま ざ ま の 価 値 概 念 を 少 し で も 客 観 的 な 明 る み に 出 し 、 共 通 の

も の に し て ゆ き た い と 委 員 会 は 考 え て い ま す。 またそのためにも、

上 記 に 反 し て 独 断 的 勇 み 足 を 時 に す る だ ろ う 新 進 気 鋭 の 芳 い 世 代 の

人 の 意 見 を 、 そ の 足 を 問 わ ず 其 の 胸 慨 を 問 う よ う に し て 、 寸・分fifl" 、

て ゆ く 機 会 を 持 ち た い と 思 い ま す。



新 製 品 カラ ー フ ロートガラス

サンゴールド@

サーン ゴ ー ル ド は ，今 ま で に な い ゴ ー ジ ャ ス な 色 調

と 光 沢 を も っ た カ ラ ー フ ロ ー ト ガ ラ ス で す ー

外 光 の H寺 間 的 流 れ の 中 て ¥ メ タ リ ッ ク に 輝 き ， あ

る い は 淡 〈 沈 み一一一サ ン ゴ ー ル ト‘ の お り を す 微 妙

な色彩変 化 による空 ｾｉ｜ｊ 演 出 は ， 建 築 に 新 し い デザ

イ ン の 可 能 性 を 広 げ ま し た .

サ ン ブ ル ー ， サ ン グ レ ー， サ ン ブ ロ ン ズ に 続 く ，

い わ ば 第 4 の 色 サ ン ゴ ー ル ド は ， 都 市 に 末 来 の 輝

き を 付 加 す る も の と し て ， ひ と び と に 新 鮮 な 印 象

を与ーえるて" しょう.

サ ン ゴ ー ル ド 4 つ の 特 性

1  . 新 し い 色 彩 と 光 沢 を も って いる .

2 . 太 陽 熱 線 を 反 射 ・吸 収 し て 居 住 性 能 を 高 め

る.

3 . 反 射 像 ・透 視 像 に は 全 く ゆ が み が な い .

4 . カ、ラスの厚さに関係なく色調が 統 ー で き る .

厚 み ・ 6 ， 8 ， 10 ， 12mm 

。シ旭硝子

本ヰJ ・東京都千代田区丸の内 2 - 1 ー 2 ( 千代田ビル)

干 100 T E L  (03)211 - 0411 

大阪支! 苫・大阪市北区堂島船大工町53(毎日大阪会館)

干530 T E L  (06)  346 - 1121 
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「空間防衛」という使命を果たすために

カマチの設計ひとつにも細心の注意が払われました

たとえ断熱ガラスを使 って

も、サッシ部分は無防備だ

ったものに対し、エルミン

窓は障子、枠ともに断熱材

ネオプレーンによ って内 ・

外側が完全に絶縁されてい

ます 。外気熱の影響はほぼ

完全にシャ ッ 卜アウトでき

ました 。 その結果、空調コ

ストの大巾なダウンをお約

束できます 。

. 大型窓が180 度ダイナミ ッ

クに横軸回転

清掃の時は障子部分を 180度反転させること

ができます。ガラスの外面も室内側

から手軽に安全に拭けるわけです。

都会のビルではこの独特の機構が

どんなに大きな経済的メリ ッ 卜を

生みだすか知れません。

も ち ろ 山 ん の 附 寺 殊 な 筆 書

ロ ックで固定します 。工ルミン窓

は最大高2200弘、最大巾 3000弘 、

最大面積4. 3ばという大型窓の製

作が可能。この場合も気密性、

断熱性、遮蔽性能の良さは変りません。

. 外部の騒音を侵入させま

せん

ｾ ｛ ｌ｛ ｕｬｾｾｾ＠

ｷｭｴｾｬ 回目 ｗ

エルミン窓の性能比較褒

精度の高い規格

品が揃し 可ます

高い精度こそ窓の生命

工ルミン窓は枠材の組立

てからクレージンクまで

一貫して工場で行なわれ

ます 特殊なベンデ イン

クマシンと I 'I ンチングマ

シンの使用により窓の精

度は抜群 それぞれ完全

な互換性を持 っています

君臨の網間 エルミン誼 普通の 復層ガラ ス窓

アルミサ ッシ 内外 6皿ガラス

内外 6 回ガラ λ Ｍ ｾＨガラス Ｖｾ 型転問盟主，¥1116 醐

/ii 日 アルミ断然怜 7 1レミ 仲 アルミ 伸

二重ガラス 、気密構造 、断熱構造、特殊な引 欄 静 ガラス i面 2. 6  5. '  
3. 0  

KCI I /  

きつけ型の ロックなどエルミン窓の特長のす mt ' h. t  
:I!! "  I宇 2. '  6. 1  3. 9  

べてが、高い遮音性能に結びつきま

逓量産係数

Ｂラ ｹ ト ， ｾ Ｑ Ａｴ ＴＵ ・外聞 ｌ O. 3!1 0. 64  0. 57 

す。外部の騒音ほほとんど気になり

スラ J トの色中間色

ブラインド内蔵 内閣プラインド 内閣ブラインド

日射による冷房負荷

ません。 ｾｴ 岬 ＳＵ ・ ＴＨ Ｇ

1尉F 両恕o ; l

210 3  . .  342 

Kcal / m
1

'h 

通気盛

ml / h' m 風速10m/ sec 0. 20 0. 37 

c-o. '  風速20m/ sec 0. 38  1. 05 

ＺＧｴｾ 倍健情

連音性爺

ブラ インド内蔵アル ミ二重窓

遺過111失 5国% 34 29 27 

ds  20009忘 42  30 32 

工 ｪｾｾｊ 翠
，¥¥11傾情

園 田本工ルミンサッシ株式会社
本 社 東 京 都 千 代 田区岩本町 l 丁目 11番 2 号(三泉ビル) T E L 86 1ー 189 1(代表)

大阪営業所 大阪市西区京町堀 l の125( 東洋ビル) T E し441 - 1979( 直通) 443- 146 1( ビル交換)
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ドする画期的新製品グ

ブラケ y ト

開閉繊

ッター界をリー

停電時用手動チ ェン

使用モータ一

三相200V 50/60'iも 400W
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専用
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関

3  

電 動 開 問 機
L 型

実 用 新 案 巻 取 り 軸 と の 連 結 機州

お よ びL 型 機 桃

チ エ ン 収 納 箱

リミ γ トス イ ッチ

ガ パ ナ 一 機禍

手 動 機情

・特長 ・

特I 午出 願 中

1 . 開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2. 凸部のない真直なシャ ッターケ ース。

3. 袖壁は不用です 。

4 . 減速機構はすべて完全密閉式です 。

5 . 小型で耐久力に富む減速機構。

6  給油の必要がありません 。

7. エンドレス強力 ローラーチエンの内造。

8. リミ ッ ト・スイ ッチを完全に内造。

9 . 手動操作をひとつにしました 。

10. ヒューズ装置の取付けが可能。

11 . 一斉・両面・遠隔操作いつれも可能です 。

L 型 電動 1m問機 は 、 日 本 シ ャ ッ タ ー 技 術研 究 所 に お い て 、 長

年にわたり、国立大学粕干転機械工学部諸教授の指導をあおぎつ

つ 、 当 社 技 術 陣 が 総 力 を あ け て 研 究 開 発 し 、遂 に 従 米 の IJf J問 機

の 概 念 を 破 っ て 完 成 し た l画 期 的 な 新 製 品 で す 。

この 間 問機 に は独自IJ に満 ちた新機構 が 数 多 く 取 り 入 れ ら れ て

おり( 特許 3 件 、 実 用 新 築 2 件 を 出版中) 、減 速 機 、 モータ一、

ブ レ ー キ 機 構 、 停 電 時 j下l 予動装誼はもとより 、 リミットスイッ

チ 、内 ￪ Ｇｩ ｾｴｴ 板に至るまで 、 すべてを 一 つの円筒 内 にコンパクトに

1内めであります。

従 っ て 、 建 築 設 計 上 の 納 り が 非 常 に 簡 単 で 、 し か も 、取 付 や

そ の 後 の 保 守 点 検 等 も 楽 に で き る よ う 考 案 さ れ て お り ま す 。

こ れ ら の 点 か ら 見 て 、 従 来 の 製 品 に 比 べ 総 ゆ る 点 に 秀 れ て お

り、シャッター IJ f.J 間 機 の 決 定 版 と い え る で し ょ う 。

日本シャ ッタ ー 製 作 所刷

浜

山

分

台 ・ 東 部 ・ 城 西 ・償

問 ・ 北 陸 ・ 神 戸・ 岡

松・広 島・北九州・大

崎 ・鹿児島

仙

静

高

宮

営 業 所電話間 (301)  3  6  5  6  

電話( 0720)( 57)4535- 6  

電話問中原 (41 ) 6 3 2 5  

電諮問 ( 361) 7  4  4  1  

電話間 (65)  6  1  3  1  

株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 6 丁目 3 8 番 地

枚 方 市 大 字 招 提 大 阪 府 中小企業団地内

川 崎 市 新 丸 子 東 3 丁 目 1 1  5  9 番 地

名古屋市 中川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地

福 岡 市 粕 屋 町 仲 原 釜 屋 2 7 2 7 番 地

本 社

枚 方 工 場

東 京 工 場

名 古 屋 工 場

九 州 工 場
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4 会員名簿発行遅延についてお詫び

当初，昨年12月発行を目途に，識備を進拍ておりましたが. 会員およ ひ3書官庁

資料の回収遅延江 ど， 諸極のすI 情に より原稿作成が速 くなり，極力努力は いた

しま した が ， 1月中 旬発行の速びと なりました。

乙れがため，会員の皆様方に 多大のど不便，ζ ' 迩惑をおかげいた しまし た乙と

を， 深 くおｾひ 申 し上げます ｡

日 本 建 築 協 会 会 告

このたび下記会員諸氏は， 秋の叙勲な らびに褒章を受けられま した。

乙こに誌 してその栄誉をお慶び申し上げ ます。

秋の叙勲

勲 一 等 瑞 宝 章 重 雄氏 (新 日本製鉄閥会長)

大 造 氏 ( 久保田鉄工閥会長)

鉱 一氏 ( 伊藤建築設計事務所長)

登太郎氏 ( 山 田 組 社 長)

憲 二氏 (朝 日工 業 社 副 社 長 )

秋 吉氏 ( 浪速合板株式会社社長)

清 一 氏 ( 清 水 建 設岡本土長)

コ量二

専主受

永 野

小田原

伊 藤

浜 田

石

村

τ t  

国

石

川

の

勲 四 等 瑞 宝 章

勲六等単光旭日章

黄 綬 褒 章

員

/ 1  

司 会

f I  

r〆

重量褒綬藍

系など 様々な ものが 用い られている。 ζ れらは更に細分化，複合化さ

れ， このたび弊社ICて，オープ ンユニ ッ トへの足がかりとなる外壁一体

型のユニット パスの開発lζ 成功する に至った。

さら に，建築サ イ ドの要請から生れた ユニットパスは使用者側の満足を

得る段階を迎え，現在の弊社標準品 S ・E タイプの改良がな されつつあ

る。こ れら 最新の動 きについて乙d 説明申し上げる。

司実務に直結した建築工事別説明会(第1 回)

「住宅のユニットシステムについて」

• i 目立設備ユニットについてJ

労働力の払底と置の増大を輸に省力化と建築生産の工業化は建築業界共

通のテーマであ り，なかんつく水まわ りを中心とした機能集約部の工場

生産化が設備ユニット の工程短縮 ・省力化の キーポイン卜と目され特に

関心を持たれつつある。

そ乙で設備ユニ ッ トの現場を当社 7 年の歴史をふり かえりつつ紹介し，

現在提起されている問題を取 り上げ今後の設備ユニットの有り方につい

て考えてみたい。

特lζ 今後設備ユニッ トの発展を期するに は単に メーカーのみの努力では

不充分で設計，施工の両面での建築サイドのと協力を必要とする。その

ような観点か らのいくつかの提案もし たいと考える。

また乙のたび，日本設計事務所殿，鹿島建設殿のと理解とど協力のもと

に行なった京王プラザホテル納めパ スユニットのカセッ卜工法について

紹介 し， 乙の極超高層ホ テノレ用パスユニット工事の参考に供したい。

雄氏義藤近

• i住宅設備機器のユニット」

住宅建築に おける プレハブ化，中高層化が強まり，乙れに即応した設備

のユニット化が要請さ れるとき ，すでに発表した「パス ユニット J i ウ

オールキッチンユニット J i電化ダイニングユニ ット J i ラン ドリーユ

ニット J i電化洗面化粧ユニット」などの機能に，さらに冷暖房設備，

集中コントロール設備などを加え，すべての設備機能をひとつのユニッ

トとして，コンパク卜にまとめた「ナショナノレ住宅設備コアユニット」

を開発

・住宅設備ユニット IC対する考え方，取り組み方，方向について

・住宅設備コアユニットの解説

をスライドを通してど紹介する。

附記本年度の各種説明会の第 l 回は「住宅のユニットシステムについ

て」第 2 回は「住宅の電気，ガス熱源によるセントラルヒ ーテ ング

について」をテー 7 として催しますが，同じく住宅に関係のある

説明会でありますので，なるべく 2 固ともと軍事務を希望します。

第 2 回は 3 月 5 日( 金) の予定です。

一氏

正氏

輔氏

長近大都市には超高層建築が相ついで建設されますし，各地IC住宅団地

開発が急ピッチに進み， 1戸建の住宅が大量に建築 され，また中高層の

プレハプ集合住宅がますます量産ブームの様相を呈し ており ます。乙 れ

に関連して住宅のユニットシステムによる優秀な製品の提供や能率的な

施工がさかんに行われています。

今回は安井建築設計事務所，佐野社長殿にお願いして掲題についての有

益なご講話を拝聴し，併せて下記有名な 3 f : 土の担当者か らカタロ グ ・ス

ライドにより製品の特色や工法を詳しくと説明をしていただき，あと で

質疑応答をする乙とにしております。

1月27日 ( 水) 13. 30→ 17. ∞ 

大阪市西区靭1- 118 大阪科学技術センター 4 階 ・401 号室

おO名

l 月25日までに包話 (231 - 9640番) で事業課へ。

ただし定員 K 達したときは申込期限前でも締切ります。

正

窓

圭

野

フ巳

司

佐

有

庄

プログラム

0 開会の挨拶 社団法人日本建築協会事業副委員長

。「住宅の ユニ ットシステムについて」

株式会社安井建築設計事務所取締役社長

0 説明題名 ・説明者

1. i ユニットパスの動き」

東陶機器株式会社ユニット工事事業部工事第一課長

2. i 目立設備ユニットについて」

日立化成工業株式会社結城工場設計部主任技師

3. i住宅設備機器のユニット」

松下電器産業株式会社住宅設備機器研究所

デザイン部設備ユニット開発室室長

時

場

員

込

日

会

定

申

明氏義藤伊

。閉会の挨拶

社団法人日本建築協会事業委員会幹事

29 

浩氏

説

・「ユニットパスの動き」

現在のユニットパスは，ほと んどク ローズドシステムで行われている 。

種類 も イ) パ才、 J レ式，ロ ) キュ ーピック 式，ハ) セミキューピック式

など種々雑多である。

材質的にみても，プラスチック系，木質系，スチーノレ系，コンクリ ー ト

宅

旨要明



日 本 建 築 協 会 会 告

4 ニチモ甲子園第 6 コーポラス新築工事の

見学会

日 時 2月 5 日( 金) 15. ∞( 集合) →17. ∞( 解散)

〔参考〕運賃は各自負担の乙と→大阪より往復 160円

集合場所

建築概要

施

14. 29 阪 神 電 車 梅 田 発 西 宮 行急行乗車

14. 46 甲子園下車

阪神電車「甲子園駅」西出口附近・目標会旗

主ニチモプレハブ株式会社

( プレハプ分譲住宅の企画，設計，監理，販売まで一切〉

施 工鉄建建設株式会社

所 在 地 西 宮 市 甲 子 園 浦 風 町 川5- 3

( 電話 0798- 4ト1242. 鉄建建設作業所)

阪神電車，甲子園駅から徒歩 4 分

敷 地 面 積 2. 356.  77rrf 

建 築 面 積 1. 056. 97rrf 

延 床 面 積 7. 384. 91 rrf 

構 造 ・規 模 鉄 骨 へ ー ベ J レ 進 地 上 7 階建

戸 数 112戸

エレベータ- 6 人用 - 2基

工 期 昭 和45年 7 月15 日→昭和46年 3 月27日

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきには l 枚に 1 名限りとし，氏

名 ・勤務先名および所在地 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵

便番号を記入の上 1月24日までに事業課へ。ただし定員を超

過したときは抽せんにて決定し，ど通知いたします。

4 ナショ ナルの住宅設備機器工場とショウ

ルームの見学会

日 時 2月19日( 金) 13. 40 ( 集合〉→16. 30 ( 解散)

〔参考〕自由行動( 遂賃は各自負担京阪電車淀屋橋より往復lω 円〉

13. 09 淀屋橋発普通笛車乗車→「門真J 下車

集合場所 京阪電車門真駅出口前 ・目標会旗

見学場所 門真市大字門真B∞ 〔電話06- 909- 1131 ( 大代表) )

松下電器産業株式会社厨房器事業部の工場とショウノレーム

見学順序 13. 40 門真駅発徒歩15分→事業部へ

14. ∞→事業部にて説明をきく→工場とショウルームの見学

→質疑応答

16. 30 事業部にて解散の予定

松下電器産業株式会社では早くか ら新時代の台所づくりを目

指して電化台所セット，電子レンジ，食器洗い機，ガス調理

器具など，かず多くの独創的な設備機器を開発，日本の台所

の改善に貢献されています。工場では厨房機器などの流れ作

業での製作状況や，ショウルームでは，今日フ。レハブ集合住

宅 IC大量採用されつつあるユニットキッチンをはじめ，立体

的に展示された住宅設備機器の数々を見学します。

定 員 50名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1 ; 名限りとし ，氏名

30 

・勤務先名および所在地 ・役職 ・連絡電話番号 ・返信用宛名

・郵便番号を記入の上 2 月5 日までに事業課へ。ただし定員

を超過したときは抽せんにて決定し，ご通知いたします。乙

の見学会は大林組のど斡旋 と松下電器産業のご厚意によって

催す乙とになりました。ついては同業の方はお申込をうけ て

もど遠慮願う乙 とがありますか らあらかじめ と了承下さい。

‘ 清酒白雪の新社屋と四季醸造工場の見学

L: . .  

ｾ＠

日 時 2月27日( 土) 13. 20 ( 集合〉→16.30 ( 解散)

〔参考〕自由行動( 運賃は各自負担… 阪急電車大阪より往復120円〉

往 12. 52 阪急梅田発神戸線普通，塚口事長換→13. 17伊丹着

復 17.00 阪急伊丹発塚口乗換→17. 25神戸線普通，梅田着

集合場所 阪急電車伊丹線終点伊丹駅 2 階改札口附近 ・目標会旗

見学場所 伊丹市伊丹中之町408 小西酒造株式会社新社屋

〔霞話 0727- 72- 5121 ( 大代表) )  

伊丹市伊丹字外崎 18ト2 小西酒造側四季醸造工場富士山3 号

見学順序 13. 30 新社屋正門前者→新社屋→富士山 3 号→富士山 2 号屋

上ホー J レへ。乙のホ ーJ レでは小西酒造株式会社のど挨

拶を承り，しぼりたての清酒の乙馳走になりながら，

竹中工務庖の作業所長小原弘充氏の「小西家の由来に

ついて」興味あるお話を伺う乙とにしております。

乙乙で 16.30 解散の予定です。

新社屋の建築概要

設計・施工株式会社竹中工務庖( 設計担当高橋則夫氏〉

敷 地 面 積 4. 462. 38rrf

建 築 面 積 1  . 832.  32rrf ( 廻廊部分鉄筋コンクリート造379. 20rrf)

延 床 面 積 7. 822. 74rrf

構造 ・規模 鉄骨鉄筋コンクリート造・地下 2 階・地上5 階・塔屋 2 階

工 期 昭 和43年12月20日→昭和46年10月 2 日

定 員 50名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に 1名限りとし，氏名

勤務先名および所在地 ・役職・連絡電話番号・返信用宛名 ・

郵便番号を記入の上 2 月14日までに事業課へただし定員を超

過したときは抽せんにて決定し，と、通知いたします。乙の見

学会については毎度のように竹中工務庄のど斡旋により，小

西酒造株式会社のど厚意とと歓待をうけて催す ζ とになりま

した。ついては酒造業の方は申込をうけても参加をど遠慮願

う乙とがありますからあら か じめど了承おき下さい。

小西酒造臨本社社屋



日 本 建 築 協 会 会 告

惨若い会員の集い

『都市と公園と人間と J 座談会

ＮＯＧｩｾ＠ ，ｪ ｩ と ｪ 五 ｪｾｪ 的空間についてＺ有 ｉｬｬｬ￮ におけるすーフンスベ ース。なか

でも広場 (square ) およびダウンタウンのモール( ショッピングウ

オール) における造図的処理、水 、納物、 i並び士あなどのあっかい }j 、

占いf ! ") ，jt などの改造によるショッビングセンタ一、市街地改造によ

る住宅の前庭などの例と 、 アメリカのカリフォルニヤ州、サンフラ

ンシスコ 、 フレスノ、サクラメントなどの例をスライドで紹介する。

日 時 1月28日( M8 .0 0 - 2 0 .0 0  

会 場 + : 会集会宅( 大| 仮 di ｾｉ 区北浜 Ｓ - 37 近 畿 処 築 会 館 H 皆)

ゲスト 宮 崎 研 一 氏 ( 大 阪 市 海 外 研 究u として44年 lotJ - 45
1
ド8 JJ 

まで欧米を視察。大阪 di 公開部勤務)

司 会 上回稔、佐藤泰

申 込 往 復 は が き に 限 リ ま す 。 は が き は l 枚に 1 1'， 1浪りとし、氏

1'， ・勤務先1' ， ・所イ1: 地 ・i主総 'd.!: 話 番 号 ・j凶，j )[i 宛.1'， ・郵 便

喜子号を記入の1 - . 、 1  }-j 20 日までに M たIl * へ願います 1
11
. し

定員 30名を超過したときは fal せんで決定し、ご iilljll いたし

ます。

謹 賀 新 年 昭和 4 6 年 元 旦 (50音順)

阿 部 暢
三同包

柳 不 手庁 j斐 井 貞
ご，ムロ

東 洋 土 建 株 式 会 社 取 締 役 社 長
株 式 会 社 岡 本 車旦 取 締 役 社 長

株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁目 37 電話 06( 341) 6671

大阪市東住吉区田辺車ノ町 6 丁目お電結06(692) 1331- 5 
大阪市西成区玉出本通4丁目 1'1在地 11tJ言。6( 651) 7775

自宅・芦屋市東山町213 ローズハイツ芦屋406号

自宅大阪市東住吉区間辺本町 3 丁目 188 電話06(621  )7982 
自宅大阪市西成区玉出本通 5丁目 87 11H;506  (661) 3370 ＱｴｕｾＢＨＩＷＹＷ＠ (31) 2339 

三同主

木 益 次
三同主

山 正 義 j菱 2，n  ロ
猪 之

τ1= 

1=1 

株 式 会 社 青 木 建 設 取 締 役 社 長

詑二葉建築設計事務所大阪事務所 取締役大阪事務所所長

株 式 会 社 t菱 I召 *iI. 取 締 役 社 長
大阪市西区江ド蝋 l の108 近畿物産ピル

大阪市大淀区大淀町南1丁目5番地 司U! 03 ( 458) 5851  電お06 ( 443) 0598 

大阪市天王寺区東高治町8番地の1 111J 古06(762)0251 

臼宅・神奈川県逗チ市山の恨 1 - 3 - 19  
自宅 . Ji r liUrI 'j 右 ;j( li .大出IYf I:'lJ. 勝山町14 - 6  

自宅奈良市学園南1丁目7番15号 111，1;50742(45)0681  
1lt J孟0468( 71 ) 2882 1l!，! t075( 922 )8082 

青

青

島

島

憲

邦

輔

士

合 資 会 社 汗 ぬ 設 計 室 所 長

名古屋市中村区米屋町2地玉銀行ピル電J t 052( 582) 7171)>; (¥ 

#島憲欄・名 古鹿市西区枇杷島通り 2-35 電J505以531)1915  

青島邦土量掴県量掴畠車耳町大字春本字白土ト倒電話052(801)62侃

三邑

同 盛 男繁

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 鉄 砲 町 5 番 1 6 号 電J 50822(21)2281  

自宅・広島市翠町 1 5  0  7 の 1 0 電J ;50822(51) 6730 

赤崎 尚 信 浅 野 真 i登

赤 崎 建 築 事 務 所 所 長

大阪市西区立光線北通 l の90 第三富士ピル

電訴 06 (541)  7625代

自宅凶Ｇ白 ［ｲｴ￮ｭＨｾｾｲＹＭＴ - 5 0 3 屯，150798(  67 ) 712日

株 式 会 社 浅 野 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市天王寺区城南寺町 9 の27

電，t 06( 768) 0201(¥ .  (761)7870 

自宅大阪市住吉区南住吉町2丁目 103番地電話06(691  )2449 

秋 田
三聖; ; J .与;. : b、

さ苦 I 、J 口 }菱 雄海 正

秋 田 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 西 区 江 戸 沼 2 丁目 47 111，1.506 (443)  4961  

自宅 ・大阪府守口市竹町 4 11't - l " 宣活 06 (991)  4322 

j葺 海 電 気 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市北区老総町 1 丁目 22 1ll，1初 6( 362) 8701- 8

31 



謹 賀 新

東 秀 保

株 式 会社 東建 築 設 計 事 務所 代表 取 締 役

大阪市北区天神崎筋 3 の68 三海ピル

'ill ，!Ii 06 (358 )  5598 ・3497

自宅 :悦 Ji ] 川市成田点田r15の25 電話0720(31  )  3986 

姉
i

 

l

 

--
.，

e

 

正 男

来光電気工事株式会社大阪支社 取締役大阪支社長

大阪市東区高麗縫 5 丁目2Sl 射血 111話06(202 )0325 - 9  

自宅 ・吹田市藤白台 4 の30の12 電3初 68 (72) 3214  

静岡 野 栄

株 式 会 社 研 文 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 堂 山 町 66 電指06 (361)  2091  (t 

荒 芳 手B木

株 式 会 社 荒 木 造 園 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

池 田 市鉢 塚 2 丁目 8 番 21号 電1初 花7( 61)8874代

自宅 ・池田市鉢塚2丁目9番8 号 電 話0727( 61)8874代

年
昭 和 4 6 年 元 旦 ( 50音順)

{手 藤 郎井 福 蔵
ニム
，ロ4華

株 式 会 社 伊 藤 組 取 締 役 社 長

彦 般 市 安 消 東 側T 95 lI'i 1也 電 話 07492(  2  )3141代

向宅 ・彦f良市本町2丁目 l 帯9号 電話 07492( 2 )0<Yl 5  

伊 良R

上

株 式 会 社 JI' 1: 組 代 表 取 締 役

大阪市郎，C ，¥1><: 網島田f 6 11'i 25f }

'..Il，!，l ; 06( 351) 0530.  ( 352) 4031- 1 

自宅 ・東大阪市東石切回f6 TII 4lfi4 号 1宜，11i 0729(81 )  2526 

井 達 明 藤

大栄1江主i 株式会社大阪支! 占 常務取締役大阪五倍長

k  ｾｾ＠ di 州 1><: ，;i 町 胤 2 の3 5 笹川 O時(113) 0631 (¥. 

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 宮 回 町 9 電話 06(364)5836 

自宅 ・鐙 中 市 本 町 2 丁目 5 6  1li J古068 (52) 5775 

五 十 昇

上

井 上 透 明 建 築 事 務 所 所 長

大 阪 市 西 淀 川 区 竹 島 町3 の24 1li J1i 06 (473) l(お9

06 (471)4871  

自宅 ・大阪市西淀川区竹島町3の31 電源06(471)4871  

06( 473)  1069 

井 関
畠

早

風

( 資 ) 三 共 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古屋市中区下 liiJil1町 1 2  6  電話052( 321) 9591(¥ 

白宅・愛知県東海市名利回T 名和住宅 5 - 203 

?世話 05ω( 63) 1068 

株 式 会社 藤 田 組 取締 役 広 島 支 庖 長

広島市国泰寺 町 2 の 3 の2 3 電3古0822 (41)4131代

井 原 巌

井 手 正 雄 伊 丹 久
-::1= 

生 島 道 春ｾ＠

社 団 法人 日 本 建 築協 会 京都 支 部 支部 長

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締役 副 社 長 円 秘 工 務 株 式 会 社 代 表 取 締 役

京郎市中京区押小路通柳局地京入橘町645 京邸建設会館

大 阪 市 東 区 両 替 町 l の 1 3  包括 06 (942) 1461代 大阪市南区大宝寺町東之 r20番 地 宇 野 ピ ル

電話075(211) 2857 

電話06( お1 ) 3195 

自宅・京郎市中京医魅鴎町通ニ ｾｲ 栢入 増結075(231)1492

井 夫上 浮

株 式 会社 井 上 浮 夫 商 庖 代 表 取締 役

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 l の 1 0  1  屯J1i 06( 441)8531  

自宅 ・西宮市甲子園三番町9 の5 電， Ｑｾ ＢＰＷ ＹＸ (41)4661  

井 上 正

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

名古出市中村区権町4の28 国鉄会館内 電話052 (571) 1271 ｦｾ＠

052 (551) 2025直通

ｾｉ 宅・名古尾市千憎区下 ｊｊ 町 Ｑ の ＳＰ 電話 ＰＵＲＨＷ Ｑ ＱＩＹＴＰＰ

32 

弁 !京 築 炉 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市大淀区天神縫筋ヨの8のl 屯話06 ( 372)  3328 

自宅 ・芦 屋 市 東 芦 屋 町 5 の l 電話0797(22)  0270 

{手 東 正 也

株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

) < 阪市浪速区幸町通2丁目 6帯地消光ピル

電話06(562)4343代・ 4344

n 宅 西 宮 市 松 生 町 129 酢地の 2 電話0798 (2幻3598

伊 藤

宅謹r

吾 郎

株 式 会 社 伊 藤 喜 三 郎 建 築 研 究 所 取 締 役 社 長

班点郎中央区銀座 71' 8 9 佐17号銀座ヤマトピル 10陪

電話03( 571 ) 6166-9 

自宅 車京冊品川区東五反田 3 の16の55 電話ω( 441) 5437 

生 重回 政

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区安 E土町 4 丁目 5 番 地 電 話06 (261)7591-6 

自宅・声庖市朝日ケ丘町258番地の 2 電話0797 (23) 0657 

池 田 昭

株 式 会 社 池 田 宮 彦 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市南区瓦屋町三番丁68 オート七ンターピル 2 階

電話06 (761  )03ω 

自 宅 幌 市 東 上 野 芝 町 2 丁321 電話0722( 52) 7753



謹 賀 新

石 井 蔀

東洋基礎工業株式会社大阪営業所取締役営業所長

大阪市西区京町堀1丁目156 中谷ピ Jレ電話06(441同678- 9

自宅 ・大阪府豊中市新千里北町3丁目 l 番地

新千里北町第三団地C4 0の2似 電 話068( 72) 3050 

年 昭和 4 6 年 元互 (50音順)

ｾ＠
'フ

霧 雄

r::. 

昌 能 手日 西

日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪市西区土佐堀通 l 丁目27番地

タケウチピル 5 階電話 06 (443)2261  

自宅 ー神戸市護区篠原市町2丁目3lfi24号 電話078 (87) 3479 

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 社 長

大阪市天王寺区上本町 7 丁目 2 番地の l 上六ピル

電話 06( 772) 1251

自宅太阪府高石市羽 Ji. 2丁目 4 需l 号 電話官722( 61) 1179

石 JII 寛 市 JII 繁 雄
取締役会長 今 村 騰

石 JII 宏 取 締f支社長 立 石 行 男

石 111 建 築 司王 務 所

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市天王寺区茶臼山 1 1 1 ltiJi 古06( 779) 9491- 2

京都市南区西九条豊田町20 Ｑ 百 ｾｗ ＷＵ (681)5101- 5  
中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

自宅 ・兵庫県宝塚市切畑長尾山2の317 電話0727( 59)  2963 
自宅 京書官市左京区下鴨芝本町ＧＳ Ｗ 電 ｾｗＷＵ (781) 0289 

大 阪 市 北 区 梅 ケ 伎 町 56 電話06 (312)  8881 

石

ー

l

 

'

E

a

，

 

輿良

日 本 冷 然 工 I望 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大阪市西区土佐堀通 1 丁目 16番 地 電 話 068 (52)  3941  

自宅 ・豊中市蛍ケ池1範囲T 4 r目7 1!'i 12号

電話06( 443) 3661- 9

稲 重 良日
ｾ＠
- ' 7 

彦葉

建 財 設 計 工 務 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 芝 田 町 9 7  'I1.i:話06 (372 )  5097 

自宅 ・八尾市山本町市 5 ー 13 包括0729(22)  3587 

フE 康

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 11 番 地 電 話 06 (312)  1281 

自宅・豊中市北桜塚4 丁目5 番5号 電Z初 68 (52) 5887 

石 田 秀
p万晶三司

16 稲 山 最 寛

左u.吉a  
崎 甚 太 郎

株式会社松悶平田坂本設計事務所大阪出張所長 社 団 法 人 鋼 材 倶 楽 部 理 事 長
社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

大阪市北[ 主堂島t : 3 の 10 'i lI，l i i 06 ( 344)  7821  東京都中央区日本編茅湖町 3 ー16 鉄鋼会館
大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁目 37 包 括 06 (231)  9648代

自宅・3駐車郎世田谷区絞ケ正2の8の6の202 1/i訴 03 ( 429)  5074 '，'0: ，1舌03 ( 669 ) 4811大代

自宅・兵廊県川西市花屋敷 l 丁目32の11

買!J苦0727( 59) 9317  

磯 道 秀 夫 指 宿 真 智 雄
左u.吉a  

崎 徹

太 平 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 株式会社建築デザイン l 級建築士事務所代表取締役 株 式 会 社 岩 崎 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

愛媛県総山 rli 昧源開12 丁目 13設地17 大阪市京医南本町4- 47イトウピJ レ 1世話06 ( 252)  4905代

本 社・奈良市法重量立花町 1 0 4 6 電話0742( 22) 2  2  8  4  

電話 0899( 21) 2023 

奈良事務所・奈良市大森町農協会館4階 電話。742伶3)1231代

自宅 Jj( 郎市左京区八瀬野瀬田T54 電話075( 781) 6573 自宅・奈良市学園町北 1 T 目 電1舌0742( 45) 151 3  

泉 治 郎 ー

株式会社熊谷組大阪支底専務取締役大阪支底長

大阪市西区西道頓J s ! ii!i 2丁目 I l!1-i 也'I1.i: ，m06( 538) 1841

泉 哲 史沢

株 式 会 社 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所 代表取締役

大阪市 ｾｲ ｸＺ瓦町 Ｕ - 4 2 新瓦町ピル

1世話06 ( 231  )  2064- 5 

自宅 投中市東豊中 4 - 2  - 14  目立，11i 068 ( 55)  5865 

ｾ＠
- ' 7 

井 正 隆

有 限 会 社 三 和 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 旭 区 北 治 水 町 13帯 地 電 話 06( 951) 1ηl

臼宅・大阪府枚方市脊虫ケ丘 I 丁目 2 U昨I也

電話0720( 54)  4630 

..0、

ー7 茂 雄西

株式会社今西建築デザインルーム代表取締役

太阪市西区北堀江通 2 丁目 47 番地電話06( 541) 3051- 2

自宅大阪市西区北堀江通2丁目 47番地電話06 (541)3 0  5  3  

山

右山奇 弘

株式会社教育施設研究所大阪事務所取締役所長

大阪市西区立光堀北通 2 の27 電話 06( 531) 0913

) d; } ピル 2 陪 3 陪 06(541)7301  

自宅・奈良市法蓮立花町 1 0  4  6  電話0742(22)2283 

岩 崎
差

1=1 
雄

恒 和 化 学 工 業 株 式 会 社 取締役社長

東京郎大問灰大森 ｾｴ Ｕｔｆｬ ＸＭ ＱＱ 号 ｾＱￎ， ｴ 孟 ＰＳ ( 763)  0211 大 ｉｾ

自宅 ・東京部大田区山王2の30- 10 電話03 ( 772)  2651 
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I-LI 

正吉 本 博 1T 

年 昭和 4 6 年 元 旦 ( 50音順)

小 河 吉 之 助

株式会社小河建築設計事務所 代表取締役所長

大 阪 市 街 区 瓦 鹿 町 4 番丁 8 電話06 (761)  6957代

臼宅・務底川市東香里閣町18ー 14 電話0720( 32) 5166

完ｾ 吉 本 義
'L' 

浦 辺 鎮 太 郎 尾 亀 清 四 郎

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会 社 浦 辺 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 晃 空 調 会 長

大阪市東区高麗縞 2 丁目 9 番地l IUW6 ( 笈)2) 4791  

大阪市北区侮回八番地ｾｊｩ阪急ピ ｊ レ電話 ＰＶ (341)  1727 

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 電話0 6 ω6 3)1371

自宅 ・兵瓜I県丙富市甲東阻 1 丁目 7 の8

自宅・大阪府八尾市山本町4丁目 51ft 7号 mJIi 0729 (22) 2908 111 ，15 0798 (51  )  0389 
自宅 ・枚 方 市 岡 山 手 町 15 の4 電1古O花0( 41) 3427

j甫 野 男

上 回 良
ご，ムロ 3工 )11 好 巴 置 塩 光

U  0  A  建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 山 下 寿 郎 設 計 事 務 所 大 阪 支 社 支 社 長

太阪市東区谷置町T5幻1 目3犯0'新fi'野F村ピル t沼官J話z初06引(7花68幻ロ294“1- 2 大阪市東区北浜 Ｕ 丁目 ＱＱ 番弛電ｾｩＵＰ Ｖ (231)4217 0  7321  

神戸市生田区京町70 松岡ピ J レ 電話078 (39) 3515 

自宅 ・神戸市東灘区御影町上ノ山1661の 6

自 宅 ・ 芦 屋 市 山 手 町 16 電di50797 (22)  9269 電話078 (85)  4681 

植 泰 弘田

株 式 会 社 円 本 住 宅 タ イ ム ス 社 代 表 取 締 役

大阪市東区北浜 2rn84 m，! [;06(231)  1441- 3  

上 義衰

共 立 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 底 長

大 阪 市 点 区 谷 町 5 丁目 30番 地 買t.1i i 06 (761)  0112 

自宅 ・池田市天神 1 丁目6 - 3 苧安マンション31号

11Wi 0727 (61  )1455 

上 村

株式会社一級建築士事務所京都建築事務所代表取締役

車偲市中京区三車柳喝湖東入中之町10 電話075(211 )  0562 

075(231)5681 

(1宅 西 常 市 五 月 ケ 丘 3 ｬｴｉょ Ｕ 日常， ＱｾＰＷＹＸ (:剖 )4333

株 式 会 社 浦 野 設 計 事 務 所 取 締f支 社 長

名古屋市西区山田町上小田弁字中鴻1お4の5

111，![; 052 (502)  1991 代

自宅・名古屋市西区山田町上小田弁字中浦1254の5

包 括 的2 (502) 4501 

榎 栄 大 井
ごム

，ロ 郎

東 峰 美 術 建 築 研 究 所

大阪府大東市赤井 1 丁目325の6 電2却 720(72)1850 

自宅大阪府太京市赤井 l 丁目325の6 電話0720( 72) 1850 

小 川 卯 郎

弘

株 式 会 社 大 井 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市西区京町堀 1 丁目76 福岡ピル

電3吉06( 444) 4521- 2 

自宅 ・箕面市百楽荘4丁目4ー 11 電話 0727 (21)  4113 

大 漂 幸平

日本電設工業株式会社大阪営業部 取締役大阪営業部長

大阪市大淀区豊崎西通 1 丁目20番9 号

OIIl，11i 06 (372)  35311t  

‘
、

•••• 

，

 

・
'
'

l

 

l

 

---s' 

正

大 幸 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区今縫5 丁目 2 番 地 電 話 06( 割)3ゆ065代

自宅 ・豊中市玉井町1丁目8番18号 電1君。68 (52) 3237 

大 繁 報?

株 式 会 社 竹 中 工 務 j苫 常 務 取 締 役

大 阪 市 東 区 本 町 4 の 27 司! J 1i 06 (252)  1201  

下

日 成 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

広 島 市 東 白 島 町 1 7 の 4 lIU初 822(28)0281 

内 田 成 之 )11 実 大 下 JI慎 郎

須 資 工 業 株 式
dZbミ、

社

大 阪 建 築 設 計 監 辺 'H業 協 同 組 合 理 'n長

平 和 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大阪市ｾＡｩ区よｻ主楓通 Ｑ - 1  4  

k 阪市西区土佐堀通 5 r 回日 電話06 (448) 3  3  2  9  

大阪市城京区間日町l T n40番地 地，11i06( 939)4741- 5代

ヤマタマピル

自宅 ・大阪市港区市問 l 丁目 11畠26号 電話06 (573)5831 代
自宅・大阪市旭区新森小路中3の93 1IUi506( 952) 1240 
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大 芳 郎林

株 式 会 社 大 林 組 取 締 役 社長

大 阪 市 東 区 京 僑 3 丁目 75番 地 電 話 06( 悦 1)0&; 1

自宅・神戸市東灘区御影町御影字上の山1682の l

電話。78 (85)  2501 

大 森 久 司

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 番 地 電話 06(312)  1281 

自 宅 ・奈 良 市 今 辻 子 町 1 2  電 ｾｗＷＴＲ ( 22) 2390 

大 山 日百 典

セ メ ダ イ ン 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支底長

大 阪 市 南 区 大 宝 寺 町 東 之 丁 41 電話06 (251)  3555 

自宅 ・大阪市住吉区長居町東 7 丁目 26

電話 06 (691)  9002 

岡 津 勇

岡 浮 建 築 設 計 事 務 所

大阪事務所 大阪市北区悔ケ枝田T l 46 傍ケ技ピル 2 階

包括 06 ( 362)  6083 

自宅 大阪府茨木市大字清水4 3 3

電話0726(43)  5230 ・8953

岡 田 金 次 郎

株式会社久米建築事務所大阪事務所取締役所長

大阪市北区堂島中 1 - 23 堂島中町ピル

電話06 ( 344)  2096 

岡 田 正 目白

河 内 石 材 工 業 株 式 会 社 代表 取締 役

大東市灰塚 6 丁目 3 番 2 2 号 電話 06 (788) 7761 

自宅・枚方市大字春日

岡 橋 作 太 郎

株 式 会 社 日 建 設 計 取締役副社長

大 阪 市 東 区 備 堀 2 丁 目 38 電話06 ( 203) 2361 

自宅・芦屋市打出春日 町 156の l 電話0797( 22) 45∞

年 昭 和 4 6 年 元 旦

岡 本
差

f守

株 式 会 社 昭 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市西区西長掘北通 1 丁目 8 番地図ツ繍ピ Jレ

T世Jli 06 日32 ) 0415

自宅・芦屋市朝日ケ丘町103番 地 電 活0797( 31) 3201

岡 本 全 男

箆 組 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大阪市天王寺区東高津町14 - 5 包括06( 768) 1515 - 7  

電話06( 762)  1753- 4 

自宅 大阪市西成区玉出本通ト37 電話 06( 661) 3317

岡 本 男美

株 式 会 社 巴 商 会 常 務 取 締 役 大 阪 支 庖 長

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 - 3 8 屯話06 ( 344)  1441大代

自 宅 宝 塚 市 南 口 1 - 4 ー 18 電話0797(86)  2909 

奥 嘉村 正

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 庖 社 長

大 阪 市 北 区 木 幡 町 印 番 地 電話06 ( 364) 4131(¥'

自宅 ・西 宮 市 南 郷 町 14 - 34 電話0798(23)  2669 

折 井 博隆

松 井 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庄 支 庖 長

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 20 電，l l i 06ω44) 4135 

自宅大阪市東淀川区西宮原町3- 35 電話 06 ( 393)  0853 

海 上 育事

株式会社海上静ー建築事務所 代表取締役

大阪市東区博労回T 2 丁目 41番地 中博ピル 4 F  

11i J1i06  (271)  1149 ・(261)4428- 9  

自宅・大阪府場市日置荘西町 J3番地 2 電180722 (85) 2J 20 

鍛
ごム

J 口 延 男

株 式 会 社 経 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 樋 之 上 町 3 番 地 電 お06 ( 364) 似 46

大阪市東住吉区矢悶矢田部町中通1-5 長居東4- 14

電話06 (692 )  0865 

(50音順)

梶 本 秀 尾

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区森之宮東之町 3 9 2 電話 06(941) 6531代

自宅・堺市大美野 1 0  7 の 4 電話 0722 (37) 2548 

嘉 伝納

三 宝 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0 電話 06(:制 ) 1471

自宅 ・芦 屋 市 岩 園 町 1 8 4 の 2 電話0797( 22) 2191

金 五 良R光

万 年 ス レ ー ト 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市西成区千本通 7 丁目 11番地 電結06( 661) 8181代

亀 井 晃

ごム

，ロ

一級建築士事務所

株式会社 A. R. ! 建築事務所 代表取締役所長

大阪市南区谷町 8 丁目 8 の 2 久寿野木ピル

包括06 (768 )1405 

自宅 ・奈 良 市 六 粂 緑 町 1537 電話0742(45 )2995 

i

 

l

 

-
-
a

，

 

I - LI  

1苧: 繁 夫

株 式 会 社 川 岸 言 語 業 商 底 代 表 取 締 役

大阪市西区靭本町 2 丁目 98番 地 電 話06( 532) 0461- 4

自 宅 池 田 市 天 神 1 丁目 10- 10 電お0727( 61)8 5 9 8

川 口 喜 代 枝

株 式 会 社 篠 田 川 口 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

名古屋市 東区富士塚町3 丁目 2 番 地 電話052 (962)758J 代

自宅 名古居市千掴区稲舟通 2丁目 7番地 電話 052 (75J )26J3  

i

 

l

 

-
-
a

，

 

崎 敬

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役

大阪市西区靭本町4丁目 103番 地 電! W6( 532) 0081- 5  

自宅・大阪市浪速区新1112 丁目 666 11Ui 506 ( 632 )  7369 
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l

 

i

 

--，，
 祐回

川 問 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市港1><: 披除3 rn 711'，7  ＩｾＮ＠ 'i1f，1l; 06(  583 )1017- 1020 

自宅 ・大阪市港区波除 3 11112帯20，;

'11UIi 06 (  583 )  24 92 

l

 

l

 

--a

，

 

谷 勇

川 谷 建 築 設 計 事 務 所 所 長

京書官市左京区一乗寺清水町 1 5  司!.l.J;"U75(781) 114 8代

自'1:: ・J;! 相l市ん京1><. .最7f W本側115 "世，;1i075I  781) 1148代

川 廷 誠 治 郎

神 鋼 建 材 よ 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

尼 崎 市 凶 めl ぬ 町 77 liI' 1也 '.-11，!1i 06 (411 )  1301代

l

 

l

 

-
-
E

，

 

中 正 道

三協 7) レミニウム工業株式会社大阪支鹿 取締役大阪支底長

大阪市西区戦 1 丁目 1 2 3 番地近畿富山会館ピル

電話 06( 443) 9ω 1- 7

自宅む中市 ｉｾ 肝 Ｗ 丁目 ＶＴ - 5  '，lt ，，1i 068 ( 53)  5915  

河 井 弘費

株 式 会 社 河 井 建 築 事 務 所 ( ¥ : & 取 締 役

本社 大阪市北1>(' HLffl [65 小林尚・ICビル

1江川 06 (372)  8404代

分室 ・奈 良 di 1f :k ケ正 4 1"1 1  "立，11i 0742(45 )4378 

年
昭和 4 6 年 元 旦

辛 貞 夫木

東 海 興 業 株 式 会 社 ( 大 阪 駐 在 ) 常 任 顧 問

大阪市北区織田町27 サンケイピJレ 1(I，li 首 OO(343)0451 

自 宅 芦 屋 市 宮 川 町 l の 20 1I W"U797 (22)0328 

柄 谷 吉 太 郎

株 式 会 - 社 柄 谷 工 務席 取 締 役 社 長

尼 崎 市 主 需 品i 之 町 4 需 J也 - "Wi 06( 411) 1451 

自宅・西宮市甲子園浦風町9 の14 屯，1初798(41) 0700 

神
豆

同崎 明

株 式 会 社 神 崎 組 取 締 役 社 長

姫 路 市 北 条 n 8  6 の 3 泡，11;0792(23)2021  Ｈｾ＠

自 宅 ・ 姫 路 市 北 条 口 6 2  1t i.l目;0792 (23) 0210 

神 回 正 平

株 式 会 社 日 本 シ ャ y ター製作所 代 表 取 締 役

大阪市点淀川氏田川通 6 の38 ，1l，;l; 06 (301)  3656 

自宅 神/ i ，1i 点綴iベ住吉町亦塚山 1871

旬以 078 ( 85)  0248 

木 園下 男

株 式 会 社 内 外 写: 点 取 締 役 社 長

大阪市北区堂島北町16番 地 活J君06(361) 9055大代

自宅 ・盤中市北桜塚3丁目 9書15号電，I W68(53)0892 

河 j章 喜 之 助 木 村

: . . 争+

次員呈

河 津 装 飾 株 式 会 社 代 表 取 締 役
株 式 会 社 木 村 工 務 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 堂 島 と l の 24 ，1I，11i 06 (341)  1351 

大阪市 ｲｾｩ 1メ rti i持 出 町 38 '1官"Ii 06 (271)  5678 

自宅 ・段中市 IIU部本町 l 丁目 10 ''-11，15068 (62) 6865 

( j ' 主・大阪di 見m. 古[ ' C下型f JI: 田[ 7 の14

'，'l!，rli06 (791)  0834 

河 村 幸

中国電気工事株式会社大阪支社取締役大阪支社長

大 阪 市 北 | ベ 京 掘 川 町 10 'o'I1.l1i06 ( 362) 8651 

自宅 ・121 槻 rli 本 町 5 の 1 7  "目指0726( 75 )  3378 

36 

清 文回 氷

株 式 会 社 梓 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

東京都千代田区永田町 2 丁目 14111' 2 号

山王グランドピル5階 Ｑｉｴ， ＱｾＢￜ Ｓ＠ (580)4411代

( 50音順)

所 長 工 藤 雅

次 長 工 藤 建 夫

工 藤 雅 三 建 築 事 務 所

大阪市此I f . ほ四賞品太過 2 丁目 12 電話 06 (461)∞43 

06 (461)4198 

向宅 Ｇｘ 阪市此花区四 ｬｾ 島太通 Ｒ 丁目 Ｑ Ｒ oIl J t06(461)4393 

06 (461)  9293 

肯12 j畢
ｾ＠

J 、 朗

平 和1 述 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪 rfi 岐点1，(1世! 日町1 f i d401Ft J也泡話06(939) 4741代

自宅・欧fU，!i Î1本町3 rt1231Ft 8l }  "立，1l; 06 (381)  0451 

粟 林 馬

栗 林 建 築 士 事 務 所

和歌山市和歌浦鶴立附 5 2 7 司iJ 初氾川44) 3623

栗 山手口

22 シェル石油大阪発売所 アス7 T ) レト製品販売部長

大阪市東淀川区商中島町 2 ー76 "i!，jl; 06( 303) 7131 

自宅・ I町内 rli 枝川町 1- 1中1- 304 沼，請0798( 48) 9428

桑

、tf::

1旦田 正

桑 田 硝 r 株 式 会 社 取 締 役 社 長

i'j' ，i  ，fj '1: fU [: メー中町通 3 の 5 ・rr. l1i 078 (34)  4741 

i ' I宅・やI"idi lxl l l l>(l i l 主ノ池町 3 の 3

Y目指078 (62) 3807 

‘
、

•••• 
，

 

.
，
 宏、 勝坂

株式会社安井建築設計事務所名古屋事務所常務取締役所長

名古 1;1 市中 l吹錦 3 の加の 17 11 生ピル 電話052 (961) 1861 

白古・名古/ ，¥，" 硝砲区岳見町4 の20の2 屯 ｊｾＰＵＲＨＸＳ Ｑ ＩＴＴＵＹ

‘
、

•••• 

，

 

，，

 

泉 重
差

株 式 会 社 栄 和 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市福島区堂島j兵通 4 丁目 14 屯J W6( 452) 1651- 3

自宅 k 阪府羽曳野市高腎 7 J'fB 酢11 ｾ［Ｍ 屯dW729( 55) 4416
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役
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代

取

株

昇

満 喬

ニ T ー λ

大阪市I同|メ i (1 ・糊 1 )"[152詐I也 蝋IHピ' . .1 断

，.t. l i i OHII I ， 1366 Ｈｾ＠

小 坂 井 正 夫

株 式 会 社 小 坂 井 組 f UA取 締 役

大阪市北| メ J、 組 宇 田f 56 包括的 (311 )  9331(¥: 

1 ' 1 宅. k . 阪市北 1>( ム 融 序 回T弱' ，!r，i ! ; 06( 311 ).16ι1 

‘
、----aa

 

'' 
山奇 修

株 式 会 社 ミ ラ ノ 工 務 院 取 締 役 会 長

京初市中京区ｾ川通河原町東入鉾田町 ＳＱＰ

'ill ，:，r，il75  (231 ) 0177 

n宅 1;( r.J; rlj!l心i訂正ド鴨北国町63lfiJ 也 '.:ttll 占075( 781)0676 

‘
、

-

-

E

E

a

 

，
，
e

 

杉 茂
ニム

，ロ

シャー Ｗ 株式会社倹誌は業本 ｴｾ［ 金 ｬ￹ｩｪＺ Ｇｈｬ 企I1可;百;1ど

大阪市阿倍野区長池町22番22勾 電 話 06( 621) 1221

(1主 k 阪府J;J¥II. U，j i U今L5 Ji l 6UJ  i  '，Il，11i0729( 5.J )1188 

小 中 村 繁 次 郎

ｾ＼ｩ［＠ ，. : 雄投機 r 株 式 会 社 代 } { 取 締 役

，;( ｾ［［ｲ｛ ＢｴＮｩｬ メ Ｇｉｕｌ %:!;'ll l!j fflfZ7tfiJ 也

';.l，lto075( 69 I  )0791 ・2 ・8221

‘
、

E

E

J

 

，
，
 

西 山甲

株式会社田中小西建築事務所ｾ締 ｦ 支社長

ｫ 阪市丙医 ｾＧｊ 波崎市通 Ｒ の ω 電話 ＰＶ (532)4051代

n宅 太阪市東住吉区、'lt 野丙脇町373の4 電話 06 (701) 0297 

‘
、・冒・・・

a'

，
，
 

清林

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

k 阪 市 北 区 常 宮 町 1 Ｗ 需地官 ｮＡｾＰＶＨＴ 判 ＩＴＶ Ｗ￯

(J 宅. ) < 阪市阿倍野医北畠3丁目 l 番n ; 官話剖 (651)15剖

年 昭和 4 6 年 元 互

小 林 三 甫 朗

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 l，z Ii i 久定年町 5 - 1 8  ，日新06 ( 251) 8371 

1'1主 n 両市栄' 1 . 1111 ?i 2219 ・U泊0727伶9) 2521

‘
、

E

E

E

.

，

 

'' 

4 目

下守

士

山林

株 式 会 社 小 林 i'. ト ぷ 建 築 事 務 所 代 点 取 締 役

大阪市北区堂島北町 2 0 11¥:地 1包s占06 (341) 5658- 9  

自宅 ・西広市丸矯町6 の1 6  沼. l ii 0798 (66) 2394 

、
、-

-
-
-
a
 

.
，
 

松 英

東海興業株式会社大阪支出 ，1/ 務取締役大阪支応長

大阪市北区侮回目T27 サンケイピJレ 1lt，llo 06 (343) 0451 

‘
、

E

Z

，

 

，
，
 

向 正 雄

株 式 会 社 小 向 向 会 代 表 取 締 役 社 長

利 秋 山 市 小 総 出 ! 泊 3 の 1 '，i!，:，r; 0734 ( 24) 6141 

(1宅 ー有I Ｚｉｾ 山市大 ｾｩｾ Ｚｾｦ＠ r  6 官，;，1; 0734 (  22 )  7771 

吉

田 主 計武

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

k 阪市西氏江戸揖 5 丁目 155 新山鍾ピル 2 陪

電話06 (448) 2408 

自主 k 阪市街反北堀江御池通り 4 の20 屯 ｊｾ 06 (531) 2812 

河 内 義 就

有 限 会 社 河 内 義 就 設 計 事 務 所 代 点 取 締 役

広 島 市 上 鰍 町 2 醤 3 7 号 '4iJi 古0822(28)2271  

鴻 池 藤

株 式 会 社 鴻 池 組 取 締f支 社 長

太阪市! l ! 1メlt 久宝幸町 1 J i J 27品地 ，11ぷ 06 (252)31∞)d¥: 

内宅 京市市 ｾｴｲ 王弔野 ｉｈＧ ，市 ｲＡ Ｑｉｔ 8  6  ，1l !k075臼61) 1526 

(50音順)

近 春藤 男

館 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

};Pufj Jtl<車Iメ(，iidi 南通5 J i j 5l 住地屯，; [ ; 06(931)5331- 4

(1七 大阪府枚 )frfi 待但悶 Il J 之子園114需 81;-

'，tr ，l占0720(31  )  1372 

雑 賀 孝 夫

株 式 会 社 雑 賀 建 築 設 計 事 務 所 代 炎 取 締 役

利 Ｚｉｾ 111 r[ i 内i iT r  1  Iff J也屯，11i 0734 (31) 1371代

rrt .制1:11; 山市小松原j曲5T RI 番地 1官話0734( 23) 5888

佐 塗久 間
ニム

，ロ

株式会社佐久間逸治建築設計事務所代表取締役

大阪市阿倍! f 区松崎町3丁目 14の18 111，11.-06  (623)0691  

自宅 ・大阪市阿倍野区共立通 2 丁目 l 番 3 号

司u持06( 651) 4754

イ左 藤

z 包

日 松

株 式 会 社 今 西 組 取 締 役 会 長

大阪市天王寺区上本町7 丁目 2 番地の l 上六ピ1レ内

屯話 06 (772) 1251 

( J 宅 . ，u.，- ｨｾ＠ Ili 六 範 荘 園f 97 11'f 地1l ! J W797( 22) 2226 

佐 野 正

株式会社安井建築設計事務所代表取締役社長

大阪rfj ! l [ ! x. 品町 Z J i l  7  Iff J也屯，1[;06 (943)1371大代

自宅 ・西 宮 市 雲 井 町 4 の9 "官Jlo0798 (22) 1569 

佐 春
士

ロ野

議 7ド'，!I ｾ株式会社大阪支応 ｾｉ ｪＮ ｦｨ 取締役

大阪 rfi ｾｴ＠ r旦 常 安 田r 16 番地屯; ，i ; 06( 443 ) 8381- 6 

( J 主 l己的1打点[ 叫[ l J 開f 3  1 日85需 地 の 11

'，'Il，:[;06 (491)  9402 

斉 藤 健

島藤建設工業株式会社大阪支庇 常務取締役支庖長

大 阪 市 北 区 茶 屋 町31番地 2 包括 06( 372) 6∞l(¥，

(J，t; . 兵JiltMI 1I i 富市安井町 5 の20 ' ? ノション N5- 6

'，'U，11i0798 (23) 1940 

37 
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斎 藤 ↑尊 塩 路 寅 雄 圧 野 勝

株 式 会 社 三 晃 空 調 取 締 役 社 長

株 式 会 社 塩 路 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 副 所 長

不 動 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6  1Ii 話 06 (363) 1371 
大阪市南区単町通り 3 の 14 声池ピル 電話 06(251)3231

大阪市東区平野町 5 丁目 30番 地 電 話06 (201)  1121 代

自宅 ・箕面市百議 3 - 4  - 2  電 話0727( 21) 幻41
自宅 ・堺市中百舌九町 7 の 1183 宮路池団地3- 102

Ｑｉｬ ＱｾＰＷＲＲ＠ (86)9229 

坂 的 幾 男 繁 田 実 自 石
叉玉草三色

宅ｾ 謹司=・

男

株 式 会 社 坂 内 建 築 設 計 事 務 所 所 長

繁 田 建 築 事 務 所 所 長

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 任 顧 問

大阪市西淀川区野塁策 3 丁目 13

大阪市西区靭 l 丁目 1 4  4 イデピル 電話 06“41) 8537 

大阪市東区両仔匝T 1  T 目13111' J也 包 括 06 Ｈ ｾＲ Ｉ＠ 1461 

電，11; 06( 472) 0631代- 3 自宅 ー大阪市東住吉区田辺本町 1丁目42 電結 06 (741)  4155 自宅・大阪市住吉区畿江中 l の68 電 話 06 (671)  3792 

阪 口 重

阪 口 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東区京編 3 の68 北浜ピル 2 号館

Ｑｬｴ， Ｑ Ｑ［ ＰＶＨｾＱＩＸＴＴＱＭＵ＠

笹
i

 

l

 

-
-
a
'
 

基

株 式 会 社 笹 川 組 取 締 役 社 長

滋賀県大海市打出浜 13 番 目 号 電 話0775 (23)2314代

自宅滋賀県大海 市西 ノ庄 5番4 号 電 話0775(24)5145 

四 方 靖 郎

四 方 設 計 工 務 株 式 会 社 l 級 建 築 士 事 務 所

京 郎 市 伏 見 区 深 草 関 屋 敷 町 32 電話075(641)  6324 

自宅 ・京郎市伏見区深草芳永町邸6の28 電話075(641)30ω 

士

山賀 信男

志 賀 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役

福 岡 市 温 屋 町 1 丁目 21 番地電 ｾＱｩＰ ＹＲ (82)5臼1- 4

自宅・福岡市田島友泉亭942の21 電JIi092(87) 6  1  1  0  

士

山多
肯ｾ 士

口

株 式 会 社 志 多 組 代 表 取 締 役

宮崎市高千棟通 1 丁目 4 需 30号 包 括ω85( 24) 3151

38 

品 川 男

株 式 会 社 品 川 建 築 事 務 所 代表取締役所長

福 井 市 順 化 1 丁目 l 番 19 号 電 話0776(22) 6683 

自宅福井市田原 2 丁目 28番 5 f，I 電 話0776ω3) 3552

篠 原 太 良R

株 式 会 社 な に わ 建 築 設 計 事 務 所 代表 取 締 役

大 阪 市 西 区 南 掘 江 通 2 の48 '11U1; 06 (531  )442沼

自 宅 箕 面 市 箕 面 5 - 7  - 6  1IWi 0727( 21)3561  

:.rJ:::. 

1;ユえ 谷 幸雄

渋 谷 金 属 産 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 南 区 鍛 冶 屋 町 5 2 電 話 06( 211) 7お3

自宅・八尾市二俣 2 5 2 の 7 ＧＱｴｴｾＱｩＰ ＷＲＹ＠ (22)8併4

島 勢

τ当= -

..!iCii!.. 

r::::I 
田

西松建設株式会社大阪建築支底 取締役支庖長

大阪市東区釣鐘町2丁目41番地 電話 ＰＶＨｾＲＩ 1131( t  

自宅豊中市絞湯本通 4 - 2 9 - 5 電 話068 (54) お40

霜 出 ロ
巴

株式会社鴻池組九州支庖取締役九州、| 支底長

福 岡 市 大 名 l 丁 目 14 の 45 包絡 ω 2 (75) 7237 

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 高 垣 町 l 番 地 包 括 06(372) 7151代

自宅・西宮市相生町 6 番40号 包 括0798(33)1013  

5頁 賀 孝

須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市西区土佐堀通 1 丁目 14 電 話 06 (441)  5171代

戸量当

日 谷 知 巳

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市西区江戸娼 l 了目ω番地

電J孟06 (441)  8231大代

取 締 役 社 長 杉 村 正 三 郎

専 務 取 締 役 柏 岡 十 三 介

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

大阪市東淀川区十三西之町3丁目M排地 電話06 (302)0231- 5 

隅 正 美田

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締 役 支 庖 長

大 阪 市 北 区 富 a ｾｲ＠ 30 111' J也 電 話 06 (364 )  6661 



謹 賀 新

津員 本 典
ごム

，ロ戸

三 建 設 備 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長

k 阪市節島区初島み通 4 丁目 10番30持 電 話 06(922)6251 代

自宅玄域市御殿山 2 丁目 19の l 電話0797 (86) 1437 

銭

吉

岡 輝 之

株 式 会 社 銭 高 組 取 締 役 社 長

大阪市両区阿波座I 通3丁目2番地 沼崎 ＰＶＨＵＳＱＩＶＴＳＱ 大ｻｾ

( 大阪商郵便局. fl. m il47号)

仙 四 郎国

関 西 媛 房 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市住吉区万代東 6 の 3 ｾＧＨｗ［＠ 06 (672)  1281大代

自宅. J ! f I 市大美野 7 6 の 6 司1.l1; 0722 (37)  6  5  1  3  

年 昭和 4 6 年 元 旦 ( 50音順)

古

同田 伊 三 郎田 中 幸 三 郎

1 I ? : i 和アルミニウム株式会社取締役社長

期 市 海 111 ｾｦ＠ 6 丁 2 2  4 番地屯. ! i ; 0722 ( 33)  1181 

吉

岡橋 j斐

田 中 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 天 王 寺 阪 北 河 掛 町 54 1立ぷ06 ( 771)  2391 (1 

自宅・大阪市阿倍野区阪市町5- 9・24 電源06( 622) 0494

田 中 政

五 洋 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庄 常務取締役支院長

大阪市北限侮団関 f47 新阪神ピル 7 階

ｾＧｬＱＮＱＱｩ ＰＶＨＳＴＵＩＰＶＳＱＭＵ＠

(.1宅 ・西 宮 市 大 畑 町 9 - 11 'iU，l l i 0798( 67) 5168 

吉

岡 橋 夫

大 島 熔 用 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

束 太 阪 市 新 庄 1 1  4 酢 地 市 話 伺 (782)4171 代

06( 782) 6734 

自宅 太阪市城東医野江車ノ町 Ｔ の ＹＹ 電 ｬｾ 06 (931)3506 

回 中 実 慶

長

矧
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i
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朝

2

町

築

堀

制
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町

制

限

車

問

』

1

3

区

淀

社

西

m

A

Z

市

畑

式

販

E

株

大

町

菌リ 島 策 八 田 渓:IJ 誠 也 竹 腰 健
、1主E主

株 式 会 社 高 村 電 機 製 作 所 取 締 役 社 長

株 式 会 社 回 櫛j建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 株 式 会 社 双 星 社 竹 腰 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

本社 大阪市北区河内町 2 丁目 28番地

Ｇ屯 ， ＱＦＰＶ ＨＳＵＸＩ 臼 Ｕ ＱＨｾＭＵ
和 歌 山 市 下 町 19 詐 地 1世話0734( 31 ) 0261- 2 大阪市北区堂島中 2 丁目 37番 電 話 06 (341) 6671代

[J品 大阪府八尾rli 佐堂町 3 丁目 3 需 12月ー

1t!，lli 0729( 99) 0151 代
自宅・和歌山市下回Tl 9 /11' 1也市，1，f，0734 (31 ) 0261 - 2  自宅・西宮市松園町 7 番 2 2 号 電 荷0798( 34) 2650 

社長 田 谷

副社長 字 国

消 光 商 事

清 三 郎

長 未

株 式 会 社

k 阪市西区西道頓堀通 3 丁目 4 番地 電話06 (541)  1661 代

館 林
肯iz

司

株 式 会 社 タ テ パ ヤ シ 商 底 代 表 取 締 役

京 郎 市 博i 区 西 九 条 大 国 町 37 電話075( 681) 7221

自宅. J j (MS市南区西九条大国町37 屯，11i 07引681) 7227

富 士 可 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市内 ｩｲ ｬｻ ｾｴ 細江ｊＺｪ曲 Ｑ 11-I65li1'地

1喧，1i; 06( 541)  0564代- 7

田 本 栄 竹 原 永 一 郎

高 砂 熱 学 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底 取 締 役 支 庄 長

大阪市北区悔回8 岳地新阪急ピ J レ 電話 06 (345)  4521 

自宅 ・大阪府持{ i l l市正-r. 本町 2 ー11- 28

屯J君06 ( 381)  0734 

高 須 洪 郎

株 式 会 社 伊 東 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役

大阪市浪速区幸町 2 T 目6 /11' 1也消光ピル

1官活 06 臼62) 4343代

自宅ー豊中市蛍池西岡T l 丁目 1 - 4 電話 068 ( 55)  0230 

谷 幸

株 式 会 社 朝 日 工 業 社 取 締 役 社 長

大阪市東淀川区加島町 3 5 7 番 地 包 括 06( 302) 2271 

自 宅 西 宮 市 甲 子 園 町 3 番 8 号 屯 話0798( 41) 0494

浅 野 ス レ ー ト 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取締役支庖長

大阪市大淀区中津j兵通3丁目 11のl 電J ;I; 06 ( 372)  5351 

1' 1宅 豊 中 市 rJ 恨西町 4 - 1 2 - 1  'iU.l! ; 068 ( 53)  3147 

回 中
:，豆円圭

員 E"ーEZ・ヨ:;司i  差
久 4詣 真司 、

ご，ムロ

木 j下 級 株 式 会 社 ( U正取締役
株 式 会 社 大 成 鉄 工 所 代 表 取 締 役

共 栄 パ ー ラ イ ト 販 売 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市北区徳田町47 新阪神ピ j レ 1I1，1，f; 06( 344) 2791  ｻｾ＠
枚方 rli 大字，'1' ，r  13831昨 地 電，l l i0720 (31  ) 7001代- 8 大阪 rli ｾｲ＾ｻ 森之宮内の田 ｦＵＹＴ ＯＱＱＧ Ｑ 也司 Ｑ Ｎｬｬ ｩＰＶ ＨＹ Ｔ ｉ ＩＹＲＴＳ 代

自宅兵廊県芦屋市西山町50l ftJ 也 1UI活0797 ( 22) 0249 自宅・枚方市司書持閣町 16番35号 i1U孟0720( 41 ) 0361- 2 ｗ ｩＺＺ幌市若ｾｦＱ Ｒｲ 同 ＲＶ の Ｓ ，'tl.l1i 0722 (91  )  2267 
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辰 村
ごム

，ロ直

株 式 会 社 辰 村 組 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

大阪市西区西長堀南通り 1丁目 5番地四ツ橋グリーンピル

電話 06 ( 538)  0691 

自宅 ・高槻市大字三島江 3 0 8 電話 0726 ( 75)  5249 

年 昭和 4 6 年 元旦 ( 50音順)

時 山 龍 太 郎

時 山 設 計 事 務 所 所 長

k 阪市北区船出崎1 : 2丁目 21番地芳郎ピル 電話06 (361) 6248 

自宅 . . k 阪市東 淀川区三同本町 2 の127 電話06 (393) 9557 

丹 司
え........ 

ごム

恒 成 司11 友 田 俊 夫
J 口

ア サ ヒ 衛 陶 株 式 会 社 取 締 役 社 長
合 名 会社 つ ね な り す た じ お 代 表 者

友 田 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 住 吉 区 上 住 吉 町 l 電話06 ( 673) ω01 
大阪市東区北浜 3 の 4 0 電話 06 ( 231)  0141 . 7781 

大阪市町l島区間，c : ，中通3丁目3 il1' 6 号 1ll .!l i 06 ( 921) 0331  

自宅・大阪市住吉区上住吉町 404 電話06 ( 671  )  2531 

自宅・大阪府北河内部交野町私部2851

I官j Ii 0720( 91 ) 5085 

辻本
屋邑

.xx. 

実日 見 義 夫 津 村 芳 内 藤 フ盲マ

株 式 会 社 竹 内 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 斎 藤 省 三 商 底 大 阪 庖 取 締 役 支 底 長 オリエンタルメタル製造株式会社 取 締 役 社 長
大阪市南区長堀僑筋2丁目 35のl 日直ピル l I U806( 211) 2706 

大阪市丙区土佐堀池 l 丁目 l 番地大向ピル 6 陪 尼崎市昭和南通り 3 丁目 26i11'地 1l Wi 06 ( 412)  5131 自宅 大尾市阿倍肝区王 ｆ 町 Ｔ 丁目 ｬ 需 Ｘ の ｾＰＳ 日

電話 06 ( 443)  3361代

司11806( 623) 7 3 8 5  

地 頭 政 人

小俣シャッター工業株式会社大阪支底 取締役支庖長

k 阪市北区若訟町30番 地 電1806 (3臼) 4825 ・叩刷 9016

千 原 大 五 郎

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所 常 務 取 締 役

東京卸港区赤板 ｬ の ｬ の ＱＴ 溜池東急ピル電 ｬ ｉｩ ＰＳＨＵＸＳＩＸＱＶＹＨｾ

自宅神車川県藤沢市圃沼E ケ岡 l のおのお 電話0466 ( 23) 3124 

千 原 弘
ごム

，ロ

日 本 化 成 株 式 会 社 大 阪 営 業 所 開 発 部 長

大阪市北区末広町17 ニA 一大成凶レ6F 電話06( 312) 66副代

自 宅 幌 市 皿 北 町 6 の 3 2 5 電話0722 (62)  5834 

塚 本

、h

ッ、猛

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 繊 細 2 丁目 387昏 地 電 話 06 ( 203) 2361  

自宅・宝塚市消荒神2丁目 6番' 2:1号 電! ; 50797 ( 87)  1940 

40  

辻 本 豊 設 計 事 務 所 所 長

和 歌 山 市 東 長 町 中 の 丁 1 2 - 3  電話0734 ( 24)  6346 

自宅・和歌山市東長町中の丁 12- 3 電話 0734( 24 )臼47

鉄 川 輿 八 郎

株 式 会 社 鉄 川 工 務 庖 代 表 取 締 役

長 崎 市 扇 町 12 ー 7 m，l l i 0958( 44) 0171 

自 宅 ・ 長 崎 市 機 島 町 7 7 1ll 話0958( 22) 2401

寺 嶋 男末

日米パーテイション株式会社 常務取締役蛍業部長

大阪市西区本田 2 需田T38 辰巳ピル

世.t.! t 06 ( 581)  1J 31 代

土 居 雄

社 団 法 人 大 阪 建 築 設 計 協 会 常 務 理 事

大阪市西区土佐堀通 5 丁目関 ヤマタマピル

電話06 (448) 叫 10. 3329

自宅 大阪市西区千代崎町 2 丁目却の 2 電話 06 (582) 2570 

東 謙土田

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 19 電話 06 (202) 0391 

自宅ー神戸市東灘区住吉町縄手下 l鎚O 電!li 078 (85) 5043 

内 藤 正 克

株 式 会 社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 社 長

兵胤県小野市上本町240σ) 4小野ピル 電話 07剖 6 ( 2 )01757( 1: 

自宅・兵庫県小野市久保木町 1063 市緑町制6 ( 2)  46ω 

中 井 惣 一 郎

株 式 会 社 中 井 純 組 代 表 取 締 役 社 長

尼 崎 市 常 光 寺 元 町 1 - 3  ＧｩｻｩＮｬ ｴＰＶＨＴＸ Ｑ ＩＵＴＶＱＨｾ＠

自宅・尼崎市点盟国町 9 - 1 7 電話 06 ( 491)  1386 

中 俊 郎出

株 式 会 社 竹 中 工 務 庖 神 戸 蛍 業 所 所 長

神 戸 市 生 国 区 江 戸 町 92 Iff  m，l t078 ( 39)  7531 

中
i

 

l

 

---z' 

匠

中 川 匠 建 築 設 計 事 務 所

大阪市北区浪花町 3 8 新興ピJ レ 亀，1t 06( 371) 3651 

自 宅 ・ 宝 縁 市 米 谷 石 田 1 8  電，150797(86)2391  
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中 川 真 佐
士

ロ

ア ポ ロ 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 北 新 町 2 丁目 7 電話06( 942) 2951- 5

自宅・東大阪市諜河内本通 3 丁目 17 電話06( 781) 7  9  95  

中 道
l

 

l

 

E

E

E

，

 

夫

日 研 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 大 工 町 50 電，1'" 06 ( 352 )  3035 (t 

自宅 高槻市 B 吉台 2 番丁 3 ー 11 電話0726( 82 ) 5923 

中 島 手口正

株 式 会 社 中 島 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

商富市甲イA 関口 5 丁目 l の 5 包括0798( 61) 1587代

自 宅 ・ 芦 屋 市 平 田 町 7 の l 電話0797( 22) 2866

中 津 誠 郎

株式会社 中 津 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北区富田町 ＳＸ 高精ピル ｾｴ 5 号館( 新日消ピル)

電話 06 ( 363)  3881  

自 宅 ・ 守 口 市 滝 井 元 町 3 の 27 電 話 06 ( 991)  1848 

中 正 儀西

佐藤工業株式会社名古屋支庖取締役支庖長

名古屋市中区錦 Ｑ 丁目 ＱＳ 番 ＲＴ 号電 ｾＡｩＰ ＵＲ (231) 7281代

中 野 順 次 郎

株 式 会 社 中 里 子 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 堂 島 上 2 丁 目 39 電話 06 ( 34 1)  3561  

自宅・豊中市曽恨西町 3 丁目 9 番 11号

電話 068 ( 52) φ 145 

中 原 茂

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市西区靭本町 3 丁目 90番 地 問 崎 橋 ピ ル

電話 06 ( 445) ∞39 

年 昭和 4 6 年 元互

中 村
豆急

三玉三

中 村 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大阪市北区梅ケ伎町 114 関西ピル 電話06 (362) 1767 .  9697 

自宅 草郡市下京区七条通車堀川西人八百屋町12

電話075 (371  ) 2755 

中
茸

・'‘'

士

口田

株式会社日本総合建築事務所 取締役社長

東 京 偲 渋 谷 区 神 南 l の 12 の 16 電 ｊｾ 03 (463) 5020代

自宅・東京館大田区山王 l の29の3 電話 03 (771)2408 

理事長 中

所 長 坂

村 文

静

夫

雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

本 所大阪府吹田市雄臼台 5 の125 電話。ω( 72) 0391 

大淀分室 。大阪市大淀区長柄西通 2 の お 電 話 06 (351 ) 7217 

水 井 城賢

株 式 会 社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

東京都港区西麻布 l 丁目 13番11号 電話03( 403)  0251大代

自宅 ・藤沢市鵠沼海岸2丁目 8の26 電，l M466( 36) 7706 

氷 田 鼎

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 相 談 役

大 阪 市 西 区 江 戸 線 l の 6 0 1電話 06 (441) 8231  

自宅 ー豊 中 市 上 野 6 丁 目 2 7  1Il，J; W68 (55)  3710 

長 井 誕

E史 研 鋼 機 株 式 会 社 大 阪 支 底 支 庖 長

大阪市東区高麗縞 5 丁目 45番地興銀ピル別館 8 階

電話 06 ( 202) 7745代

自宅・宝塚市切畑長尾山 2 - 1185 電話0727( 59) 89 10

長 屋 費

株式会社朝日建築事務所代表取締役所長

大阪市東区繍掘 3 丁目 30番 地 京 音 ピ ル

電話 06 ( 202)  6408 

自宅 ・吹田市背山台 3 丁目 19の l 電結 068 ( 31)  5781 

( 50音順)

成 田 辰 美

日 刊 建 設 通 信 関 西 支 社 常 務 取 締 役

関 西 支 社 長

大 阪 市 西 区 京 町 堀 l の 6 8 電話 06 ( 444)  4451  

西 嶋 徳 太 郎

株 式 会 社 大 阪 建 築 事 務 所 専 務 取 締 役

大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 の 75 電話 06 (441) 9351  

自宅・大阪府箕面市桜ケ丘 3 の11のお 電話0727α1) 2432

根 津 耕 一 郎

株 式 会 社 根 津 建 築 事 務 所 所 長

大阪市東区平野町2 の10 平和ピJレ 電話 06 ( 231)  1632 

自宅 ・宝 塚 市 川 面 6 丁目 19番 10号 電 話0797 ( 86) 7862 

野 崎 謙

株式会社山下寿郎設計事務所取締役社長

東京都中央区八丁猫 2 ー 7 - 1 大石ピル

屯，lIi 03 ( 552)  8311 Ｈｾ＠

自宅東京都文京区本駒込1- 10- 10 電話03( 941) 8747

萩 正 勝

株 式 会 社 萩 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

東京都白鳥区背葉台 2 - 2 0 - 14  電話 03 ( 719)  1734代

士田 典
ニム
，ロ

フクピ化学工業株式会社大阪営業所取締役所長

大 阪 市 南 区 長 堀 繍 筋 l の l 電話 06 ( 271)  8531 

橋 本 正

鹿島建設株式会社大阪支庖 取締役支庖長

大 阪 市 漏 区 瓦 田T 5  - ＷＱ 地ｾＱｩ ＰＶ ( 203)  3381大代
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長 谷 川 幸 雄

株式会社桜 J! 建築設備研究所大阪事務所 取締役所長

大阪市州 t ( 靭本町 1 - 50 あ 2 ｾ［ｉ［＠ ｉ ｾ ピル

'o'l!，:占 06 (443)  7891  

n宅 ｊ［Ｈｍ ｬｉ Ｈｦ 乙， ｕｩｬｬｬｬｬｬｾｊ 11町 :((1冠 J! 従内35- 26

自立，: f;075( 922)  6379 

年 昭和 4 6 年 元 互 (50音順)

廃 里予 '悦伴 秀 雄

IJ 亜 金 崎 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 木 幡 町 8 2 番 地 司1，1[; 06 (364)2771  

自 宅 芦 屋 市 岩 園 町 14 番21号 電J，w797(22)9101  

浜 口 幹 郎 伴 野 貞
取 締 役社 長 福 田 博 臣

株 式 会社 it 沼 事E 専 務 取 締役 と も
b、

き
ｾ＠ 、

代 表

専 務 取 締 役 山 本 義 樹

大阪市天王寺区東高津町8 の l 電話 06(762)0251  守 11 市 豊 秀 町 2 r  IJ 67 電話 06 (992) 5496 

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社

自宅奈良市南登美ケ丘3336の7 電gW742(44)3237 自宅 ・守 rl rl1 鐙 秀 町 2 丁目 67 'Ili: J古06 (鈎2) 5496 

大 阪 市 京 阪 、J: 町 5 番 I也 市，lt 06 (762)  5701代

原 正 太 郎

ア ス ニ ュ ー 工 業株 式 会 社 取 締役 社 長

大阪市東淀川区西中島町 l 丁目125番地

f昔話 06 (まH) 9001

原 精

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

k 阪市東淀川区十三西之町4丁目3番地5 電話06(302 )1551代

臼宅 西 町 市 名 次 町 12 番 9 号 電 話07唱 (22) 15倒

原 重 信回

原 因 セ メ ン ト ft I工 株 式 会 社

大 統 商 事 株 式 会 社 代 表 取 締 役

泉州| 生コンクリート工業株式会社

A 阪市此花区朝日 r，e通2 T 日13醤地 氾，l fi06 (462)  1212(¥: 

ｲｲ 宅 ー 尼崎市塚 ｮｾｦ 3 丁目 41 ; 官治 06 (421  )  4  5  1  8  

原 守蔵田

原 田 今 商 事 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市西区西晶堀南通 3 のB 電話 06 (541) 7455i 1i 通・代

第 2鶴崎ピル 06 (541) 7251究 倹 代

自宅 大阪市天王寺区生玉寺町6 番地の2 電話06 ( 771)  9792 

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市西! l Z 凶長堀北通 l 丁目 8 番地四ツ楠ピ Jレ

7tH吉06 (532)  0415  

自 宅 欧 凹 rli 市山台 3 r目41- 11 電話068 (72) 3608 
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株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底 取 締 役 会 長

大阪市大淀区中津市通4丁目 U 番I也 市話06(458)  3531  

日 名 雄

4 合』

ロロ

建 築 コ ン サ ル タ ン 卜 'H務 所 開 附 所 長

大阪市東区安 l川f 2 の12 トヤ 7 ピル

・世，1. 号06 (271)  4103 

n宅 ・盟中 市I! ! ! ケ丘 9 I昨64 の 1 '，l!，1f; 068 ( 56) 02∞ 

4通 口 茂

株 式 会 社 樋 口 銭 工 所 取 締 役 社 長

大阪府大点rn太 千 田2211'0也の l 電話0720(71) 1781代

自宅 ・大阪府大* 市必稲 2 丁目 2 需9 号

1t Wi 0720( 72) お06

久 良
士

口
田

株 式 会 社 東 洋 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市天王寺区上本町 6 了目 3 の26 阿倍ピル内

1ll Jl; 06 (768)  2029 ・2020

自宅八尾市山本町市4 f f l 73帯地屯，1，1; 0729( 22) 3095

平 田 作 太 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 阿 波 座 中 通 l の 5 包括06 (532)  1231  

自宅 京都市下京区綾小路大宮東人九屋町548

1ll，l i i 075(801)  1806 

広 秋谷 嘉

中 建 築 設 計 事 務 所 代 表 社 員

名古屋市中区西瓦町 19 広瀬ピル 電話052 (262) 判 11

自宅 名古屋市千個区月ケ丘2 T 目2のお電話052 (711 )8010 

福 朝田 生

株 式 会社 双 星社 竹 腰 建築 事 務所 代 表 取 締 役

大 阪市北区堂 島中 2 丁目 37番 電源侃 (341)6671代

自宅 ・西宮市甲子園砂国町2齢 号 買1，lW798(48)0989 

ｾ［＠ 努田 雄

社団法人 日本サッシ協会関西支 部 関 西 支 部 長

大阪市浪速区新: ; f ! 町3 の20 建団迎会館

司I活 06 (632) 6171  

福 中 定 郎

社 団 法 人 日 本 建 築協 会 常 務 浬 事

大 阪 市 東 区 北 浜 3 の 3 7 1ll訴 06(231) 9648 

自 宅 枚 )'j 市香里園田T 2 6 の6 8 '1li，I W720( 31) 0549 

ネ富 氷 薫

株 式 会 社 福 永建 築 設 計 事 務所 代表 取締 役

大阪市市民願磨町通 4 の61 電話 06 (251)3102. 5189 

自宅 ) ( 阪市南区順慶町通 4 の61 電話 06 (251)  3102 ・5189

福 西 清 左 衛 門

株 式 会 社 福 西 工 務 庖 社 長

場 市 浜 寺 石 油 町 西 4 丁185- 3  電話0722(41) 1465  

自宅 ' J ! f I 市浜寺石津町西4 T 185- 3 電話0722(41 )2918



謹 賀 新

福 事長車員 圭

株 式 会 社 新 興 建 材 工 業 所 取 締 役 社 長

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 の39 司H初6( 541) 5757代

自宅 大阪市住吉区住吉町" 242の22 ｾＧｉＡＮ活 ＰＶ (673)5120 

藤 井 策

株 式 会 社 藤 井 工 業 所 取 締 役 社 長

大 海 市 本 宮 2 の 2 の 9 Ｑｉｬ ｾｗＷＷＵ＠ ( 23) 0119代

自宅京郎市左京区松ケ崎泉川町'23 電3舌075( 781) 5お3

藤 象井

藤 井 建 設 株 式 会 社 専 務 取 締 役

大 阪 市 東 区 備 後 町 1 丁目 22 司Wi 06 (231)  5731 

自宅神戸市生田区江戸町98の 1 11Wi 078 伶3) 7523 

藤 木 銭

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 両 替 町 l の 1 3 11H初 6( 942) 1461代

藤 手B BB 国

株 式 会 社 側 市 問 題 ・ 総 点 ・ 研 究 所 所 長

大阪市北区太融寺町98の5 阪急東ピル

電 Jli 06 (312) 3198 ・5089

藤 村 清

株 式 会 社 日 新 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪市北rx: 蛍展開r1  J' R66酢 地 匂 話 06 (352) 6161 

自宅 ・奈良市中山町937番地の37 電話也742(44)0201 

年 昭和 4 6 年 元旦 (50音順)

古 屋 衛 本 j畢 平 八 郎才 兵

日 東 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 庖 長

大阪市北区末広田T l 2番地新末広ピ J レ

泡 .1/i 06 (351)  0623代

自 宅 ・ 京 大 阪 市 友 弁 4 1  8  m. l l i 06 (721)  9930 

本 庄

. -主

ｉｾ 弓

日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 取 締 役 支 底 長

大阪市東淀川区瑠光通 4 丁目 30番地の 2

電話 06 (329)  7737代

自宅和歌山市西小二里1丁目3帯地12号 電1古0734(44)5037

星 贋 文

株 式 会 社 三晃 空 調 常 務 取 締 役 営 業 本 部 長

東京都千代田区神田小川町2- 1 睦ピル 4F  電話03(292) n51代

大 阪 市 北 区 富 田 町 1 6 電話06(363)1371代

自宅車車置軽量区久岳山3丁目35-15久畠山川L 413号電話03(333) 総43

自宅箕面市桜ケ丘 3 丁目 6 - 11 電話0727(21 )2655 

本 史 良日

平 和 建 設 株 式 会 社 常 務 取 締 役

大阪市城東区関目町 l の40 電話 06 (939) 4741- 51'1: 

自宅， r' J，ll 市総垣町12の16 電話O花o (81) 0  6  6  7  

星 健 児 田野

日 生 不 動 産 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 l 電源 06 (262) 2841 

布 袋 園 雄

本 田 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 芝 田 町 65 ，屯.11i 06 (372)  0371代

自宅 目京郎市東山区山科御陵平林町 2ft・地

電話07以 581) 2217

前 野 慶 太 郎

東 西 建 築 サ ー ビ ス 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市京区備堀 2 丁目48帯 地 屯.1/i 06 ( 202)  ＳＶＲＶＨｾ＠

自宅和歌山市新沼南の丁2 - 6 - 1 電話0734 (22)9382 

堀 雅 手B

株 式 会 社 あ め り か 屋 社 長

大 阪 市 北 区 常 安 町 17 番 地 電 話06 何44) 1501 代

自宅・芦屋市聖書ケ丘町 4 詐18号 包 括0797(22) 2005 

日Ij 原 明
ｾＮｌｴＮ＠
J 口

田

株 式 会 社 前 原 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

岡 山 市 岱 悶 町 2 丁目 7 - 4  m. l 1i 0862位4) 14∞ 

自宅・間山市富岡町 2 丁目 7 - 4  '."11.1，1; 0862( 23) 日40

高 喜 清 郎

新 日 本 空 調 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 后 長

大阪市北区堂島浜通り 1 丁目 25lff!也の l

l立J古06( 344) ω31代

自宅・尼崎市七松町 2 - 1 3 - 4  電話06 (417)  3613 

堀 啓

パ ン ポ ー 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市住吉区墨江中 6 丁目 3 7 電話 06 (691) lC陪l 代

藤 本 圧 之 助 堀 フE 也 松 井 秀

株 式 会 社 工 盛 社 代 表 取 締 役 や1
I 戸 中イ 料 株 式 会 社 社 長

亀 弁 株
大阪市城東区西嶋 ' f 6 丁目 4 3 包括 06 (961) 4460 兵庫県上木 HJ コンクリートフロック協会 会 長

式 会 社 取 締 役 社 長

06 (962) 1288 神戸市葺合区熊内町 2 丁目 88 電3初 78( 23)1421代
大阪市東区南久宝寺町4 丁目 4 7  電話06 (251) 1353 

自宅・大阪市城東区西崎針 6 丁目43 自宅ー神戸市長田区花山町 1 丁目79 lIl J W78( 23) 8350 

有 限 会 社 堀 啓 一 建 築 設 計 事 務 所 取 締 役 社 長

山口県萩市大字川島 338"/住地包括08382( 2) 1547

自宅ー山口県荻市大下: 川島3381ff l也 電.1，1; 08382(2 )4674 
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松 岡 晃 郎

ア イ エ ム 換 気 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市浪速区芦原町 1 1 8 3  電話 06 (561)  3001- 3  

白セ緋市事之町点 1 1" 2 需9 号 11!.!I; 0722ω8)  2 5 8 2  

年
昭和 4 6 年 元 旦 (50音順)

F 晶、

昌 後 健上
宮

田

株 式 会 社 宮 後 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大 阪 市 天 王 寺 区 上 汐 町 6 の35 11l.l W 6  (772)  0166 

自宅大阪市東住吉区山坂町l の5 'IIl，1W6( 622) 5130 

松 回 E E  ヨ 平 好 幸 男 向 井 武

松 田 11慎
τ 士=

E::l 

第 一 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

株 式 会 社 松 田 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

株 式 会 社 向 井 工 務 庖 代 表 取 締 役

福岡市綱崎町2番 l 号明治屋ピJレ'IIl，1古092 ( 27) 7441 

大 阪 市 東 区 今 縞 1 - 2  'o1!.l1i 06 ( 203)  2931 大 阪 市 福 島 区 江 成 町 81 句，11i 06 ( 462)  8281 

自宅・福岡市今泉 1 丁目 16番 5 号 11U古092 (74) 2497 
自宅・箕面市般ケ丘 3 ー 11- 31 '1世話0727(21  )2634 自宅・高槻市西之川原 l 丁目 1267 1(!，11i 0726( 84) 0586 

松 丸 也哲

笠 園 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 天 満 綿 筋 4 - 3 0  '/官，1，1; 06( 353) 1001 代

自宅西宮市甲子閲 11北町20- 21 句，11i0798(67)  2787 

株 式 会 社 汎 美 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

京都市中京区御池通柳町丙入御所八幡町225

電話075( 231) 4638 '  6472 

大阪事務所 大阪市京区械堀 2 繍二ピ j レ

電話06 (231) 0804 ・5418

輪 泰 司 キサ 石 秋
士

口

株式会社地減計画・建築研究所代表取締役所長

京郷市左京区下鴨上川原町69

( 市電捕物園前 禽上ピル内) 1世話075(711)2161代

自宅 事館市伏見区桃山与五郎町 l の4 電話075 (601)3962 

浪 速 合 板 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市浪速区幸町3丁目2番地のl 電 ｾｗＶ (561) 2201代

自宅 ・芦屋市宕園町l O番16の401号

'l { U古0797 (31) 2643 

松 キサ 雄
τ 士=

水 野
宣

郎 村 上 良E
E::l 

式 会 社 松 村 組 取 締 役 社 長 水 野 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

サ ン エ ス 石 情 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 北 区 空 心 町 l の 7 0  'IIl J孟06 (353)  1131 本社。京郎市下京区西七3島市部町77 Wi 地 電 話075 (312)0431代

大阪市北区堂島北町20 厳回ピル 電，11i 06 ( 344 )  6526 

支社・大阪市北区踊野町72酢地水野ピル 電OJl; 06 (372) 7761 

自宅 ・大阪市東住吉区国辺西/ 町 7 - 3 0

￳ｾｕ Ｑｩ ＰＶ＠ ( 691)  9494 

松 本 儀 ) ¥ 道 旗 慶 俊 村 jll 雄

株 式 会 社 三 木 品且 相 談 役
昭 利 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

株 式 会 社 パ ン デ ッ ク ス ・ジャパン 代 表 取 締 役

本社・東京 !i i ! 中央区八丁堀 2 の27の10

大阪市点淀川区卜三元今' J Ut 通 2 の54

枚方市招堤大阪府中小企業同地，'It ，l i i 0720 ( 56)  2681 
東京i I ! 物点八重洲ピ Jレ 司1.l1i 03 ( 552)  6954 

'，'也U;06 ( 302)  1451(¥ 

関西訴業所・大阪市北区伊勢町19の2

自宅・豊中市蛍池中田r 4 の 65 屯話 068 ( 52)  3448 
自宅軍基底川市成田町 1 8 - 2 2 m，11i 0720( 31) 3959 

; 沼崎ピ Jレ北 2 号館 mJ l i 06 (312)  5765 

松 本

圃.a...

，、
郎

松 本 金 物 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市天王寺区上綿屋町6 包括 06 (779)  1581大代

丸 山

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

東京部港区北青山 3 丁目 5 Wi 25号 電針。3 (401)  2287 .  6703 

自宅 東京僻港区市庁山3の11の1 電話 03(401) 3  3  2  8  
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南 長
士

口

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 唐 代表取締役支底長

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 1也君( ! ，lii 06 (443)  5041 

F 晶 『

昌 台司 克

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 兵 庫 支 部 支 部 長

神戸市生田区下山手通 5 丁目23 兵庫建設会館内

包括 078 ( 35) 2鉛O

自 宅 ・ 明 石 市 人 丸 町 2 の 4 7  'IIl J苫078(911) 2298 

村 田 革両

明 研 化 学 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

ilJj l' 市 中 谷 町 出 8 8 番 地 m，l i i 078( 913) 3456代

自宅 ・神μ>! i @ホ[ メ品J.I1I町西の聞 164

'i{l.!i，078( 751 )4186 

村 本 両司
量豊

玉三と

村 本 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

奈良県北高城榔広陵町太字安部547番地 m，ili0745( 52) 6021

自宅・奈良県北i J 城t l I l広陵町大字安部547番地

:立 JIi 0745(52)6240



謹 賀 新

F 晶 司

皐 谷 山7J く

ｾ谷 商事株式会社取締役社長

神， i 市'EITIl 孟北品狭通4丁目 l 英和ピル 屯訴078(33)0881  

n・1; ，・神ド市生81区山本通 4 r 目l悌 の37 旬以078(22) 5050 

年 昭和 4 6 年 元E (50音順 )

山
，'，b. 

J 口山 尾 勇 田 恒

内外アスベスト株式会社大阪支庖 取締役支底長

大阪 rli li!S，(.¥I>{持拘i，'i 2  - 3  - 14 '， Ii.l !;06 (922)  Ｑ ＳＷＱＨｾ＠

自宅 ・大阪di 天王寺院 k汐田f 6 - 18 

メゾン夕陽ケ丘302号 1aJ 孟06 (772)  7010 

株 式 会 社 山 田 工 務 底 取 締 役 社 長

神，-;，1i 1 ま合民八雲通 1 T I"I 4  II'f j也 'o'l1，i l i078 (22) 1013  

自宅・神prl i 兵周i 区山悶匝T 上谷上下古々山29

'o' ll J!; 078 (581  )2055 

望 月 光 夫 山 ロ 2EヨE  郎

常務取締役関西駐在

山 回 豊

永 相 l工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役 不 二 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

取締役支底長

_. _ 

木 政 夫大 阪 市 生 野 区 巽 矢 柄 町 1 2  8  司i，l!; 06 (751)  1271 大阪市西区阿波陸上過 4TR8i f i 地 電 話 06 (541  )  5534代

Rg=司z  

自主 主塚市t 1J畑? 民 Il ，I' 2 の 7 8 8 電話 0727 (59)2018 
大 日 本 土 木 株 式 会 社 大 阪 支 府

盛 道 雄

株 式 会 社 盛 工 務 l苫 代 表 取 締 役

大阪市旭区赤川町2 丁目 8 11HtT. '，Il"，f; 06( 921  )3471 Ｈｾ＠

n宅 ・宝塚市消荒神 4 1 日14の 18 ，1l，1!;0797( 86) 2431  

安 誠国

安 f l I レ ー ル1 株 式 会 社 取 締 役 会 長

大阪市南区末吉橋通 1 丁目 1 7  1Il，1古06 (251)  7ω l  

八 十 島 健

株 式 会 社 竹 中 1: ＱＩｾ＠ 1，1; 

大 阪 市 I京 区 本 町 4 丁 目 27 ，'1Wi  06( 252) 1201 

自宅 ・西常市甲チ図 2 番町5 の30 '1[ 1，150798( 41) 0598 

薮 本 芳

厳 木 建 築 士 事 務 所

和 歌 山 市 東 長 町 1 0 丁目 1 3  悠 j，J;i l734 ( 22) 9930 

fI 一む -111  秋 111 rl i!I( II 田f 10 r  1113 " 官『情。73<1 22 9930 

大 和 正

株 式 会 社 大 和 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

大阪市西区京町堀 2 丁目 1 7 3  屯訴 06 (441) 0741 

自宅・大阪市b在住吉区平野野堂町367

11Wi  06 (709) 3928 

山 由 美口

神 東 塗 料 株 式 会 社 取 締 役 社 長

尼崎市南塚口町6 r目10 1ff 7  3号 電 訴 06 (429) 6261  

自宅 ・大阪府箕面市百楽荘 3 丁目 4 番 1 8 号

?在活0727 (22)2522 

山崎 晃

田島応、HI 化 工 株 式 会 社 大 阪 常 業 所 所 長

大 阪 市 両 l>{ .!;(匝I 堀 1 - 7 4  ・官，1!;06 (44 1)  5951  

山 敏崎 明

辰 巳 興 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

神，;， li'I:11I 1メ語、開fj 曲21・11211昨j也 1註，:ii078(  32 )  0655代

f'I 't ・1馬肉 di 1i 1  J ケ rr_ 5 の 7 ，1! ，iiiOi 98 26 27 63 

山 密下 男

合 同 特 許 I d ! 材 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市東住吉区駒川町 3 の54 市，1506(702)7814  (に

自主大阪市東住吉[ メ周辺見{ 之町3の193 泡，]506(621) 9086 

山新 良R
ごム

，ロ田

株 式 会 社 山 田 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

大阪山北 I)( )j .r 田f l3 浪速ビル a日，泊06 (312) ＰＹＳＷＨｾ＠

自宅 ・渋滞rli 千型丘5 1TI9 /l'i 21;'; '4l ，!孟06 (388)  0119 

山 中 茂

栄 輿 建 築 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大 阪 市 大 淀 区 中 沖 浜 通 2 - 661宮，]/;06 (671 )印 56代

臼宅 大阪市東住吉区西鷹合丁 3 丁r. J 21号

m，!1i 06 (691)  8771 

山 本 進 一 郎

日 銀 エ コ ン 株 式 会 社 大 阪 支1; 5 取 締 役 支 庖 長

大阪市東区、F 野田T 5 丁目401l H也 電 話 06 (203)  5371 

自宅 欧悶市垂水町 l 白丁目 5 信28号 t wr7 ンション内

山 徳本

株 式 会 社 山 本 工 務 底 代 表 取 締 役

k 阪市南区鰻谷中之町14 電話06 (271 )4680 .8666 .8786.61郎

自宅 k 阪市車住吉区山板町 l 丁目 10番地 噌必06(622) 1871 

山本 博

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大阪市北区中之島3の3 朝日ピル内電，1506(448)1361  

自宅 ・欧間市雄白台4丁目23li1' 8号 司H君。68( 72) 9087

山本 禎 1爾

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社 代 表 取 締 役

大 阪 府 筏 涼 市 別 府 3 6  5  1It，j 506 (381)9131- 4  

f I 宅大阪府吹l I J rli ，t i 409の7 m，!，J;i l 6(38l) 5  17 1  
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謹 賀 新

柳 町 政 之 助

相。 研 '*' :11. 同I

* 点制l 品 川 区 佐 原 7 - 4 - 2 '/立，1i.- 03 ( 781)  0758 

湯浅 夫武

湯 浅 建 築 設 計 事 務 所 所 長

大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 4 の l 電 話 06(54I ) nω  

自 宅 幌 市 浅 香 山 町 3 丁 1 0  nt 3W722 ( 32) 8714 

士

口嶺 徳、

吉 鎖 汽 縦 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

大阪市東I ' ! : 安上回f 4 丁目 10番 地 ホ ー ス ピ ル

11U苦06 ( 271)  8731  

自宅 ー神戸市東灘区本山町岡本字梅ノ谷 5 帯地の 2

j'lU活078 (41)  7774 

士

ロ村 幾 蔵

株式会社間組大阪支底常務取締役支底長

大 阪 市 東 区 機 繍 2 丁 目 70 ＧＱＱ￬ ｾｗＶ＠ ( 203) 2821  

Ｈｊ宅 ・ 東京郎北 ｲｾ 西ケ丘 ｬ の Ｒ の ＱＳ 需地 t gJ古03( 京) 0) 0601

( 太阪市西成区緬通4-1 花閣寮) (06(661)4601)  

吉本す 英 男

11 本セメントイトン 事業本音11太阪支庖 支底長

大阪市北区的機崎中 1 - 5 2 嶋田セントラ Jレピル

屯話 06 (311 )  5231代

自宅 ・枚 万 市 東 香 里 元 町 14 - 12 包括0720臼4) 0478

士

口 康 助回

株 式 会 社 ナ ニ ワ 商 会 代 表 取 締 役

大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町61 電話06( 771) 912 4 - 8

自宅 ・ 大阪市天王寺院 ｴｾ ケ辻町 ω 屯泊 06 ( 771)  9123 

取締役会長 吉 田

取締f支社長 佐 治

信 武

誠 次

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所

大 阪 市 西 区 北 細 江 J : Ji!i 3 の22 ; 百羽 06 ( 538) 2991代
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所

年
昭和 4 6 年元旦

(50音順)

若林 繁
士

口

二 楽 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

太阪市太淀区本庄川崎町 2 丁目 6 信地

明 ｮｊｾＰＶ (371)  3321- 3  .  3630 

自宅・車郎市東山区消ホ 2 丁目 232番地 電話075 (561) 6283 

鷲 尾 健

大 阪 大 学 工 学 部 建 築 工 学 教 室

手口 田 異

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

大 阪 市 北 区 締 ケ 伎 町 I 7  5  電話06 ( 363)  4051  

自宅 ・芦 屋 市 公 光 町 3 1昨 8 電. 活0797( 22 ) 3282 

手口 達 也回

株 式 会社 和 田 組 取 締役社長

大 阪 市 北 区 高 垣 町 6 1 番 地 電 話 06 (313) 2021  

自 宅 ・芦 屋 市 西 山 町 5 2  1I!，l W797 ( 22) 2860 

j度 辺 勇

株 式 会社 間 組名古 屋 支 庖 建 築 部 長

名 古 届 市 中 区 錦 2 丁 目 4 の 16 電話052 (201 )7511 代

自宅 名古屋市千種区神丘町2の舗の3 電話052 (701) 4203 

J度 辺
古

ω

東洋 シ ャ ッタ 一株 式 会 社 取締役会長

大阪市東区谷町 5 丁目 30番地 新野村ピル

電 話06( 762) 5861  

向宅 ・豊中市総丘 3 丁目 21番 8 号 電 話068 (56) 0988 

渡 道辺 輝

i度 溢 建 築 事 務 所 代表取締役

大阪市京区今締 2 丁目 21lli' J也 雌 浪 ピ Jレ

1l U舌06 ( 231)  1696 

自宅 ・芦 屋 市 岩 国 町 21 ー 13 '1IHi; 0797 ( 22)  2266 



の製品には・・・

。
- ドアーを大切にしハウスキー パ ーの役目をはたす

'ート

S T - 8 4  (18- 8 ステンレス )

-

。 。

R A システム

- 仕上はサテン仕上です

寸法 ("'1m) 板 厚 木ネ ジ穴の数 木ネ ジの太さ及び長さ 梱包数量

. R A システム (90。抜け芯装置付 ) です

・高精度 を誇 り、耐蝕性 ・耐熱性にすぐれ

錆 びたり変色したりする 事 はありません

・18- 8 ステ ンレス、木ネジ付きです

全長 +黄巾 ("'1m)  
+  

力ら (枚)

8 9  8 9  2 .  5  6  4 . 1  X  2 5  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2.  8  8  4 . 1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

包 装 ・ 2 枚木ネジイ寸紙函入

- 錐 でガ イ ド ( 下 穴 ) を 設 け る 必 要 が な い 。

木ネジの革命ヌ ｉ ，ｾ ヲー
・全ネ ジ 式 で 、 す か ら 密 者 が 良 く 振 動 の た め に

抜 け て く る よ う な こ と は な い 。

. i量T状の告11分で木音11へ 安 定 し た 似 合 が 出 来 る

の で ド ラ イ パ ー の横 滑 り が な く 製 品 を 傷 め

ず に 固 定 出 来 る 。一

・ 表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ山 の 破 損 が

少 な く反 復 作 用 に よ く 耐 え ま す 。

※ ミア ー ト ミ の ヒ ン ジ の 中 級 品 以 上 ( D R- 844.  

N  R - 64.  S  T- 84.  S  T - S  L - 84- 1 ) には;

ス パ イ ラ ー が 附 属 さ れ て い ま す 。

レジ芳三27t E Wι シズグー・米国 FHA規格品

- 自 然 換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も 爽 や か。 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 温 調 節 が 容 易 。 N o . 5 5 - R

・ シャ γ ター 120。 迄 自 在 調 節 止 め 付。

・錆 の 発 生、 変 色 が な く 湿 度 の 高 い

所 、 パ ス ル ー ム 等 に も 安 心 し て 使

用 出 来 る 。

・ ス ッ キ リ と し た デ ザ イ ン 中 間 色 の

落 ち つ い た 色 調 0

・風 雨 の 晒 す 場 所 で も 雨 の 吹 込 む 心

首己カずない 0

・ ソ フ ト シ ー ト に で 取 付 け の 際 の ガ

タ つ き が な く 、 完 全 密 着 取 付 け 施

工 が出 来 る 。

グ リ J レ

N o. 5 5- G  

防虫網イ寸

処E砂

. J I S 規 格 表 示 許 可 工 場 住 宅 公 団 ・ 建 設 省 指 定 メ ー カ ー

承 知 工 業 株 式 会 社

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 "Ym (吋 )

縦 | 機

150 ( 6  ")  

150 ( 6  ")  

150 ( 6 ")'  

260 ( 10"  

310 ( 12"つ)  

360 ( 14 ")  

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 "Ym (吋 )

縦 | 機

150 ( 6 つ

150 ( 6  " )  

150 ( 6  ")  

260  ( 10つ

310 ( 12つ

360 ( 14" )  

表 面 板 寸 法 ( "Ym)

縦 | 繍

195  

195  

195 

295 

345 

395 

表 面 復 寸 法 ("Ym)

縦 | 横

195  I  295 

195  I  345 

195  395 

接 鉄 筋 住 宅 の お 部 屋 の 換 気、 冷暖房量産訟の 通 風 口 に は 理 想 的 な

峨 入 、 排 気 の レ ジ ス タ ー 、 グ リ ル を セ y ト して 使 用 くだ さ い 。

. 本 社 大 阪 間 区巽 矢柄 町 1 2 8  T E L :kIl&( 751 )  1271 - 5  

工 場 東 大 阪 市 布 市 町 5 0  T E L校 岡 ( 81 ) 5 5 6 6

東 京 東 京 都 千代 田区外 神 田3- 6・12 T E L東京 ( 253) 0317 - 8  
出張附
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合リ ｾｘ レイヨン中央研究所

- 特許建築用内装・外装化粧材

砂粒状陶磁器の吹付

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( CE R A MI C  S K I  N ) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 問 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 液

状 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン ブ レ y サ ー 使

用 ) ガ ン に て 建 造 物 の 内 ・外 、 壁 面 、 天 井 etc に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す 。
セヲヌ宇- ; . . u  

- 建造物の内外部に グ

粉状陶磁器の吹付

特 徴

t ?ヲヨ' # =

. 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250. C ー I350. C) に て 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色 素

を 使 用 し な い 為 雨 風 、 太 陽 光 線 に よ る

色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん 。

. 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す 。

. 耐 薬 品 性 弱菌室、弱アルカリに対しては変化を起

セヲ11‘三'11=

(( /び¥、¥

II / . 心。品川

し ま せ ん0

・耐 寒 性 一20. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の 他

の 異 常 は 認 め ま せ 入 。

・ 下 地 コ ン ク リ ー ト 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 べ ニ

ヤ板、手口壁、ブロック、スレート、

テックスま買 etc

鉄類の場合は錆止塗料を塗って下さし、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 ・ 工 場/ 大 眠 府 間 坤 市 第1) 府 3 6  5  t:t ( 06 )  381 ー 引 31 - 5  

東 京 世 醒 所/ 東 京 都 千 代 田 区 担 町 3 - 6  ( 輔 井 輯 2 ビ ル ) t:f (0 3 )  265 - 8888 - 9  

名 古 屋 宮 聾 所 / 名 古 島 市 中 区 常 3 - 2 3 - 1 4 ( 山 市 ビ ル } 宮 (052 ) 262 - 日 74 - 5  

帽 岡 宮 瞳 所 / 福 岡 市 博 多 駅 前 4 - 3  - I  4  ( 菅 雁 ピ ル } 宮 ( 092 ) 日 - 6  9  4  0  

広 島 世 輯 所 / 広 島 市 中 広 町 2 2 0 - 9 ( み の る ピ ル } 官 ( 0822 ) 91 - 6 2 0 0  

仙 台 出 現 所/ 仙 台 市 上 杉 2 - 4 - 4 6 (轟 林 書 館 ピ ル ) 官 ( 0222) 22 - I  
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日本建築協会法規委員会

質疑などの投稿をお待ちしております

法令の改正について

あけましておめでと うございます。

日頃は何かと、建築基準法行政につきまして、

御協力を頂き、誠に有難〈篤〈御礼申上げます。

今年は、建築士の皆さんにとって、重大な年で

あります。お解りでしょうか? 建築士制度が

生きるか死ぬかは、今後 の 皆様 の 努力と笑 ｾ￭ 次

第です。

1  . 最近の都市計画決定及び変更

1. 用途地域の変更 ( 但し旧法)

S.  45 . 8 . 17  告示施行

S .  46 .  1  審議会付言語予定

2  防火地域の変更 ( 但し旧法)

S.  46 .  1  審議会付言語予定

3. 容積地区の決定

S.  44.  6.  8  施行

( S .  44.  4 .  9  告示)

4  風致地区の変更

S .  45 .  6 .  14 縮行

風致地区条例一一 S. 44 .  6 .  14  施行

5  臨港地区の変更

S.  45 .  3 .  30 告示施行

6. 公闘の変更

S.  45 .  8 .  20 告示施行

7. 市街化区域の決定

S.  45 .  6 .  20 告示地行

8. 高度利用地区の決定

( S .  46年度中予定)

9. 新法による用途地域の指定はいつになるか

不明です。3 年以内に指定すべき義務があります。

改正法の住居地域は旧法の住居地域とはその規

制事項において異なる点に御注意下さい。 すな

わち、改正法の地域は旧法の同名地域の制限と

異なることをお間違いないようにして下さい。

II. 確認申請書の処理をめぐる諸

問題について

ア) S .  45 .  6.  29 建設省住指発第295号で各

行政庁主務部長あて通達があ った。

イ) これについて各団体 ( 三会 お よび設計協

会) へ意見を求めた。( 大阪市の例 )

ウ) S .  45 .  10 設計協会よりの要望書あり 。

エ) S .  45 .  10.  23 士会よりの要望書あり 。

オ) S.  45 .  1l. 2  府下特定行政庁が、 三会

合同法規委員会より換閉され、事情を述 べた。

カ) S .  45 .  11. 4  近畿プロ ッY 会議で不適

合通知の処理に ついて協議。

近畿 ブロッY 会議として正式実施日を S. 46.  

1 .  1 と決議。 かつ 省令改正に ついて の要望

持 Ｈ主 Ｇｊｾ と 往築上 の Ｚ ｡ 任を、設計 と 工 Ｇｊｾ に つ い

て明石在 にするよ う、地行規則 の改正を望む の主

旨) を作成。( 本省 へ持参ズ ミ。 皆僚からの 要蛍

芹コ ピー もつけて )

キ) S . 45. 10 . 30. 不通今通知の処理要領( 系)

完成 (大阪市の例)

J ) 精神訓話ーー不適合通知処理につ いての通

達は 「ダメな建築士 J r ずぼ らな建築士」をたしな

めるための もの、やがては建築士の権限の拡大

を計る実紋を巡るため の ものであることをご木

知下さ い。

①下記の ものについては、不適合通知を出すと

きはよ く4- えまし ょう。

・ ｾｉｾ が考えてもむつかしいこと Ｈ 読みとりにく

いこと )

・5佐が27えても解 らないこと 。

・行政 庁 が定めるこ とＨ 伊 ｉｊ 法 ｾＴＲ 条第 Ｒ 項 の 道路 Ｉ

出しさえすればあ とは役所まかせ。役所のいう

通り 訂正すれ ば、確認がおりて、金になる。 こ

れではい くら人があ っても足りな い。 こんなこ

とは挫築士でな くともできる 。訂正がでる のは

恥ですぞ。

行政相当者の経験が不足で、指導力に欠けてる

( 7) と の苦言 もあるが、今、建築主事またはそ

の委任を受けた吏只になり手がありません。建

築主・ ｊｾ の 試験を逃げる人が多 く な っ ています 。

資格が無い方が、無 'J i. 一生を楽に送れる のです。

@ 三会合同法規委貝会で出た不適令通知をめ ぐ

るご意見の中から主なも のをとっ てみますと次

の とおりになるでしょう 。

- 下見をやめるな一一目下検討中。下見はすれ

ど審査せずでやるかも気lれませ ん。( 各行政庁で

異なる 。)

・下見をやめるな ら、事前相談をチャンとや っ

て くれ一-'1' ;1向中11談ということは白紙相談でな

く、設計図件を充分チェ 1 / され、どうしても

解らないことを聞いて下さることである 。確認

の予約に つなが らぬと耳rr解 してほしい。

- 不適合通知11の. B I ! 由に、全部を網羅せよ一一こ

れは困ります。ケ アレスミスでも出せと の本省

見解を士会 の万が東京でIl : i l かれております。

- 通知先は委任状を持 っている人 へ出せぬか?

一一出せるそ うです。「ずぼ らな建築士I ダメな

建築士」の場合は、直接建築主へ通知しますぞ。

.  rチェ ッY カード」はけしから んとの御意見も

あり、また公/ 1fl せよ との御意見もありました。

一一紺，VI です。上司 の許可を得て公開しましょ

う。 しかし、公開することは、チト恥かしいJ

III. 法改正について( 概要)

1.  執行体制の整備および違反建築物対策の

推進等

1  ) 執行体制 (25万以上の都市は義務。 それ以

下でも限定特定行政庁の制度あり ) 、2) 違反是

正措註 ( 監視rWl l .具ーの新設 ・違反者の処分) 、3)

図舎の閲覧

2  建築物の敷地 ・構造およ び建築設備に関す

る基準の整備

1  ) 耐火・簡耐建築物 ( 法27条の用途の拡大) 、

2  ) 換気設備基準 の繋備と義務づけ、 3 ) 共同

住宅等の界壁の遮音義務、 4 ) 非7il 用好降機の

新設、 5 ) 排煙・照明 ・i.ffi入口 の設5主義務 ( 強

化，.111:大あり ) とそ の基準 の務付ii 、 6 ) 内装制限

の拡大、 7 ) 建築材料 の品質 (安全 ・防 火 衛

生 め 上から ｩ ｊｩ ｾ 棋を設けている Ｉ

3  都市計画区域内の建築物の敷地・精進およ

ひ建築設備に関する基準の整備

j ) 用途地域 ( 従前の 4 つの用途地域、 2 つ

の専用地区を 8 つの用途地域に改めた。) 、 2 )  

処ぺい率制限 ( 空地地区廃止 ) 、 3) 芥級制

( 現行 の高さ制限にかえて符附i / 対l浪を一般的にか

けることとした。 なお現行の平手続地区は廃 Il ニし

た。) 4) 斜線制限等 ① 、第 Ｑ および ｾ￬ 2  ftl ，'i-

ｾＧｉｊｔｉ 地械 に 北側斜線 を 設けた 。② 、約 Ｍ ｦｯｦ ｩＮ ｦ 主 Ｑ＿［ Ｇ

WJTI 地域での 絶対応さ をiOmに制限 した。③、

白j'; -fofif 主肘wm地域での外唱の1&退距離 を規定

した。 5) 道路位置指定恭準 ( 道の線形 ・構造

等に |見lす る基準を設けるこ ととした。)

4.  その他

1  ) 地行日 S .  46 .  1.  1  地行。 2 ) 経過

併泣 ( 用途地域に関する都市計画の決定および

告示は、地行日から 3 年以内に行なわねばなら

ない。 この告示の日までは、これ らの都市計画

に| 期する従前の規定が適用される 。

N. 政令改正について( 要綱案)

1. 総則関係

l . 建築政視員 ( 法第 9 条の 2 )  

2. 建築確認申請書手数料

2.  建築物の敷地構造およひ建築設備に関する

基準

1. 1，> f 宅の採光および換気に| 期する ，JJi i詳の桜備

(法28粂)

2. 長屋または共同住宅の逃72f に|民lする基準の

ｾＮＧｩ ｾＱＯｭ＠

3  昇降機に関する基準の繋11m(法第36条)

4. 排煙設備に関する悲準 の終判11 ( 法自135粂)

5.  ｾｉ ￵Ｇ ｩｩ｜ 用 の 照明装置 Ｈ 法第 ＳＵ 条 Ｉ

6. ｾｬ ￵ ｾ Ｇￎ｜Ｇ用 の 進入口 Ｈ 法第 ＳＵ 粂 Ｉ

7  内装の制限に関する基準 の慾制ii ( 法第35粂)

8. 建築材料の品質に閲する基準 の税制I i (法第

37条)

Ｙ Ｎ 耐火建築物または簡易耐火ｾ築物に関する

基準の繋11情 ( 法別表第 1 )  

10. 構造強度に関する基準 の核保i

11 . 給水、排水、その他の配管・設備に i期する法

iV.i の怒備

ＱＲＮ そ の 他の規定の整備 Ｈ 防火区間 Ｍ 非 ｾ［ｩｾＮ ロの

錠 ・遊戯胤設、そ の他 )

3.  都市計画区域内の建築物の敷地・構造およ

び建築設備に関する基準

4  雑則( 道に関する基準。特例によっておか

れる布町村の建築主事の特例)

( 大阪市建築局建築部審査標長竹 口 信夫)
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各種玄関マ ット設計製作 ｅ 量温ｾ

〈 詳 細 図 〉

聞 に::;ヨ

〈規格色〉 赤 ・白 ・緑 ・鼠 ・青

お そ う じ 百 貨

玄関に

J 、イセンスをノ

マットは

トップメーカーの

ミサニ. / "V製品を

お選び下さい

( ウルトラセン)

ウルトラインマット試験表

・ 耐摩 粍 試 験 一摩粍減量 0 .0035 グ ラ ム

試 験 条 件 テ ー パ ー 摩 粍 試 験 機 荷 重 500 グ ラ ム

回 転 速 度 57r. p. m. 1000 回 転

・熱収縮試験( 膨張)

40. C 土 1 .C  3 時 間 変 化 な し - 5 . C 3 時間縦( ー 0 .10 %)

横( ー 0 .17 %)

・耐薬品試験 浸 漬 条 件 30. C x  31日間重量変化率

3  % H2 S Q， ( 豆 0 . 1% ) 1 0 % N AoH( 孟 0 . 1% )

植物油( 白絞油) (  5  .2%  )  (  30. C x  5 日間)

・耐水試験 浸; 責条件 23. C X 24時 間 0 .0 7 %

〈営業所〉

口口 三百リ" 孟，1 V 工 業 株 式 会 社

東 京/ T  E  L  (  667)  8  8  4  4  ( 代)

名 古 屋/ T  E  L  ( 911 )  4  3  0  6  - 7  

京 都 第 1 / T  E  L  ( 221)  5363 ・ 0214

京 都 第 2 / T E L (312) 6  0  5  1  

大 阪/ T  E  L  ( 531)  7  5  7  1  - 4  

福 岡/ T E L (27)  2 3  3 1 (代)

北 九 州/ T E  L  (57)  3  5  7  9  

三百リ" 孟，/ - : ; 7

営 業 本 部 / 大 阪 市 西 区北 堀 江 上通 一 丁 目 20 T  E  L  ( 531 )  7  5  7  1  - 4  

本 社 工 場 / 京都 市 南 区 久世 築 山 町 380の 2 T  E  L  ( 921)  6  3  6  1  - 3  
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放近のマ スコミにおける自然保護の声 の高ま

りは敬三しい。 その表現方法は千差万別である が、

ともかくこの人 r，nが生存するための基盤である

自然、を守ろうということであるらしい。新聞の

投抑制l をみても、自然保護を訴える類のも のは、

t色えずお 11艮にかかるところである。 しかしそれ

らを読んでいると、自然というも のに対して幾

分の出乱があるし、またそ の訴えも郷愁的発想

によるものが多いようである 。 そこに矛盾もあ

ると思われるが、ここでは自然というも の とそ

れに係わる人間とについて少し A 考えてみたい。

人間が自然を生存基盤として発達過程をたど

ってきたことは詳述するまでもないが、その過

絞め中で人t :nはどのようにして今日見られる環

境状態に至ったのであろうか。生物系統の枝分

かれを待つまでもなく、意識的行動物体となっ

たl時以来、人 11 ¥] はその行動のi師、を他の生物に対

する優越意識の誇示現象として生 じさせてきた。

その ことは人間の劣等感の発生とも関係してく

るのであるが、ともか くその根底には、自然と

の対決 ・征服を設置し行動してきた。自然との調

和を教えた束洋思想においてもそ の基本はなん

ら変わりはなかった。 そして結栄として械かに

巨大な建物は連なり、道路 ・絡がはりめ ぐらさ

れ、食物も割合笠かに供給されている 。何百万、

何千万年の問の人聞の莫大なエネルギーは、そ

のことにほぼ消費され、そ の成果を謡歌し、享

受した。 しかし一連 の生物の秩序体系の環 の l

つにすぎない人間が、自然をコ ン トロールして

し、るのだと考えだしたことは、まさにカリカチ

ュア以外の何物でもなかったのである 。 突き進

んできた誇るべきこの社会も、今日見 られる環

境に至り人類 の存亡にまで関係を持ちはじめた。

.i!jf.厳に i前ちたホモ ・サピエンスもさすがに現状

について真剣に考え、いったい何をなすべきかを

模索しはじめた。 そして公害キャンペーンの一環

として、自然保護が欠くべか らざるものとして、

人々のJli 品川に入り込み、多方向からのその戸は、

ひとつの共鳴現象さえ起こしている のである。

ところでこ の自然とはいったい何な のであろ

うか。 マスコミに1車っているものか らf尋られた

感じでは、自然とはある iit 以上に樹木の存注す

る森林やそれと関係した湖沼、 川、さらには海LP

kJi! 沿いなどであるらしい。 とくに森林ーそれは

人1/ 11の活動領域と 一致する がその保護すべき

自然としてと らえられている 。森林は人 IHI の生

存にかかわるところである故、自然キ森林とな

ってもおかしくない。 しかし残念なこととい う

表現が適当かどう ， かはｾｉＯにして、日本には、こ 係しはじめている。 日本においては自然美を 、

の自然 ( Nat ur e ) がほと んどない のである 。本来、 鋭る人の前方200- 500m( 遠景の場合は 134 km

自然とい うの は、地上の倒木や下草か ら、地中 のオーダー) の 、いわば 1 牧の絵ハガキとして平

の微生物に至るまで、ひと つの厳然たる生物の

秩序体系によ って構成された生態社会な のであ

る。 この ようなところでは、林縁の下草を刈り

取っただけでも、林r"J!!tI度、 illi J 9 1 ¥、水分が変化

して、そ の 秩序体系がま っ たく ｾｉ ｊ のものになる 。

まして意識体である人間が、そこを俳f回するこ

とは自然の存続か ら々 えるととても許されない

ことなのである。 とこ ろが、現実的には 、この

森林の存続はま ったく人間の判断に委ね られて

いる 。人間の個体数がJ rl し、その行動範問、規

桜が拡大すれば、当然森林との抵触が激しくな

り、その共存は人聞の生存にと って不都合にな

らない状態でのみ許されるのである 。 つまり、

そこに何がひそみ、どんな危険があるか分から

ない森林が、人間の活動領域近くにあれば、そ

の森林をある経度伐採し、下草も刈り取ってそ

の中に遊をつけ安全であるようにする 。 このよ

うな形になってはじめて森林の存在が許される

のである 。 この現象は、どんなに自然の保護を

訴え、それを態度で示そうとする人でも、自己

の存在に関係してれば同じように行動する ので

ある 。 もっとも現夜は、所有形態などで、も っ

と復雑になっている 。 これは必然、的なことであ

るのだが、このように 一連の秩序の破壊は森林

の構成を単相化し、きわめて不安定な弱いもの

にしてしまう 。一見同じように盟かな緑、 1そこ

を流れる清い水は、まったく自然、と呼ぶに ふさ

わしいように思えるが、その実体はNat ure とは

ほど遠くなっており、いわば自然、の素材を用い

た人工物なのである 。緑の集団の残存物なので

ある 。 ここに問題が存在する 。地に満ちた人間

の前に、それと抵触しない自然、の領域が存続し

えないのは自明のことなのである 。 が、それが

桜重なって 、今では緑 の存在そのものにまで関

面的に視覚的にと らえてきたことや、社有林の

妓存、そ の外にもちろん気候的な要素も含めて、

緑 の存続を長〈 伸 ばしてきたのであるが、今や

日本でもそれが危うくなりかけている 。 どんな

に向通なことを思索し、精密な物を創り上げる

ホモ サ ピエンスと 言 えども、下図に示す尖に

簡単な プ ロセスから 1 歩といえどもはみ出すこ

とカずできない のである 。

太陽エネルギー

緑色植物

草食動物←一一与人間

肉食動物“

このプロセスにおいて、希なる例外があるが、

全体としてこのとおりなのである 。

このように考えてくると、緑の存在さえ危う

くなりかけている状態において、人類の先はま

ことに暗いものと考えざるをえない。 そしてこ

れからいったいどの方向に進んでいくのであろ

うか。 法律を作り、快適な社会を創ってきたは

ずの人間であるが、その個イ本コ ント ロールをホ

モ ・サピエンスそのものによっているこの担; 会

において、その救う道は唯一 つしかないのであ

る。 それは人聞が自然の秩序の 1 つの環にすぎ

ないことを認識し、自然の加護を受けることで

ある 。新しい食料源、エネルギ一、社会を求め

ることは 、今ではナンセンスなことである。も

はや緑の存在までが云々さ れているこの現実に

対して、今さら人間の尊厳を奏でることもない

であろう 。

( M. M)  
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日 明治建築土木史年表・関西篇( その44) ( 自明治11年11月 7 日~至11月 8 日) 口

区画改正に伴う東京放初の各区予算表報じらる 。 多いのは神田区 ( 現千代田区の

， イ=

約半分). 6，597円 6 銭 3 厘。少ないのは四 ッ谷区 (現新宿区の一部 ). 3，286同63銭

-<>t ，、

Ｓ 鹿 。 予ＤＺＩＺの内容は、「区長 。 ｩｾ ｲＭ記 。 雇 。 筆者 。 小使 。 臨時 。 同属等の給料 。 ｊｔ 舎
均 リ あ げ そ 仕 えし 会 しゅ うぜ ん h. . . : ら

借上代。備品買上。修繕料。 諸用紙。筆。盤。炭。薪。燈泊。機燭。 正[l判。印肉。

とまリ 向 〈 るｾら ん

煎茶。宿直弁当。 区吏急用車賞。郵便切手。 諸i雑貨等」 とある 。

h f.:. 

近年ずっと棉が笠作だ った故か、今年は雨が絞いて不作なのに別に高騰もしなか

きのじ』うじa うしを み わ た

ったが、 4 、 5 目前から布目になり、 「撤州坂上々品の質約 J (坂上は地名? )  1 本

が 5 円50銭 - 6 円までで、去年と巡って、完気配はよいとある。

お 日 t. < ，)..，ば

西郷。桐野等。西南戦争の賊将を京都東山 へ、「巨大美麗に」洞らうと、京、大坂

め有志奔走して寄附を集めていた。

陸軍本病院の! l I 医逮が、月給の 1 ;明l を積立てて会計掛へ預け、不i侍の疾病。健免

等に11i i 1へるという 。我因企業内預金制度の元祖?

大 i:l!、酋京 1:11の鉄道工事は 、期限 590 目。 その 聞に出来なければ3背負額の 2 分を

減じ、 i珪に早〈出来れば18，000円の it 金が貰 えるので、藤田組 は目下人夫を助長。

明 治

11年 11月7 日

"  J f 11 

11年 11月 8 日

If 11 "  

"  11 "  

管令中だという 。

( 東京都北区神谷 2 ノ22ノ13 須藤欣二)

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11 l  
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ドアチェ ック 60シリ ース

ドアチェ ック 70シリーズ

ドアチェ ック 80シリース

フロアヒ ンジ

そσ)f也

ラパトリヒ ンジ

ピポッ トヒ ンジ

ドアハンドル

N E W女S T A R

ぅ作品質性能とな照祭スライド式

ｺ ユースター ｦ ｪＱＢぺｉＮＮＭｾ
片引き戸内観図

上枠断面懸吊要領

ｾ 干 ＱＱ 戸
内

.. 

レール恩付. . 例届

ヨ価印? 主主" 写h て下. い.

岬 柑岡 山の 附u詰 崎 更 さ れ 傘 r.  

掴ニュースタースライド式ドアオペレーターの特徴

・油圧の長所と電気式の幸IJ 点とを組合せた新製品です 0 ・油圧装置がついているために閉る速度が 「ゆるく J r なめらか」 です 0 ・パ ル プの調撃

で閉 る迷度が自由に変えられます。 ・閉 る手前 で一旦止 って、その后ゆるく 閉 ります。 ・停 電 の場 合 、すぐに手で軽く Jm聞 が出来ます。 ・価 絡 が

安〈 、別途工事がほとんどない。 ・取付 工事 、保 守 が 非常 に簡単です 。

本ドアー子工、¥J I'7盤、単〓:f-' 命
'17 荻 L 〓 末 日

本 社 工 場 大 阪 市 生 野 区 総 矢 柄 町 2 2  2 旬 結 ( 06) ( 758)  1 2 5 1  ( 代)

東 京 支 I苫 東京 都 千 代 田区神 田小 川 町2 - 12( 伺 愛 ピ ル ) 電 結 ( 03 ) ( 293)  4 8 3 1  - 5  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 月 寒 中 央 通 り 月 寒 3 1  4  - 1 電 話 ( 0122)( 86) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 番 丁 1 8  7 電 結 ( 0222)( 34 ) 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 電 話 ( 052)( 981) 7 5 3 1 - 3  

広 島 出 張 所 広 島 県 安 佐 郡 佐 東 町 緑 弁 2 0 5 電 路 ( 08287) ( 7 ) 1  6  1  1  

福 岡 出 張 所 網 岡 市 天 神 4 丁 目 4 番 2 4 電 話 ( 092) ( 74 )  2372 ・ 3312



口公害の追究は、科学

技術者の責務なり

1  前書き

阪神高速道路公団前開査役

加藤雄三郎

最近 5 ・6 ヵ月ばかりの問、新聞紙面には、公

害、環境汚染の記事がはんらんしている 。 ここ

へきて、公害事件がいっぺんに爆発した感じが

するが、昨今政府はやっと、従来のパラパラな

公害行政を 一元化するということで、公害対策

本部を内閣に設置して 、総理自ら本部長となり、

これが解決に当たらんとしているところである 。

現在までに判明した公害の例を揚げると次の

通りである 。

( イ) 亜硫酸ガスの関連による公害

( ロ) カドミウムの関連による公害

( ハ) 一酸化炭素の関連による公害

( ニ) 釜索酸化物の関連による公害

( ホ) 鉛化合物の関連による公答

( へ) 有機水銀性化合物の関連による公害

( 卜) 二酸化窒素や炭化水素の化合物である べ

ンゼン トルエンによる公害

一一一一一一ー」ー ーーーーーーーーーーーーー

( チ) 光化学スモ ッグによる公害

( リ) 車納による交通騒音・振動 ・粉じん の公害守

( ヌ) その他工場の末処理廃液の有毒悪臭によ

る公害

( ル) テレビ' 屯披障筈 ・日 照権妨害による公害:

( オ) 医薬品 ・食秘品による公害等

2  公害の発生原因について

公害の発生原因は、これを端的に申せば、学

生の ゲバルトと共に高度経済成長一 G.N. P第

二位ーの結栄である。

まず第一 に、この高度成長は、経済第一主義

によって行なわれてきた。経済さえ繁栄すれば、

すべての問題一経済問題のみならず社会問題も

ーが解決され得るとの誤れる確信が政府の高度

成長の基礎観念となっていたことは、否定し待

ない事実である 。 そして注目されねばならない

ことは、これはまさに戦時中の精神主義に対す

る反動としての物質主義への偏向た' ったという

ことで7ある 。

わが国の精神第一主義は言うまでもなく戦前

からのものであったが 、第二次世界大戦におい

て、わが国は世界最大の経済力を持つアメリカ

とl波うことになったので、 敗戦 の色が泌wにな

ればなる程、物質よりも精神を優位に置くこと

が強調された。 しかし見事にこの精神一辺倒主

義は物量の下に屈せざるを得なかったので、敗

戦によりわが国は 、社会構造が一変したのみな

らず、国民の精神構造も 一変した。

しかし、政府の経祷政策は、物心両国を配層、

することを忘れて、も っぱら所得倍増主義的経

済第一主義を事としたので、ここに高度成長下

における人間授失が起こらざるを得なかったの

である 。

このような物質主義は、わが国企業の海外進

出の面においても遺憾な〈発縛された ので、 」

時は世界各国を敬服させたわが国企業の輸出等 、

海外経済活動も今日では、 「エコ ノミ y 7  . アニ

7 ル」 とさげすまれるようになってしまった。

また、精神榊造の欠陥は特に青年層に、世界

観 人生観の欠除ないしは価値観の分裂をもた

らして、いわゆる断絶の l時代を生んだ。これは

一方では社会的述干f i = 観 ・倫理! の喪失をきたし社

会の秩序混乱をもたらし、他方、正常な労使間

の関係確立を拒否する原因となっている 。60年

代までは、戦後の反動WI た' ったとしても、 70年

代は経済政策に精神のカンヌキを入れて物心両

面の繁栄を実現しなければならない。 もう 一度

言う 。「公害の発生は高度成長一 G. N. P第二位

ーの必然の結来である 。」と 。

3. r幽り角にきた」都市計画と公害について

公害問題は 、欧米て' は既に数10年前から盛ん

に論議されており各国とも都市計画立案の都度、

検討されているが、実施面ではやはりわが固と

閉じく公害問題に苦しんでいるようである 。都

市計画の大きな目的は、都市の経済的 ・社会的

な活動が安全に能率よ く行なえるように健康で

快適な町づくりをすることにある 。 すなわち住

居地域 ・商業地域 ・工業地域 ・準工業地域に大

5] 11 し、これに見合う交通網( 道路 ・河川 ・軌道)

. 上下水道 ・工業用水道 ・大小公園等を合理的

に配誼 ・運営することにより成り立つのである 。

以上の ことは、都市計画型! 論のイロハのイの字

に当たることで ｾｪ 主でも気 ｬ っている ＮＡＺ ｪＧ［Ｎであるが、

実施商ではこのことがやt，々笑行できないのが各

都市の現状である 。例えば大阪市の御堂筋を例

に取ると、この道の幅は現:(E45米であるが、計画

当時の立案者は 100米臓を主張したのであるが、

当時の市会および都市計画審議会の圧力で現在

の道幅とな ったのである 。 もしかりに 「難波一

大阪新駅J r.1Iが 100米道路で両側に緑樹が茂 っ

ていると想像するとこんな愉快なことはないが、

これが現在交通公害の原因となっている 。

第二番目に工場公害をあげると、工場はその

規模 ・綾類等により工業地域か準工業地域に入

るのであるが、| 浪られた而般の工業地帯に計画

長をオーバーした工場群が密集している現状で

ある 。例えば 100個の工場が入る面積に 130個

の工場が入っているとすると、 30個分の工場が

はみ出していることになり、これが公害の発生

の限界点をこえたことになるのである。 すなわ

ち空気 ・水等の浄化限界を越える分の工場を取

り|徐かねば公害を防止することができない。

設近よく 「出i り角にきた 」都市計画というこ

とを 聞 くのであるが、如何に立派な都市計画を

計画しても、そ の行政のl符 ・県 ・市が計画量を

越えた処置を行なうと、現在のような公害が発

生するのである。

第三番目に土地買収難について、都市計画 ・

都市改造 ・都市再開発・ 「デ ィベロ ッパー」等々

いずれも土地を必要とするがこれカ叶中々簡単に

入手できない現状である 。 その第ーの理由は、

わが国では資本主義国家のもとでの土地の私有

制であるのでiニ( 収が早くで きない。 この点イギ

リス ・フランス ・オランダ ・スェーデン等では、

土地は王領で市民が永代借地していて、手L有制|

ではないので都市計画改造が非常に早くやり安

いのである 。 ちなみにわが国でも昔は天領 ・幕

府領であったが、明治維新に大部分私有制に切

り替えられたことはまことに残念なことである 。

資本主義国家における都市は資本と、土地の私

的所有および利 ilMI 追求と不可分の関係で発展し

てきた。封建制度のもとにおける都市は封建君

主のための都市であった。君主にとっては合理

的公共性を持った都市 であっても、本来の意味

では 「公共的」ではなかった。ちょうどこれと

同じように資本主義国家の都市は資本の目的に

奉仕する形で造られていることは事実である 。

ここで私達が考えなければならないことは、

資本主義国家都市または、封建主義国家者I1市が

何であろうと、其の「民主主義国家都市J = r 人

間尊重主義者I1市」を笑現しなければならないこ

とである 。

4  最近の N. H. Kの日本の代表的企業 100社

の社長に対する公害アンケート調査を紹介

すると

(1) 現在の公害問題をどう思うか。

( イ) 止むを得ない ー・... .. ...... .......... ...15社

( ロ) 止むを得ないが損害補償せよ ..... 35社

( ハ) まず公筈を先に| 坊除せよ .. ... ... ...... .34杜

( ニ) どうしてよいか分からない ・・・ .....16社

(2)  公害対策の姿勢について

( イ) 現状で十分だと思う・ ぃ・・ .......... 36社

( ロ) 現状でまあまあだ・ ...................44社

( ハ) 現状では不十分だ ・・・・ ....... ...15社

( ニ) どうしてよいか分からない ー ・ ー 5 杜

(3)  平 ｉｊｩｬｾｪ 優先か公害問題処理か

Ｈ イ Ｉ 平 ｉｊｩｬｾｪ 優先するー ー ーー 一 一一一 . 9 社

( ロ) 平ljijMj 減少してもよい・・ ・・ .• ..... 71社

( ハ) 分からないー ー・・ .... .. .. .. .......20社

(4)  公害の企業責任と公害対策費の分担について

( イ) 企業者単独で負担する ーー一 ... . 8 社

( ロ) 国が全部負担すべきだ ー… ー・一 10社

( ハ) 国 ・地方自治体 ・企業者

の三者で分担すべきだ・ ・・・ .... ..82社

( ニ) 分からない 0 ・・..・ 0 ・..・ 0 ・e ・e ・・ ー.. .. . .0 社

(5)  公害行政について現状でよいか

( イ) 厚生省 ・通産省 ・建設省 ・運輸省等

の公害指導を統一せよ… … ・…… 90社

( ロ) 国 - 地方自治体の規制lが不十分… .. 85社

( ハ ) 固と地方自治体の行政を統一せよ "15社

( ニ) 国より地方自治体の方に権限を移設せよー 62杜

( ホ) :iAIぽ な行脚櫛・ i雌見・国の補助必要 … 40社

(6)  公害罪の新設、企業の無過失1・1任原I ! I J について

( イ) 賛 成・ ー…. . . . ・ e ・- ……・…・ ... . ...20社

( ロ) 反 対一一 ーーー ・ … ..... .. 80社

以上が日本の代表的な企業 100社の社長の意

見であるが、このままでは日本列島は公害列島

になってしまう 。

5.  公害に対する理念と姿勢について

人々が快適な生活を営むためには、イ可が必要

か、人は ｾ ｦ ｴ でも、衣 ・ 食 住 ・環境 ・レジャー

の快泌を求めるであろう 。 ところがこの 5 つの

要求はどれも公害処理に以l辿があり、{ 主 ・環境

だけを切り離して解決することはできない。 す

なわち端的に申せば、公害処理は物価の上昇を

招き、労働者 ・サラリーマ ン ・株主主事の収入の
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も耐えていかなる苛酷な条件に

しい特性がこのすばら

建築を守ります

特許

_，食今41Aお水Ｘ 袋命智ゅうｾｾド・
※ 新アスタイ トの開発に成功- 4 種類から 2種類へー

※ 建築構造の多様化に即応した特殊防水仕様の採用

※ 建築物の大型化に備えた歩行用及び室内、地下防水仕様の強化

※ 強力ギルソイドー主材料として特に重点的に改良

※ ベースル ー フィングの採用一区大米に比べて湿気の多い我が国独自な配慮

※ ギルボード拐: 用によるイン シュ レーション f士市長の石在立

〈ぬ
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低下を来たすことは当然である。 すなわち公害

防止設備費が商品の 「コスト」に加味されて商

品が高くなり全体として物価が上昇することは

経済原則の通りである。

そこで、公害防止のための資金を誰が負担す

ればよいのかという問題であるが、これは国 ・

地方自治体 ・企業者のいずれが単独でS: t 他、ま

たは分担するにしても、国民としては全〈閉じ

ようなことになる。すなわち税金として負担する

か、物細高で負担するかの迷いである 。わ れわ

れ国民としては企業者に負担して貰う のが一番

好ましいが、なにぶん日本の産業経済界ではま

た' 各企業者の自己資本率が大変低〈、 ( 欧米では

5 0 %位、日本では2 0 %位) その8 0 %は銀行から

の借入金 ・ヰ土m等で運営しているので現在非常

に危険な経済成長を遂げているにすぎない。

だからといって、このままで公害を放置して

おくことは世論が許さない。わが国の公害は 、

もはや経済成長と同じ次元で論ずべき問題では

ない。 ことは人命にかかわる問題だ。成長も 福

祉も、という段階でもない。 これ以上高度成長

を続けても、国民の健康がむしばまれ、国民生

活環境Jが破壊されれば、何のため の成長かとい

うことになる。やはり、人間尊重 ・国民生活優

先のために、ある程度経済成長を犠牲にしても、

公害防止に全力をあげるべきではなかろうか。

公害防止の最大の責任はなんといっても、企

業者にあるが国の責務も大きい。企業者に社会

的責務を果させ、地方自治体や国民の協力がな

ければ十分な効果をあげることはできない。そ

こで、国や地方自治体が中心とな って適切な公

害行政を急速に行なうべき時期ではなかろうか。

そこで、具体的な例としては、公害防止のた

めの設備改善貨の捻出については、

0 公害保険の新設

0 公害債券の新設

o 改普賢に対する税の減免

0 公害税の新設

0 公害防止事業団の低利融資

0 公害補償の確立

0 公害に 伴う医療機関の主主備

0 公害被害者の今後の救済方法の有り方

等の運用およひ'ZJj : 務処理の簡素化により企業者

に対して親切に指導すべき時期ではなかろうか。

6.  公害対策費の概算について

ある有名な銀行の調査結果によると次の通り

である 。現在までの会社の総工場設備概tlι 買は

約 15兆問と称せられ、その工場設備から出る公

害対策費が約 4 兆問( 産業公害対策費が 2 .2兆

円、地域暖房貨が 0.6兆問、自動車排気ガス其

の他1 . 2兆円) と言われている。この 4 兆円と

いう金は、ちょうど昭和44年度の G . N .  P 60兆

円の古に当ること、また 一方国税庁の発表予定

によれば、会社の交際費が45年度には約 1兆円

のよし、また会社の広告宣伝費、国家財政の而

からいうと食管会計 ｾＧｩ 等があるが、これらは「ム

ダ」な費用であり、現在のわが国企業を全体と

してみると、一方ではこのような大きな「ムダ」

があるように思う。この「ムダ」をこそ今まで

の「外部不経済」つまり「ムダ」と考えられた

公害対策費に回すことができたらその対策もか

なり進歩するであろう 。今、仮にこの「ムダ」

の 質 問が約 Ｕ 兆 円であるとすれば、その Ｒｾ 到の

1 兆円の毎年の節約によって 4 ヵ年で公害を完

全に防止できる ことになるのだが如何なもので

あろう 。

7.  公害の追究は科学技術者の 責 務な り

( イ) 科学技術者の良心

科学技術者は常に新しい文明をつくる先駆者

の光栄をになうが、文明 の破壊者という汚名を

免れない のも 科学技術者である 。問われるのは

科学技術者の良心 「モラル」の問題である 。科

学技術者は ｾｬｪｾＮ に自分が担当している研究なり、

製作しているものが、人類社会に対して如何に

貢献しているや否やを自覚することが大切であ

る。軍事兵器研究者が常に新しい攻撃兵器を発

明すれば、直ちに防御兵器を考えるように、工

場建設に際しては、生産設備 ・機械プラント設

計の場合、如何なる公害が発生するかまたその

歩留りは、いくらかということが予め分かって

いるのであるから、その発生原因を追求して公

害を最少限度に食い止めるよう、最大の努力を

すべきであり、頭の固い経営者に対しても人道

上、歩留りの高い判断力 ( モラル上の ) を持た

せるよう啓蒙すべき責務がある 。

とくにわれわれが心配していることは、人体

口労働者にたいするアピール

をむしばむ鉛 ・水 銀 ・カドミウム ・B . H・C 等

が長〈人体に蓄積されていくということで、そ

れらの毒物が一世から二世、三世へと伝わると

いうことである。生物 ・人類を滅ぼすのは何も

核戦争だけではないということを銘記すべきで

ある。

( ロ) 公害| 坊除研究について

最近の新聞紙上 によれば、公害防除産業会社

の株が急上昇しているようであるが、これらの

会祉の研究部門の方々や国 - 公立の研究所の方

4 にも下記の調査研究をお願い致したい。

0 重対i脱硫装置

0 排気ガス脱硫装置

0 集じん ・排気ガス浄化装置

0 1l . L 気自動車 ( 乾電池用 ) 、超高煙突設計

0  水質汚濁防止ろ過装置

0 1由水分離、排水処理装置

0 水質処理斉IJ

0 下水 ・し尿処理、ゴミ焼却装置

o J a 化ビニール材の廃棄物の無謀化焼却総等

最後に一言 しておきたいことは、公害問題は

すべて企業責任だということでなしに、国 ・地

方自治体 ・国民 ・企業の四者が一体となって、

この世界的な公害問題の処理に遁進すべき時期

であるということである。

一われわれの公害綱領 一

青空とみどりを取り返し 、府民の生命とくらしを守る 大阪大集会

現代日本の公答は、いまや怪物となった。 公

害を怪物にさせたのは、政府や自治体が適切な

法律や条令をつくらず、加害者を放任し野党や

労働組介がたち上らず n和見だったからである 。

公害をうみだしている工場生陀現場を具体的に

チエ > 7 する 、みるべき職場闘争はなかった。

過去 10年] i ¥J Ｔ Ｎ Ｕ 怖の ｊｾＧｾ 1St 日記長をとげた日本経

済は、このテンポではこれからの 10年で 3 - 4

倍になろう 。 いまでむ[ - r . [土のひろさにくらべ工

fjJ の?を l!t は、 11 . - 1<: はアメリカの 101古というから

公害n策をおこたるなら円. . j ; : fIJ! 斗はとおからず

rYEの同 1 となる 。 いわゆる公害、とりわけ内

業公害は犯罪である 。 だから当然「公害罪」 と

して企業責任は作発されなければならなし、。企

業の公害刈策に[ J i [ [ その税令をつかつてはならず、

問や向治休の公害対策貨は企業からさらに税全

をとリたててあてるべきである 。 公害を口実に

もうけをたくらむ加 Ｒ ・企 Ｑｾ などはとうせＧん糾 ｉ［ｉ ｾ

パクロするべきである 。

ｬ ｊｲＱｾＺ企業といっしょになっている政府の ｲ 1  

億総資任" 命」 にだまされてはならなし 、。労働名ー

こそ職場で労働災害、賄業公告をあび、地域に

かえってまた旅業公害、打11rJ i 公; 与をうけ三 市: の

公害をうける lli 大の級料: fi である 。 このことを

あきらかにし、企業の m壬を追求しなければ問

民から労働組イトは企業ーに力n111する加害字; とされ

る。労働者の公持ill 欣へのとりくみの '1' 心 は職

場におけるたたかいである 。労働災害や職業病

絶滅など '1".命と健康、安" I ' t をめざす戦場環境、

労働条件の改仰のたたかいがそれである 。 これ

からのたたかいは、Ｇ刀ｈｩ ｈｍ 干のｼ司Ｚ￭ ｕｉｾｊ な収坊ｾ ＮｉＮＧＮｾ＠

検、 ｡ 品 ｈＧｴ によるｾｊＢ体的改稗嬰求として経営す［に

だし、労働組介は同体交渉をつうじて解決をせ

まる 。 団交で解決しなければストライキで対抗

するのは当然、である 。公害問題の解決は労使の

協議によるあまいはなしあいで解決するとはお

もえなし、。労組がこのようなかんがえにたつ主

らそれは資本の免罪に手をかすことになるだろ

う。 公害では特に経営責任を団交て・追先する専

門知識 が不足している 。 また耳技場の安全術中に

ついても専 門知識が不足し ているし 、日常的に

点検監視するためにも r別、知識を必要とする 。

労働者のなかから専門知識をもっ桁導者を安全

大宇で育成し、全職場に配置し、安全センター

を労ヲ共同休f1i1iでつよめも リた てなければ主ら

なし、。 われわれ労働者・は、み ずからの 生命 を守

リ、人間をとリかえすために公害絶滅をめざす。

まず職場からたたかいをはじめ、おなじ災害に

背しむ住民とも共同する 。現代日本の公害は、

司; >1' $1.や 1ｾ＠ ':j 物価、 rEL、負 trr.をおしつけるだけでilt

界にたちおくれている社会保障制lだなどと とも

に、 資本主義経済の落 し子である。これらは人

のしあわせより資本の 利誌 を優先させる 政府、

H¥，'j 資本主義に般il . 京がある 。だからその解決は、

‘Ｂ，而 はよ ｌ 休 Ｈｉｾｊ 改務 をつみあげつつ 、所設 「 資本

のflJ 主主 よリ [1[ 民の生命」を優先させるたたかし、

に: i t展しないかぎり 、労働者の任務 は果せない。

現代日本の公害をふくむ「生命とくらしを守

る ［ｦ Ａｦ ￯ ｽｪ ｊ を反独 ｲｾ のたたかいとよぷ 。 ＱＧＺ からな

によリ L 大切なことは 、ま ずJ I止大 の被災者であ

る労働者が、なん人も輿論のない r '1'. 命の尊厳 l

の問題で、いきがかリにこだわらず問結しよう 。

先進 Ｈｉｾｊ >j_'I: 許級である労働者が総結集し 、同氏

とともに政府、 地方 自治体、独占資本 にせまっ

てこそ、 '1'. 命ゃくらしの保証ができる 。 生存権

の1-1:;1;:か ら'1 命 をまも ' ) 、M! 康な生活環境 をつ

くる ため、労働者の総結集 とたたかいへの参加

をよびかける 。 われわれもまたそのために、 j J

Z リ強〈誠実に努力することをちかう 。

1970年 11 J1 29 日

日本労働組合総評議会 大阪地方評議会
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- ウエルドルーフイング

・S Pウエルド凡戸フィング

・S P ビニロン凡戸フィング

. N S 防 水( ネオプレン + ハイパロン )

. NPシート2号( E P T + フ子 l レ)

- マルエスB Pシングル

日 新

本 社 . 東京都足立区千住東 2 - 21 - 28 T  E  L  (03 )  882 - 2  4  2  4  

大阪支広・大阪市東淀川区瑞光通4- 30- 2 T  E  L  (06)  329- 7  7  3  7  

営 業 所 札 幌 ・山 形 ・東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・ 九 州

ビ ル が 建 つ 工 場 が 建 つ 家 が 建 つ

こ に は マ ノ レ エ ス の ノ レ ー フ イ ン グ や

ン グ ル が お 干 支 に た っ て い ま す

.... 渋 谷区 役 所

.... 裁 判 所 書 記 官 研 修 所 ( N 5 防水)



建 築と 社 会

-
ー ス- 園田園.

ユ

ニュース原稿をお送リ〈ださい.

- 日本建築家協会第 1回大会

円ＱＧｾ築家協会は、さる ｉｉ n  13目、 14 日の 2 R  

/111 、京郎 In福祉会館で日本建築家協会第 l 回大

会を Il fl いた。 はじめての試みで、会只述帯の手

がか りをみ つけ、それを協会 の運 動の指針とし、

また職能同休として存在、意見を表明する機会

を仰ることを目的に催された。大会参加者は本

官11 107名、関西52-1'，、J.l U毎291町、九州 13-1' ，、; ト

207 - 1' ，であった。

大会は「プロフェ y ション」を統 一テー? に、

さらにそれが、 「職 能J r行 政J r 教育I 公主」の

4 つのテー マに分けられ討議され 、 総t，li ( ，行な

われた。そして大会宣言が係決された 。 その 1:11、

RI BA、AI A、US S Rのそれぞれの会長からのメ

ッセージ L 報管された。

大会終了後京都岡崎つる家で懇親宴会を Il f.HH1、

出席お Ｑ ＶＰ 余ＭＱＧ，を数え、閑商支存 ｭ部 ＱＱ 会 ｩμｾ Ｎｬ，坂反件内 ｬ 幾＿児 J  

氏 の司会て

ｾ安 ｅ をとじた 。

14 日の見学会には、京都御所コ ース参加lお37-1'，、

住友有 '/j 閣内館コース 62- 1 ' ，、何れもパスで赴き

正午まで参観、後散会した。

なおゴルフ競技には 201九が参加、減陽cc で10時

スタート、 18ホー 1レS Pで開始され、終日妙技が

展開され無・J:; 終了した。

大 会 宣 言

ｈ ＭＱ王建築家協会 ｾｍ 回大会に参集したわれわれ

会 只は、 1970年代において、われわれ建築家の

戦{iEが果す べき 役割l を追求すべ〈、建築家と 職

能 ・行 政 ・教 育 ・公害等と のか かわりについて

討議し、次のように確認した。

1 . 建築家の職能の背景であり国民 の社会的要

ポの反映であるべき行政 が、その法体系金

般を含めて甚だ不満足 な状態に ある こと。

したがって、われわれは 、社会 的 要求を 十

分に反映する 建 築 行 政のあり方 を、 建 築法

制審議会設器等の提 案 を通 じて追 求するこ

とが必要である。

l  次代の建築家を 育 成すべき教育が、いまだ

に技術 中心に備し 、人間的側面の欠落にお

いて極めて憂慮、すべき情況にあること。

それに対し 、われわれは、建築家とは何か

ということを再び聞 いかえし 、 その土にた

って今後の教育のあリ方について制緩的に

提案していくべきである。

3，生命を守るという観点においてよ うやく 附

心 の たかまった公害問題では、良好 な1;'1岐

を官1I出すべきわれわれ建築家が、 しばしば

結果において加害者的役割l を果してしま っ

てL 、ること。

それに対して 、 その根底にある現代文明 の

深い病根を認識した上で、建築家の役;Imの

可能性に ついて 検証を くリ返 しながら業務

を ｦ ｩＧな うことカ常 色弁 ｦ に必 ， ｪｾ である 。

4 ， - 方、その桜! 去において、われわれの職能

が 、同氏 (I(j)主総 を欠い て社会的定治 を見 ず、

まだ確立されていない的況にあることが最

L 市安な 一点であリ、これに対し、当而と

りかか らなければならないこととして建 築

設計銑ｊｬ ｉ Ｈ 業務 ｡ ｾ ， ｉｅ ぴに処築設計 ｾｽＱ Ｑｾ 法人 の

問題 をまずわれわれのものとし 、そ の推 進

を対社会的にはか つていくことから始める

べきである 。

われわれは、これらの討謙と確認の 1-'-にたって

現代の諸情況の責任をいたずらに他に転嫁する

のみではなく 、 ｬ 人 ｬ 人 が Ｑ ＺＧｾＱ 支 の向 律性 を持っ

と同時に、 ＱＲ かな生活環 ｊ 立を ｆｉ 桁す社会的ｾ［ｊ＼

に応えるべき職能同体と しての役 ;Imを! 守党 し、

建 築 家の職 能 確立にむけて 似極的に行動す るこ

とをここに 7i. 言する。

1970.!J' l lJ l13日

日本 建 築 家 協 会 第 1回京都大会

- 第 11回関西都市住宅会議

開催

ｾ＠ lllilllllll J
日 Ildi ! E 宅会議( 大阪池設業協会、大阪

市街地再開党促進 tZII' 議会 、大阪住宅建設促進協

議会、社団法人大阪1{ . f 建築上会、主1: 問法人 FI -1..: 

建築協会、社同法人 11 - 1. . : ) ，処築材料協会、 11 -1..:ill 

築家協会1IIIIJ I:j ｊｺ ｩｾＱＱ 、ＱｉＮＮＮｪ＾Ｚ建築 γＺ 会 ［ ｲｲ ｾ並立 ［ＱＱＱ Uii し

制 rl新 IHI 社 後 段 ) がl OJJ 2011 闘の午後 1 lI .'i から

5 時まで、初] R  11 = . 命ホールにて行なわれた

テ - 7 は「地iilli' b. _ : 定策を探 るJ ，;，Yinlli は

芝川 以氏 Ｈ 住友ｻ［ｪ託銀行不動 ｉＩｅｭ｡ｾ Ｉ

城 宏 IVJ R Ｈ 往ぷ＿￮ ｾＱ 繭 ｊ Ｚ［｟ｪ宅地政策，， Ａｗ Ｑｦｉ￬ Ｑ 主 Ｉ

浜崎ｊＡｬ ｉ ｍｾ 氏 Ｈ 柑ｼ日新 ｉ ｬｦｉ大阪本ｴｉＺ Ｂｾ，，ｉＨｉｯｩ ｉｊ jo怜)

早 川 干 ＱＱＹ Ｉ 氏 Ｈ ｩｪＡ ｡｟止 Ｇ ｬ￮ｭｾ 研究刈ｻｩ ， ＧＱ己 Ｂｬ￯ ， ｬｬｪ ｦ，ｊ ｦＧ 先 弔 Ａ と Ｉ

Ｚ村 山 ｩ Ｇ ｾ 氏 Ｈ 点 目 Ｑ Ｑ 大，，ｻＺ助教佼 Ｉ の Ｕ 氏

内容 は 、 ＱＱｩ［ 丘、住宅 ，悠設を ｉ［ｲｬ ｾ 与 する 人 ー さな要 ｬ 刈

とな っている、 地filli 問題 につ川て 、主主設i ' i の立

場、 1( /111不 動ilr のディベ ロ ソパーのな功、" 打命

家の立場、' 下界の立場とそれぞれの立場から、

つっこんで検 討 し、今後 の方的l を探ろうとした

L のであった。 1て;ieのエキス パートの方による

パネ J レディス カ '/ / ' ョンと質疑応符: が行なわれ

た。 参 JJ fI! i 約200 - 1 ' ，で熱心に聴講された 。

- 万博外人用宿舎を住宅に

転用

日本住宅公開 は万博協会の依 頼 を' :1:け 、作パピ

リオ ンに勤務する外人 JT11-百合 として新 千 里 来 1111

団I世 ( 1  D  K 338戸、 2 D  K  148戸 、 3 D  K  392 

戸 ) 、および千里竹見向 111i府内地 ( 1  D  K  224戸、

2  D  K  218戸 ) を 従 供 した。 新千虫来IIIT同地に

ついては計間当初より、万博 ｬｾｉｉｈｊ ｲｬ ｝ は外人Ｉｔｊ術

舎として{ 夜間し、 Ji TH終了後は公同行貸住宅 に

改修するよ う計画されていた ので 、万博終了後

計画通リ賃貸住宅 として 佼nJ / l J 米るように改修

の手が加えられた。その内容については表にお

いて紹介する 。 子盟竹見台市層団地に ついては

建 設 途 中において依頼があり、その時点ではす

でに変更が不可能であったので、そのままで外

人用宿合にされて いた。

万↑ 'Wthll 会がカー ペッ ト、ベ ッ ドを設置しただけ

なのでこの同地の場介は |人l 装の補修程度である 。

No_  1 耳1 公 団 賃 貸 住宅目

I  1 就 寝 室

畳、一部ベニヤフ

ロアー

台所・居室 ・引違戸廻り詳細

考

す

フ

に

容

一

ヤ

宅

内

一

ニ

住

修

一

ベ

貸

敬

一

部

貨

の

一

一

団

為

一

、

公

る

-

畳

ベニヤフロアー

会 が カ ー ベ

ッ ト、 ベ ッ ド令 設

置 し た

ロアー

2  I  t甲 入 中 棚
を

投

プ

祈

イ

棚

パ

中

一

て

力

的

ン

止

ハ

取

て

た

L

せ

7

一

と

た

ス

一

ス

持

フ

一

ン

を

は

一

ダ

能

扉

一

服

機

L

一

洋

の

但一

フス 7

3  I  ( 就寝室と D K の

問 仕切 )

敷 居

(就寝室と D Kの

間 仕 切部 介

引 違 い

2 本 引

中 棚 ナシ

ハンガーパ可プ

一 部 固 定 ( 固 定 "

ーティションと し

三笠旦i

管 摺 の み 取 付

ランマ部介は

引遣い

引遣い、 フス 7 的

高 さ鯛 箆

項 目 No_3 の 関 係 で ，

| 沓 摺 の 上 に 2 本引

引遣い' " I 本入札|

' の 敷 居 新 殺

風呂釜はB F 銭

浴槽、 洗面所は

給湯方式

風呂釜は B F 釜 | 風呂釜は B F 釜

5  1  浴室及洗面所 | 洗面所は給湯ナシ| 浴槽 、洗面所は

給湯方式

57 
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す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

-
-

軽 量

上t二主Ii 0. 5 

コ ン ク リ ー 卜冗 の 重 量

断 熱

而七k

法 定 耐 火材 料

I!J 

⑨ P O R Eぎ〉

ダ イ キ ン エ 喋 ( 株 )滋 賀 工 場

政 計 株 式 会 社 日建 Z宣言十

施 工 (株 ) 大 林 組、 鹿 島 建 設 ( 株 )

( 株 )竹 中 工 務 庖 ...J V  

使 用 場 所 ヤ ヰ ・ カ ベ

@ シ ポ レ ツ ク ス は 工 場 、 住 宅 か ら 超 高 層 ビ ル ま で あ ら ゆ る 建 物 の 屋 根 ・ 床 ・ 壁 ・ 間 仕 切 ・

耐 火 被 覆 に 使 用 さ れ ま す が 次 の 建 物 に は 特 に 最 適 で す 。

1  ユ二期 短 縮 を 要 す る す べ て の挫 物

2  空 調 を要 す る 工 場 . 倉 庫 事 務 所 住 宅等

3  鉄 骨 大 張 聞 の 工 場 ・体 育 館等

4  軽 量化 を 要 す る 高 層 建 築物 ・軟 弱 地 盤 の 建 物

5  鉄 骨耐 火 構 造 の 建 物

，ＮＮＮポレザＧＷｾ販売株式会社
本 社 ・東 京 支 l吉 東 京 都 千 代 田 区 神 田 司 町 2 - 6  (平 沼 ビノレ )

電 話 東 京 ( 256 ) 代 表 3 4  5  1  

大 阪 支 l苫 大 阪 市 西 区 立 売 堀北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ビノレ )

言舌 大 阪 ( 538 ) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 1苫 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 面 通 3 - 2  ( 大 高 ビル )

話 名古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4 2 1  



口写真と概要をどしどしお送りください.

凡例 a 所在地 b. 建築面積 C . 延面積 d 構造規模 e . 工 期

613.  

616 目

619 

大阪府立勤労者憩の家 ( みのお山荘) 614.  

ｊ 主， ｾ ｉ Ｇ :  K  K 久 米 逮 築 事 務 所

施工 三 井 建 設 K K

a  . 大 阪 府 Jr，蘭 ili 箕[ 面 4

b .  1，551. 62m'  

c  .  2，8似 ，61m'

d  R C!1i、 B 1.  2  F  

e .  JI日制144年 6/ 1- 昭和45年 7 月

四 国 新 聞 キ土 617 .  

設JI' :  K  K 凡 建 築 設 計 事 務 所

地工 K K  大 林 車且

a .  ? 干川県高松市中野 15の 1

b .  1，027. 83m'  

c  .  8 ，443.13m'  

d.  R  C 造、 B 1 、 8 F 、 P H 2

e  昭和44年 6 月ー昭和45年 9 月

プリンセス・カイウラニ・タワーホテル I 620.  

設計 R o出 r i  ng Onoder a &  Ki  nder  

Inc.  K  K 大 林 組 協 同

施工 : K K 大 林 組

• . U.  S .Aハワイ州ホ / }レJ レ市

c .  42，024m'  

d.  R  C  造、 B 1 、28F

e  昭和43年 l 月 - 1昭和45年11月

尼 崎 市 立 。 高 原 ロ ッ ヂ 砂 615 .  

設計 山 下 寿 郎 設 計 事 務 所

縮 工 阪 神 土 木 K K

a . 兵 庫 県 川辺部猪名川町笹尾

b  1  ，231. 62m'  

3，602 .07m'  

R Ci車、 B 1 、 3 F

e  昭和44年 II 月ー昭和45年 8 月

名
盤

ビ J レ 618 .  

設計 : K K 日 本 設 計 事 務 所

施工 : K K 大 林 組

a . 名 古 屋 市 中 区 錦 1 - 17 - 13  

b.  1，563 . 15 m'  

c  .  16 ，660 .87m'  

d.  S  R  C 造、 B 2 ，9  F 、P H 2

e  昭和44年 3 月~昭和45年 7 月

竹 内 小 児 科 医 院 I 621 ， 

設計 . 松 浦 構 造 設 計 事 務 所

施工 北 村 工 務 底

a  神戸市灘区八幡町2丁目 l の 29

b.  89 .84 m'  

c  .  245.89m'  

d.  R  C 進、 3 F 、 P H l

e  .  1昭和45年 3 月~昭和45年 9 月

大 阪 府 科 学 教 育 セ ン タ ー

設計 ・大阪府軍軍部、 K K皐股計事曹所

施工 大 日 本 土 木 K K

a  大 阪 市 住 吉 区 苅 田 町 4 丁目

b  955m'  

c  4 ，586m'  

d.  R C 造、 B 1 、 5 F  

e  昭和44年 6 月~昭和45年 8 月

大 一 新 淀 機 械 K K 本 社 屋

設計 K K 昭 和 設 計 事 務 所

施工 : K K 鴻 池 主且

a  大阪市西淀川区御幣品中2・37. 2

b  362m'  

c  1，531m'  

d  R C 造、 4 F 、 P H l

e  昭和144年 10月一昭和45年 6 月

セ ン パ セ ン ト ラ ル ビ ル

設計 。山 下 寿 郎 設 計 事 務 所

地工 戸 田 建 設 K K

a  大 阪 市 東 区 本 町 3 丁目 25

b .  1，245 .40m'  

C .  14 ，058 .26m'  

d.  地下部分 R C 造

地上l塘S造、 8 2 、 9 F

昭和42年 12月~日百キ1144年 8 月
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新時代の建築をリードする. グ

ヨイワコサ割当の 1 ，:n，- 6 0

- 耐風圧強度 風圧200A1/m
2

の大型台風にも

ビクともしません。

・気密性 すぐれた気密性を持ち、遮音暖冷

房負荷にも好結果をもたらします 。

・割 安 の 低 価 格 枠 見 込70引にまさるとも劣

らない高性能を持ち、しかもお値段がグー

ンと低いお買い得サッシです 。

ヨイワコ廿町三S雄 三 支 舗

- 本ヰ土 ・工 場 堺 市 松 屋 町 1- 6 T E L .0722 ( 38)  1141 大 代 表



クラスメート

68 ( 京 都 大 学 昭 和 17年 入 学〕

左よ り ( 敬称略)

向 井 正 也

( ド11"1大 γ: )

石 田 正

ｻ 竹ＧｩＧ｟ｃｾｊ￭ ｉ ， Ｇ ｩＩ

真 鍋 恒 憲

( Hl f r ピ ル ダー ズ )

宮 家 宏 泰

Ｈ ￭ＮＡ家ｬｊｬ ｾＧｉＧ 務所 Ｉ

石 原 正 雄

(，;i r. 11工夫級車品大小)

浜 田 重 朗

Ｈ 小笠 ｬ 阜・浜 ｉｉｉ 位 ｬｾＧｉＧ 務所 Ｉ

，;， (，11  '  ' ! l 川町川原にて 昭 和45年 11 H  29 1J 

われら、戦中派の ＧＱＧ の ｬ ￬ 袋 Ｇ Ｑ Ｇ 派、あたかも太平洋戦争の発生から終末迄の、あの以ｾ Ｇ ｉｪ ［ｾＮ な懸史的斜聞の上

で く主主築〉 に ひ た む き な 的 熱 を 燃 や し た イ 中 間 で あ る 。 わ れ ら が 〈 兵 索 木 会 〉 は 世 上 よ く あ る 、 卒 業 に

当つての| 百J . WI を 意 味 す る も の で は な い。 今 か ら す れ ば 少 々 ア ナ ク ロ じ み て は い る が 、 当 H、干の状況下で

新 日 本 の 必E築 め ざ す 処 築 学 もE の 同 志 的 結 束 を 求 め る 、 い わ ば か の 〈 稲 の 会〉 の如 き も の で あ っ た。 そ

の jt J ;志 的 結 束 も 、 そ の 後 の jlLJ 下世紀のr : IJ に ウ タ カ タ の 如 〈 、 む し ろ 他 の 同 期j会 の 現 状 な ど と は ウ ラ ハ

ラ に 、 文 字 通 り 〈イ'T:r，4! 慎尖〉 な も の に 転 務 し て し ま、っ た。 卒 業 後 の こ の 長 い 年 月 の れnに や っ た 会 合 は

何 と た だ の 一 同 き り 。 た ま た ま 他 か ら 与 え ら れ た 今 回 の チ ャ ン ス が 第二 回 固 め 集 ま り と は な っ た 。 も

と よ り 背 景 と し て の あ の 主Eil 制 慾 協 の H寺 代 に ふ さ わ し く 、 さ な き だ に 数 少 い わ が1'); 索 木 会 の メ ン バ ー の

そ の 後 の 動 勢 は サ ン タ ン た る 荒 れ よ う 。 !i¥1::YE一 、 病 死一 、 'J'.- /i H E一 、行 方 不 明一 、 と い っ た有機で、

残るわずかな人数が更によ+ L i! S に大きく 二 分 さ れ 今 日 集 ま っ た i見Jl lli 勢 は オ ー ル 出 席 で僅 か に 六 名。 しか

も そ の 中 ま と も に 卒 業 し た も の 半数 で 、 日 家 君 と l向 井 君 は J][ に 714ね さ れ て 一 年 お く れ 、石 原 君 は 病 気

で二 年 お く れ る と い っ た て い た ら く 。

そ れ で も と も か し こ う し て 集 ま る と 、 や は り 管 の |司志 的 気 分 が そ こ は か と な く 匙 え っ て 米 て お 互 い

た の も し い 気 分 に な る の は 妙 な も の だ。 中 年 太 り か 、 カ ン ロ ク か 何 か 知 ら な い が 、 ち ょ っ と 見 た ら ど こ

の オ ッ サ ン か い な と 問 巡 う よ う な 面 が ま え 。 自分の/ J J l に立任を持たねばな らぬ 年 頃 と は な っ た が 、 み

ん な そ れ ぞ れ よ う や っ て る。 ま じ め で 努 オ 肌 の石 田 君 は 大 竹 中 の 番 頭 と し て 、 〈 脱 建 築 的〉な 大 事 業 に

打 込 ん で い る 反 間 で 、 今 な お 柿i在学においても秀れた; { . f * ，i l を あ げ つ 、 あ る し 、 こ れ も ま た ま じ め で 秀

，..j -WL だ っ た 石 原 君 は 、 今 や 本 手11屈 指 の 環 境 工 学 の 権 威一一一風 の 村l係 ー ー と し て く人 間 的〉 に も グ ン と

Ij J を ま し 、 夜 の 世 治L で も 金 に 劣 ら ぬ 笑 ブJ を 身 に つ け た も ょ う 。 学 生 時 代 〈 指 導 者〉 と し て 自 他 共 に 許

した 富 家 君 は 、 今 や|見l 凶 の 他 築 研L で は J1f釘1 らぬも の も な い 顔役 。 技 術 者 に は め ず ら し い 総 泣 人 だ が 、

立外に繊細! な雌 l休 をもっ圭芸術 家 で も あ り 、 人 刊; め 機 微 に 通 じ た 粋 人 で あ る 'J¥は 有 名 。 ヨ コ ハ 7 で 有 名

な 'l '村 I1凶 平 先 生 か らフ ラ ンス 仕 込 の ポ ザ - ) レ 式 処 築 教 i i を 叩 き こ ま れ た 浜 田 君 は 誠 実 効 直 の 人 、 従 兄

に あ た る 恩 師 綴 1111.単一 教 伎 と の IIl l の: i ! l I りとは別に、池宮島におけるフランス的エスプリの |ニで も一 JViHl1

i必ず る と こ ろ の あ る ゼ ン トl レマ ン。 そ の 彼 の 酒 豪 と し て の 半 耐 は 知 る 人 ぞ 知 る で あ る 。 真 鍋君 は こ こ

で は I唯 一 人 の 社 長 さ ん 。 学 生 11年 代 か ら 竹 を' ，liIJ ったような< ) さやかな公性と鋭い頭脳の直言} ，' l - J ::. 今 も 背

のま、のイキのよさだが 、大棚紙先生 の片腕として、ぷ Ｑ Ｑ ＱＭ と施工の 両面て｜学問と経験 の千 ｾ，ｩ ， ｨＧＱ をフル

に 活 用 し て 行 〈 点 で 将 来 の 大 を 期 待 さ れ る i生材 で あ る。 J 己米がフリ ー ・ア ー キ テ ク ト 志 望 だ っ た 向 井

君 は 戦 死 だ け は ま ぬ が れ た が 、 li 戎{ 忽で処築的人生コ ー ス の レ ー ル を 采り述え、 i誌も不仲予て沖丙にもな

い セ ン セ 綜 業 を や りな が ら がI 内 の 11也 座 で ヒ ニ ク の l泌 を か こ っ て い る 。 ( Iu凶 ニ記 )



天 井 ・ 間 仕 切 ・ ア ル ミ ニ ウ ム の こ と な ら 何 で も ご 相 談 下 さ い

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 底

大 阪 市 北 区 木 幡 町 6 0 電 話 大 阪 ( 364) 4131

福 岡 市 住 吉 松 月 田T 2  9  3 電 話 福 岡 ( 29 ) 0459 

東 京 都 太 田 区 南 馬 込 晃 一 1 ー 18 電 話 東 京 ( 772) 7856

名 古 屋 市 中 村 区 志 摩 町 4 の 7 電話名古屋ー ( 551 ) 3013 



. 建 築 確 認 士

昨 年 来 建 築 基 準 法 の 改 正 が 行 な わ れ 引 続 き 政 令 、 規 則 苦 手 の 改 正 へ と 作 業 が 進 め ら れ て い る 。 一方 で は

建 築 総 認 事 務 の 省 力 化 を 目 ざ し て 、 不 適 合 部 分 の 処 理 に つ い て な か な か 厳 し い 通 達 が 出 さ れ 、 各 都 道

府 県 や 特 定 行 政 庁 で も 今 年 か ら 漸 次 実 施 に 移 さ れ る 様 子 で 、 建 築 士 に と っ て は 甚 だ 不 本 意 な が ら 多 難

な年になりそうである。

建 築 恭 準 法 は 法 律 で は な い と い う 議 論 も あ る そ う だ が、 そ れ は と も か くとして こ の よ う に 複 雑 な 、 理

解 し に く い 法 律 が 現 に 施 行 さ れ て い る 以 上 、 原則 論 ば か り を 唱 え て い て は 第 一 業 務 が 停 滞 す る ば か り

で三文の得にもなりそうにない。

そ こ で 建 築 確 認 申 請 を 業 と す る 建 築 確 認 士 と い う 制 度 を つ く っ て は ど う か 。 ど ん な 建 物 も こ の 確 認 士

の 資 絡 の あ る 人 の 手 を 経 な け れ ば お 役 所 で も 受 け 付 け な い と い う こ と に し て 置 け ば 、 お 役 所 の 事 務 の 省

力 化 に も な る だ ろ う し 、 建 築 士 に と っ て も 煩 さ な 手 間 が 省 け て 、 本 米 の も っ と 大切 な 仕 事 に エ ネ ル ギ

ー を 費 や す こ と が で き る の で は な い だ ろ う か。 被害者である主主築土のみなさんの賛同を得たいと思い

ます。
( F )  

. ベ ス ト セ ラ ー 「 建 築 の 眼 J ?  

「建 築 と 社 会」 に 「建 築 の 限」 の欄 が 設 け ら れ て か ら 、 か れ こ れ 5 年 以 上 は 縫 っ て い る よ う に 思 う 。

建 築 界 の 各 方 面 の 人 達 が 自 由 な テ ー ? で 分 担 執 筆 し て き た 。 建 築 関 係 の 小 コ ラ ム と し て ユ ニ ー ク な も

の で あ ろ う 。 建 築 名 方 面 を シ ッ タ ゲ キ レ イ した文あ り、寸 言 人 の月刊iM府を刺 す苦言を呈したものあり、

創 立 工 夫 、 抱 負 、 希 望 を述べたものあり 、 そ れ は 建 築 の 存 分 野 に 渉 り 多 種 多 様 で あ る 。 な か に は 、 小

生 の ご と き 駄 文 も あ り、また 言 葉 の た ら ぬ 短 文 の 宿命 か 、 文 章の 意 味 が 不 明 瞭 で あ っ た り 、主 張 が 誤

解 さ れ た り し て 、 時 に は 「 建 築 の 斜11良」 と か 「 建 築 の あ き 1lJi!. く ら 」 と か の 酷 評 を う け た こ と も な き に

し も あ ら ず だ っ た 。 が 、 い ず れ に し て も 時 代 の 建 築 家 の 抱 い て い る 思 想 、 の 片 鱗 と 志 向 す る と こ ろ が 伺

われようというものである。

そこで提案あり 。 10年 毎 位 で 小 冊 子 「忍E築 の 眼 」 の 出 版 は い か が ? 10年 で 執 鐙 者 は 80人 、 短 文 は 480

t : i に及ぶ。そのうちの珠玉のごとき続きをもっ短文をえらぴ、系統的に配し少勾の解説とイラストを

添 え れ ば 、 建 築 関 係 者 、 学 生 は も ち ろ ん一 般 の 興 味 を そ そ る に 充 分 の 小 冊 子 と な り 得 て ベ ス ト セ ラ ー

に な る こ と う け あ い で あ る 。 少 な く と も 、 こ の コ ラ ム の 年 代 的 総 括 の 好小 冊子とはなろう。 ( G )

. 親 し み

詩 人 立 原 道 逃 が 建 築 学 科 に 学 ん で い た こ と は 、 ず っ と 以 前 、 堀 辰 雄 を 読 ん で い る う ち に 知 っ た 。 夫 折

し た こ の 詩 人 の こ と は 、 そ の い く つ か の 詩 と 堀 辰 雄 の 舎 い た も の を 通 じ て 僅 か に 知 っ て い る だ け で あ

る 。 名 簿 を 見 る と 、 職 場 で 知 っ た 二 三 の先 輩 ・T さん、 S さんそして K さ ん が 間 期 の 人 で あ る 。 この

こ とは先輩 の 方 々 に は殊 更 話 し た こ と は な い が 、 こ の 事 だ け で 私 は ひ そ か に 先 輩の 方 々 に 親 し み を 感

じているのである。

も う 大 学 に 学 ぶ 以 前 に 詩 人 に な っ て い た こ の 人 が 、 建 築 を 学 ん だ と い う こ と は 、 私 に と っ て 何 故 か心

の 安 ら ぎ を 党 え さ せ るのである。 最 近 と い っても 、もう 一 昨 年 だ が 出 版 さ れ た 立 原 道 造 全 集 を 見 る と 、

この人は移しい手紙を主ド、ている 。 若 さ が 、 結 果 か ら 言 え ば 短 命 さ が 、 一 生 懸 命 そ う さ せ た の で あ ろ

うが、 見 聞 き の 写 真 と と も に 、人な つ っ こ さ を 感 じ さ せ る 。 この 冬 は 矩 縫の 中 て ¥ こ の 全 集 で も ゆ っ

くり ｾｾ￩ んで見たいものである 。

詩 集 の は じ め の 方 に 〈 魚 の 話 〉 と い う の が あ る 。 深 海 の 魚 が 死 ん で 空 の 星 に な っ た 話 で あ る 。 私 の俳

句 な ぞ そ の 引 合 に 出 す の は 、 誠 に お こ が ま し い が 許 し て い た だ い て

凍 て 池 に 立 ち い て 魚 の 話 し せ り (  M )  

- 年 頭 の 辞

1971年 亥 年 の 新 年 を 迎 え ま し て 、 お め で と う ご ざ い ま す 。

ＷＰ 年代 の 幕 開けは万国博で、日本は名実ともに 世界 の日本にな り、大阪は Ｍ ｾｉｾ 世界の大阪になりま し

た。 正 に P R の年でした。

71年 は 、実 行 の 年 、 根 性 の 年 で あ り た い と 思 い ま す。 ど ん な よ い 企 画 を し て も 、 ど ん な よ い ア イ デ ア

でも 、実 行 力 が な か っ た ら 、 宝 の 持 ち ぐ さ れ で す 。 私 自 身 な か な か 実 行 が 伴 い ま せ ん が 、 よ い 事 は 実

行二する オR' 性 を拘[ ちたいと 思 い ま す。

近 年 プラン ト 輸 出 で 、 日 本の建 設業も 海 外へ進 出 し 始 め て ふ ます が、この好 機 を逃 せ ず 、 建 設 に 、 建

築 に 、 日 本 の 技 術 を 世 界 に 広 め て い た だ き た い と 思 い ま す。

手口 を1't J J 日本人 ・誠 実 な 日 本 人 ・努 力 の 日本人 ・親 切 な 日 本 人 ・感 謝の 日本人

誇 りあ る 日 本 人 と し て 、 喜 びのある 建 設 を 、 喜 びのある 建 築 を 。 信 用 は 積 み 重 ね で す。 永 遠 に 栄 え る

1' 1木 を 念 願 い た し ま し て 、正|三頭の古キーといたします。 Y  
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" Sear ch wi l l  L ead to Success"  " Sear ch， however  wi l l  not  L ead t o Success".. …… .. 84 by  T suneko T anaka 

Leader shi p to t he 70' S …  ・・… ……・ … … ....・ H ・... .... .・H ・. ...… 一…・・……ー…・・…...・ H ・- …... .. .85  by  Masashi  Tsukamoto  

" Menu"  of  Ur ban Pol i cy. Bet t er  Li v i ng and Val uat i on of  Ci t y Env i r onment  ……… …8 6  by  Hi roshi  Mi mur a 

Hous i ng is no l onger  a  Ar chi t ect ur e ...・ H ・..… .. .・ H ・.....・ H ・H ・H ・. . . . . . . . . . …・・・…… .....・ H ・-・ 8 7 by  Tei j i ro Mur omat slt 

Res i denc e- Summar y  of  ' 60'S and Obser vat i on to t he '70' 5 ….... .・ H ・-… …・・…… ・……・ …・ 8 8  by  Masut eru M urozakz 

Repr esent at i ve Hous i ng Pl an of  t he 60' s 

Hi st or y of  Pos t war  Ar chi  t ect s and Engi neer s  Mov e me nt - 6一…………. . . ・ H ・. .. . …・・ …8 9  

COL UMN OF  ENGI NEERI NG 

by  N A C  

101. Tent  St r uct ur e i n t he Fut ur e …・ ・・…・………・- ……. . . ・ H ・- …・……… …… …・・…… 9 3 by  Yoshi to Isono 

Redevel opment  of  Ex po '70  Si t e [3).. .・H ・-… H ・H ・. . . …. ..・ H ・. .. … … ……・・……. . .. .・ H ・.....・ H ・9 6 by  T E A M B A R K  

BULLETI N… … … …  .... ... ………. . …… …  …  ...・ H ・…………・・………・ ・…… …2 9，9 9  
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写真 と文

松井昭光
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第 16回 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ー ル 入 選 作 品

設 計 課 題 : セ カ ン ドハ ウ ス

主 催 : 日 本建 築 協 会

審 査 経 過総 評

建 築 の 設 計 1; 住 宅 に は じ ま リ 住 宅 に 終 る 」と い う よ う な こ と が い わ れ る . ま ニ と に 税 殺 を 先 取 り し て き た 近

代 問 題 集の 巨 匠 . 1 Ii . ほ と ん ど が 若 い 年 代 で r住 宅怨 築 家」 と よ ばれ て き た 人 法 て・ あ った。 {主宅町役骨 |に は

祈 訓 デ ザ イ ン や エ ン j ニ ヤ リ ン グ 的 技 術 的 な 問問 だ け で な 仁 設 計者 向 生 活 態 度 や 人 柄 や 留 学 が に じ み で て

〈る 人"11 を 大 切 に す る 気 持 が 、 ニ ま ご ま し た デ ィ テ ー ル に 至 る ま で の 絢l心 的 努 力 を J提起 す る の で あ る 。

現 代的 巨大1: ! ' >，lj <Tl 再開発. j ' I 事情成を考えてみても、そこにでき る 住 宅 像 は 「人 fl l )性的 回 復」 を め ざ す こ れ か

句内 ＧＱ Ｇ 活を完全に充足するとは恩われないＮしたがって余 暇 ｾＱＱＱＱ としての「セカンド・ハウス ｊ がテー マに

な リ う る の で あ る . ニ 同 点 コ ン ベ の 全 作 品 を i函じ て テ ー ? の追 及 が 不 足 し て い る よ う に 息 わ れ た . た だ し 入

選 さ れ た 11' 品 は さ す が に 作 者 向 生 活 イ 〆 ー チ ・ が 感 じ ら れ る も ので、 特 に 最 優 秀 作 品 に そ の 感 が 強 い. 無 理 に

気 取 っ た. ; . て 〈札 の フ ァ ー サ ー ド ほ ど 嫌 気 む も の は な L 、. ( 上林博雄)

応 募 作 品 町 内 募 集 組 定 不 通 合 作品 27 占を除 外した 106

点 を 審 査 対 象 作 品 と し た . 1 次帯' 1f . は' 1('; ヨ証貝 1 人 当

り10点 的 f車 内 支 持 投 梨 に よ り 作 品 数33点 を 選 ん だ.

33. 占的 内、件減 1 同 作 品 に つ い て 官同署し、 m 2 次審3 ' E

対 象 作 品 は 22点 と な っ た. 第 2 次若手守宅は務先貝 1 人

当 り 5 ・主附 後 ( 3 ー 7 .#.) 的 支 持 投 票 を お こ な い 、 15

点 を 選 ん だ. 以 后 5 次 に E る支 持 投票‘ 曹寸書提を経て

入 主E作 品 10点 を 決 定 した . 10点 町 内 全 溝 型軽良 一 致 で

般 優 秀 作 品 を 決 定 し た.

{ 審 査 会 は 、 昭和 45年 10 月 19 日 に 開 f樹、 上 林 審 査 委

貝 長 外 8 審 査 只 が 出 席 し た . 応 募 校20校 . 応 募 作 品
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最 優 秀 作 品 西 田 清 志

神 拘 川 叩 立 神 会 川 工 業 高 等 学 校 3 年

f 司 面 憎 成 と 別 凶 手 法 の 優 究 な こ と は 当 初 か ら 穫 を

全 民 的 支 持 を 受 け た 作 品 で あ る. 主E物 お よ び 管

理 面 に つ い て 締 邸 主 で よ 〈 配 慮 さ れ た 真 蘭 固 な 態

度 が う か が え る. た だ 湖 上 と も 寸 訟 定 に 問 題 が あ

リ、 m似 プ ラ ン を 見 紛 け る こ と が 気 に 主 る 。

入 選 作 品 山 城 明 己

大阪府ｾￎｦＮ内野 ｉｈ 工業高等小枝 Ｓ 年

ー 応 水 単 に i生 し た 作 品 で は あ る か 、 平 副

d十樹上向工夫が足' ) な t 、 。 ま た 、 情i丘上

4 健 ・柱 何 処 理 に 無 理 が あ る こ と は 、 組

物 的 耐 久 度 に 対 す る I' j!樫 が な い と い え る .

『

③ 



Z宜 骨十 要 項

1  敷 地 。Io' HM' HI恥兵 ・湖町l'の な だ ら か なJ也岐に n然r. t t見をサーか し

て 特I也された . ー戸 当り 区 間600m' ＱＮＮＮ Ｎ 皮 肉 曹 を地をｾＡｾ

する ニ ｉ ｬ らのハウス 数 ＱＰ 戸がｾＮ｢ＡｴＮＮＮ 情 成 L. 組制さ

れ た J j 式 に よ っ て 管 埋 さ 11. ている .

2  構 造 ・木 造 ま た は 鉄 骨 造

3  規 模 ・抵床面11150ー 70m' ( IE!. L . カー ポ ート. ｾ電 η 低下主どを

設 け る 場 合 は そ れ ら の 面慨 を 含 め な 〈てよい}

4 人{ 立の グ ル ー プ または京銭が短期' j i活を 過 す ニ と が で

さるニと .

4  各 室 ・セ カ ンドハワスとして伐; A >;. ' 平 面 構 成 "'n耐

に . 1' ; ・えてよい.

5 . その 他 a) 般 地 li 用途地調車軍事的規制は受けていないものと する.

( b) 区 波 内 道路 上 に は 駐 車 し な い 規制 があるも のと する.

( c ) 区総 li. I聖用略的股慣関係およ び使用してい ない時的

守事すべて集中管理さ R る.
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入 選 作 品 小 山 哲 男

兵晦県立兵・ヱ. 高等学捜 3 年

ハ ウ ス 鮮 の 管 理 面 に も 配 慮 き れ 、 実 際 に 使 え る プ ラ ン で あ

る. た だ 立 蘭 に セ カ ン ド ハ ウ ス で な い 要 素 が あ る 町 は 気 に

なる .

入 選 作 品 大 野 県 二

静岡県立島田工食高等学校 2 年
にこ ・

F ぞ干 入 選 作 品 藤 田 馨

群馬県立1111信工業高等学校 2 年

図 面 は よ い 出 来 で 、 特 に 透 視 図 が

寸〈・れている . た だ し 断 置 が ま ず

い. 街 角 想 定 し た 傾 斜 地 が 生 か さ

れ て い な 也 、 各 機 的 配 置 は 視 界 が

さ ま た げ ら れ 図 面 上 で は う ま 〈 い

っ た よ う に 見 え る が 、 実 際 に は コ

セ コ セ し た 建 物 に な る . 70m.程 度

に対する平面計画町として適当でな

.，，，. 
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入選 作 品 川 路 俊 二

鹿 児 山 県 .，雌 Iti I  ｾ，， Ｇｐ￬［Ｇγ Ｑ 主 Ｓ if. 

パ J フ レ 〆 ト の 絵 伺 ょ う 也 感 じ て 般受

けはするが・l' 凡である デザイ y の た め

の デ ザ イ ン を し す 害た! 怠 じ. 募集主要mの

志 向 に は 遁 介 し な い . Ｑ ［［ｉ ｉ［ｦ ，法に ｾ ｴ り が あ

る
e  

入選 作 品 坂 巻 英 史

車両配置E立盛岡工. 高等学校 3 年

1 ( 図的役衡はすぐれている 。 木造、

コ ン ク リ ー ト 造 的 特 色 が 滋 リ 合っ て

よ い 作 品 で あ る が 、 自 然 的 中 で ル ー

パ ー で 固 ま れ 、 贋 聞 か ら の 視 界 の な

い の は 間 竃 で あ る . 床 の す の こ の あ

きが広す F る な ど 細 部 に も 注 意 を 払

うベーだ.

セカンドハウス
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入選作品( 合作)

吉 永 隆 行 、 提 川 慶 男

東京徳立畳図工. 高等学校 3 年

単 純 明 快 な 平 面 で よ 〈 ま と ま っ て

いる. 建 物 管 理 的 問 題 、 パ ネ ル 向

プ レ ハ 7 的 説 明 が 不 足 、床 面 積 が

規 定 を 趨 え て い る の は い け な い.

入 遺 作 品 村 国 明 博

静岡県立‘ 困エ黛衡等学佼 2 隼

，. . ープン且ペースがポイントであ

る 伺 に 街 角 館 け た デ ッ キ が 生 ー て

いない. い. . ，- t - . 彼をつないだ方

がよい. ! l ! 1I I I 利用、. . " ，E転仕 上

げなど伝考えが足・，) ｾぃＮ図面的

表 現 力 が 燭 い .



住宅

60年代の総括と70年代の展望

. 60年代から 70年代へ，住宅設計，住宅建設，住宅需要など「住宅」に関

する分野で ，住宅生産の工業化，住宅産業の伸長，住宅作家の功罪等々

さまざまな新らしい問題が提起されています。

. 乙うしたなかで ，新らしい住宅のあ りかた ，住宅問題の解決をめざし，

各分野， 各領域一一住宅計画，住宅設計，住宅行政，住宅経営，住宅生

産 など一一一でさまざまな努力がなされて います。

. そ乙で ，それぞれの分野から積極的な発言をいただき ，少しでも 60年代

を総括し ，70年代への展望をみる上の参考となる乙 とがで きればと思い

ます。

. 下記のエキスパ ート の方々からのど意見をいただきまし たので， 乙たつ

にでもあたりながらお読みいただければ幸いです。

西 沢 文 隆/ 東 孝光/ 山 崎 泰 孝/ 馬 場 建 造

東 方 洋 雄/ 石原仲次郎/ 大 垣 直 明 / 石 田 鑑 三

田谷 武/ 加 藤 善 也/ 三谷真喜子/ 石 村 勇 二

田 中 恒 子/ 塚 本 正 司 / 三 村 浩 史/ 村松貞次郎

. 乙の各界の貴重など意見とあわせて ，60年代の代表的独立住宅の平面図

を下段 lζ 集録しました。乙の住宅平面図は ，1960年 - 1969年の「新建築」

誌のアンケ ー トのなかから ， ピックアップして再録させてもらったもの

であ り， 乙の 10年間の住宅計画のひとつのドキュメ ントとしてみていた

だきた い と思います。
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住まいの本質

西 沢 文 隆

したホ ーム ・ルームを持っている。ホテルでは土がなく ，家庭の方は土

IC固着していて，植物と対話する乙とができる。植物を通しての自然と

の対話は私にとって欠かす乙とのできないものである。

自然から完全に遊離した人聞は野Iζ 行って自然[ζ 接しても ，果して自

然との対話ができるだろうか。幼児期を山野に過どし ，自然と対談しつ

づけた人間は別として ，生まれおちたときから自然と切り離された人間

住ま いは人閣の生活の容器である乙とには変りはない。 人聞の生活内 κ とって大変むつかしい問題のように息われる。地球が動植物細菌，鉱

容が変貌しつつある。 C I A M時代には人間の生活を社会活動 と個人生 物，天然現象を含めた閉鎖空間の中で，太陽のエネ J レギーのみを@され

活に裁然と二分するととができた。工場やオフィスは仕事の場，家庭は ながらバランスを保っている乙とを考えると ，都市に住む人も ，ゥィ 一

再生の場といった具合で，至極優雅な乙とであった。 クエンド ・ハウスという虚構から離れて，住まいの中に自然をいかにう

機械の発達は，人閣を筋肉労働から解放したが，体で仕事をする乙とに まく導入するかを考えぬ限り ，たとえ公害問題と真剣にとり組むにして

よって，物の真髄に肉迫するという貴重な機会を喪失してしまった。 コ も非常に空疎な乙とになり終るのではないかと懸念される。

ンピュ ーターの発明は機械的な精神活動からも人間を解放する。人聞は 最後に住宅の Pr ef ab. の問題に少し触れてお乙ぅ。茶谷正洋氏のい

プログラミングと結果のチェックだけをやればよい。情報の渦の中でそ うように Pref ab. と Mass pr o. とは目的が全く異なる o Pr efab. は

の能力だけを育てうるためには ，人間の生活は大転換手強いられる乙と 質を向上させるのが目的であり. Mass pro. は Cost down が目的

になる。仕事場と家庭の領域の区別は不分明なものとなって消え去り ，

である。現在住宅産業なるものが志しているのは Mas s  pro. であっ

至ると乙ろが仕事の場であり ，再生の場であり ，蓄積の場であり ，思考 て. Pr ef ab ではない。

の場であるという状態が実現しつつある。用便しながら考え ，食事しな 私はマキャベリストではないが，コンピュ ーターがいかに発達して

がら発想し ，話しながら，歩きながら考える。 ーーそのような状態で， も，すべてが使う人聞にはなれない。使われる人も存在する。住宅産業

住ま いと は果して何を意味する のだろうか ?

家の志ざすものはそれらの人々のための住居のようである。そ乙ではム

人は遊牧民のように仕事を追って移動し ，あるときは家族を伴ない ， スタング程度の V ari ati on さえあればかなりの満足度がかなえられる。

あるときは単身で出かける。家族構成の変化，家族制度の崩壊，人間個 そ乙には建築家の入り込む余地はほとんどない。よし入り込んで質の向

人の激変，個性の変質。すべてのものが変転きわまりない状態を未来と 上を目指してみても，その努力に相当する結果ははね返って乙ない。極

考える。現状をそのまま押し進めればそのようになっていくかも知れな 限の住宅の中では空間がほとんど存在し得ないからである。それは部屋

いという乙とと ，果してそれが人聞の未来にとって好ましい乙とかどう の大小. S pace の大小を云々しているのではない。一般的にいえば極

か，そのまま流れていってよいかどうかという乙ととは別の話である。 限の空間乙そ建築家にとっておもしろい問題なのだが，志す意味が全く

生々流転という言葉がある。 ζ の世は仮の宿という考えがある。事象 違っているからである。ただいまは人口が過度に急激に都市集中を行な

を移動性の中にとらえるのは乙の立場であろう。仏教では乙れを宇宙の っているために . Mass pro. も成立しうる可能性はある。しかしゃが

回転とみてそれを明かに認識する 乙と を諦観という。しか し流転する彼 て，真の P refab へ移行しない限り， 乙れら住宅産業はつぶれてしま

方に永遠の変 らぬ仏世界を見ているから安心していられる のである。 うだろう。乙れからの人聞の欲するものは莫の人間性であり ，個性であ

人閣の本質川両面がある。変る部分と変らぬ部分であ る。変らぬ部 ーからであ Z

分も現象的には変る 。変るから乙そ変らないのだと いう逆説的言い回 し 〆

集合住宅と独立住宅とを問わず( 独立住宅はなくなってしまうべきだ

が成立す る。 r伝統の継承』を問題にするとき ，伝統を墨守すれば伝統

は亡びる。伝統を現代に再組織して乙そ伝統が生きつづけ継承される乙 とは考えていない。どく限られた人しか所有できなくなるであろうが，

本当に好ましいのは ，土地を持った独立住宅である乙とに変りはない。〕

とを知っている。変りながら変らぬ芯のどときもの ，それを人聞の本質

それぞ‘ れが空地( 空が見え，緑を育てうる場所) . 家族構成，個性の変

と考えたい

乙れからL人間生活は移動と定着の閣を振動するであろうが，定着 化同じて改変自在な住居乙そ望ましいと考えている。夜鷹のように ，

( ? ) の中 K 乙そ人閣の本質があり，住まいの本質があるのではないか 箱の住居をひっさげて転々と移動していく人間の生活など一顧の価値も

と私は考える。私自身も現在，運命に翻弄されながら東京一大阪間で浮 感じない。私の考える住まいの本質から程遠いものだからである。

遊生活をつづけており ，東京ではホテル，大阪では家庭という形で定着 ( I C しざわ ふみたか坂倉建築研究所 代表取締役)
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60年代の代表的独立住宅平面図

図中の記入は

タイ トル/ 設計者/ 雄総名/ 錫載年月

の順です。

縮尺は ，特別に記般のある分を除いて，すべて

1/250 です。
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一方， 国の政策の大きな喰いちがいが，は っきりしてきた。その一つ

は，対象のズレである。低所得者層 lζ 優先されるべき公共の集合住宅

が，中以上の所得者層 lζ 与えられ，後者が望んでいる一戸建住宅は ，も

っと高収入でなければ獲得できないのが現状である 。そ乙で . ，恵まれな

い木造アパー トに住む人々はもちろんの乙と，あ らゆる階層の人々に ，

潜在的な住宅への不満と ，仮住まいの意識が行きわたって，いつまでも

消え去らない 。一億総住宅難時代とでもいうべきか。 i豊かな社会へ」

のかけ声も ，乙の不満を ，所得の増大へとふり向けさせて ，経済発展へ

のポテンシャリティに利用しようというものではないだろうか。

真 lζ ，あらゆる人々の住宅を ，仮住まいたらしめているものは何か。

それは ，住環境全体を ，コ ミュニティとして完全なものにしてゆく方策

がとられずに ，ただ住宅の置だけの供給のみに進んでいるからである。

乙乙にも ，第 2 の大きなズレがある。

住宅産業を育成し，その生産を工業化して ，安価で大量の高性能住宅

を量産する乙と が，一番の急務である乙とを承知のうえで，あえて コミ

ュニテ ィの問題を出すのは，それが政策や産業だけでは解決できない，

息の長い努力を必要とするからであり ，またいかにすべての人々に住宅

がゆきわたろうとも，それが解決されていない限り，やはり仮住い意識

が消え去らず，幸福な人間環境 とは ならないからである。

建築家が，一部の人達の独立住宅を ，作家的な立場でいかに美しくデ

ザインしよ うとも ，それが上述のような仮住まいからの脱出の目標 とし

て輝ゃく 限り ，大きな罪悪 といわねばならない 。しか し，それは . i住

むJ というととの意味を，っきつめて対話のできる ，個人との接触の一

つのチャンス でもある。またその対話の場で，コミュニティ を形成する

ため に個人が努力しなければならない問題，いや，コ ミュニティを考え

なければ個人が成立しないという認識が，住宅tζ 結実するならば，それ

は一般の人々 の指標のーっとしても役立つであろう。

さらに ，そのように日常の作業のなかから ，私たち建築家が，住居を

つな げて コミュニ ティへと拡大してゆくシス テム を抽出する乙とも大切

である。乙れまで，私たちは ， 専. 門家として一般の人々に住宅のみな

らず，ビJ レや都市を上から押しつける乙とに過ぎていたのではないか。

むしろ現実に生活する人々の聞に知識を提供し ，それらの人々自身が，

真 lζ 求めているものは何かに気付かせ，それを改めてシステム化 し組織

してゆく 乙とが重要である。公害問題での市民運動などは ，その乙 との

大切さを私たちに如実に教えてくれているではないか。

以上が，建築家としての私の置かれた立湯からの，住宅 IC関するω年

代から70年代への総括と展望，そして決窓である。

孝

島 村 昇

今日の住宅問題の基盤として，家族像と住意識の変化の問題が，まず

確認されなければならない。

戦後の個人の人格尊重が，大家族制度を崩嬢させ，核家族への移行を

生んだ。急激な経済成長による職場社会の強化，と り残された主婦や老

人の問題，世代聞の断絶現象などが，それに続いて今日に至っている。

具体的には ，住宅における個室への欲求増大，居間食堂などの リビ ン

グスペ ースの性格変化などが，それ と表裏一体をなして現われている 。

社会からの防波堤としての住宅が分解し ，個室以外の住機能を ，社会的

な環境のなかへ分散させてゆく傾向 lζ ，われわれは注目しなければなら

ない。喫茶庖やスナックに集まる若ものたち ，レジャーを求めて激しく

移動する家族づれを考えると，労働の再生産の場としての住宅の意味が

後退し ，社会生活全体のなかで ，働き ，遊び，い とうという度合いが強

くなっていることがわかる。住宅のなかだけが，家族の生活ではなく，

コミュニティとしての全体がないと，住生活が完成されないのである 。

住宅設計の基本

光

カ ット

東

た か み つ 建 築 家 東 孝 光 述 築 研 究 所 )( あづま
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「合理」より「非合理」ヘ

山 崎 泰 孝

産業革命以来の合理主義精神は，資本主義の発達とと もにすべての人

々の人間性をむしばみ，チャップリンのモダンタイムスよろしく ，人々

はすべてを分業化し ，専門化させるうちに ，いつのまにか資本に奉仕す

るかたわな羊の群れと化 してしま った。生活の合理化が進むにつれて，

本来もっとも人間らしい非合理なはずの住宅空間まで狭義の機能，ただ

物質的要求のみを満足させる住むための機械と化してしまった。 少なく

とも ，人々はそんな生活をするととが正しい乙と ，現代的な生活である

と思い込んでしまったようである 。その上，時には合理的である乙とは

なによりも経済的である乙とであるかのように考えられる乙ともあ っ

た。そ乙では ，本来人間 としての生活にもっとも必要な非合理性，個性

は否定され，画一的で無駄のない住宅のみが生産された。乙れは，当

然，政府の数量的政策には好都合であり，企業の畳的生産機能にも一致

していた。

しかし ，今K なって乙んな世の流れの中で，建築家は何を したのか。

彼 らのほ とんどは迷える小学と同様，合理主義の属Lなって ，いかに生

活からうるおいを取り除くかのために努力してきたように思える。とに

もか くにも ，乙 の量的な蓄積は . 60年代に入って人々を質の問題IC向け

ていった。

2 D Kの公団住宅で窒息状態κ なった人々は ，野lζ 山lζ 出かけて行っ

て自然を破壊 し， いわゆるマスレジャ 一時代を育てていった。一方，建

築家たちは，デザイナーの本分を発揮 して，合理的な住宅にものとして

のデザイン を加えてい った。庇をデザインし ，窓の周囲 ICデコレー シヨ

ンよろし くアールを付け，仕上材料は無秩序 lζ 都市空間を ゴミ 捨て場と

してい った。せいせい一部の建築家が乙の付加的デザイン IC対し， 外国

茅ケ崎の家/ 篠原一男/ 新建築/ 6101
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雑誌のまねどととはいえ，空間そのもの，建物そのものを全体的に造形

するようになってきたようである。

乙うして. 70年代に入って，万博 というお祭り騒ぎも終って. もはや

どまかす乙 とができなくなった今，乙の量的な蓄積の結果として，従来

の体制による矛盾がつぎつ ぎと明 るみになってきた。いろいろな公害問

題，交通地獄，自然破壊，大学問題 etc . ・・・。いずれもわれわれの生活

環境として解決しなければならない身近かな問題である。私は，ζ んな

問題をJ . ' J ; l C解決するには合理主義精神のも とにできあがった，分業化の

現在の社会機構を根本的 IC変えていかなければならないと思っている。

そして，今できる乙とは，それぞれを横につないで一つの Proj ect ど

とに総合的な判断をくだせる チームを作ると とだと思う。もはや，合理

的生活よりも ，非合理の生活が必要なのである。第一機能的 IC整理さ

れ，画一的な量産住宅よりも ，複合化され，遊びのある個性的空間が必

要なのである。分業よりも総合化が，物質よりもイメ ージが，デザイン

よりも思想が必要な時代であ る。

幸福は，個人個人によって異なり ，その場は広がり ，時聞によって刻

々と変化する。生活そのものが変わ って きている。したがって，住宅も

また，大きく変わらなければならない。 ある人は車の中が住宅であり ，

またある人はホ テルの一室が，またある人は仕事場が …・・，そして，ま

たある人はそれらすべてが彼の住宅と ならなければならない。われわれ

にとって，ベッ ドと流しのある住宅とは一体何を意味するだろうか。あ

る人に とっ て，それは単lζ 懸眠をとる場であり ，他の人に とっては子供

を育てる場であり ，妻という 女性をし まっ ておくおりであり . sex の場

であり ，遊び場であ り， 物置であり … … ，単に日本国民であるという登

録の場 としての意味しか持たない人もいる だろう。乙んな多様な「住宅」

を十把ひ とからげに 2 D Kだ. 3 D Kなどと片付けて しまうのは ，あま

りにも 「人間」をばかに した考えだといわなければならない。建築家の

中には住宅設計をコ ンピュー ターにかけ るなどとい う考えもあるようだ

が，乙れも上記同様， 資本主義の 「人間」を 「生産のための動物」と し

てしか考えない認識と大差ないだろう 。

建築家がも し住宅設計について何かできるとすれば，それは，乙の合

理主義に まどわされて自分を失 った人間を再開発する乙とである。 人間

と人間の触れ合いの中でまた ，彼の設計行為を通じてできてくる物 ・空

間をぶつける乙とによって，それを実行していかねばならない。

一方，建築家が社会的にも真の建築家だろう と思えば，われわれの生

活を固定化し， 画一化 しよう とするすべての政策 ・法律 ・企業行為に対

して，世論を挑発し ，運動を起乙さなければなら ないだろう。

( やまざき やすたか 山崎泰孝環境計画研究所〉
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住宅コンペの動向

馬 場 王 章 造

最近における住宅コンペの特徴として，まず過去におけるプランニン

グT 造型のデザインから，システ ム+ 空間のデザインへの移行を指摘す

る乙とができる。乙うしたアプローチのものはまだ未熟なものが多く ，

乙の点ややもすると応募側と審査側の意識のズレが見られるが，住宅の

デザインが根本的 IL 変わる徴候として，第ーに記すべきものと思われ

る。

次 lζ 今回のテ ー<" 1ζ 関して重要と恩われる乙とは，将来への変化を正

確に感知し ，それを具体的なアイ ディアとして提示しているものにどう

いうものがあるかという乙とにあると考えられる。そうした意味におい

ては次のふたつが，住宅 コンペ IC期待される問題であるといえる。

ひとつは，住居の高密化および、プレハブ化に対する 技術的アプローチ

であり ，もうひとつは，現代の「住」への本質的問いかけの姿勢で、ある。

まず住居の高密化について コンペに見られる傾向は，高層高密と低層

高密のふたつがあり ，前者は主 IC， エネルギや情報のための基幹施設を

内臓した人工土地，インフラストラクチュアあるいはメガストラクチュ

アと呼ばれる骨格的なものを都市内に設定し，各個の居室はカプセ J レあ

るいはそれに類するもので、必要IL応じて増減や取替えのできるシステム

を提案しているものである。後者は，不整なプランの連続などにより感

覚的にも機能的にも人間性の回復された社会形態を求めたものと，工業

生産化との対応により大量供給の配置システムを考えようという傾向の

ものである。また乙れらのいずれにおいても，日本で現実にはまったく

失敗しているといえる コミュニティの確立のために，空間的，心理的，

視覚的なあらゆる技術を駆使して，あきらめず立向かおうとしているの

が注目される。

乙うしたアイディアのなかには，往々にして現在から将来への推移の

考察を欠いた突飛なデザインや，アイディアとしても技術としても袋小

路に入り込んでしまったデザインを見るととがあるが，全体として未来

を予知し将来を先取りしようとしている感覚は無視できない。また高密

住居の計画としては，どうしても土地が私有制でない乙とが前提となっ

ており，乙れは現状からのアプローチではほとんど考える乙とはできな

いが，高密化が実際iζ 進めば，現実の方が何らかのかたちで当面しなけ

ればならない問題であるといえよう。

プレハプ化については，部材の工場生産化とともにシステム ・プロダ

クトとしてプレハプ IL 自が向けられはじめたのは好ましい乙とである

が，乙れは現実にも進行している問題だけに ，コンペの次元においてよ

り優れたアイディアや技術が提案されるのはむずかしい状況になってき

ている。また技術的要素のみに走って，建築家がプレハブでなさなけれ

ばならない本質の問題を忘れてしまっているものが多しとの辺が乙れ

からのコンペにおいての問題点と考えられる。

現代の「住J Iζ 対する本質的問いかけの問題は，プレハブでの問題と

からんで，家族構成 ・往様式の変革を受けて戦後確立されたかに見えた

居間中心の住宅のあり方についての反省をふまえて，現在から将来にお

ける住様式を再検討しなければならない時機にさしかかっているという

状況に対応したものである。

そして乙の問題は断片的には ，家族制の崩壊，逆に家族制の強化，個

室のカプセル化と集合空間のあり方などといった面のなかにいくつかの

提案を見る乙とができるが，まだそのすう勢は決まったものとはなって

いない。しかし建築家と一般社会との聞の住宅デザインにおけるプロフ

エツシ ョナル ・ギャップが喪失 している現在，新しい目標設定が行なわ

れなければならず，コンペにおいて乙の問題が問いかけられていく ζ と

は，今後ますます必要であるといえよう。

〈ばぱ しょうぞう 新建築編集長〉
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住宅産業

東 方 洋 雄

わが国の住宅ストック数は 2，700 万戸あって 3.8人当り 1戸。乙れは

アメリカ の4，( 別万戸，ソビエ卜の5，000万戸と比べると l 戸につき 1. 8

人も少ない数字で，ストッ ク亘は十分といえる。と乙ろが63年の調査で

は，2，040万戸のうち し430万戸は戦前および50年以前 lこ建設されたもの

で，すでにライフスパンの切れたものであった。現在でも かりに 4，αゎ

万戸のうち約 ＴＰ ｾ ちが新しく建設されねばならないとすると， 1戸当り 5

人弱となって ，世帯の細分化，核家族へ移行する 70年では ，ストック 眠

不足と いう乙とになろう。

住宅需要についてみれば， 66年か ら70年が670万戸， 71年から 76年で950

万戸， 71年から 85年の 15年間でも 2. 030万戸の需要予測がなされている。

一方プレハプ住宅の乙乙数年の伸びはゆるやかではあるが，確実にア

ップしている。 65年が2. 42労，66年3. 6296，67年3.7596，68年4.6096，

69年 6. 0%，70年は少しプレハブ住宅より量産化率は低いけれども工場

生産住宅と呼ばれるものが135'6，つまり 190万戸総建設戸数中 24.5万戸

になるだろうといろれている 。

ス トック畳は寿命のきている老朽住宅も含めての総計だから ，当然ス

トック畳十二分にも拘わ らず，今後 15年間は年平均 130万戸の需要があ

る乙とになる。乙れをさばくには世界の傾向にしたがえば，マスプロと

コスト ダウンをはかる以外 lζ 方法はない。アメリカでは ，モビールホー

ムの l 平方フィー ト単価 8 トソレから一般独立住宅の 14 ドJ レが住宅の大半

を占めるわけで，坪単価lζ なおすと 10. 4万円から 18万円まで。わが国の

住宅と比較するとずい分安い。その理由はモビーJ レホームを研究すれば

わかる乙とだが，工場生産化 ・機械化 ・現場ーの省力化 ・ユニット化 ・標

準化および量産に負うと乙ろが大きいからである。

住宅をさらに建築だけに限らず土地を含めて考えると，アメリカより

も日本は手の届かない侃絡になる。とても収入 3 年分では入手できな

い。 68年度の勤労者世帯年収は平均162万円だから 3 年分は486万円であ

る。わが国では土地Ｕｏｾぢ住宅 ＵＰＹＶ が平均とすれば ， 坪 Ｖ 万円の土地が約

40坪で240万円，残金は250万円で家を建てねばならない。その家は 16坪

( 坪単価15万円として) ， 52rrf の大きさがやっとである 。乙れではとて

も住めない。一方アメリカの平均年収は 1 万ドルから 2 万ド J レといわれ

ているので 2 万ドルから 4 万ドルの土地付き住宅が年収 2 年分で購入で

S N S Uの外観- N S Uを使った中高層住宅

きる。アメリカの土地は Ｒｏ ｾぢ住宅が ＸＰＹＶ というのが一般的な構成比率な

ので，家だけについてみれば 576 万円から 1，152 万円かける ζ とができ

る。前述した l 平方フィート 14 ドノレの普通平均価格の住宅で‘は 100，ぜか

ら2∞rrf の広さの住宅が可能となる。さらにアメリカの乙の住宅には給

湯 ・暖房 ・車庫なども含んだ性能 ・機能ともに優れている。内閲元享氏

の論文にもあるようにアメリカ lζ 追い越し追い抜く住宅の生産 ・建設に

は函ー化 ・部品化 ・量産化によるコストダウン化をとげる以外に手がな

いように恩われる。

新建築10月の茶谷氏の S NS U見学記とハウジング10月号のいずみし

んや氏の S NS U見学記ほど面白い読物は最近になかった。建築10月号

の大野勝彦氏の S NS U感想文も加えると三者三様の見方が全く巡った

発想で興味深い。都市住宅 4 月号の黒川紀章氏とぼくの対談，ハウジン

グ12月号のグッドリ ビングショー特集中のたまきよしと氏のユニッ 卜化

論，古くは新建築の領域闘争特集シリーズおよび69年度の中央公論現代

建築家ロ人シリ ーズなどは70年代の住宅産業の企歯 ・計画( 設音| 建築家

とは決していいたくないが〉をになうある怠味での主役のりんかくを予

測している。

表 l を見ていただきたい。 70年以降わが国のベスト 5 中で住宅関連産

業が l 社，2 社と入って乙ないとはだれに も断言はできないのである。

ω年にはすでにアメリ カのテレビや電化製品より安い量産化 ・コストダ

ウン化を実現した企業が 2 社もあった。アメリカより高性能な住宅をつ

くる日本の企業が10年前の経験から 70年代には包化製品を包み乙むその

器である住宅の畳産化 ・コストダウ ン化を実現する実綴と可能性をもっ

ているのである。糸→鉄→豆電→家電→車と進んだ60年代から 70年代は

住宅がベス ト5 を占めるとすれば，過去ベスト 5 に入っていた企業かあ

るいは全く新しい企業集団なのだろうか ? 。
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な成果が挙げられていますが，民間企業による住宅生産工業化は漸くそ

の糸口をつかんだという段階ではないでしょうか。

民間企業サイドによる住宅生産の工業化の方向は，現状では下記の三

つに分けられます。

コンクリ ー ト系( 中高層主体) …… コントラクタ ー主体

木質，鉄 骨 系 ( 1戸建主体〉 … -大手プレファプメ ーカー主体

新住宅開発系( 中高層及 1戸建) ... ...第 2 次産業グループ群

コンクリ ー ト系は従来の現場施工方式を工場生産化する ζ とを目的とし

ているもので，建設業の P C a板が乙れにあてはまります。

木質系，鉄骨系の量産住宅も ，工場生産化への過程はコンクリ ー ト系

と本質的な途いはありませんが，生産要素の性格と当初から住宅専業が

多かったという函から大量生産手法では コンクリ ー ト系より も進んでお

り，月産数千戸の能力を持つ工場も出現しています。

新住宅開発系は ，住宅 !C対する思想、においても生産技術においても従

来の住宅とは断絶した新しい次元での住宅であり ，第 2 次産業の中でも

最も業務の システムイじが進んだ鉄鋼，電機，化学などの企業群が中心と

なって技術開発が進んでいます。

住宅生産工業化の分野は大きく分けて以上め三つになりますが， 1 ， 

2 についてはすでに工場生産体制 もかなりの段階に達 しており ，近未来

的lζ 見た場合プレファプ住宅分野では絶対的な位置を保有し得るでしょ

う。しかしながらもう少し目を先 !C向け “未来住宅" として住宅をとら

えた場合，新しい分野で技術開発され大量生産化される住宅は，従来の

不動産としての住宅ではなく ，自動車，テレビ，クーラーと同様な「一

般耐久消費材」としての住宅でしょう。

現在乙の分野で最も技術開発が進んでいるのは ，3 の新住宅開発系で

すが， 1 ， 2 の企業群の中からも乙の分野へ研究開発を開始した企業が

見られますが，乙 うした現状からも 1970年代の住宅の主流は徹底的に工

業製品化され畳産化された耐久消費材としての住宅でありま しょう。

1960年代の住宅生産の主流は建築産業でありま したが，1970年代にお

いても建築産業が住宅生産の主流としての位置を保持するためには ，建

築産業の後進性を排し ，近代的企業経営の基盤を早急に確立し，生産方

式も労働集約的生産方式から 資本集約的生産方式への移行が必要であ

り，また市場開発においても大規模な飯売網と結ひ. っく乙とにより ，自

ら需要を開拓し ，自力的，能動的産業活動が必要でありましょう。

当社における 1 C  S 住宅シリ ーズの現状は ， 1のコンクリ ー 卜系 P C

a工法でありますが，1970年代の新しい住宅と してさ らに発展 していく

つもりでおります。
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表 1

いずれにしても， 70年代は世界で最も優れた世界の どζ ででも使用 IC

耐える世界型の住宅が必ず誕生する。それを企画計画する職種は，鐙築

家なのか，工業デザイナーなのか，エンジ ニア ーなのか，それとも現在で

は存在しない未知の教育を受けたプロバーなのか，乙れもまた大変興味

のある問題といえよう。とにかく 70年代は期待のもてる 10年といえよう。

( ひがしかた よしお ナショナル住宅建討限 NSUi j l 業紹長 ・京都芸大鰐師〉

日本において住宅生産の工業化という問題が大きく取り 上げられ始め

たのは，昭和30年代後半であったと思いますが，昭和30年代後半は日 本

経済の急激な上昇期であり ，その影響を受けて地価および住宅建設費も

急激に上昇しています。

乙うした問題に対処すると とと ，住宅需要の増大という面か ら，住宅の

工場生産による大量生産化が考え始められ，昭和40年代になると，住宅，

住宅部品の工場生産から現場施工までの一貫した工業化がさけばれ，そ

の集大成が昭和43年5 月lζ 建設省住宅局で作成されました「住宅生産工

業化の長期構想( 第一次案) 一住宅産業のあり方一」でありましょう 。

乙のように住宅生産の工業化が住宅産業の今後の大きな課題でありま

す。住宅生産の工業化は，従来公営，公団などの住宅建設分野では相当

70年代の住宅生産

仲次郎原石
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小施工のルボ一大工組織の

変化

大 垣 直 明

戦前 ・戦後を通じて，わが国の住宅生産は，容細な手工業的な大工に

よる注文生産によって担われてきた。大工による住宅生産は， 大工親方

と4 - 5 名( 多い場合でも 10名までの) 常備の大工殺人と その他の職種

との地縁的結合によって，零細ながら連続して需要を獲得し，わが国の

住宅の大半を生産 してきたのである。

しかし ，19，ω年代に入って，それは急激に変化してきた。高度経済成

長政策による人口の都市集中は， 大工の生産基盤を根乙そぎ崩嬢させよ

うとしている。第 1 11 : ，人口の都市集中は住宅需要 ・宅地需要を急増さ

せ，地価高騰の利ざやを得んと大資本が住宅経営 ・生産にのり出してき

たとと 。とれは，大規模な宅地開発，建売住宅生産となってあらわれ，

大工の需要を直接食うととも に，大工組織を下請業者に変えつつある 。

第 2 1乙，伝統的な木造技術に変わって，新 しい骨量械，建材が住宅生産lζ

導入された ζ と。乙れは，プ レハプ住宅の ζ とく外から 大工の需要を食

ったり，新建材のどと し 内部から大工の技術を侵している 。第 3 (こ，

他室業lζ 若手労働力を奪われた結果，大工技術の後継者は底をついてい

る。第 4 ，ζ 需要構造の変化があげられる 。乙れは，人口の都市集中や世

帯分離に伴って ，従来の「大工と施主J という地縁関係は崩壊し ，大工

の「って」を知らない需要者や既成品の住宅を好む需要者が増大してい

るなどの点である 。

以上のよう! C ，住宅が近代的資本主議的商品として変質するに伴っ

て，大工の生産は，組織的にも技術的にも変化を余儀なくされるに至っ

たのである 。

その中で，その組織を維持できずに，建売住宅供給業者やプレハプ住

宅メーカーの下請として，単なる技能労働者11 : 落ちていった大工も少な

くない。組織を維持できている 大工組織でも ，材料の大半が新建材lζ 変

わった り，自ら 建売住宅の経営を行なったり ，後継者が居なくて細々と

仕事をしていた り，変化しつつ存続 しているのである 。

大工の親方が口をそろえてい う。 i最近のお施主さんは水 くさくなっ

た。昔のように，金をいくら使って もええから立派な家を作ってくれと

いうお施主さんは少なくなり，少しで も安いものを作れとい う。これで

は，い くら いい腕をもっていても ，宝のもちぐされや」

また「職人気質その ものも変ってきた。わしらの若い時代{ζ は，夜遅

くなって も仕事が残っておれば，仕上げるまでやったものだ、が，最近の

若いも んは，車にのってやってきて夕方5 特になったら，サッサと帰り

よる 。」需要者の住居観が変わったり ，職人そのものもサラリ ー7 ン化

されてきたのは時の流れかもしれない。

大工親方の建売住宅やプレハブ住宅への評価は悪い。あんなもの住宅

ではないと批判しながらも ，大資本の力の前』ζ ，大工( 小生産) が流さ

れている乙とを知っている。近い将来，大資本によって，小生産は駆逐

されるであろう ζ とを予知しながらも ，当面仕事がつながっているので

わり合楽観的に構えている。乙の点が，大工の閉鎖性 ・保守性の弱さで

ある。大工が協同して，大規模生産を行なおうとする試みも幾例かある

が，一般的にいって，大工は，大資本の攻勢の前 IC無力に呑みこまれよ

うとしている。

大工はど乙へ行 くのか ?

1守60年代が大工組織( 小生産) の崩壊過程であるとするなら， 1970年

代はその再編過程であるだろう。機械化 ・プレハプ化が一層進展する中

で，大半の大工が単なる技能労働者化していく乙とが事実であるとして

も，その乙とによって，わが国の住宅問題が量的にも質的にも解決する

なら. 大工も納得するかもしれない。 しかし ，今その保障はど乙にある

のだろ うか ?

〈おお がき なおあ幸 京都大学大学院生)
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マンションの展望とビラシ

リーズ

石 田 鑑 ー

19ω 年代が住宅産業の量の時代であったとすれば，1970年代は質の時

代ではなかろうか。もちろんE の確保は絶対的に必要なことである。 ω

年代に経験した各企業家が，それぞれ長期的 lζ 見た 7 ンシヨンの建設計

画，それは量と質とをいかに両立させるかが重要な問題となることであ

ろう。置の問題では ，プレハブ化の技術の開発が一段と脚光をあびるこ

ととなろう。量の拡大での重要なことは第一Iζ 価格であり質の問題であ

るc

ι

l
』

h

t

-h

現在の状況からして建築コストダウンの可能性は，土地価格の上昇で

相殺されそうであり ，またロ ーンの取敏いに大きく左右される乙とも見

逃せない。国および公共団体の生産戸数に限度がある限りとの問題を民

間企業が自らの研究開発と合理化およひ‘ 政治的解決を計らなければ，わ

が国の住宅事情は好転せず，それから起乙る各種の悪影響が出る乙とは

明らかである。他方，7 ンションの高級化を望む需要家の要望』ζ 答える

乙とも重要である。質の向上には第ーに企画設計が最重要であり，第二

に予算の裏付けと管理，第三lζ 建築資材，設備機械の質の向上と施工技

術が重要な要素となる乙とを明記しなければならない。現在当社が進め

ている「ピラシリ ーズ」は，高級な集合住宅の理怨を追求しているシリ

ーズで， 70年代初期の目的としている ものである。因みにその概要を設

明すると ，

名称、「ピラ ・ピアンカ」テ ー7 i 永久に変らぬ価値」規模地下 2 階地

上 7 階。世帯数40。庖舗 1 。 エレベー ター 1基。完全なセントラル方

式。ボイラ ー。タ ーボ冷凍機各スペヤ ー持ち。温度調整。公害防止焼却

炉等。完成1964年。名称「ピラ ・ローザ」テ ー7i 土と コンクリ ー トの調

和」規模地下 l 階地上10倍。世帯数19。エレベーター2 基。各戸セント

ラJ レ方式。各戸独立。一部 l フロア一一世得。完成1969年。名称「ピラ

・セレ ーナ」テ ーマ「広い庭園 lζ 固まれた邸宅」規模地下 l 階地上 7

階。世帯数25。エレベーター2 基。各戸セントラル方式。斜線を利用し

たユニー クなデザイン。一部 l フロア ー l 世答。完成1971年。名称「ピ

ラ ・クロー リャ」テ ー7 i 環境を配慮した独立住宅J 規模地下 l 階地上

10階。一部庖舗。世帯数250 エレベーター2 基。各戸セントラル方式。

理想的な独立型式。完成1972年。 i ピラ ・エックス J ( 名称未決定) テ

ー7 i 欧米人を対象にしたマンションのあり方J 規模地下 l 階地上 7

階。世帯数15。目下設計中。完成1972年。以上の「ピ ラシ リーズ」はす

べて， 東京都渋谷区神宮前Ic l l ; 設さ れ，各棟との距離が 50米から 200米

位のと乙ろにある。需要家としては ，建築に精通された中堅以上の屈を

対象としており ，また，世帯数もできるだけ少ない建物にしている点も

特色で，10世帯 ( c 1台の エレベーターの利用を理想としている。世帯数

が少ないというととは . 販売商で需要家の質を選択でき ， それが完成

後，各居住者l乙対し居住性の質の向上につながるからである。 i 作品と

してのマンション」ピラシリ ーズの条件とは ，当社は次のように考えて

いる。

1  基本計画で，各戸が独立性を保つこと。乙れは，隣りの居住者と離

れる乙とにより独立性を保ち騒音をなくし ，ホテノレの感じと異なるよう

にする。

2 .  外観 lζ 思い切った特色を出す。この問題は設計上きわめて高度な技

術を要し，基本プランの充分な検討と使用材質の選定，充分な予算が伴

ってユニ ークな設計が完了するものである。

3  緑を各戸lζ 取り入れる。テラスを利用して，緑の確保lζ 努める。 ピ

ラシリ ーズでは l 年中庭で植木を楽しみまた外部から見ても，都心の緑

を維持する乙とに努めている。機遊，防水など建築費が多額になるが，

失われつつある都心の緑と，生活の潤いが得られる。

4. 設備計画に充分配慮する。躯体その物は50年以上の耐用年数がある

が，内蔵される配管 ，配線などの設備の耐用年数を考慮し ，施工段階で

建設省標準仕様容を探用する。

5.  音の問題と使用材質の高級化。外部よりまた上下，隣りよりの音の

処理，設備より発生する音の処理の問題につき研究が進み，基本計画と

使用機器や資材の選定により解決する。また外国品国産品など，製品の

テス卜分析を行ない，高級品の採用を行なう。

6.  見えがくれ部分に充分な予算をとる。

7.  建築工程の管理を遜確に実行するなどである。高級化が進めば進む

ほど，需要家の期待は大きく ，その期待 iζ 答えるという 強い信念がなく

てはならないと思う。

以上70年代のマンシヨンと . ピラシリ ーズについて，簡単に意見を述

べる次第である。
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70年代の住宅と宅地

田 谷 武

住宅問題は土地問題と言い換えてもよし宅地開発に永年の経験と実

績があるものの立場から 1970年代の住宅展望を述べてみたい。

住宅産業は70年代のリ ーディングインダス トリーといわれ，民間住宅

投資が昭和ω年までの20年間に 120兆円にのぼると予測 されるため，保

有土地の有効利用あるいは地価高騰によるキャピタルゲインを求めて，

大小さまざ、ま種 骨の企業が宅地開発 ・住宅産業に進出し ，ニュ ーエント

リが激増してきでいる 。経済発展に伴 う都市への人口集中 と夫婦中心主

義による世帯の細分化などにより根強い住宅需要がある以上，いわば当

然である。今後，都市人口の社会増が鈍化しでも，現在でも住宅難世帯

IC 3 倍する住宅不満世符: があり ，ベビープームl待出生者の結婚適崩事期突

入を考慮すると，需要の増加傾向はω年代'より強まると恩われる 。乙れ

ら需要者の住宅要求は年齢賠 ，所得屈によって多様であり，住宅価格，

生活環境，交通利便性などの関係から分譲か賃貸か ， 1戸建かマンシ ョ

ンかなどの選択が決まってくるが，住宅地の環境水準などは供給者側1] の

態度に左右される商がより大きく，かつ直接的である 。それだけにディ

ベロッパーの社会的責任は重大である 。

乙乙で電鉄系ディベロッ パーの開発態度をふりかえるととは ，70年代

の業者のあり 方を探究するうえでも有意である。長近の住宅ブ ーム まで

は住宅地開発をリ ー ドしてきたも のは ，屯鉄会社の不動産部または電鉄

系の不動産会社であったといってよい。包鉄会社は沿線を開発培養して

包車 lζ 乗ってもらう乙とを目的と し，健康なイメ ージをもっ街づくり ・

都市づくりを行なってきた 。乙れが引いては会社の会社的信用の増大 と

なるからであったが，そ乙 (ζ 自ら責任感を醸成する理由があったといえ

る。

と乙ろが，電鉄系ディベロッパーが国の低運賃政策の しわょせを受け

ている間K ，住宅需要の拡大に即応して沿線 (C新規業者が乱入し ，最近

の怒応時代を迎えたのである。乙れはそれなりに社会的要求を満足させ

るものであるが，優良な住宅地供給 ・保全の保証がないだけに社会的責

任の自覚がますます要求されるのであ る。乙 の閣において，業者間競争

の激化は好むと好まざるとに拘らず，業界の整理 ・再編成を促進しよ

う。最近20年間の住宅建設における民間セクタ ーのシェア ーは常に 6 割

強を占め，昭和50年目標の第 2 次住宅建設 5 カ年計画の成否も民間の自

力建設にかかると乙ろが大きく ，それだけに市町村の開発分担金制度な

どの規制強化ばかりでなく，公共投資を充実させる とと もに優良なディ

ベロッパーに対 しては低利融資，土地収用権の付与などを通じて奨励育

成をする乙とが望まれる。

次 lζ 宅地開発の今後の方向については， ζ れをつきつめれば土地の有

限性から国土の効率的利用を，国民に対しては健康生活を約束する乙 と

につきょう 。その方策の理念型は，生活環境のよいニュータウンの建設

と職住近接! となる既成市街地の再開発である 。ちなみに，最近再開発の

一環である都心マンションが売れ残っていると伝えられるが，分譲価格

からの圧迫もあって供給過剰となった一時的現象であって，マンション

需要そのものが下降傾向にあるわけではない。

住宅問題を根本的に解決するには，戦前に私鉄が線路を敷設し沿線開

発をした方式K かえれ という怠見がある。高速鉄道があれば都心から 1

時間以内のと乙ろに緑と太陽の大規模住宅開発適地はいくらでもある

い都市計画法による市街化区域だけでも面積的には充分に増加入口を

吸収しうる 。市街地が再開発され平均階層が 3 階となるた、けで現在に倍

する人が居住できる 。 したがって開発適地は市街地の内外に充分あるの

であるか ら，問題はディベロッパーに対する誘導政策の適否にかかると

いってよい。

最後に ，住宅の流通機構の獲備が70年代後半に大きくク ロー ズア ップ

されてくると恩われる 。住宅ストック lζ 目をうばわれてきた住宅難時代

が済んで ， 1世帯 1 住宅 l 人 1 部屋の原則が満足されてくれば，次IC所

得水準の向上，家族構成の変化 ( e応じた住み替え需要が増加してくるの

は当然であるし ，住宅の耐久消費材化の進行 lζ 伴って乙の傾向が助長さ

れ，したがって住宅あっせんイ中介業が脚光を浴びて乙ょう。現行の不動

産取引センタ ーの業務が株式市場のように全国的，一般的に行なわれる

ようになる乙とが地価安定につながる近道であり ，そのため K は地価公

示，鑑定評価の徹底など重点的な政策が望まれる。

( たや たけし 近鉄不動産以企岡部長〕

♂旨
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住まいの総合開発組織

加 藤 善 也

わが国の住宅事情に対する要求は ，都市およびその周辺において非常

に大きなものがある。その要求はむ しろ国民的な願望であるとさえいえ

る。国の施策においても. 46年度からはじまる住宅建設第 3 次 5 カ年計

画は ，その旦にお いて 950 万戸を示し ， 目的達成のためには年間 150-

2∞ 万戸のペ ースで住宅の建設が行なわれようとしている。これは日本

人の優れた英知と勤勉さを もって しで も大変な仕事である。だか最近の

住宅建設の実績からすると計図 lこ示される 51的な目的達成はおそらく可

能であろう。しかしそれで問題が解決されたわけではない 。それは日本

人の生活IL対す る向上心は ，質的な要求度( 住宅の大きさ，性能. 立地

条件 ，住環境) を増々大きくするからである。すなわち良質なローコス

ト住宅の大iit 供給がなされて ，はじめて住宅事情が解決されたといえよ

う。そ乙l C 住宅のハ ー ドウエア lζ 参加するものの目標があり挑戦がなさ

れると考える。

"良質なロ ーコスト住宅の大E 供給" そ乙には多く の要求が合まれて

いる 。乙れ らの要求を満たすためには ，住宅生産技術の革新と ，住宅産

業におけるシステム化の確立が絶対的な条件である。そ乙で技術革新と

システム化を その基調 としてわれわれが乙れまでなしてきた ζ と，また

乙れからなすべきと とについて述べてみたい。

われわれは過去10年間 . 60年代を基盤として木質パネル接着工法によ

る住宅の工業化と 取り 組み ，開発 lζ 努力を傾けてきた。これは在来の木

造建築構法および軸組構造か ら脱却し ，部材として工場生産した木質パ

ネルを大量供給 し，現場で接着剤で組立てる乙とにより一体化 したモノ

コック構造を形成する新しい構法であった 。乙れをフ リー サイズのプレ

ハプ住宅 と名づけ，一見矛盾するプ レハブの工業化率とプランおよびバ

リエ ーシヨンの 自由性を尊重し ，乙れを解決してきたつもりでいる。そ

してさ らに ，乙の構法を発展させ大型パネノレによるボックス化， ユニ ッ

ト化へと進んで きた。 ζ れが ローコ スト住宅として38年に発売 した " ミ

サワホ ームコア" であり ，万博! とおける " ミサワホ ームヘリ コ" の試行

であった。

工易生産住宅の佼命は，それ門体の価格を引き下げ，新 しい需要の創

造にある 3 われわれは特定ユ ーザーの高級住宅も生産するが，一般大衆

の住宅をつくる企業を長大の目標としている 。そ して住宅生産における

コストダウンの可能性を技術開発 lζ 最も大 きく 期待し得るもの と考え

る。それは過去10年間の白か らの体験から 学び得たものとして ，また乙

れからの 10年間への指標として考えていかなければならない問題でもあ

る。70年代という年は技術開発がいっそう速まる年と恩われる。新 しい

分野がつぎつぎと開発忘 れ，生活をいっそう楽しくしてくれるはずであ

る。乙う した新しい開発の可能性は，個人的なスペシャリス トの仕事や

小規模なグループ活動では行ない得ない域にきていると考えられる。

われわれは現在一つ の大きな技術開発目標を設定して仕事を進めてい

る。それは70年代の終り までに住宅 コス トを在来工法lζ 比較して% の価

格で大量供給することである。そのためには ，技術の組織化，システム

化が大前提にな らなければならない 。総合研究所の システムとして技術

開発部門 ，生産開発部l門，市場開発部門を設定して30ほと‘ のプ ロジェク

トテ ー7 を消化しな ければな らない と考えている 。

新し い時代の設計/ } 日発業務は組織的に形成される多くのスタッフによ

る充分な基礎の上に立 つてのものであろう 。建築分野以外を含めた総合

研究システムが，新しい時代の開発能力といえる。 70年代は大型の技術

コンサルタント会社の出現，ゼネ コン研究所の活躍，さらに建築界以外

からの建築界への進出が目立つととになると思われる 。

( かとう よしゃ ミサワホーム郎総合研究所技術開発部長〉
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需要者と住宅選択

一 谷 真 喜 子

最近の住宅需要をみると，人口の増加，核家族化，都市集中化，所得

水準の上昇， 生活内容の多様化，老朽住宅の建替えなどにより ，規模の

拡大，質の向上，構造変化，と住宅需要は潜在化し ，その中でもけん著

なのは畳より質への住宅需要の変化であると恩われる。

その膨大な住宅の潜在需要を顕在化，集約化しようと，商社，百貨庖

などの一般企業， 電鉄，生保，証券なと、の大企業の住宅産業への進出は ，

最近めざましい。とくに他企業との提携強化，あるいは，系列ならびに

累系列企業との協力といった形で経営が進められているようである。

急 iζ 伸びてきた乙れらの住宅産業への手，さ まざま な組織から ，パラ

パラに供給される宅地 ・住宅，需要者の中には， 経済的に住宅を持つ余

裕ができてきたというより も，賃貸住宅の高家賃，狭さなどの不満の解

決法として，マイホ ーム主義への便乗，住宅ブームにのせられ各種住宅

雑誌の写真にみせられ，一気に住宅所有という方向に動き，借金をし，

住宅ローン も実行するなど，非常に無理して， 自の前にだされる供給物

を，十分な選択もな く買う ，いや買わ されている といった感じがする人

が少なくないように思える。

千里の場合，分譲する宅地の応募数130区画に対し応募総数 l 万4，∞o

件，最高 1，2∞倍と， I宝くじみたいなものですな」と，冗談がいわれる

ほどなのである。もちろん，乙 の数，すべてが需要者だとはいえない。

倍率が高いために， 4J Sが多く，より倍寧が高くなっている。それを

計算に入れてみても ，分譲代金一括払い，10年間譲渡禁止， 2 年以内 lζ

住宅建設と ，需要者にとっては，かな りきびしい譲渡条件からみると ，や

はり驚くに足る数である。ニュータウンという特殊性に対する魅力から

か，事業主体が，半公的機関という信頼からか，投機の対象になってい

るのか，といろいろと理由はあげられるが，申し込み者の年令層，職業

から見，また，契約をしながら話しを聞いていると ，民間よりも安い ，

という乙とで，先程述べたような理由から，借金11 ' : 四苦八苦，無理して

買っている人がやはり多いようである。十分な選択がなされていないと

いう点では ，契約時 IC， I 申し込む時lζ 番号だけ書いただけで，今日初

めて見てきたのですが，いい宅地で良かったですわ」 とか， I 乙んな宅

地とは思いませんでした」とか，中には建売住宅を買うのに，I 住宅，も

う建ってるのですか， 乙れから工事にかかると患ってましたわ」など

と，宅地もみず，譲渡条件もよくみず，とにかく申し込んで，当選した

のだといって， 1千万円 もの買いものをしている人がかなりいるのに驚

かされる。 I公的機関がしてい る乙 とだから安心しているのです」とい

う人があるが，あまりにも選択性のない買い方である。

ニュータウ ン内の建築指導にあたっていると ，十分な選択もなく購入

した乙とから起ると恩われる，隣接地主とのトラブJ レや，借金をして，

無理して住宅を手IL入れているため ，住宅に対 して， 異常なほどに執着

を持ち，住み良い住宅，環境創りという ωにゆとりがなく，かたくなに

自分の住宅 IL対する主張を持ち ，自ら住みにくい環境を創りあげている

ような場合が多い。

住宅ブーム にのってただ住宅を手に入れるというのではなく ，住宅は

自らが住む所であるから ，もっと吟味 ・選択して住宅を買う習慣をつけ

なければいけないように思う。また実際，住宅を買ったり，宅地を買っ

て，住宅を建てるのに相談相手もなく手探ぐりで探 している人が多い。

住宅供給する側も，需要者が吟味・選択して購入できる体制を，たとえ

ば，住宅センタ ーな どを設け ，半公的機関が住宅供給情報を集約して，

需要者IL提供し，さ まざ立な相談に応じ ，業者の紹介も したりするとい

ったシステムをとれるように していくべきだと思う。

と同時，住宅を購入しでも ，その返済IL長年あたり ，毎日を四苦八苦

している人を見，またとれからの生活様式の変化を考えると，賃貸住宅

の問題も ，改めて考えみなおすべき問題があるので、はなかろうか。

( みた 1<: まさ乙 千里開発センター〕

、
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コンビューターを利用した

住宅相談

石 村 勇 一

F  

コンピーターを使って住宅相談をやるとすれば，現時点では， l主主の

好みをインプットしてその人にもっともふさわしい設計者を選ぶという

のが最良の方法だと思う。しかし，乙の名案も実は住宅専門の設計者不

足という乙とから実現不可能なのだが，たとえ十分の数の設計者をそろ

える乙とができてたとしても ，乙うした仕事はおそらくととわられるの

がおちではないかという気もする。建築設計界が，一部の高級住宅をの

ぞいて住宅設計を放棄したいきさつは. 主としてその採算性にあるのだ

が，いっぽう，建築家のセンスを理解 しない一般大衆は相手にしたくない

という一種のプライドがそ ζ に働いていた乙とも無視できないと思う。

乙うした建築家の高姿勢とは裏腹に，戦後の住宅需要は鰻登りに上昇

し，現在では年間 160 万戸と いわれる住宅建設のうちのその約半分がー

‘'‘ 

戸惑住宅といわれている。一戸建住宅となると，必ず何らかの形で設計

という行為は不可欠であるが，建築家という専門家にみはなされた一般

大衆は，少なくと も間取り設計だけは自分でやらなければならないとと

になる。現在の住宅ジャ ーナリズムの隆盛も，実は乙うした多くの住宅

需要者の住宅 IC対する知識なりアドバイスを求める姿を反映しているも

のだと見なければならないだろう。大衆が建築家の高尚なセンスを理解

しないという危倶にはかなり思いすどしな面がある。近頃よくいわれる

文化の大衆化現象という点からみても，大衆はむしろスペシャリストと

しての芸術家のセンスを求めているといってよいと恩う。

卑近な例としてファション界を例にとってみても ，プレ タポルテ とい

う形で芸術家の作品が大衆のなかに浸透しつつある。しかし現在の建築

家のセンスが直ちに大衆化に結びつ くと考えるのは早計である。服装に

は必ずしも生活と関係がなくてもよいが，住宅は生活そのものの器であ

る。センスと生活が結び、つかないことには「住宅のプレタポルテ」は成

立しないわけだ。

ある人が建築家に設計をたのんだ場合，建築家は単にそのセンスと技

術の専門家としてではなく ，生活そのものに対する見識を期待している

面がある。その見識は， それが特定の個人の住宅である限り ICおいて

は，いかに個性的なものであってもよいが，それが不特定多数の人たち

を対象とする乙とになると，どうしても客観性が必要になる。しかし，

よく考えてみると，現在建築家のもっている知識は，通風，採光，動線

といった主として「物」をつくる技術であって，生活そのものと密着し

た技術は皆無にひとしい。したがって，建築家のもっている見識という

のは， その建築家の人生体験より割り出されたものにすぎないのであ

る。乙うした意味から住宅は，若い人にはできないといわれているわけ

なのだが，それはともかくとして，乙うした体験を集積し ， しかも広く

社会学 ・心理学 ・家政学といった分野の協力を得て，住宅生活と間取り

あるいは空間との関係を明らかにしなければならないと思う。乙うした

基礎的な資料の蓄積ができてはじめて，住宅相談も広く大衆の利用でき

るものとなるであろうし，乙の種の資料によって，住宅相談をコンピュ

ーターにのせる乙とも可能となるはずで・ある。

はじめにちょっとふれたように，年間80万戸という一戸建の住宅建設

に対して，すべて住宅相談をお乙 なうとすれば，どれく らい多くの建築

家が必要かは十分想像がつくと思う。ましてや，経験をつんだ老練な住

宅専門の建築家をそろえるとなるとそれが不可能なととはいうまでもな

い。乙うした乙とから，高速大量処理という コンピュータ ーの利点を生

かした「住宅の間取り設計」という住宅相談も意義がある と思う。
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「求めよさらば聞かれんJ

「求めよされど聞かれん」

田 中 恒 子

1971年 1 月 1 日，乙の 5 年間の努力をふりかえって ，X 氏はつくづく

と考えとむ。

子供はどんどん成長するし ，年老いた両親もそろそろひきとらねばな

らない。いつまでも乙んな狭い木造アパート 容 しもしていられない。食

うや食わずでもマイホ ームのために貯金をした。あらゆる借金の算段も

した。でも情知らずな乙とに ，地価は天井知らずに上昇し ，建築資も高

騰する一方である。 100 坪の夢も50坪になり ， 2OJ 5! ' になり ，今や 15坪に

ならんとしている。なんとかしなくてはと ，17 イホ ームへの道 ・1∞の

実例」を買って読む。しかし ，そ乙に出ている実例は ，どうもみんなう

まくいきすぎているような気がして ，わが身をふりかえると一居いらだ

ってくる。次の日 17 イホ ーム狼得必勝法」を買う。その次の日 ，1マ

イホ ーム獲得作戦」を買う 。狭いアパー トlζ ，マイホ ーム獲得法のあの

手乙の手を教えてくれる手引書だけがあふれる。

「そうだ，自分 l 人で考えているからいけないのだ」あせる気持をお

さえて ，O x 住宅相談所 lζ とび乙む。相談員氏のに乙やかな顔をみて ，

いらいらした気持も少し落着く。 1どのぐらいの規模をお望みですか ?

乙“ 家族は何人でtすか ? どのような趣味をお持ちでしょうか ? 湯所はとち

らの方面をお望みでしょうか ? …J  X 氏はいそいそと条件を述べた。

相談員氏はいろいろとメ ーカーのパンフレッ 卜をならべ熱心に勧めてく

れる。 1と乙ろでど予算は? J  1 0 0 0万円ですJ 1ζ じようだんでし

ょう。そんな予算では 10坪の家も無毘ですよ。す乙しは本でも読んで勉

強してから乙られたらどうですか」

しょんぽりと肩をおとして家路につく X 氏の横を ，会社の同僚の Y 氏

が足ばゃにとおりすぎよう とする。 1いや Y 君じゃないか，いやに急い

でるｾＺｊＮ ｊ 1ああ ，乙れからアノレパイ トだよ ，最近小さいけれど家を買っ

たんだ。毎月 O万円づ‘ つ返済していかなければならないんだ。家内も内

殺に忙しくてね。おかげで・乙乙のと乙ろ二人とも体の調子が怒くて-

... 。いや全 く，何をしてるかわからん状態だよ」

「二人が愛し合っていれば四帖半の民間アパート 詳しも楽しいはず」

とは . かつて某国の茶首相が国会でした発言だけれど，一度も一室の民

間木造アパート 悲しをした乙とのない人に乙んなありがたい言葉をいた

だいてもいっ乙うにピンとこないのは ，長年の民間アパート 暮しのひが

みというものか。

「賃金の伺年代は物質の豊かさを求めました。 70年代は精神のi泣かさ

を求めます」と は新聞の広告文だけれど，その60年代に建設された住宅

の過半数を占めたのが，一室ない し二室の民間木造アパー卜 だったとは，

60年代の豊かさの底の浅さを示すものではなかろうか。

乙れら民間アパート にやむなく法澱してゆく多くの勤労者階簡に ，あ

の手乙の手の住宅金融をもうけて ，7 イホ ームの夢をいやがうえにもあ

おりたてたのは ，乙の60年代の後半にあらわれた現象でt ある。そして多

くの勤労者はその夢の中にまさ乙まれ，マイホ ームを得た人はロ ーンの

返済においたてられ，マイホ ームを得る ζ とのできなかった人は ，っき

る乙とのない焦燥感の中にとりのとされる。

どうして住宅の問題では個々の人が乙んな苦しい，思いをしなければな

らないのだろうか。戦後，政府が一貫してとってきた住宅政策は ， 1各

人が自らの責任において住宅を建設せよ」という乙とであった。けれど

どんなに努力してみても法距離化する住宅立地，高騰する地価などに対

してとうして個人的なプJ で対応する乙とができるだろうか。

政府のとる住宅政策は ，いいかえるならば 1 (el らの資ゴJ で) 求めよ

さらば( 資力あるもののみ) 閃かれんJ といっているわけだけれど，現

実は「求めよされど関かれん」である 。乙れに対 して住宅に苦しむ人々

は，政府の責任において全ての国民に安心できる住宅を確保する住宅政

策の立案を強くせまるとき ，亥に( 全ての人は) 1求めよさらば( 全て

の人に) 開かれん」という乙とになるだろう。

1960年代に個々の| 辻祐・が汗水ながしてマイホ ームを追い求めた努力

を，住宅 lr . 対する政府の責任を明らかにし ，低廉な住宅の大量建設を

「求めて」いく努力として使うとき ，1970年代における ，国民の半数を

占める勤労者階庖にとっての住宅の展皇室がうまれてくるだろう。

( たなか っね ζ 京偲大学建築学教室文部技む)
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70年代へのリーダーシッブ

塚 本 正 司

'ω 年代を通じ，そして' 70年代の転換期にかけて，ジャ ーナリズム によ

る住宅論議もしくは告発シリ ーズものが盛んであった。大規模団地やニ

ュータウンが続々と登場し，いわゆる団地族が定着するにおよんで， そ

の階層的均一性や個人主義的指向，利便施設の不完全さを問題にしたコ

ミュニティ不在論。寸づまりの間取や禁止文句の多い公団住宅はその姶

玉の先降であった。また，上下水道も不備で日照も不充分，ひとたび水

や火が出れば大災害一一式の高密分議住宅地や木質アパー ト批判。そし

て，交通機関もス ーパーマ ーケ ットの食料品も住宅も何かもuuC鉄道)

資本一色，生活のすべてがレ ールに乗せられているといった系列資本裂

批判。それに今もっとも多いのが住宅産業解説シリ ーズである。その聞

に持家政策論議やドーナツ現象，家質問題，職住近接論，マ ンション ・

ブームなどがあった。

戦後から今日( 昭和20年度- 45年度) までに建設され・た住宅戸数は，

民間自力建設 1，134 万戸，公団を始め公営 ・公庫なと公的資金による建

設戸数628万戸， 合計し762万戸であるが，そのうち 19ω 年代( 昭和36年

度- 45年度) において1，071万戸( うち公的資金K よるもの405万戸〉が

建設された。いわゆる住宅 5 カ年計画( 昭和41年度- 45年度) の目標達

成数は670万戸であった。

乙の先'70年代前半の見込数を新 5 カ年計画( 昭和46年度- 50年度) の

とおり 950万戸( 公的資金によるもの380万戸) とし ，後半も同程度とす

ると ，2，0∞万戸が建設 ・供給される乙とになる。

住宅公団は 1970 年で 1955年 7月! と創立以来，15周年を迎え ，'69年度

までに住宅建設戸数( 賃貸+ 分譲) 618千戸，賃貸住宅管理戸数315千戸

IC達し ，'70年度においては81千戸の住宅建設と 17.6千 h a の宅地および

関連造成事業を行なっている。

ところで，乙の二つの事実，実数として膨大な建設投資と実感とのギ

ャップはどう釈明すべきであろうか。それは "生の生産場" であるはず

の伎宅や住宅環境が経済合理主義に追随させられている姿ともいえ ，乙

の「資本の論理J でゆく [l 良り ，たとえ' 70年代!C 2，( 削万戸の住宅を建設

. 供給するとしても解消できない質のものであるように恩われる。

'70年代K おいて衆議のどとく住宅産業が量産体制を確立 して住宅供

給のイ ニシャチプを取るとしても ，諸施設や生活環境全体との述関を失

った単に商品としての住戸の供給だけでは真 !C住宅問題の解決たりえな

い乙 とまでは告発シリ ーズも告発していない。

公的立場としての住宅開発主体は ζ の意味でとくに ，計画 ・設計 ・工

法上の思想や技術，そして事業遂行組織が住宅問題の担うべきシェアと

役割j 立場を明らかにする大きな変革に迫られていると思う。 D K理論と

就寝分離論が規定であったユニットは，今後の生活核式や都市立地( と

くに高局化の問題) に量産システムを伴いながら対応してゆかねばなら

ないし ，地価や工費の値上りがもろに家賃の高騰となる現行の原価主義

の是非。また公団ではすでに住宅変更制度や空家募集から最近の通勤区

分募集など種々な試みがあるが，家族の成長や住み替え需要( 空家発生

率は年平均1096を趨える〉に流動的に対応する総体的な管理体系の必要

性。そして ，生活共同利便施設，環境』ま盤施設( 上下水道 ・道路 ・屋外

闘地など) を始めとして関迎公共施設の附帯事業化と資金的裏付をど ζ

まで拡大し ，きめ細かくするかという乙と ，とくに都市住宅再開発とし

ての面開発市街地住宅は既成鶴市部に最も不足する公共施設( 公園 ・図

J } 館など〉を附帯させて哀の郡市再開発となる j民望が必要である。

( っかもと まさし 日本住宅公団大阪支所〉
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都市政策の 「松・ 竹 ・梅」

一住みよい住宅と生活環境の値ぶみ

一 村 浩 史

く都市のねだん〉

まむし( うなぎ) 弁のメ ニュー には， 松 ・竹 ・梅の段階があって，内味

と値段が対応している。 松ならノj、容な一片がのっているだけであるし ，

梅ならと飯の中ほどにふくよかなもう一片が入っていて値打ちがめる。

都市政策のメ ニューは どうか考えてみると，まず，値段と内味の対応

があまりはっきり していな い。したがって ，予算は松でもスロ ーガンは

梅のメニュー でまかり とおる乙と が多い 。

70年代は ，都市政策の時代であるといわれる。新都市計画法，建築基

準法，再開発法， その他の都市計画 ・開発事業の制度が 改変強化され

て， いまや動きはじめている。そ乙で問題となるのは， そうした制度

が，国民の住宅や生活環境をどこまで向上させるかである。そして，基

本的に大切な乙と は，そのた めに ，経済の異常な成長や軍事化に用いて

いる財源や資金をどれだけ ，住宅や生活環境整備のためにふり向けるか

というお金の配分の問題である。

〈ひとつの試算〉

いまかりに ，70年代の 10年間l L 供給する住宅を日間万戸とする。

乙の数字は，これからの人口移動，世帯の細分化 . 老朽住宅やω年代

につくられた木賃アパー トや文化住宅を建てかえるために必要最小限の

戸数といえよう 。

乙れをせめて，西 ヨーロ ッパの現状程度の水準の住宅と居住地で供給

するといったいどれくら いかかるだろう か簡単な算術をしてみよう。

住宅 l 戸当りの面積を80rr{ とし，建設単価を 6 万円 ! rr{ とすると， 1，000

万戸で48兆円である。 地下鉄 ・学校 ・公園 ・下水道などの今日のニュ ー

タウンレベルの都市施設をも った宅地整備費は， 1戸当りグロスで気治rr{

として，単価は， 3 万円! rr{ 1とすると ，ω兆円。合わせて，建設コスト

は 108 兆円である。乙れには，用地取得費が入っていないから 2 - 3 万

円! rrf とすれば，さらに40- 60兆円が必要となる。つまり ，1，α)() 万戸の

まともな住宅と居住地を整備するための総コストは，団0- 170兆円オ ー

ダーである( 金利はふくまない) という見当がつけられる。乙れくらい

投下すれば，木賃アパート や文化住宅 ，さらに近年登場した「中居文化

住宅」なる零細マンションの新規建設を防止し ，生活環境はいまのニュ

ー々ウ ン並みのものにする乙とができるだろう。つまり ，梅とはいかな

いまでも，将来の国民の生活水準として竹と梅の中間くらいのメ ニュー

である。

く住宅，生活環境投資を倍増したとしても〉

と乙ろで ，現実はどうであろうか。 70年初頭の年間の住宅および生活

環境投資はせいぜい 4 兆円である。また ，70年代の中間時点としての昭

和50年をめざす新経済社会発展計画によると ，乙 れが 7兆円程度まで名

目的には伸びる乙とになっている。乙れを平均値とみてみると ，10年間

で70兆円である。乙れは，先の梅と竹の中間レベルのメ ニューの%以下

にすぎない。かりに ，Yz として も，どこまで ，住宅と生活環境を改善で

きるだろうか。かりに ，80兆円を総額として，戸数1，000万戸をたてると

すれば，住宅の面積は40rr{と いう 2 D K レベルにとどまるか ，設備や構

造の質のめだった改善がほとん どみ られないかという乙 とになり ，宅地

整備では ，文化住宅なみの過密状態にな るかあるいは， せいぜい街路，

排水路 ，小公園な どは整えられ ると しても ，下水道やさまざ. まな生活施

設の充実とはほ どと おい状態に なろう。もちろん， 乙れらはあ くまで

も，平均値的算術であるから ，梅 レベノレの居住地もつくられるかわ り，

より多くの松レベソレーほぼ現状のスプ ロー ノレが抑制される程度ーの居住

地はさらに多く 形成される乙とになる。

G N P世界第 2 位の臼本国民にふさわ しい住宅と居住宅として 10年後

にはせいぜい西 ヨー ロッパなみ と期待 して も，この状態では，梅メニュ

ーはむしろ荒唐無稽のプラン lζ しかすぎない のが現実である。

コンピ ュータ一時代lζ ，たよりない筆算では申しわけなく，できれば

定精度を上げてみたいが，今のところ は残念ながら精度の必要性にま

で達してい ないとい ってもよい 。

ど大切なストック 〉

すくな くとも ，乙ういうスケ ッチからいえるととは ，

1  )  住宅 ，生活環境の改善は，ぼう大な努力 のつみ重ねでのみ達成 され

る。も ともと富国強兵から高度成長のプロセ スで乙の側面を放置して

きてス トックの貧困 なわが国の都市の場合， いまか りに住宅 ・生活環

境投資を倍増しでも70年代κ ，現在の酋ヨーロッパの水準にも達し得
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ない乙とは明らかである。

2)  都市生活の健康と便利， 快適性をととのえるためには住宅以上の投

資を宅地，都市施設整備に注ぐ必要があると乙でめる 。にもかかわら

ず，新経済社会発展計画では， 昭如50年までの匿の公共役資55兆円の

うち ，住宅生活環境に対する配分はこのようにストックの貧困さにも

かかわらず大きく見積ってもせいぜい 10兆円にすぎない。のこる大半

は産業および産業基盤投資に集中 される。 ζ れが「公共投資の効率化J

である。他方で，住宅 ・生活環境などの住民にとって身近かな環境整

備は，民間資金の導入，民間デイベロ ッパーの活用のもとで，住民の

「受益者負担」に課せ られる。

70年代の都市政策は乙の二つの経済的特徴の上lζ 推しすすめられよう

としている 。

70年代の住宅と都市生活の展望は，梅のメ ニューにつられて砂を噛む

ζ とのないように . こうした現政策条件をとらえながら考えてゆきたい

ものである。

〈み むら ひろし 京都大 学助教掩)

住宅はもう建築ではない

村 松 貞 次 郎

まず「住宅- 60年代の総指」ということで想い浮ぶのは ，1958年度の

建設統計に見られた年間着工建築の建築資における木造と非木造の交替

( もちろん非木造のそれが木造をはじめてオ ーバー したこと) ， 1 9 6 3年

度に見 られた延面積における交替である 。日本も歴史始まって以来はじ

めて，木造建築国の看板をおろさざるを得なくなった 。建築の歴史の上

で，ま 乙との画期的な時代をわれわれは自分の生きている間に迎えたわ

けである。

もちろ ん乙れは住宅そのも のの現象ではなく，むしろ住宅は建設役資

金体の中では，依然として木造分野の大宗を占めているわけだが，それ

すら徐々に危くなっている乙とは，木材資源の心細い見と おしゃ ，それ

に対抗する新建材( 非木質系の) の急速な成長をノミランスにかけただけ

でも一目瞭然というものだろ う。

そうして 1 9 6 3年には建築投資金体の中で，住宅関係のそれが，非住宅

を初めて上回 って以来今日までその座を譲っていなし、。住宅産業論は，

こうした傾向を背景lζ 育ってきている乙 とは周知のとお りであ る。 ま

た，いろいろの政治的 ・経済的立場から ，住宅産業を自動車産業の次の

時代のリ ーデイング ・インダス トリーとして育てあげよ うという意向も

各方面に強くあるように思える。各種の審議会や委員会の答申とか報告

が，てんでバラバラに ，乙んなに雑然とひしめいているのも珍 らし い現

象である 。シス テム好きの方々の仕事としては，まずそ乙からシステム

化を図ったらどうです，と皮肉の一つも言いたくな るほどである。

それはともかく，私はこの数多い住宅産業論や各種の答申 ・報告のほ

とんどすべてが，もっとも肝心な問題を避けているので，それらを頭か

ら信用していない。他人を患弄するのもいい加減にしろ ，と 言いたい。

それは言うまでもなく土地( 宅地) 問題である 。この根本的な問題にメ

スを入れない住宅産業論など，まさに砂上の後閣だろう 。理想的な宅地

が手に入れば，私は住宅などい らない。天幕生活でも結構だ。

便利な場所のマンシ ョン( そういう場所 ICは7 ンシヨンしか建たない)

は高嶺の花，やりくり算段すればどうやら入居( 入手) 可能な住宅は絶

望的な場所，という庶民にとって住宅産業論の実態は果して何なのだろ

う。口うら合わせ ，寄ってたかって俺を馬鹿にしてると憤慨しても無理

はない と私は思う 。問題は住宅なんてものじゃないですよ，という気持

だから建築家0 0先生設計の住宅とか，新進作家 x x 氏の意慾約な住宅

が ' 叫んで" いても ，ただ虚ろ に空しいだ けである 。そんな ものが欲し

いんじゃないんだ。住宅はもう 完全に建築学からも 設計から も，デザイ

ンから も脱け出たと乙ろにいっ てし まっている。ヘド ロの海lζ は，もう

魚はいない。それが証拠lζ ，こ んなに住宅産業論がやかまし くなっ てい

るのに，まともな住宅論が一つも現われていないではないか。住宅はも

う v 建築" ではなくなったよ うだ。

では住宅とは何か，というと ζ ろから 1970年代への展望がひ らける 。

それはまぎれもなく乙れからのもっとも重要な社会対策であっ て，福祉

などという 生やさしい ものではないが，同時にまた政策( 国策) 上の大き

な賭けの対象でもあろ う。何とかして住宅を，何とかして今より良い も

のを，他人より良いも のを ，といったドロドロの怨念の中に分断され，

相互干渉によ って起爆カを失っている民衆の" 人間的要求" の圧力をま

とも に受ける乙 とになるからである。今日の住宅問題は，問題として ζ

ねまわされている限りでは ，ま乙とに便利な，巧妙な社会的緩衝期jであ

る。建築家もそ乙に棲息するととができる。

「住宅一一1970年代への展望」は，建築家そのものの自らの進路の決定

の上{ζ ，はじめてひらけるものではないだろうか。決定のできぬ以上は，

やは り何となく" 住宅問題" をとねまわして日を送るととになろう。

( むらまっ ていじろう 東京大学助教侵)
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住宅- 60年代の総括と70年代の展望

. 60年代から 70年 代 へ一 一住宅の流動化状況

60年代，それは住宅の流動化状況をつくりだした。

都市集中・都市化の進展は住宅需要を急増させることによって需要の流動化をひきおこした。

生活革新・消費革命は住宅機能と要求の多様化をひきおこし，住宅の分解と社会化の流動化をひきおこした。

技術革新とそれにともなう住宅の量産化・工業化の急速な進行は，設計におけるかたちからシステムへの流動化をひきおこすとともに，生産機構・供

給機矯を解体・再編するという流動化をひきおこしている 。

こうした流動化は一方では住宅政策，他方では住宅難に苦しむ国民の声を背景にして，複雑で多様な現象として展開している 。

一戸建から高層アパートヘ，個人住宅からマンションヘ，大規模団地開発から市街地開発ヘ，かたちからシステムへ， フロー対策からストック対策

へ，住宅作家からコンビューターによる設計ヘ…・・など。

さまざまな現象が併存し，競合しあいながら，より良い，より安い住宅を求めて展開をしている 。

70年代はこうした流動化現象をどのように再編を しだれが主体的に再編をしそのなかで長年の永久の課題である住宅問題をいかに解決 しうるかを，明

確にとわれる年代として登場してきでいる 。

. 70年代の方向 1 一一都市化と量産化への対応

70年代の課題はなによりも現在進行しつつある都市化と量産化にいかに対応するかである 。都市化と量産化を積極的に受けとるものとするならば，そ

のシステムのなかに住民の 「すこしでも安く，すこしでも豊かな，すこしでも便利で安全な」小空間への要求をいかに充足せしめるかである。

住宅の品質向上，多様性の確保，コストダウン，大量供給の可能性を，一方ではこの都市化が，また量産化がわれわれに用意をしている時代の流れの

なかにみることである 。そのなかで公共賃貸住宅がそのリーダシップをとりうるのか，市販個人住宅がリーダシップをとりうるのか，その解答は一つ

に住宅の要求に答える住宅対策にかかっており，その一つは量産化・標準化のなかに ，いかに人間の個性・回復をはかりうるかにあろう 。

いずれにしても，資本・営利追求のエゴイズムが都市化と量産化への対応の前面にでている限り，その課題の解決はありえないことを肝にめいする必

要があるが・・・・・・ 0

・70年代の方向 2一一一住民主体の供給システムの創造

供給機構の再編のなかで住宅を，都市を上から押しつけるのではなく住民の声をいかにとりいれ，住民のカをいかにとりいれた供給システム・設計シ

ステムを構築しうるかは，住民自身が白からのすみ方はみずからで創りだし，住民の住宅問題を解決していくうえで，住宅管理の新しい方式をつくり

だしていくうえできわめて重要に課題とな っている 。70年代は住民が白から参加することによって住宅の新しい展望をきりひらくことにこそ活路があ

るからである。

. なによりも政策の重視を

住宅の問題は建築の問題以前に，なによりも政策の問題であり，社会対策の問題である。

量産化によって安い住宅がかりにつ くられたとしても，地価はその倍も 3倍も高勝しているであろう 。

民間自力建設の依存度が増せば増すほど，住民の声は供給のシステムから遠のくであろう 。

またマンシヨンは高嶺の花，せいぜい老朽木造アパートの一室にすむしかない現実は，もはや建築家や住宅家の手をはなれた政策の問題であろう 。

それゆえに，建築や住宅にたずさわるものがそれぞれセクシヨナリズムをすて，住民のなかに深く入ることによって，政策を合わせた総合的な対策に

のりだすならば， 70年の展望はわずかでもひらかれるだろうし，出発点はそこにしかない。

なによりも住宅問題の互いの解決が住宅にたずさわる多くの人の手によってもたらされることを信じて。
( 室崎 幹事〉
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ア ンケー ト中より，以下の 2 作を，ページ数

のIiil 告でかつあいいたしました。

65年度 Y 氏邸 坂倉準三建築研究所

67年度 K さんの家

担当編集幹ｾ Ｚ 太悶陵ｻ言 ，関 中恒子 ， 塚本正司

橋本健治. 三谷真喜子，室崎益郎

森 薫( 五十音順)
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戦 後 の 建 築 運 動 史

関 西 に お け る 2 5 年 の 歩 み

N  A  C 建 築 運 動 史 部 会
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6  

V  社会と建築のつながり - 1 -

V - 1  民族遺産の保存

民族遺産を守る乙とは ，ひとり建築家だけの関心事でtはないのはもち

ろんである。政治家も経済人も ，美術家も歴史家，郷土史家も ，およそ

日本文化を愛する人々のつねに心掛けなければならない問題である。し

かしながら ，それらの人々の善意や当事者の個人的な行動だけで・は守ら

れない乙とは，歴史がしめしている。やはり ，専門家も含めて多くの人々

の結集と巡勤，ならび. にその保存計画の科学的裏付けが必要であろう。

NAUOI 時代に ，法隆寺問題に関係 して，早くから民族遺産に関する

論争と集団としての行動を起していた ζ とは ，すでに第 I 章で簡単にふ

れたととろであるけれど，いまいちど，歴史的な運動として，その間の

事情を記録にとどめておきたい。

1949年 1月の法隆寺金堂焼失からはじまった民族遺産論争は， その

後 ，2 月 3 日iζ 「第一次法隆寺金堂災害調査団」が， i 日本文化を守る

会」が中心となり ，それに民主々義擁護同盟，日本民主々義文化連盟大

阪府協議会， N A U Oの諸団体に属する画家 ・歴史家 ・建築家 ・科学者

・批評家 ・学生ら約40名で編成されて調査されるほど発展した。乙の調

査に ，建築家 として，滝沢真弓 ，飯田精次郎ら 4 名が参加した。調査に

先立ち ，当時の参議員議員，谷口善太郎が新日本文学会会員として出席

し，国会で乙の法隆寺問題を追求するとあいさつされた。調査団は財政

班 ，工事班，建築班，美術斑の凹班lζ 分けて調査された。つづいて「第

二次法隆寺現状調査団」として，同年 8 月20B ，i 日本文化を守る会J ，

「民主々義科学者協会J ， N A U Oのメンバ- 8名が現地調査し ，9月

8 自に向調査報告を発表した( 資料V ー1怠照) 。そ乙では，法隆寺保存機

構と国宝保存法の欠点を指摘し ，当時の大岡実所長，浅野清技師追放に

反対し，有能な学者 ・技術者陣容で保存工事を整えるよう ，運動を訴え

ていた。

乙れと前後 して，9 月 3 日と 10月22日の 2 回にわたって，第 l 回法隆

寺講演会，第 2 団法隆寺講演会を行なっている。 i新資料による法隆寺

再建非再建の問題J (浅野清) ， i 法隆寺壁画の近代性J ( 望月信成) な

どのテ ーマで聴衆IC感銘を与えた。参加者は，第 l 回が94名，第 2 回が

62名で，上記参加団体会員のほか，天平会，史E止美術同好会のメンバー

がかなり参会されたもので，熱のもり上った講演会であった といえ る。

乙のように ，N A U Oとして，他の民主団体，美術団体とともに，民

族遺産を守る運動の第一号 として ，乙の法隆寺問題にとりくんだ乙 とは

記録されるべき活動として評価されてよかろう。

N A U本郎でも ，乙の法隆寺問題がとりあげられ ，1949年度ス ローガ

ンのひとつである「文化遺産を大衆の手で破緩からまもろう / J という

速動を展開した。その後，朝鮮戦争など通じて，日本の植民地化が大衆

の間で論議され，現実 lζ 社会的文化もそのような方向 IC進行するなかで，

民族遺産である日本の国宝が海外にもちだされる風潮が生じた。乙れに

対しても ，51年 6月 ，N A U本部総会では「 日本の国宝は日本人ととも

に」というスロ ーガンをだして，国宝を守る活動を示したのであった。

さらに ，くだって ，19ω 年代になると ，それまでとちがった民族遺産

の破墳と関わなければならない事態に突入していった。すなわち ， i都

市化J i地域開発」の波が既成都市といわず，段耕 ・丘陵地帯にもおよ

び， i高度成長」の影響をうけて，歴史上，かつてない速さ と規模をも

って ，国土は更改されはじめたのである。もちろん，住みよい環境をつ

くる乙とは ，建築家 ・技術者の任務である以上，国土の更改はさけえな

いけれど，それが無計画1<:: ，かつ資本の論理のおもむくままに無芳策に

なされるならば，その当然の結果として ，埋蔵古文化財，建造物その他

の貴重な民族遺産が破駿されてしまうととになる。乙う した事実は，

19ω 年代当初から ，各地域でおきてきた。関西では ，とくに ，平城京E止

が近鉄車庫建設計画で，難波宮E止が総合庁舎建設で，また奈良公闘が県

庁建設問題で具体的にあらわれた。

そ乙で ，N A C としては ， i都市問題J IC関心をもち ，国土の荒廃 lζ

反対し ，民族遺産を守る立場から ，乙れらの文化財，埋蔵物の集団地域

の保存方法 ・制度の確立を要望する とと もに ，さしずめ，当面の問題 と

して ，平城京E止の保全，難波宮l B l : の保全などにつき ，西山会員の提案に

よって，第 3回総会 ( 1962年11月23日) で討議 した。そして，乙の総会

の決議κ もとづき ， i平城京祉，磁波宮E止を守り，奈良公留の環境破壊

に反対する」声明( 資料1' - 2怠照〉を ，62年ロ月 1 日大阪府庁で新聞記者

会見で発表した。乙の乙とは，朝日新聞などでもとりあげられたが，さ

らに 12月の例会では ，とくに難波宮l B l : の問題などについて，考古学者，

関係者も含めて 「都市開発と民族遺産」というテ ーマで討論したり した

ものであった。

埋蔵文化財も含めて民族巡産をどう保存 してい くかは ，その都市化時

代には ，きわめてむつかしい問題である。 i 開発と破壊」という矛盾は

端的 IC乙の問題lζ 示されている。 N A Cが緩験し ，またあとでのべる労

住研での活動のなかで経験した( 西山古墳問題) 乙とは ，建築家 ・技術

者の単なる保存マスタ ープランだけでは，どう』ζ もならないという ζ と

であった。埋蔵文化財の等級づけと価値の問題，国の買上け ，財政上の

問題の裏付けができぬ聞は ，単なる 文化財保護法だけでは ，守りきれな

い。実はそれだけでも不充分なのである。地域の住民巡動と各種専門家

の結束と， 自治体，園へ働きかけが何より必要とされなければならない

であろう。さらに ，文化遺産の保存管理・修棄システムが確立せねばな

らない乙とには ，本当の民族遺産を守る道すじにはならないであろう乙

とを，強く痛感させられた。

さらに ，64年になると ，京都駅前1<:: i京部タワ ー」の建設の是非をめ

ぐって ，大きな論争がおきた。 131mにおよぶ京都タワーの建設につい

て，京都在住の文化人や，京都を愛する外国人らで，京都の美観を害す

るという乙とで工事反対の芦があがったが， かんじんの建築家の聞で

は， 京都在住の心ある建築家をのぞいては ，必ずしも当初は反対の声は

多数とはいえなかった。工作物という名目で・だされたタワ ー建設の確認

申請の事実を知りながら J パリには，エ ッフ ェル塔もあるではないか。

京都の エッフ エノレ塔だJ という建築学者の声におされがちでちともくをま

もる建築家もいた。そういうなかで，京都の文化人たちが反対の声をあ

げ，次第に心ある建築家も反対の窓見をだしはじめたわけだが，N A C  

としては，一方的な論調をそのままうのみにせずに ，京都で例会を開い

て充分討議した上で . 64年 8 月「京都タワーについての声明書J (資料、 -
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京都タワー反対の声明を集

録している 「古都の破簸ー

京都タワー反対の論点ー」

の 扉

京都を愛する会発行

3 i>照〉を関係各方面に発送し，当事者の反省をうながした。

乙のN A Cの声明容にもあるように. r正しい観光とは，決して安直

な塔上からの見物ではなく，観光者が古都の文化遺産に心からふれるこ

とであり ，と同時に 130 万現京都市民の生活を合理的にとけ乙ませる乙

と」である 。また京都市全域の開発と保存のマスタ ープランが確定され

たうえでの必然的な一部都心地区における高層化と. r京都タワ ー」と

はまったく異質な ものなのである。 r京都を愛する会」では「京都の破

壊一一京都タワー反対の論点一一」 という小冊子をつくって，各界文化

人の反対意見や声明をのせている 。

かつてN A U Kが「非戦災感謝記念、塔」反対声明をだして運動を成功

させたが，今回は，乙のように京都を愛する多くの文化人や心ある建築

家たちの反対にもかかわらず，結果的には，現実 lζ 京都駅前! と建ってし

まった。文化都市 ・京都にとって，それは本当 lζ 誇りなのであろうか。

観光資本に屈した姿の表現であり，古都の破壊につながる道程ではなか

ろうか。

V - 2  労住研，事務所連絡会，労福研

(1) 労働者住宅問題研究会 (労住研)

N A Cが設立された1960年どろ ，内外で労働者住宅に対する関心がた

かまっていた。戦後すでに15年を経ていたに もかかわらず，政府の住宅

11 : 対する無責任な政策は，庶民の住宅難をますます激しくしていた。ま

た. 1  L O= 国際労働機構では . 57年に「労働者住宅」を議題として取

りあげる乙とを決め . 61年の第45回総会 IL は勧告が採択される乙ととな

っていた。

乙うした事情を背景IC. N  A Cの内部11 : は，労働者住宅問題11: とり く

もうとする気還があったのである。たまたま . 61年 1月 IL 日本労働者住

宅協会 (労住協) 兵康県支部から，東加古川団地の建設企画の依頼がN

A C I1 : もち乙まれた。労往協というのは . 58年労働者自らが住宅建設を

行なうために ，労働金庫の資金援助のもとに設立され，すでに発足以来

3年同 IL. 全国各地で 1.870戸の住宅の建設が進められていた。兵庫労

住協でも ，すでに明石，豊岡，相生などに89戸を建設していたが. 61年

以降の建設地として. 18，450坪の土地を買収して. 6∞戸の住宅団地を

建設する計画がたてられ，すでにω年暮に第 l 回建設委員会がもたれて

いたのである。

1月28日，上村一，松井昭光，早川和男，三村浩史，蓮仏亨ら N A C

有志は，現地視察のあと相談して，労働者住宅の問題を系統的に追求す

るため. N A C の専門部の活動をさらに発展させた別途の組織をつく

り，そ乙で乙の問題K 取り組もうという 乙とになった。乙うして 2 月 l

日発足したのが労働者住宅問題研究会(労住研) である。労住研は . r労

働者の立場か ら，住宅な らびに都市建設に関する諸問題を研究し，働

く人たちのための都市，住宅の発展につくすを目的J (会則一資料 V - ，4

怠照) とし， 同じく会則でその 事業の第 1 IL .  r財団法人日本労働者住

宅協会の建設企画への協力，その調査研究ならびに計画立案」があ げら

れていた。そして，労住研は . N A Cの全面的な協力のもとに活動がす
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，. すめられた。

その後，作業は進められ. 5 月には レポー ト「加古川労働者住宅団地

第 1次建設計画案」として建設委員会に提出され，さらに 6月にかけて

第 2 次， 第 3 次7 スタープラ ンがえがかれていった。

乙の東加古川団地より少しおくれて， 2 月 lζ は，労住協京都府支部か

ら，城陽団地の企画がもち乙まれた。京都労住協でも . 59年度より建設

を進めていたが，久世郡城陽町11: 3 万坪の宅地造成を行なって 300戸の

住宅団地をつくる乙ととなり ，乙の企画が労往研にもち ζ まれたのであ

る。4 月には，京都府 ・市，城陽町，労組，労働金庫 lζ 学識経験者をま

じえて建設委員会が発足した。労住研には ，乙の乙ろになると以前のメ

ンバーに加えて，飯田精次郎，森脇久嘉，湯川利和などが参加していた。

8 月IL は，京都で合宿するなど，共同討議をつみかさねながら，マス

タープランをねりあげていった。乙の閣の特筆すべき乙とは，敷地内 lζ

発見された西山古墳の問題であった。 5 月の連休を利用して乙のあたり

の古墳を調査していた肩志社大学考古学研究室は ，城陽団地内 IL前方後

円墳 1基と円墳 n まを発見し，気づかないままとりとわされようとして

いる乙とを知って，さっそく西山古境保存対策委員会をつくって ，京都

労金に要望書を手渡した。その後，新聞に報道されるなど大きな話題と

なり ，いろいろな経過をへながら ，労金がうける損害を国家がどの程度

補償しうるかという問題に移っていった。労住研としても ，労金，対策

委員会を含めて，西山古墳に関する懇談会を開くなど，マスタープラン

にとの問題を盛り込む努力をしていった。すなわち ，マスタープラ ン原

案 ( 7 案〉の検討をへてつくられた第 l 次案では ，西山古墳を残し，そ

の周辺を緑地公園とする構想であったように ，文化財保存11 : 注意を払っ

た。その後， 乙の古墳は文部省の方で調査発掘という乙とになったの

で，やむなくその一部は宅地化せぜるをえなかった。労往研としては，

そのマスタ ープラン作成までが責任分担であったとはいえ ，工事中 IL西

山古墳がフツレドーザで破壊される事態にいたった乙とは，ま乙とに残念

な乙とである 。あら ためて，埋蔵文化財保護の管理システムがあいまい

であり，はっきりしていない現実を痛切にあじわわされたのであった。

乙うして，年末には. r城陽団地建段計画リポート 1962J としてまと

められた( 写真) 。その後，労住研は主要メンパーの移動などがあって，

しだい lζ 活動を停止してしまった。

労住研は，労住協の住宅団地の計画に参加する乙とによって，労働者

住宅運動のひとつの推進力となったといえよう。しかし ，労住協を中心

とした労働者住宅運動は， 住宅問題の解決を「持家獲得運動J IL解消

し，乙れまで・の政府の無責任な住宅政策を転換させるという基本的な運

動体としての問題よりも ，個人的，事業的な問題K 埋没してしまう傾向
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を生んだ。安くて住みよい公共賃貸住宅を大量に建設させるという，勤

労者の住宅問題の基本線IL メスを入れる ζ とにならなかった点は，労住

協の住宅迩勤の大きな限界であったのではなかろうか。

(2)  新建事務所連絡会

乙の新建事務所連絡会は ，N A U O時代からの会員で，従前から設計

事務所を経営していた会員や，独立して新らしく事務所を経営するにい

たった会員らでN A Cの誕生前後につくられはじめたものである。正式

に発足したのは， 1961年4 月である。この事務所連絡会には， 7 - 10事

務所が参加しているが，ときには俗称を「事務懇」と呼びあっている。

特別の会則もないが，お互いの設計事務所が協力しあって，企画，経営，

設計料，所員教育，設計体制，労働条件等々の問題について，事務所経

営者の立場から意見交換しあう会であり，かなりユニークな存在であ

る。当初は標準設計図面の資料配付，所員教育，中小企業協同化問題な

どについて討議した。また，あとでのべる労福研で ，協同設計など行な

ったり，あるいは，共同レクリェ ーシ ヨンとして，夏などに所員で見学

会などを行なっている。 ω年 8 月には，各事務所の所員60名が六甲山上

で一晩をたのしく過どしたり ，62年5 月には，香里団地と京都会館見学

と懇親の会を行なった りした。 N A Cの賛助会員として財政上で大きな

支えになった。

(3)  労働者福祉施設研究所 (労福研〉

1962年2 月，大阪労働福祉センターの企画依頼がN A CK もち乙まれ

た。乙の企画自身は途中で流れたが， さら に3月には ，尼崎市民共済住

宅の実施設計依頼があって，すでにのべたように労住研をつく って労働

者住宅の計画にタッチしてきた N A Cでは，さらに拡大して，労働者福

祉施設の計画，設計などを通じて，労働者福祉運動の一翼をになってい

乙うとする勤きが，事務所達絡会のメンバーを中心にで= てきた。乙れは

財団法人 「労働者福祉施役研究所 (労福研) J を設立しようとする動き

として発展していった。

労福研定款祭 ( 1962年 3 月30日付) IL よれば， I 乙の研究所は，労働

者の福祉問題ならび‘ に福祉施設の実状に関する調査研究を行ない，併せ

て施設の計画，設計を行ない，もっ てわが国労働者福祉運動の発展と学

術の振興に寄与する乙とを目的」としていた。 ζ れは，建築運動の課題

を具体的な福祉施設の建築設計と いう社会的なつながり のなかで，社会

的な責任をもっ常設的な組織( 労福研〉でうけとめ，さらに，労働者，

市民とむすひ・っきながら労働者福祉施設のありかたを深めていとうとす

るものであった。設立趣意書案 (資料V- 5重喜劇 もつくられた。そして，

飯間 ，上村，坂内幾男，能勢善樹，鍛治延男，東尾研一，松井，今西茂

雄， 田代正尚といったメンバーによって労福研準備理事会が構成され
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た。それぞれのメンバーの事務所が出資金をだし，常務理事を置いて，

3 月に労福研は事実上活動しだしたのである。

一方，労福研準備会は具体的に設計活動に取り組んでいった。基本設

計はメンバーの共同で行なわれ，実施設計はいずれかの事務所で実施さ

れた。大阪労働金庫本部仮事務所は ，6 月から設計され，8月 IL着工し

た。大阪労金堺支庖は， 8 月 IL設計着手された。

また，労福研設立準備もしだいにすすみ ，9 月15自には労福研創立総

会がおとなわれ， 10月には一級建築事務所の登録をして正式に発足する

ととになった。当初，財団法人とするべく ，弁護士にも相談し ，努力が

払われたが，類似団体があってとれは実現せず，任意団体として出発す

る乙とになったのである。

N A Cは，その綱領で， I建築を社会の発展とつながりのなかでただ

しくつかもう」とし，建築家 としての「社会とのつながり」の追求およ

び「国民の平和と幸福のための建築創造」の追求を大き な課題としてき

た。とくに ，労働者のための建築の設計を通じて労働者と連帯していく

乙とは ，乙うした課題を深める絶好の機会であった。労福研は，とのN

A Cの課題を，ただ単IL理論や議論だけに とどめず，具体的に実践化す

るものとして大きな意味をもつものであった。

また， N A Cのような建築運動組織自体が， I実施設計」といった金

銭のともなう現実的活動を直接行なうのは ，必ずしも適切ではない。し

たがって，乙うした設計活動を別組織とし ，さ らに結果的 IL は成功しな

かったとはいえ法人格をとろう とした努力は，建築運動の社会化という

面を発展させたものとして評価 しうるであろう。

さて，創立後も労福研は，尼崎市民共済住宅( 富松園地) の設計など

をつづ‘ けていったが，しだいに困難な問題につ きあたらぎるをえなかっ

た。運動の社会化は，逆にいえば，社会の矛盾に直接さらきれるととを

意味する。人件費など毎月の経常費をまかなうなど，財政上の問題をか

かえる乙とになった。乙れは，一方で労福研の目的である労働者福祉施

設に関する研究を深めるととを困難にし ，一方で出資事務所の負担をし

だいに重いものにしていった。 63年春どろには，労福研は実質上の活動

を停止せざるをえなかった。

建築運動の社会化は，乙とほどさように簡単なものではない。労福研

のうどき は，設計活動を通じて建築運動の社会化をはかるうえで意欲的

な活動であった とはいえ，当時の社会情勢を考えれば，それを持続的に

高めていく点で困難な課題であったかも知れない。今後とも建築運動の

社会化は追求しなければならないζ とはいうまでもないが，乙れまでの

教富I i を深く学びながら，自治体の民主化との関係なども含めて，創造的

な活動形態を追求していく乙 とが要求されよう。

分野を全く奪ってしまった。

去る 8 月20日，日本文化を守る会，民科，新J ] ; で同市二次法

隆寺調査団として 7名の調査員を派遣した 。

2. 大岡実所長，浅野清技師追放 IC至る内情
c. 浅野氏は当時塔，金堂の rlO分の l J 大復元模型を作

成中で模型を通じて氏の綿密な復元研究を更に確実なも

のとして創建当初の正しい文化遺物を把揮しようとして

いた。又浅野氏は未だ残された塔，金堂，基壇の研究等

を計画し ，そ の成果が注目されていたのである。然し今

やその計画は水泡 IC期しようとしている.

l  関査目的

法隆寺金堂焼失後の現状調査

1  金堂焼失後の法隆寺防火対策の進行状況と今年度予算の

使途

2  大岡実所長，浅野清技師，追放 1: 至る内

3  大岡，浅野両氏無き工事状況

4  法隆寺保存機構と国宝保存法の欠点

2. 関査担E況

1. 金堂焼失後の法隆寺防火対策の進行技況と今年度予算の

使途( 具体的な数字は省略〉

金堂焼失竃後，防火対策費として，国家より 500万円支

出され此れを以って避雷針，消火栓，ポンプ，火災警報

器が峨完全に獲備され，更に夜警と交番和lでニ名置く様

になった。今年度予算30∞万円 は，今年度場，金堂工事

11 : . 必要な材料費，人件費等を十分に補し得る械である。

尚人件費中 ，保存会議費が多額を占めている。注目すべ

き点は従来研究の為 11 : . 再建工事以外の宛姻，関笠等の為

11 : . 多くの回数を徒労 IC貧し ，余分な fl 用をもEったとする

乾所長の言は. 法隆寺側の買弁的な雷であり，明らかに

前所長大岡実氏，技官議野清等の科学的良心的調査を非

a. 浅野氏陣物館転径の為昨年11月法隆寺国宝保存工事事

務所内の機構が変更され所長大岡実。博物館技官兼法隆

寺主任技師浅野清. 持務主任古西武彦となり従来浅野氏

が庶務主任を兼ねていたのが分経した 。

b. 去る7 月 9 日大関. 浅野， 古西三氏は電気座布団メー

カー井上渉氏と共 11 : . 電気座布団失火として起訴された。

乙れにより大岡，浅野両氏は法隆寺及博物館より追放さ

れたが，庶; f B 主任古西氏は猶現職の位法隆寺 11: . 止まり金

堂主任の重職にある。

c. 浅野氏在職中，古西氏等は浅野氏の研究を主体とする

良心的な復興工事 11:. 不満を もち「工事をおくらす E と

は，研究の為であり，金堂焼失の間接の彫響を与えた o J  

とゅう見地より寺側，寺大工，奈良博物館のある人達と

結ひ' ついていた。

d. 寺大工は聖霊院修理の時，浅野氏等によってその非組

織的である為除外された怨をもっていた。

3. 大岡，! t 野両氏無き工事状況

a. 両氏起訴後法隆寺工事事務所長代理兼技師長として乾

氏が捕された。

b.  1 : . の為両氏は法隆寺と全く無関係になり，反大同，浅

野派としての乾，古西氏の存在は大岡，浅野両氏の研究

d. 先づ金堂主任古西氏は f 研究の為 11:.多 くの時間をさく

事は許されない。一日も早く工事以前の姿 lζ 再建する

が我々の任務であり ，復元とか研究とかはとの次であ

る。」とゅう織な寺の代弁的言葉を我々に与えた。

e. 先程乾所長が塔婆，空洞 IC関し次の械な鋭を発表した。

「塔の空洞は塔建立の折心柱を掘立にして施工し後 11:.引

上1;1' た為 11 : . 出来たもので心柱下部腐敗の為ではない。 」

と，しかし同塔主任杢氏は( 氏は浅野氏の実質的後継者

であろう。〉実測の結果や技術的な研究よりその鋭を否

定しており，我々の調査聞に与えた昨しい説明よりみて

も，杢氏の鋭に賛同出来るのである。 ζ れに就いて浅野

氏は f 乾鋭 ICは何としても解せぬ点が多いが，尚研究す

べき点もある。」と深長な態度で話した。と E ろが，乾

氏は ζ の問題の空洞を砂でうめてしまい心桂起工式を急

いでいるのは何かの意図あるものとせねばならない。

〔己の事は 8 月22日， 23日11: . 聞かれた保存協蟻会で問題
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になり再び砂を取除き調査する事には 勺た〕

f . 己の機 IC大岡，浅野両氏を失った法隆寺は時代錯zt 約

な工事担当者によって多くの質量G 発見可能の分野を矢

ひつつある事は見逃す事は出来ない。

g  法隆寺の{ 阜大なる研究成果を銭したE長野p背氏 Iこ討し，

その生活の保臣Eすら与えていない。

4. 法峰寺保存機構と国宝保仔法の欠点

a. 保持機構は複雑であってしかもお径の所在が明らかで

ないが，文部次官が放置Eの貨任者である可目立略明ら かに

されている。

b. 法隆寺は工事中そのも屯理備が文部省に移 されてい ると

は雷へ永続的 IC寺の弘有物である限ワ管長の絶対継があ

る。

ｃ Ｎ 塔心礎中にある 舎 利容駕及び潟ｾ ［官Ｈｪ ｬｩｩ 績は思連立年代

を知る有力な資料であるのに菅長の抽1限で信仰の対祢と

して発掘し発表する事が出来広い。金堂内部1の代蔵も 亦

問機である。

d  法隆寺保仔協議会の〆ンパーは主として寺仰に立つ老

学者のいねむり場とされ ，去る 7 月の保存協議会に妥

として加った村田治郎同士の進歩的な窓見は管長や多数

学者と対立すると ζ ろとなり . 8 月22. 23両日の会道以

降 IC出席する事を文部省より然ぜられた。

e  目下の国宝保存訟によれば寺の弘有績を絶対観し且，

凶議会の学者グループは非民主的な方法で選任される欠

点を持つ。且国宝をやたらに多 く作る 狩笹もみとめら

れる。

f  国宝は国民の宝ではなく国家の宝であるとゅう 見解を

強くする。

国宝保存会

文部大臣→文部次官以下文部事窃局

I  11 

法 主 寺 襲 撃 隷 喜 く 話 器 主 主 存 工 事 々 獅

盛 徳 太 子 園 占 保 存 協 議 会

奉 賃 金 法 隆 寺 壁 画 保 存 調 査 会

3. 結 路

a  法隆寺田安保存工事々務所は単なる現傷事務所の如き 恨

を有ｌＮＮ Ｎ 研究費 ｾ ｬ 銭も出されず刻旦今日迄の研究成果を

あげ得た事は過去浅野清氏始め大問実. 服部勝吉，大関

太郎，岸熊吉，大瀧正雄主事の路氏の功績の大きさを知る の

であるが，今日の最も盛袈な仕上工事期lζ 大間，館野両氏

を失ひ，乾，小西等の寺{ 削の代弁者が工' J i に当る・ji は占星だ

遺憾である。

b. 悶宝保存法は国民の3 i としての国宝保存法として速やか

IC改正し寺の弘有物化を排除して且民主的な選び方で良心

的科学的な学者による法降寺保存協議会をもたね ばなら ι

も、。

C . 一事L事の信仰の為に補修工事を行J 、ι1. は，ポI I 宮に明ら

かに反するし，国宝の何物かを知らぬやり 方である。かか

る為の工事であるならば，工事々星野所の現況とも併せ考え

て直ちに工事を中止する方がよい。

d. 我々潟傘聞は次のIJ i を政府関係当局 {ζ 要求し，広〈実情

を全国民 IC訴える。

L  優秀な国宝は人民の名に於て国家管理と する 事

2. 国宝保存法を改正し国宝保存会議委員を各専門学者の

中から民主的に選出し ，且法隆寺陵情を改正する事

3. 法隆寺国安保存工事々訪所内の技術陣を刷新し有能巳

学者技術者陣容を鉱大し整える

4.  功績の多かった大岡 ，践野両氏を起訴したり起貯とゆ

うのみで追放したりする事は反対であ り失火武任の所

在を技術置のみになすりつける事に反対す る。

一以上ー

1949年 9 月 8 日

法随寺現状調査団

日本文化を守る会

民主々義科学者協会 ( 建綬銭術部会)

新日本建築家集団大疲支部

資料 V - 2 川 l川 川 川' " 山 村 山 川 川 l川 川 川

平城京E止，難波宮E止を守り，奈良公園の環境破

壊に反対する

近年のわが国経済の急法な成長に対応して，都市の発展，地

域開宛は急速にすすみ，国土は歴史上か勺てない述書と綾伎を

もって更改されつつある。それは ，古い国土の近代的な改造を

もたらしているが，その当然の結果として古文化財〈埋蔵及び

建造物その他の〉とそれに必裂な環境の更改，磁l曹をともな勺

ている。一つの国土を改造しながら，すみよい場所としてっく

りかえていくという己とがわれわれの任星野である以上，乙の乙

とはさけ 雌いが，もし無方策 ICI:' れにたち向うならば，民族と

人Z買にとってかけがえのない貴重な遺産を乙の世紀に急速に 消

盗してし まうと いう結果になりかねない。

ζ うした事実は ，現在平減京祉( 近鉄車庫建築問題} 健技宮

( 主主合庁舎建築問題) また奈良公国における県庁建設問題など
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によ勺て具体的にあるわれている。

乙のような事態は ，過去の遺肢の質重な価値および乙れと

和のある国土の近代化の問題について，深い熱窓と関心をもっ

建築家 ICと勺 て亜大な問題を槌起し ，しばしば当事者を甚しい

ディレンマにおいやっている。しかし ζ の問題法 ，建築家個人

の良 l: ' l や行動 ICよって解決されるものではない。

ζ の際とりあげられるべき 問題は多岐にわた勺ているが，そ

のーっと して ，厳も質量な第一級の文化財は人鎖の宝として完

全な保存をする乙と一一 ζ の際保存とは ，そのままのこす乙と

のみを怠味するのではなく，広汎な地域環I茸の変化に対応して

談極的にその環t置をもふくめて，維持，締修 ，再処あるいは近

代生活 Iこ有用な施設，空間として地形活用する己とをゆくむと

鮮さ るべきである一一ーを国民の課長量として舵認する ζ と，第一

級 lこつぐ文化財については ，それぞれのランキングにしたがっ

て適当な段階的な保存，改造の処自立を講ぜられるべきである。

文化財の真価，埋蔵物をも ふ、めてその集団地以と存続方法

の磁i B. . 等級づけなどに対しては，広く歴史学者，考古学者 ，

建築家そ の他専門家の協力 IC もとずき ，積極的 ι 開発の未来像

をきずきつつ ，国民的な顕彰活動をすすめ，その保存のために

は法的その他各種の制度の硲立が必裂とされよう。

己れらの広汎な処訟が直ちにとられるようわれわれは提言す

るが. さしあたり当面の問題として次の点についてつよく要請

したい。

1  平城京社の保全( さらに広い地域にわたって ，国による地

織の買上げ，槽物館地減をふくめた公聞化)

2  錐雄官枇の保全( 合同庁; 守のl J l 築の中止 同上の処位}

わが国土の色、i車な都市化 IC対応し，現在の大都 市周辺は b

とより，多くの地駿で平坦部は殆ど ｆｾ 密な都市化にさらさ

れており ，玉三 阻緑地の艦保がきわめて不充分な現在，第一

級の保存地域は E れをすべてとりあえず緑地公聞とし ，著

しい現状変革を防止する乙とはきわめて有効 f.i. 対策であ

る。さらに時間をかけて ，積極的な地犠利用の方法が考え

られてよい。

3. 奈良県庁合の現在の建設剖阿を中止すること

立地をかえる ζ と，それが不可能な場合は股計に再般討を

加える乙と ，後者のt晶合己の磁のl . l ! 築は原則的に公開鋭校

と公開討治会によって ，国民の支持のもとに進めもれるよ

うな方法を磁立すべきである。

以上，新建築家集団第 3 回総会の決認に基き声明する。

1962年 12月 l 日

新i皇築家集団( ト; ACl

資料 V - 3.川 "11111' 11111111111' 1'

京都タワーについての声明書

私たち2再建築家集団は ，京都例会( 19臼年 8 月 l 日) におけ

る決議lζ もとづき ，京都タワー問題 IC関して ，次の諸点につい

て抗緩いたします。

1. 全人類の文化遺産都市，京総の駅頭に「京部J のイメーク

をはなはだしく t買う塔の建: : l t は容mできません。

2. 正しい観光とは ，決して安直な培上からの見物ではなく，

観光者が古都の文化遺産 IC心か らふれることであり ，と 同

時 IC 130 万現京都市民の生活を合羽的にとけ ζ ませる ζ と

であります。京都市金駿にわたる開発と保存のマスタ ープ

ランが確定されたうえでの必然的な一部都心地区における

高値化と ｉ 京邸タワー」とはまったく ｊｾ Ｇｦｩ なものでありま

す。

3  さらに . 1 日30 万人 IC述する京却駅前北側の現在交活

IC ，搭乗降客を加える乙とは ，京邸駅前の交通を窒，C ! . 、させ

ることになり ，都市計画iが， ICみて ，無定見の- : - 吾lζ っきる

ものであります。

4  京却には「文化財の愛護」のための市民意ながあります。

にもかかわらず. c のような犠建設 IC際して，市民には何

ら検討の機会が与えられず，市民の戸は完全に無観されま

した。遺憾である といわざるを得ません。

以上の: # 点について ，賞下においてすみやかに善処されるよ

うのぞみま す。

19臼年 8 月

新l J l 築家集団( ト; AC)

資料 V - 4.11川 川l川

労働者住宅問題研究会 ( 労住研) 会則

1  名 祢 本会を労働省住宅問題研究会( 略称 . 労佳研)

と称する。

英文としては Inst i t ul e of  Workers'  

Hous i ng Pr obl em (I WH  P ) とする 。

2.  事 務 所 事務所を京都市中京区烏丸二条上ル京都建築事

務所( ! I t 京都@お81) 内におく。

3  目 的 労働苫の立場から ，住宅ならびに郷市lJl :l'l: IC関

する諸問題を研究し ，働く人々のための都市，

住宅の発展につくすを目的とする。

4  事 業 上の目的をi J ! 成するため ， つぎの事業を行な

つ。

1) 財団法人円本労働者住宅協会の建設企画へ

の協力 ，その調査研究ならびに計画立案

2)  公共団体，その他の依頼による研究はらぴ

IC計画立案

3)  研究成果の発表

4)  その他必要な事業

5  会 員 原則として，新建築家集団会員の資格を有する

者で ，本会の目的 ，事業Iζ 協力する苫を会員と

する。

6  役 員 本会には，つぎの役員をお く。

会長 l 名 事猫局長 l 名

幹 事 若 干 名 監 査 l 名

副長は会主蓄を総括する。 τ，i .mr. J 良は会長をたす

け，一切の事務的処理を行なう。

7.  役 員 会 月 l 回文は必要 IC 応じて聞き，会の返営 lζ 当

る。

8. 総 会 年 l 回開き ，役員を選挙する。

9. 会 計 本会の経費は研究依託費. 1 : t 附金，その他の収

入でまかなう。

付 買" ι の会則は 1961年 2 月 1 日より発効する.

( 註} 数カ月後{ こ. 5. 会員の条文 !i r本会の目的，事業 IC協

カする者で，役員会の承認したものを会員とする J IC変

更し ，また 9. 会計 IC r会費 J を追補し. r  10. 会費

年額 600 円 J を追加した。

資料 V ー か'"

労働者領祉施設研究所設立趣意書 ( 案)

世界のうどきはますますはげしいテンポで発展し，科学技術

の進歩はとくに綬近目をみはるものがあります。こういうめざ

ましい発展を人鎖全体の宰領のためにふりむけることにすべて

の力をあわせたいものです。

日本でも「戦前 j の繊細は全く忘れ去られるほどに産業の伸

長をみております。しかし ，国民生活はまだまだ欧本のそれと

比較してはるかにほい水単にあります。国民生活を l向上させる

ためにはとくに組織された労働者，市民が先頭 !C立たなければ

なりません。

消費組合や生活協同組合などわが国における労働者 ，住民の

福祉をまもる速動はきわめて古い歴史をもってはおりますが，

諸外国とくに北欧清国のような盛大な速動とはまだまだ迫〈踊

った感があります。とくに住宅 ，病院，託児所などの諸施設に

ついて，労働者，市民のあいだに非常に切実な要求がありなが

ら自らの予で組織して諸施段を悩保する力にまで結集する己と

がなく見すごされてまいりました。

しかし，たとえば厚生年金等各種のi UlC b とずく住宅 ，集会

JCJ . 病院述泣のように ，ょうやく労働者 ，市民団体の中 IC 自ら

の手で諸施設を辿段しようといううどきが顕著になってまいり

ました。一方処設技術者の問からも ｅ のう ごき ｉ｣ｾＢｩｩｾ されて，

建設に協 JJ する組織的な体制がのぞまれるようになっており ま

す。

乙のように労働苫，市民が一つ一つは極めて微力であって b

ひろく結集して大きな建設事業をすすめる条例が現: M的になっ

てまい りま した ので ，各離の社会福祉施設の建設 !C協JJ すると

同時に ，ひろく筒外国の経験にまなぴ，諸1I ! ! : I t のあ" Jj につい

て，技術的な面か ら労働者，市民大衆 IC提案してい くセンタ ー

として「労働者福祉擁設研究所J を設立する次第です。

われわれは戦前から由民主的な建築運動をうけついだ新l J l 盟主

家集団の運動を ，現段階の労働者福祉をまも り向上させる運動

lζ 深〈結びつけ，有識者 ，技術者a が労働者 ，市民火殺の生活向

上，福利増巡のために研究し，活動す るセンタ にしたいと思

います。

以上の趣旨を御型鮮の上「労働者福祉施設研究所」の役立の

ために食合の御指君事，包! 援助を仰ぎたいと思います。

1962年 7 月

労働者稿祉施設研究所

発起人ー

d・.  



これからのテント構造

写真一 1 アメリカ館の夜景と内部

101 構 造 部 門

磯 野 義 人

1. 空気およびキャンパスによる建築 の 出

現

今回の万国博の会場! C : ，私達は多量の空気と

そして多量のキャンパスを持ち込んだ。

む空気によって支持されるキャンパスの構造

は， i 空気構造」または「空気膜構造」とも呼

ばれ，建築の歴史の中で，おそらく最も新しい

位置を占めているであろう。

もう一つの，空気によって支持されていない

ほうのキャンバス構造は ， i吊り屋根構造」の

流れを汲み ，近代の建築の仲間として見ら れる

よう 1C: : なったのは ，空気膜構造より多少は早い

ようではあるが，その源は古く有史以前! C : i朔る

ことができょう。

前回の モントリオール万国博においては，西

ドイ、ノ; 館の吊り屋根型のテント構造が，そのス

ケーノレの大きさと ，ダイナミックな曲線ゆえ K ，

世の注目を大きく浴びたものであるが，今回の

万国博 lζ おいては ，空気支持による テント 構造

がその全盛をきわめた感がある 。アメリカ館

(写真一1 ) ，富士グルーフ。館( 写真一 2) ，三

井クループ館モ ニュ メン ト， そしてお祭り広場

大屋根と ，大小合わせて，独立し た構造体だけ

でも十指を超える。

テント燐造の概要と，それがスイス博からモ

ントリオール万国博へ発展してきた足どりを筆

者によって手短かに まとめたものが本誌1967年

5 月号に掲£践されているが，それから i 年半を

経た今日 ，多くの建築家の方々および技術者の

ど指導ど協力をいただいての ，乙の発展の早さ

iζ は，われながら全く驚いている次第である。
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写真一 2 富士グループ館

写真一 3 自動車工業館

2. 万国博におけるテント構造

では ζ 乙で，今回の万国博に見 られた内外のテント構造のいくつか

を，その構造のおもしろさとと もに眺めてみる乙とにする。

表- 1 空気膜構造によるテント構造

キャンパスを主材料としたもの

構 造 物 名 称 大 き さ お も し ろ さ

ア メ カ 館 9. 5
1

∞d  世造界( 最写大真

の一重膜空気構 |

- 1  )  

富 士 グ ル ー プ 館 2. α) ( ) nf  

世界最大の二重膜空気構

造 ( 写真一 2)  

ニ 井 グ ル ー プ 館

高さ 50 mの塔
世界最主客高の空気で支えら

モ ニ ュ メ ン ト れたロ

m ヵ 館 別 館 必Onf
膜族構聞造に負圧を用いた空気

アメリカン ・パーク館

3  

地球を描いた美しい表面直径2 3 mのz球

案 内 所 ド ー ム 直径 9 mの球

真珠を息わせるような球

面の輝き

直径30m. 2 0 m 

朝夕 iζ ，朝顔のどとく関

マッシュ ・ノマJ レー ン 1 5 m 

のキノコ

閉する巨大なキノ コ群

ゴムを主材料とした もの

リ コ ー 館 |直径2 0 mの球 | 空 問 ぶ 大 気 球

プラスチック ・フィノレムを主体としたもの

お 祭 り 広 場

大 屋 根

ロ7. 600nf 243個

のユニットより

構成

直径30mの半球

鋭

世界最大のプラスチック

. フィルムによる空気膜

構造

世界最大の空気でふくら

まされた銑

ペ プ シ コ ー ラ 館
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表 - 2 吊り屋根犠造によるテント権逢

キャンパスを主材料と したもの

構 造 物 名 称 大きｾ I  お も し ろ さ

」 ワイヤー ・ロープ線およ

自 動 車 工 業 館 1. 3∞田 び膜面縫合線の織 く幾何

1. ぷ)()nf 学 模 様 ( 写真- 3)  

268 個の H P ユニ ットの

電 気 透 信 館 3.8∞nf 播 く，生物の皮膜を息わ

l  せるやわらかさ

サ プ ゲ ー ト 大 屋 根 計 10. ooonf 町屋根の基手形態をと

4 棟 らえたダイナ、ックなデ

ザイン

モ ノ レ ー ノレ 駅 舎 計 4. ooonf I 高張力のワイヤー トラス

7 コ 7 駅 | は る 吊 り 屋 根

屋根吊り上げ部が中空に

ダイダラザョウJ レス駅舎 3. α) ( ) nf  浮いているダイナミック

なテント

エ キ ス ポ ラ ン ド 凹凸曲四の連続する花園

ス ナ ッ ク 屋 根 3. α) ( ) nf  ，ζ 入ったような明るい内

部空間

キ ポ

凹凸曲聞の連続する海の

エ 〈ヱ 弓Y ソノ トγ  3. 0∞nf 底を恩わせるよ うな背く

遊 技 場 屋 根 深い内部空間

電 気 自 動 車 充 電 所 2. 1∞d  遠P 曲山面ののごおともく つしらろなさ るH

.  

3. 建 物 の 屋 根 の 重 さ の 歴 史 的 変 遷

建築の流れの中で， 実は乙の テン ト構造が，偶然とめ らわれてきたも

のでない 乙との証しに，ノレネ ・サノレジ ェによ って調べられた次の図を掲

げることができょう。 (図ー 1)

アッシ リアの石造建築から ローマおよびゴシック 建築を経て現在に至

る過程で，建物の屋根の重さが4 トンInf から約 0. 2 トン /nf へと ，急激

に低下し ，近代の建築の方向が結果とはいえ，いかに軽量化を目 指して

いるかがよく解る。

l レネ ・サJ レジェは， この屋根の重さが0. 1 トン / nf を割る時を，構造の

革命と呼んでいる。

乙の意味で約 10.000ぱ の大空間を覆うアメリカ館屋根は ，設計風速

ωml秒，設計積雪約 20c田でありながら ，わずか65 トンの屋根総重量で

あり，単位面積あたり 6. 5kg/nf の数値は一瞥に値する。

富士クツレープ館のそれは，かなりの壁面を構造体の中に含むのと，高

圧のビーム状柱よ り成るための理由から ，屋根自重はかなり大きく，単

位当り 32kg/nf と，空気膜構造では， とれからのものも含め，最大の屋

根単位面積当りの自重を持つものに属する。

空気膜構造lとおいては，自重のほ とんどが " 0" に近い空気を圧縮材

lζ 用い，繊維を完全な引張材として長大般の利用をしているから，乙の

ような軽い構造が実現するのにほかならない。全く当然の乙とながら ，

乙のような大スパンは ，材料の面からみれば細くて強靭な繊維を作る技

術のむつかしさゆえ，長い間実現しなかった ともいえる。

図- 1 各世紀における屋根自置の変遷
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石井一夫 ・安宅信行箸「建築膜構造の設計 j 工業調査会 1969. 1. 5 発行よ句室内競伎渇断面図 ( ミュンヘン市)図 i
4. 巨大スパンの夢

クモの糸は ，EI然界 lζ 存在する繊維の

うちで，かなり 'n張りに強い物性を示す。

クモの単糸の直径は3. 4- 6. 8 ミクロンで

あり ，その重さが比重 1. 1とわす、かな事を

考えると . 引張り強さ /重 さの比は，とて

つもなく大きいものと思われる 。強さ/

重さの比を . 比強度という呼びかたをし

ている。との比強度に焦点、を合わせて .

代表的な建築材料と繊維を比べてみたの

が図- 2である 。クモの糸は自身で27km

の長さまで支える乙とが可能である 。

図 .- 2  各種材料の比強度
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85，∞Orrf にのぼる大テントの建設が，今，西ドイツのミュンへン市で

進められている 。基礎工事はほとんど終り，高さ約90mの鋼柱もすでに

立てられ ，現在，ワイヤー工事のための仮設デッ キが虹の橋のごとく ，

中空高くそびえている 。 (写真一 4 および図- 4)

いくつもの競技場をまたいで張られる乙の テン卜構造は，まったく世

界ーの名 lζ 恥ない。しかし ，もう ， そとに はキャンパスは使用されな

い。1967年のモントリオーノレ万国博か ら5 年自の 1972年の ，乙のミュン

ヘン ・オリンピック主競技場を担うテントには ，プラスチックの剛い薄

肢が ，代って登場する。透明アクリノレ ・グラス厚さ約 4 ミリである。

3 mX 3 mのユニッ トのものが，ワイ ヤー・ネ ッ トの上でl順次組み上げ

られ ，止め金具によって，ワイヤーに取りつけ られる。

1964年のスイス博で，テント構造が近代の建築の一分野として，はな

ばなしくクローズ ・アップされてか ら，乙乙数年の聞にたくましくも成

長 し，う っかりする とわれわれテント 屋のそばを駆け去り ，建築工学の

中でさらにもう一歩進んだ重要な新しい位置を占めるに違いないような

気がする。

まったく 10年一昔の感 IL たえない。目まぐるしく移り変る乙の社会に

あって ，巨大架構の必要性が増大する一方，建築物の使命 も年々 とその

期待年数を減少しつつある今日，乙れ らテン 卜構造の必要性は，もっと

もっと増すK 違いない 。そ して，従来の伝統的な方法K 基づいたテン ト

構造とはまた別な，新しい機能を持ったテント構造が生まれてくる もの

と恩われる 。

月での宇宙基地，人工衛星，大気圏再突入グライダー，海』ζ 浮かぶコ

ンテナ ー， そして砂漠のなかの緑の園 ，人工環境制御された巨大な街等

. ー。テント構造の仲間は大きく拡がってし、く。

ナイロン ・テトロン ・ビニロン繊維，ガラス繊維のみな らず，炭素繊

維そしてステンレス繊維等 ，耐熱材料によるテン卜構造の試みもすでに

初められ，未来はすでに始まっている。

合成繊維のみならず，金属繊維そして，プラスチック! 民面の縫製接着

加工および施工が，われわれテント屋の分野に入るのもそう遠い日の乙

とではないような気がする 。

石井一夫，安宅信行者f r建築. 阪構造の役計」工業

調査会 ，1969. ) .  5 発行より 写真- 4 室内綬妓場 ( ミュ ンヘン市〉

いにしえ ，石や土を焼いて建物を作っていた時代( 今でもあるが) は ，

建築材料をほとんど圧縮材として利用していた 。

金属が発見され ，それが建築の主材料となるに及んで ，圧縮材のほか

に曲げ材としての利用が行なわれるようになるに至った。

近代になって，金属の一部は ロー プの形で，純粋な引張材として用い

られるようになり ，それらを主メンバーとしての巨大架橋の試みが，吊

り橋および吊り屋根として実現されるに及んだ。

図- 3 は，いくつかの単繊維の直径と引張強さとの関係を示す。物質

がだんだんと細く糸状に作られるに及んで，その強さは断面直径に逆比

例して急激に増す。乙れは金属にもあてはまる 。物質が圧縮材や曲げ材

としてより も，引張材として用いるととの効用性は，乙の事からもうな

ずける。アメリカ館に用いられたガラス繊維は，直径 3 ミクロンであ

り，現在生産されているガラス繊維のなかで最細のものである 。したが

って ，引張強さは抜群で，優れた材料性を示す。

図- 3 繊維直径とガラスせんい引渡り強さの関係
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( いそのよしと

r ST R U C T U R E S， F O R M A N D  MO V E ME N TJ  

R E I NH OL D  P UB L I S HI NG C OR P OR A T I ON， 1966 発行より

5. プラスチック膜から金属膜へ

テント様造の未来テント矯造の未来は ，すでに始まっている

.  
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すなわち 71年は、 70i ! 三代のオリエンテーション

を決める具体化の年である。

万陣の跡地11日発の計画も、 70年 代の日本91J!.誌 の

正しい開発の理念にのっとった上で、着実に大

きく進展しなければならない。

新 会 回 総 令11月発計画の土地利用形態表およびJ也

惜別主要指標対全国比に見るごとく、昭和4 0年

のl時点でとくにすぐれて社会資本のストッ 7 お

よび工業出荷額の著しい格差、人口の集 中等 が

あリ、 中央J世帯f 長さ 1000k m、幅 わずか平均30k m

の中に見られている。現在の状況は、ますます

その傾向が増大しつつあると考えられている 。

これにしたがって、各方面から提唱されている

日本列島のいままでの姿は、有f状拠点大規模開

発であったが、列島を償断する開発の系が考え

られなければならなし叶1寺がきた。

すなわちこれは、近畿圏でいうならば、日本織

から太平洋に通ずる、 二 府四県の一体化したマ

スタープランが、考えられなければならない。

すなわち、真の意味での生活社会開発における、

人間性に則った健康的主国土利用計画が、行な

われなければならないと考えられる 。 とくに、

近畿圏では、瀬戸内海地域開発につながる南日

本の発展は、瀬戸内海を、流通の系として、 一

体化した大規模な可能性を、約束されている 。

それに対処するためにも近畿圏の開発がいそが

れてやまない。

さて、そのような背景のもとで大阪市を中心と

した大阪地方は、すべての商で新しい都市的展

開と変化が見られる。その中の人口問題にして

も、大阪府が11月16 日に国勢調査の集計概況を

発表し、 35年から 4 0年にかけて人口 mは寝屋川、

地帯別主要指標対全国比

門真岡市をト y プに高槻・茨 木 ・吹田など北河内、

北: m方面が中心であったが、 4 0年を契機に問条

畷・交野 ・大 東 . t J 閉林・松原 ・羽曳野といった作

市が大幅な flt ぴを見せた。 すなわち、府の人口

は有国リでいままでの北部の仰びを東部が大き

く追越したことをあらわしている。

このような傾向は都心における人却の住宅に対

する考え方をよくあらわしていると同時に、大

阪府の都市 Ｈ ｉ ｬ ｴ ｩＧｬｩ ［立が者 Ｑ Ｑｭ 中心 ＨｉＨｊｦ ｩｙｾ［Ｑｩノマターンか

ら環状的機能 (1け品泣パターンに変化しつつある

と考えられる 。 この事尖は、また、近畿 一府匹l

県の大阪府にわIするイメージを変化させるもの

であるし、発展的段階の 一過程である 。

具体的には、南大阪臨海工業地帯干と北大阪千里

ニュータウンと泉北ニュータウン、北と南とを

結 ｊｴ 中央 環状線の ｾｾ ｉ 床、者 ｉ ｉ 心 を結，， ＩＺＱ 千 放射幹線

第 4 章 建 設 プ ロ グ ラ ム

4 - 3 - 1  周辺開発状況

日本万国博 が閉会して、早や 3 カ月が経過しつつ

あり、あの熱狂的な i典型干 から新しい年を迎えるに

あたって、冷静に 21世紀の日本をいろいろな立

実勢力‘ ら考トえなおさなければならない。

総J l I¥府から広〈、建築家を含む学識経験者に誇

閉されている、 21世紀の日本列島に対する未来

像等、昭和60年、新全国総合|井l発計画を、いよ

いよ具体化す るため、名 l品l係 官庁を 中心 とした

活発な lli7) きがうかがわれる 。

道路の質的変化等、数かぎりない都市的構造変

革と改革が行なわなければならむいし、行主わ

れつつあるのが大阪府の現状である 。 そこで、

前章で述べた i凶り、私達は中央環状鉄道と中央

環状道路が持っている機能が大阪府の都市的構

ili 耳目念上どうしても必要な系であ 1) 、大阪府の

都市 iit りにおける大きな要素をしめると考え抜

笑 し た が、こ こで再度確 認してやまない。 すな

わち、中央環状鉄道および中央環状道路の方向

性 は湾上都市 と本州、匹l国架紙およひ静岡際空港、

中間縦貫道路、山陽新幹線、東名・名阪口速道

路等、あらゆる情報、流通の可能性をひめて日

本列島 の来と南を結ぶ関節とし ての役者IJ IJ 大 き

いと考えられる 。 また、大阪都心 に対する都市

公害の緩和ならひ酬に都市経済効率の向上に大き

く貢献するものと考えられる 。 また、このよう

な都市構造的背景での南大阪の土地利用計画と

北 の万国博 覧会跡地開発利用計画は急務と考え

られる 。

図 4 - 3 - 1 日本列島の土地利用形態

(Al  

( 単位 ・%)

指 標

北東地中帯 中央地帯 西南地帯

( 1  )  ( 2 )  (  3  )  

( 全国= 100 )  

総 面 積( 昭和40年) 53 .8  31 . 1  15 . 1  

人 ロ( 昭和40年) 24 .0  63. 4 12. 6 

国 畑( 昭和40年) 46 .7 37 . 1  16. 2 

宅 地( 昭和40年) 28 . 1  59. 2 12 .8  

キヰ 地( 昭和41年) 56 .1 28. 7 15 .2  

農業組生産額(昭和40年) 37 .7  44 .8  17. 5 

工 業 出 荷(昭和40年) 11.5  83 .6  4.9 

標高o m- 200mの面積 50 .0  32 .7  17. 3 

(昭和40年)

社会資本スト ック 27 .3  61 .0  11 .7  

( 昭和38年)

c; 主) 1  北東地帯とは、北海道、東北、山梨、長野、北

陸、鳥取および島根の| 道 14県からなる区域をいう 。

2  中央地帯とは 、関東 (う ち山梨およ び長野を除

(  ) 、東海、近畿、 山陽および福岡の 1都 2 府 18県

からなる 区域 をいう。

3  西南地帯とは、四国および九州 (福岡を除< ) の

10県ヵ、らなる区域をいう。



4 - 3 - 2予算計画

内容 合 計 (百万円) 備考

1. 万博美術館 1，300 ー

跡

2  鉄鋼館 650 ① 2  ，万博ホ ール 780 

地 展示館 6，650 

3  迎賓館

残

3. 日本民芸舘 200 220 

⑪ 

存 4  日本庭園 2，100 4  . お祭り広場 3，000 ー 協 会 施 設 7 町 400

建
5 ，本部ビル 820 

物
⑩ 

l  その他 ( 電々公社el c ) 一 一 施 設 550 6 塔 750 

7  噴水 440 ー

@  跡

① + ⑪+ ⑪= 6 守 650 + 7，400 + 550 =  1ι 600 ・・ ・・ ③ 

t也

残

存

2. 供給処理施設 2，000 

設
10，000 10，000" ぃ・・0 ・ーー -⑮ 

備 3. 電力 、ガス 3，758 

4  . 焼却湯 1，042 

外

}  2  人 工 湖 1  ，450 1- 8，750 8，750 ・ ・・ e ・ 。

構

3  娯楽施設 2，300 

土

1也

1，330万が 20，000 - ⑮ 

造

成

… 住 宅 ゾ - j  
建

2  中密度 + 文化 ・研究ゾーン 35%  

3  中密度+ サービスゾーン 1 5 % f- 300万m' 12万円 /ポ 360，000 ー⑤

築

4  低密度 + 大学ゾーン 20%  

5  .  f邑密度ゾーン 15%  

⑮ 
交

E X P O- CI TY駅・西駅

E  

通 2  モノレ ール 5，000 10km延長

諸 35 ，000 35，000 ・・・ ーー @

X  
装

3  装置道路 7，000 10km延長

P  置

4  . 道路 3，0∞ Jレープ2 .5k m、歩道20k m

。

C  都

2. 電気、ガス 8，∞o  
市

52，∞0 ・. . . . ・ー ⑥

設

52. 000 

T  
備

3. 情報通信 10，000  

Y  4. 供給処理施設 4，000  

外 l  道路 (橋 ) 及び植樹計画 5 0 0 0 3 -

10 ，000 ・・ ⑪ 

型車
2  土地造成 5，OOO_ j  10 ，000 

土

地 1，330万m' 330 ，000 10万円 1m' 330 ，000 ① 

ft 

鉄

1. 中失環状鉄道 20，000 60km延長 20 ，000 ・・ e 。

道

富

道 l  中央環状道路 20. 000コ-
70 ，000 ・・ ー⑧

路

70，000 

2  その他関連道路 50，000 

連
l  大阪大学

事

司1
2  国連大学

業

1，000 

業

3  . シンクタ/ タ 2，500 f- 10 .000 10 ，000 … ① 

言十

函
4.  WE O  (世界環境機関 )

5  その他

運。事
l  直接運営事業 4.0∞ コ -

10. 000 10. 000 ・切

営 業
2  関連事業運営業 6，000 

③ 跡地 A + S + C + D =  52. 350 

@ 各 小 計

⑮E X P O- CI TY E  - 1  = 787. 0∞ 

。 関連事業 J  - L  = 100 ，0∞ 

⑥ 運営事喋 M =  10 ，000 

@ 跡地
52 ，350  

@ 総 合 計

⑤ + ⑥ +の 897 ，000 

資 料

新 宿 56ha 31 ，400 (百万円)

40%  

%

 

1

1

「
」

設

場

移

広

場

路

口

園

水

務

街

酉

公

浄

事

7 %  

30%  

3%  

千里ニュータウン 1，160ha 187，000 

総建設投資額

用地買収

土地造成

道路

公園

上下水道

学校

近隣施設

59 .000 

187 ，000 

寸

|

「

」

宅

宅

住

住

営

与

公

給

宅

)

、

住

戸

宅

宅

組

問

ぬ

往

往

A

T

3
.

団

社

立

幻

公

公

独

(

その他 38 ，000 

万国博全体資金計画 351 ha  

建設費 52，364 「①基礎施設型車備 13，675'  

敷地造成 ( 27Oha) 2. 353 

道路整備 3，280 

人工湖 (6 .5ha ) 1，348 

供給処理施設 1. 999 

電力、ガス 3，059 

地域冷房 1，636 

②修景整備 3，747 

緑地整備 1  ，639 

修景施設 643  

一般照明 1，465 

③シンポルゾーン内施設 14，417 

( 10. 7ha )  

③娯楽施設 ( 20. 7ha )
2，279 

⑤サー ビス施設 11 . 286 

場内輸送サービス 6.415  

駐車場 ( 79ha ) 1，656 

E X P Oサービス 2，442 

その他 773 

⑥管理施設

3. 258 

①事務質 2，202 

③建造物徹去費

1，500 

5，730 

運営費 29 ，423 ⑬事業運営貸 7. 022 

。 その他 16，671 
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幹事ほか 7 名

議事 ｾＨＱＩ 各小委員会の事業報告

ＨＲＩ Ｑ Ｒ 月 ｾ ＴＶ 年 Ｔ 月の事業企画について

委員会終了後同所に於て懇親会開催

各種説明会小委員会

17 日 ＶＱ 時 ｾＷＱＱ 寺半於会館集会室

出 席 者 近 藤 副 委 員 長 ， 三 宅 幹 事 ， 岸 委 員

議事(1)本年度の説明会の具体案について

(2) 上記説明会の開催日時について

忘年懇親会小委員会

25日 ＶＱ 時 ｾ ＸＱＱ 与於会館集会室

出 席 者 大 橋 副 委 員 長 ほ か 9 名

議す ｾＨ Ｑ Ｉ 賛助会貨，寄贈品の ｩ 確保につい て

¥2) 各分科会の作業内容の決定について

(3) 忘年懇親会の実施内容について

若い会員の集 い 「万博を終って」の座談会

28日 Ｓ 時半 ｾ ＵＱ 時

於千里中央地区センタービル

日 本 建 築 協 会

月間の動き

口昭和45年11月分口

理 事 会 |

26日 Ｔ 時 ｾ Ｕ 時於会館集会室

出 席 者 東 畑 ，塚本正副会長ほか 7 理 必

五十嵐監事

議 羽1) 事務局職員下期11与支給の件

(2) ロ月定例理事会開催日変更の件

(3) 忘年懇親会会政変更の件

(4) 建設省所管の公益法人述絡協議会加入の

件

(5) 入退会者承認の件

(6) 報告事項

総務会計合同理事会

10日 Ｒ 時 ｾＳ 時於会館集会室

出席者 中原，山凶各主査

議 事 事 務 局 職 員 給 与 改 定 の 件

| 事 業 委 員 会 l

ケースト

凶部 l明郎氏

m築デザインー級悠築士事務所)

小J t. j事- 氏( 双星社竹腰建築事務所)

狼津緋一郎氏( 線津建築事務所)

司 会

上山 稔氏

( 日本万国博協会建築管理課長)

出席者 25名

編 集 委 員 会

表紙デザイン小委員会

4 日 正午 ｾＱ 時於会館集会室

ビ

過

員

会

化

経

委

事

名

答

集

武

斡

室

5

公

室

特

宗

集

会

か

無

会

告

馬

編

集

ほ

と

終

報

中

築

館

山

下

ギ

館

名

の

特

会

幹

ル

会

6

ら

一

て

ル

於

別

ネ

於

か

か

ナ

い

ピ

特

エ

ほ

陰

イ

つ

化

時

郎

市

時

長

山

ザ

に

害

2

太

都

7

員

デ

紙

公

~

良

「

~

委

陽

元

表

無

午

中

集

画

時

間

山

山

の

と

正

問

特

企

4

烏

=

号

ギ

n

f

J

の

会

号

-

目

月

ル

者

凡

」

者

月

府

1

ネ

日

席

2

ル

員

日

席

ロ

出

エ

5

出

9

出

川

事

市

ぃ

事

委

判

明

議

都

議

議

名

つ

つ

室

2

K

室

に

議

か

計

議

良

会

恒

ほ

集

会

写

階

斡

ト

階

示

3

木

一

3

展

館

々

ケ

館

)

会

佐

ン

会

員

月

於

'

ア

て

於

委

1

長

会

い

両

年

半

員

の

つ

半

木

以

刷

会

時

委

闘

に

時

鈴

~

員

7

副

映

画

7

'

月

委

~

品

演

企

会

~

野

ロ

小

時

三

議

の

員

時

内

(

会

6

度

度

委

6

図

画

者

年

て

年

小

者

7

映

日

席

本

い

本

会

日

席

第

演

4

出

川

町

一

不

5

出

川

講

事

展

羽

議

議

いて
|  報 告

ＨＲＩ 第 Ｘ 回 Ｈ Ｔ Ｖ 年 Ｒ 月 ｾ Ｓ 月〉展示写真につ I  (2) 1月 号= 住宅一ω年代の総括と70年代の

いて
|  展佳特集報告

(3) 第 9 回以降の企画について I  ( 3) 2 月 号= 都市エオJ レギと無公害化 ヒ勺レ特

見学会小委員会 |  銀幹事会案報告

5 日 ＶＱＱ 寺 ｾ Ｗ 時半於会館集会室 I  (4) 3月号= 法令特集( 仮称) 編集幹事会の

出 席 者 山 野 副 委 員 長 ， 金 子 幹 事 ほ か 4 名 |  件

議 事(1)10月 IC実施 した見学会の報告 I  (5) 4 月号と 5 月号の企画特集テーマ

(2)プレハブ住宅に関する見学会アンケー 卜 I  (6)シ リー ズものそのほか

集計について I  1 月号特集幹事会

(3)上記集計による本年度内企画について I  17日 Ｓ 時 ｾＶ 時半於京都大学

(4)12月以降の見学会企画について I  出席者 田中特別幹事ほか 3 名

委員会と委員恕親会 |  議 事 l 月特集「住宅一ω年代の総括と 70年の

日日 Ｖ Ｑ 時 ｾＸＱ 時半於関西電力共済会館 |  展 望」の編集

出席者 北 垣委員長，大橋，窪田，三品 |  表紙デザイン小委員会

山本各副 委員 長，佐々木，内野各 19日 正 午 ｾＱ 時半於会館集会室

出席者 山元デザイナ ー， 中馬宗武委員

ほか 1

議 事 1月号の表紙について

法令特集幹事会

27臼 Ｓ 時 ｾ ＵＱ 侍於会館 Ｓ 階会議室

出 席 者 福 田 特 別 幹 事 ほ か 2 名

議事 1月号特集「建築基準法」の企画

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

幹 事 会

19日 ＶＱ 時 ｾ ＸＱ 侍於会館 Ｓ 階会議室

出 席 者 中 原 委 員 長 ほ か 2 名

議 事1) 委員長候補者について

(2) シートの合本出版企画について

(3) 今後の委員会運営について

編集関係者慰労懇親会

21 日 Ｕ 時 ｾ ＸＱ 侍於箕面観光ホテ ｊ レ

出 席 者 坂 監 修 者 ， 中 原 委 員 長 ほ か12名

住 宅 委 員 会

正副委員長打合会

20日 Ｕ 時半 ｾ Ｗ 時於会館 Ｓ 階会議 ｅ

出 席 者 岡 縞 ， 黒 谷 ， 野 々 村 正 副 委 員 長

議 朝1) 小委員会改組のためのアンケ ート 集計寺

/.1--

口

(2) 各小員会委員の人選について

法 規 委 員 会 |

三会合同委員会

2 日 Ｒ 時 ｾ ＴＱＱ 寺於科学技術センター

出 席 者 福 田 委 員 長 ほ か33名

議 事 確 認 申 請 書 不 適 合 の 訂 正 処 理 に つ い て

|第 16回 工 高 生 デ ザ イ ン コ ン ク ール 表彰 式

14日 Ｒ 時 ｾＳ 時半於会館集会室

出 席 者 上 林 審 査 委 員 長，橋本教育委員長

ほか 5 名

清 水ー の会代表

入選者 10名

入選者11: 対し11状. nnl¥l をまた最優秀作IC対

し関西建築家懇談会ーの会より「ーの会党」

を授与した後茶話会を開催した。

見 学
- 6.  

=  

光悦寺の茶室見学会

7 日 2 時- 5 時

参加者 39.名

案 内 者 工 学 博 士 岡 田 孝 男 氏

( 帝塚山学院大学教授〉

朝日放送本社と大阪タワー見学会

13日 3 時- 5 時

参加者 21名

設 計 施 工 大 成 建 設 株 式 会 社

修学院離宮の拝観

13日 3 時- 4 時

参加者 13名

20日 Ｑ 時半 ｾＳ 時

参加者 ロ名
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i楽 の … 鵬(株)… ェ …

学会

28日 11時40分 - 5 時半

参加ぷー 30名

第 2 回 日 本 建 築 祭

実行委員会正副委員長会議

19日 正午- 11時半於大阪ガスピ J レ食堂

出 席 者 東 畑 会 長，神谷実行委員長

中原副委員長 ，山本総務部会委員

事 第 2 回日本建築祭収支決算報告について

建 築 業 務 基 準 委 員 会

住宅小委員会

24日 1時半- 41侍 於 日 本 建 築 学 会

本会より山恨委員，福中事務局長出席

建 築 8 団 体 会 長 会

25日 正 午- 2時

於東京朝日新聞アラスカ

出席省 点畑会長ほか 6 名

民事 第 2 回1 = I k : . i l 築祭収支決算報告そのほか

関 西 都 市 ・ 住 宅 会 議

事務局打合会

20日 11時- 111寺 於大阪府職員会館

出席省 10名

タ事: 第 11四割) rli ，住宅会議収支決算報告

11月 の 入 会 者 ( 敬体略)

〔団体会員 1  H:) 

近鉄不動産附

〔個人会員 17名〕

井 上 2記 事l IH <ll ln一郎

伊 換 勝 I l : 除 lli 積

字 山 ｩｾ＠ 十ト 縫 tf;

柏 原l 史 ー

-* 
ｾ弘

東 附 I量 三 II fJ l H 怯 附

小 休 賢 三 郎 怯 Jト 昭

西 付 式 犬 三 浦 凶 911

(i 佐 会 員 4 名) ( 氏名 古略〉

4;田 神 国 ぷ

:tI: 迫 正 夫

& 内 幸 雄

山 ド 新 一

山 本 昌 子

求 人 広 告 I

ナ シ ョ ナ ル 住 宅 代 理 屈

建 築 技 術 者 募 集

- 資 格 20: 才一 30才 〔 見 習 可〕

・ 給 与 4. 5万 - 1 0万 [ 実 力 に 応 じ て 〕

・仕事内容 工事監理、量生計[ 営業関係可]

100 

ナ シ ョ ナ ル 本 社 に て 講 習 会

受 務

履 歴 書 ・身 上 野 ・写 真 ・郵 送 可

持 参 面 接 も 可

芦 屋 市 若 宮町 3 - 1  2  

越 智 工 務 J吉

T E L . 0 7 9 7 - 3 1 - 4 1 6 1  



建 材 の 頁

信用iPJ 3技術ど伝統の

7X771LトZ事専 業 大J吉

誓言矢偏商由
大 阪市北区真砂町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 0 2 0 6 - 9

内 装 資 材 専 門 底

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸 rli'Un[><: 北 l毛狭J W4 - 1  (:!If tll ビル )

高 JW' ，l i :話タ1
1戸 ( 33) 0881- 3  

支庖 大阪市北 ｉ ｘＺ続 ￬ｾ Ｚ ｈｉｔＵＰ Ｈ 立ビル Ｕ 階 Ｕ ＰＲ 号堅 Ｉ

前ｩｉＮ￺ Ｇ､ｾＱ ＱＮｩ 丹 大阪 ＨＳＶＴＩ 2031- 4  

倉 庫 神戸 rli i' j:介医八幡泊 1 - 5  (' dL，訂i @2 9 2 3 )  

陸屋根|切 れ は 奥 山 式 特 許 絶 縁工 法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

前回 ＷＱ ミ ー 問ｾ帯

w水( … ) 苧 ヲ q イ ト

奥山化工業株式曾杜

本 社 東 京 都 中 央 医 銀 座 8 - 4 ー 11 電話 (571 )2703- 4・2370・4064・0264

大 阪 出 猿 所 大 阪 市都 島区 初島中通り 2- 3- 1 ｾ屯話 Ｈ ＹＲＱ Ｉ ＲＴＹＷ ・ Ｈ ＹＲＲ Ｉ 7  2  8  0  

名 古 屋 出 減 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

札 脱 出 張 所 札 岐 市 北 三 条 来 四 丁 目 泣 話 (231) 7  5  1  1  

| 特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレーター A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅¥
新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

l換気扇の能力を倍増する /

最 新 型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種 シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

( カタロ グ進呈)

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁 目5番22号

電 話 ( 981  )  06  1  5  - 06 18  
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賀 正

1 9 7 1  

設 計 事 務 所 有 志

RI A建築綜合研究所大阪支庖

所 長

支 庖 長

山 口 文 象

山 家 啓 助

大阪 ・大阪市北区太融寺町33 大阪合同ビル 406 電話 312- 9  1  5  4  

東京 ・270 - 5  8  6  1  名古屋 ・262- 3  9  4  1  

青 田 設 計 事 務 所

所長 青 田
土

口

直

旦

代 表 姫 路 (24) 9  0  1  2  

姫路市坂田町 5 4  ( 姫路建設会館内) 電話

直 通 姫 路 (22) 7  1  2  6  

赤 崎 建 築 事 務 所

所 長 赤 崎 尚 信

次 長 増 田 靖 仁

大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90(第三 富士ビ j レ) 屯話 541- 7  6  2  5附

株式会社赤松菅野建築設計事務所

代 表 取 締 役

大阪事務所長

赤 松 修

大 阪 市 北 区 梅 ケ 校 町 1 2  3  ( 瑞穂ピル) 電話 (364) 5  6  5  1  

東 京 ・ 横 浜 ・ 大 宮 ・ 富 士 ノ 宮

株式会社浅野建築設計事務所

代表取締役 浅 野 真 澄

本 社大| 仮 "1天王寺区城南与町 9 ー 2 7 必需 768- 0  2  0  1  ( 代)

761- 7  8  7  0  

分 室 奈 良 県 北 葛 城 郡 芥 芝 町 下 111 2 5  6  '，Id;罰 (0745)77 - 2  3  6  3  
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束 建 築 設 計 事 務 所
株式会社

イ呆秀東
代表取締役

電話 (358)5598 ・3497三海 ビ ル
大阪市北区天神橋筋 3 - 6  8  

建 築 事 務 所上 達 明井

同

刀

E

ト

473- 1  0  6  9  

屯話

471- 4  8  7  1  

達上井
長所

4  2  3  区 竹 島 町
大 |仮 ，-11 l'可 淀 川

株式会社伊東建築設計事務所

也正東イ手代表取締役

4 3 4 3 - 4  
電 話 (562)

清光 ビル
大 阪 市 浪速区幸 町通り 2 - 6

池田宮彦設計事務所
株式会社

直 治

大 阪 d1 件1 [;{ . 1 L 屋町 3 番 r 68 ( オートセンタ ー ビル )

大抑止 (761) 0360 (762) 0396 (762) 5551 内 線 351- 7  

ｾｾ＠ JiC 1'. 11 $/i- 市 区 以 IHf 2  8  ( そ広 ビ ル ) 屯 訴 以 京 (351) 8 9 6 2

絵 iC 山，Jl : i )11  ilt 町 2 5  7  0  "正話 十五 ， ｾｩ Ｎ工 Ｈ Ｒ Ｑ Ｉ 2  5  4  7  

|

 

|

 

'
'
a
s

J

 

荒取締役会長日召回池
代 表取締役

キ1:

"正tiA

*hC Ｇ ｪＧ ｾ 務所

山1;会Il¥'JLeJi" 

-1，: 

所務事築建

.••••••••• 
-E------

I

E
ノ

石

06 (779) 9491 - 2  

03 ( 946)5431- 2  

宏

電 話

電 話

寛石

石

大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 1 1 1

東 京 都 豊 島 区 駒 込 1 - 11 - 9

l

i

 

l

1

 

1

1

J

I

l

J

 

所務事計設泉
株式会社

耳目

郎

l G 谷

j

長

{

呂

代表取締役

達
代表取締役

電話 251- 7  6  9  1  (代 )

大 阪 市 南 区 横 堀 7 - 4  ( 新田ビル)
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株式会社泉沢建築設計事務所

代表取締役 泉 沢 哲 史

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 4 2 番地 $Ji' 瓦町ビル 屯話 (231 ) 2  0  6  4  - 5  

株式会社今西建築デザインルーム

代表取締役 今 西 茂 雄

大 阪 市 西 区 北 細 江 通 2 - 4  7  T  E  L  541 - 3  0  5  1  - 2  

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

r-Lー，

毛

正

目

* 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜川町 2 8  Ｈ節 ＱＰ ｾ 集ビルＩ 屯 話 501- 0  2  8  6 聞

大 阪 市 東 区 本 町 1 - 24( ニ ュ ー ホ ン マ チ ビ ル ) 屯 話 271- 8  0  1  8  

株式会社 浦 辺 建 築 事 務 所

代表取締役 浦 辺 鎮 太 郎

大 阪 市 北 区 梅 田 八 番 地 ・新 阪 急 ビ ル 屯 話 大 阪 (341) 1  7  2  7 ・1 6 8 0  

東 京 都 中 央 区 日 本 情 宅 町 2 の 4 ';IL話 東 京 (279) 4  9  3  9  ( 代)

⑧ 
株式会社 栄 和 設 計 事 務 所

取 締 役 社 長 小 泉 善 重

ノド 社 大 阪 市 福 島 区 堂 島 浜 通 4 丁目 14 T  E  L 大阪 (452) 1651 - 3  

京都事務所 京都市下京区河原町通四条下ル T E L 京都 (351) 3  2  3  9  

株式会社大阪建築事務所

取締役社長

古

向
橋 慶 夫

本 社 並 び に 支 所 大 阪 市 西 区 京 町 板 2 丁 目 75 電 話 大 阪 (441) 9351  ((¥J 

東 京 支 所 東 京 都 港 区 赤 坂1丁目 l .f:1i: 14号( 溜池東急ピル) 電話 東京 (583) 8169 

名古屋支所名古屋市中区丸の内2丁目2番目号( 米! Rl ビル) 電話名古屋 (221) 8566 

九 州 支 所 北 九 州 市 小 倉 区 紺 屋 町1丁目 20- 1(ki 原ピル) 電話小倉 (52) 4  2  8  5  

分 雫 福 岡 ・大 分 ・水 品 ・ 主 | 副
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株式会社小河建築設計事務所

代表取締役
小 河 吉 之 助

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 4 番 了 8 番 地 電 話 大 阪 ( 761) 6957代 表

東 京4 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 両 国 5 0番 地 ( ニ ッ セ ン ビ ル 内 )

' ; l L 話来京 ( 866) 9606 ・2349

分 室 大 阪 船 場 ・ 和 歌 山

式

社

株

会
海上静一建築事務所

代表取締役
海 上 静

本 社 大 阪 市 東 区 博 労 町 2 - 41( 巾博ヒ、ル) 電 話 大 阪 ( 261)4428- 9

三重分室 三 重 県 津 市 船 頭 町 2 0 4 4 電話 津 ( 8 ) 9 6 2 7

え コータケ建築設計事務所

所 長 高 武 主 計

大阪市西区江戸堀 5 - 1 5 5 (新山越ビル) T  E  L  488 - 0  178 ・2408

去を小林得志建築事務所

代表取締役
林 得

亡と

I c，、

大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 2 0  } 燦回ビル内電話( 341) 5  6  5  8  - 9  

藷 河 内 義 就 設 計 事 務 所

代表取締役 河 内 義 就

広 島 市 上 幡 町 2 番 3 7 号 電 話 (0822) 28- 2  2  7  1  

株式会社坂倉建築研究所

代表取締役 西 j畢 文 隆

束 京 事 務 所 東 京 都 港 区 赤 坂 9 - 5  - 1  2  T  E  L03- 403- 3  5  5  1  

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 京 町 堀 2 - 1  2  2  T  E  L06- 443- 0  0  2  1  
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[ J  
22桜井建築設備研究所大阪事務所

取締役所長 長 谷 川 幸 雄

大 阪 rli Jf Ej 区 制 本 町 1 - 5  0  (第 2 皆'; _. I : ビル) 屯話06- 443- 789H代)

大阪事務所 ) L州 支 所 福 岡 山 大 名 1 - 1 - 1 2 屯 話092一75- 3577

本社 ・来京事務所 東京都新宿区四谷1-4( 野原ビル) 屯話03- 353- 4711附

回
株式

会社

--
-

座 建
ザ
染事 務 所

代表取締役

専務取締役

、

x

-

ノ

回

徳

富

正

三 樹 夫

大 阪 市 北 区 中 之 品 4 - 33 <443>0051<代 〉受 屯 略 号 ォ 、 サ カ ベザケンチク

米京都中央医日本航兜町 2 - 38 <668>3056<代 〉受" 白鳥号ニホンパシ 「ザケンチク

豆ヨ【
25 シグマ建築設計事務所

代 表 取 締 役

所 長

川 島 春 秋

日本主1 ¥築家協会会 u

本 社 大阪市南区久左衛門町 8 ・松竹関西支社ビル 06- 213 - 0875 (代)

分 室 大阪市浪速区西j J J 予 町 1 0 3 1・淡町ビル 06- 561 - 1  3  9  1  ( 代)

株式会社清水和禰設計事務所

代表取締役
清 水 和 禰

大 阪 市 北 区 万 よ 町 4 3  ( 浪速ビ l レ) 電 話 大 阪 (312)4616 ・7278(代 )

株式会社篠田川口建築事務所

株式会社協同設備事務所

取締役社民 川 口 喜 代 枝

名 古 j五J ! i * 区高， 1: 坂 111]" 3  - 2  

T  E  L  962 - 7  5  8  1  ( 代)

T  E  L  971 - 2  2  5  5  ( 代)

@  
株式会社 昭 和 設 計 事 務 所

1 U<取締役ヰH i:

1¥: ，& 取締役作務

岡

林

本 行

唯

主主

Eコ

夫

設計 ・監珂 人; 阪事務所一 大|以 di ｊｊ 有限 ｊｊｹ 長坊 ｬｩｾ ヒ［ｴＡ￭ Ｑ ＭＸ Ilq ツ柿ビル T E L 代 表 532- 0  4  1  5  

姫路目1'; 務 所 航 路 di I何 回r 54 番 地 沌 川 ビ ル T E L 航路 24- 2  9  2  6  

ｑｉ ｾ ｩ＠ ｾ許 ＧｊＧ［ 務所長れ Ｇｔ 'J!f' 盟 I歳
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認創造建築デザイン事務所
5  

-= 
市

大 阪 市 北 区 天 神 柿 筋 1 - 4  4  T  E  L  351- 5  4  1  4  

設 計 分 室 大 阪 市 北 区 伊 勢 町 8 ( 山崎ビル) T  E  L  364- 8780  

京 都 連 絡 所 京 都 "1北 区 上JJ f I 茂石' 在町 17(布袋方) T E L  701- 5636  

申

J じd、
や

i
u

r

n

-

t

 

千
代表取締役

所

マ矢

ｾヵ事築建

田中

小 西

取締役社長

株式会社

i  
山甲

電話 (532) 4051大代表

電話 (256) 9301代表

電話 (211) 4  0  3  5  

電話 (22) 5373 - 4 番

小 西

大 阪 市 西 区 阿 波 座 南 通 2 - 6  0  

東京都千代田区神田鍛冶町3ノ3( 大木ピ Jレ内)

名古屋市中区丸の内l の8番39号( 三信ピル内)

大津市梅 林1丁目4番15号( 滋賀県教育会館内)

本 社

東 京 事 務 所

名古屋事務所

大 津 事 務 所

竹 内 建 築 事 務 所
株式会社

真

茂

藤内

林

代表取締役

専務取締役

電話 ( 211) 2706- 8 番
大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 2 丁目 35の 1 ( 日亜ビル)

翼 建 築 設 計 事 務 所
株式会社

繁

ノド社 ・ 大阪 ＧｊＧ［Ｎｾ 先 ｬ 好 大阪 rli 西 区 制 1- 130(イh- ( ( 1ビル) T  E  L  06- 441- 2288・9595

京都事務所 京都 di下京区五条辿宅I l I T. l U入( 木村ビル) T  E  L075- 351- 4366 

中日ヨ
代表取締役

東 畑 建 築 事 務 所
株式会社

謙

電 話 大 阪 (06)202-0391 

電 話 東 京 (03)581- 1251

電 話 名 古 屋 (052)571- 8471

所 ・ 大 分 支 所

よ田

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  

東京都千代田区永田町2( 永田町ビル)

名古昆市rll 村区府内町2( 堀内ピル)

) L 州 支 所 ・ 広 畑 支

東
代表取締役

本 社

東 京 事 務 所

名 古 屋 事 務 所

社
左為

ヨミ
式株計

手ｾ
隠元

長昏

屯束

力

常 詰 501- 2  1  6  1  (ft) 

・白川・ 506- 2  9  0  5  (f り

卓

亀

塚

石

富

取締役社長

専務取締役

点 京 都 千 代 田 区 内 幸 町 2 - 1 - 1 ( 飯 野 ビ ル )
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名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所

所 長 井 上 正

ｾ＠ 5 7 1 - 1 2 7 1 (大代)

名 古 屋 市 中 村 区 怖 町 4 - 28(国鉄会館ビル) 電日

口 551- 2  0  2  5  ( 直)

株式会社内藤建築事務所

代表取締役社長 内 藤 資
申

J じみ、

本 社 京 都 市 左 京 区 田 中 大 堰 町 1 8 9 番 地 電 話 075 (781 )  6196代

事務所 ・出張所 青森 ・仙 台 ・東京 ・神奈川 ・松本 ・静岡 ・名古屋 ・京都

滋賀 ・奈良 ・大阪 ・広島 ・山口 ・四国 ・福岡 ・大分 ・鹿児島

株式会社中津建築事務所

代表取締役 中 j畢 誠 一 郎

大 阪 市 北 区 高 田 町 3 8  (i 可僑ビ j レ北 5 号館) 電 話 363- 3  8  8  1  ( 代)

有限会社中西建築事務所

代表取締役 北 野 正 雄

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 - 3  ( 朝日ビル) 芯 話 231 - 9  5  3  1  

株式会社
日 建 設 計

取締役社長 塚 本 猛 次

大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 3 8 番 地 電話 2 0 3 - 2 3 6 1 ( 大代表)

株 式 会 社 根 津 建 築 事 務 所

代表取締役 根 津 耕 一 郎

本 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 2 - 1  O( 平和ビル) 屯話 (06) 231 - 1632 

東京事務所 東京都渋谷区幡ケ谷2- 7- 1( アサヒビル) 屯話 (03) 377- 8687 
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株式銅彦谷建築設計事務所

彦 谷 邦

大 阪 市 東 区 高 胞 橋 3 - 3  9  ( 柳湖堂ビル) 屯 話 231- 2  8  1  0 ・7 6 34 

株式会社 福永建築設計事務所

代表取締役

専務取締役

福 永 薫

福 永 建

大 阪 市 南 区 順 慶 町 通 4 ノ 6 1  電 話 大 阪 251- 3102 ・5189

。
株式会社藤沢建築設計事務所

代表取締役所長 藤 沢 英 雄

本 社 大 阪 市 南 区 大 宝 寺 問 中 之 丁 2 9 屯 話06- 271 - 6  6  6  1  

支 所 東 京 都 港 区 南 青 山 3 - 1  - 3  3 屯 話03- 402- 8 6 26 

大 分 市 部 町 4 - 1  - 8 屯話09752- 4  - 79 3  

， 

‘・

株式会社官後建築事務所

代表取締役 宮 千表 イ建

本 社 大 阪 市 天 王 JF 区 U タ町 6 - 3 5 ＧｾＡｩ話 ＷＷＲ Ｍ ＰＱＶＶ ・ Ｒ 9  0 8  

分 室 大 |坂 惟 寺 町 ・ 大 阪 横 取

村 野 ・ 森 建 築 事 務 所

村

森

里子 藤

申

J D、

五
口

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3 - 8 電 話 (622) 0  9  2  6 代表

研 究 所 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3 電 話 (253) 0  8  7  5代表

東京事務所東京都中央区日本橋茅場IlI T2 - 3  電 話 (661) 7  1  5  8  

現4

ｾＮＮＮＮｬｌ＠ -r-=h. んヂず二円二二. 1 . τ 主・一千' h ｾＮＮﾭ

株式会社安汗建染設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 J込 町 2 丁 目 7 番 地 屯 話06(943)1371(大代)

大 阪 事 務 所 大 阪 市 * 区 山 田f 2 丁 11 Ｗ 番地 Ｇｴｬ ￯Ｚｾ ，ｦ［Ｐ Ｖ (943)  1371  ( 大代)

東 京 事 務 所 * 京 都 千 代 国 区 平 河 町 1 丁日 1 番 地 屯 話03 (261)  Ｕ ＱＰＱ ＨＱｾＩ＠
名古屋事務所 名古屋市中区錦 3丁目 2 4番( 日本生命ピル) 包話052(961) 1861 ( 代)

神戸事務所神戸市生国区三宮町2丁目 18番地( 阪抑制|互ビル) 必話078 (32)  1533(代)
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薮 本 一 級 建 築 士 事 務 所

薮 本 芳

和 歌 山 l打 点 長 田T 1  0  - 1  3 屯 話 0734- 22- 9  9  3  0  

株式会社 U. A . 建 築 事 務 所

代表取締役

引務取締役

上 回 良

浅 井 潤

， ｾ ￁＠
{I  

大 阪 di 京 区 谷 IJrf 5 - 3 0 (新野村ビ/ レ) 電話 768- 2  9  4  1  - 2  

株 式 会 社 洋 建 築 事 務 所

代表取締役 設 楽 貞

大 阪 市 北 区 松 ヶ 校 IIIT 8  8  ( 河川ビル) 屯話 358- 6  3  7  2  ( 代)

横山建築構造設計事務所

所 長 工 博

横 山 不
: 主 子主4

次 Lと j度 辺 藤 松

東 京 都 新 宿 区 本 塩 町 8 '，I.!:話 353- 7  5  6  1  - 2  

株 式 会 社 吉 田 建 築 事 務 所

取締役会長

= 士z

回 武
口

取締役社長 佐 y台 誠 次

大阪市内区北堀江上過 3 - 22( 久竹ヒ・ル) 電 話 ( 538) 2991 代表

渡 辺 建 築 事 務 所

渡 辺 道 輝

干541 大阪 di ボ区今橋 2 r 口21番地( 藤浪ビル ) 福話 (231) 1  6  9  6 番代
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⑥ 

⑨ 

賀 正

1 9 7 1  

造 園 設 計 事 務 所 有 志

株式会社荒木造園設計事務所

代表取締役
荒 木 芳 邦

大阪府池田市鉢塚 2 丁目 8 番 2 1号 屯 話 0727 (61 )  8 8 7 4 (代 表)

井 上 造 園 設 計 事 務 所

井 上 卓 之

京都市右京区宇多野福王子町 5 4  電 話 075 (463)  3  3  7  7  

認エダ造園・地域計画研究所

代表取締役 吉 村 元 男

東 集 盛 矢 野 興 河 合 至 三 田 村 和 雄 糸 苔 正 俊 山 本 郁 子 王 樫 芽

本 社 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 2 の 1 6 恵 ロ ピ ル 電 話 (942) 4577 

東 京 事 務 所 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷4丁目 3・17常盤松葵マンション 309 電 話 (409) 2921 

ア ト リ エ 京 都 市 左 京 区 北 白 川 下 池 田 町 6 7 電 話 (781 ) 4418

造 園 ・ 緑 化

株式会社

遊 園 運 動 場 器 具

芳 園

取締役社長 森 俊

本 社 箕 面 rn 新 稲 7 0 5 番 証 話 0727 (21)  3058 番

新営業所大阪市福島区鷺州本通 2 丁目 38番 地 屯 話 大 阪 (458)4812(代)

阪神造園建設業協同組合

理 事 長
木 原 五 市

組 合 員 一 同

事 務 所 大阪市北区高垣町86 福田ビ ル内 電話大阪 (313) 0975 ・4010
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賀 正

1 9 7 1  

建 設 業 者 有 志

理理軍

株式会社
車

問
木 建

;;Jl， 

員又

( 旧ブルドーザー工事株式会社)

取締役社長 青 木 益 次

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 1 の 5 T E L 06 (458)  5851 

東京本社 東京都中央区八丁堀 2 の27番10号( 東八重洲ビル) T E L 03 (551)  9601 

大 阪 支 庖 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 町 南 1 の 5 T E L 06 (458)  5851 

⑫ 

株 式

会 社 ?蚤 7召 組

取締役社長 浅 沼 猪 之 吉

主 著 ・大阪市天王寺区東高津町 8 番地の 1 電 話 代 表 (762) 0  2  5  1  

支 庖 ・東京 ・名古屋 ・札幌 ・仙 台 ・福岡 ・広島

営業所 ・秋田 ・岩手 ・水戸・千葉 ・立川 ・横浜 ・新??. } ・北陸・ l'i i' 1ト岡 ・|岐阜 ・長野

三重 ・奈良 ・京都 ・郡山 ・和歌山・ 神戸 ・岡山 ・高松 ・徳島 ・高知・熊本

CD 

株 式 立広 一』ー、 - - r 芸品r

会 社 が I I グフン _ L 4:方

耽締役社長 新 昭

本 庖 ・大 阪 市 北 区 曽 板 崎 中 一 丁 目 四 三 電 話 代 表 大 阪 (313) 1331 番

支 庖 ・東京都千代田区猿楽町二丁目 一番 十 四 号 電 話 代 表 東 京 (291) 3741 番

営業所 ・名古屋市中区大須四丁目 一番七一号( 時計ピル) 電話 名古屋 (262) 1725 番

神 戸 市 灘 区 倉 石 通 一 丁 目 二 電 話 神 戸 (87)  6119 番

所

。。 株式会社
あ め り か 屋

恥 締 役社 長 前 野 慶 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 常 安 町 1 7 番 地 電 話 代 表 (444) 1501番

。診 安藤建設株式会社大阪支庖

取締役大阪支店長 村 田 隆 次

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 北 通 一 丁 目 七 番 地 電 話 代 表 4 4 3 - 5 5 6 1

本 社 ・東 京 都 中央区八重州 四丁目七番地 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州| ・ 広 島

営業所 ・千葉 ・横浜 ・水戸 ・盛岡 ・新潟 ・神戸 ・沼 津 ・札幌 ・宇都宮 ・北九州 ・熊本
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‘' 

株 式

会 社 井 上 組

取締役社長 井 上 福 蔵

本 社 大 阪 市 都 島 区 網 島 町 6 番 2 5 号 大 阪 (351) 0530 (352) 4031- 4  

出 張 所 神 戸市生田区加納町 三 丁 目 二 番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

t佑誌

、来4グ

様 式 A  

主主 社 7  
西恥

組

取締役社長
β 、

7  西 書 雄

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 上 本 町七丁目 二 番 地ノ ー 電 話 (772) 1  2  5  1  

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 厳 町 一 番 地 電話 (354) 0581- 5

営 業 所 神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 四 丁目四番地ノ ー 電 話 (33) 6 0 6 0  

埼玉県所沢市大字中富字北見元秋津分990番 地 電 話 所 沢 (22) 0180 

@  

株 式

会 社 大

島

仇

r

i

a

-

組

取締役社長 大 林 芳 良日

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 三 丁 目 七 五 番 地 電 話 大 代 表 (941) 0861 番

支 庖 ・東京 ・札幌・仙台 ・横浜・名古屋・神戸・岡山・広島・福岡 ・高松

@  株 式 会 社 奥 村

社 長 奥 村 太 四 郎

事E

大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電 話 大 阪 (621) 1  1  0  1  ( 大代表)

支 庖 札 l悦 ・仙 台 ・東 京 ・名 市 屋 ・広 島 ・四国 ・九 州

闇
鹿 島 建 設 株 式 会 社

会 長 鹿 島 守 之 助

取締役社長 渥 美 健 夫 取締役大阪支府長 橋 本 正 二

本 社 東 京 都 港 区 元 ぷ 坂 1 - 2 - 7 ｾ正詩東京 Ｈ ＴＰＴ Ｉ ＳＳＱＱ (大代 )

大阪支庖 大阪市東区瓦町五の七ー( 瓦町ピル) 屯 詩 大 阪 (203) 3  3  8  1  

〆、

υ  

株式会社 金 山 工 務 庖

代表取締役 金 山 伊 三 次 郎

本 社 大 阪 市 東 区 内 淡 路 町 1 丁目 2 屯 話 大 阪 代 表 ( 942)5461番

点京支町 東京都中央区日本橋堀留町1丁目 2 屯 話 東 京 代 表 (663)7844番

堺 支 府 堺 市 中 瓦 町 2 丁87(t. ; l J 愛ピル 4 階) 屯 話 堺 ② 局 2 7  5  1 番
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舎が 雲 霊 神 崎 組 大 阪 支 庖

取締役支庖長 佐 イ白 武 男

大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 新 地 1 丁 目 2 1  電話 (341) 7  3  7  1  ( 代表)

本 庖 ・姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 電 話 姫 路 (23) 2021(代表)

①

 

株 式 会 社

近 畿 建

昌ル

肩又

代表取締役
--

P

E

『
，
J

崎 敬

本 社 大 阪 市 西 区 靭 本 町 4 の 1 0 3 電話大阪( 代) (532) 0081- 5  

滋賀支社 滋賀県栗太郡栗東町字上鈎 1 7  1  電話 (07755) (2) 1361  - 2  

@  

株 式

会 社
熊 谷 組 大 阪 支 庖

専務取締役支店長
泉 治 郎 ー

大 阪 市 西 区 西 道 頓 堀 通 二 丁 目 一 番 地 電 話 (538) 1841番 ( 大代表)

本 社 東 京 郎 新 宿 区 筑 土 八 幡 町 二 二 番 地 電 話 (260) 2111番( 大代表)

支 底 札 l悦・仙台・北関東 ・米京土木 ・点京建築 ・横浜 ・名古屋 ・広島 ・阿国 ・福岡

取締役社長

鴻 池

鴻 池 藤

組
-.  

<i 8  
株式会社

本 店 大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町 4 - 2 7 電 話 代 表 (252) 3  1  0  0  

支 庖 東 京 ・名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 広 島 ・松 江 ・仙 台

ゐ
甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社

代表取締役 原 精

本 社 大 阪 市 東 淀 川 区 十 三 西 之 町 4 丁目 3 電 話 ( 06) 302 - 1551代 表

営 業 所 尼 崎 市 南 塚 口 町 2 丁目 2 9 番 3 4 号 電 話 ( 0 6 ) 4 2 9 - 4 5 6 9

神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 5 丁目 6 番 地 電 話 ( 078)  22 - 6  2  9  3  

堺 市 宿 屋 町 東 3 丁 l 番 1 9 号 電 話 ( 0722)  2  - 5  4  2  3  

⑥ 
株式会社

坂 #  

取締役社長
坂 井 正 夫

本 社 大阪市北区太融寺町五六番地 電 話 代 表 (311) 9  3  3  1  

営 業 所 京 右目 市

U1 1; 長所 東 大 阪 市 ・ 和 歌 山 市 ・堺 市
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@  
株式会社

金 剛 組

代表取締役 金 岡1 手リ 隆

大阪市天王寺区椎寺町66 番地 電話 (779) 7731- 5 ・夜間5930

画
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 佐 藤 欣 治 ・ 取締役大阪支府長 山 本 良 勝

本 社 ・東京都中 央 区日 本橋 本町 4 - 8 電 話 東 京 (662) 2331  (大代 )

大阪支庖 ・大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大阪 (203) 7221  (代表)

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・富 山 ・札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・広 島

マ守

乏制金属互業株式会最建設部

総合処設 ｾＢｦＨ 業

主. I ! 目立大臣笠録

( ワ) 第 5 2  2  2 号

本 社 大 阪 市 西 区 立 売 掘 南 通 3 丁 目 7 1  電 話 大 阪馴 大 代 表6331

J.!主 京 反 応 点 ぶ 郎 港 区 凶 新 柄3 f 日1O{ 昏6 ; ;- ( 凶符ピ J レ) Ｇｉｾｮ ｬ ［ 吊 Ｊ ｊｾｲ Ｈ Ｎ凶 ＲＹＶ Ｑ Ｍ 2  

:}' ，凸 佳 支Jrli 名 古 尾 市 中 区 錦3 r  f l 23 番 31 ｾ［Ｍ ( 栄町ピル) ＧＧＧｬＡ， ｭｾ ノ ， 古 ｬ ゼ 醐 代 ＦＴＵＲ Ｑ

制 防1' ，" ¥' 業所福岡市 iJ立辺; m_ 2  f 円 10 1:a区51 ( 平ぬピ J レ ) 屯2占 有[_1¥I河σ4代 表0661

広 tdJ' lJ" 業 所 広 tdJ I行 鉄 砲 町 6 徐 7 i ;ー 屯 訴 広 仏(21) 1  2  8  3  

m 工 助 幌 市 大 仙 同 町 5 r  1  3  2  o'!i;)，ro  ey 臼1 ) 代 &3 7 2 2

初 芝 工 助 幌 市 上 塔 IOT 5  8  '，m，ro  ( 0723)  ( 7 )  5181  

千 葉 駐 各 所 千 葉 県 市 原 市 五 井 6 4 8 3 - 1 電 話 ( 0477) ( 2  ) 5601 

.  争

ー__.・.

ー___.・

和 建 設 株 式 会 社____.‘ 

代表取締役
竹 下 文 武

本 社 大 i坂 ili 点 淀 川 区 加 山 町 4 3 1

点 京 支 府 東京都港区丙来Jr 桁 2 丁 Fl191' 昨1 サ

京 都 営 業 所 京 都 市 平7171; 区 西 大 路 五 条 1: ル

東 京 工 場 川 口 市 仁 志 町 1 - 2  4  1  

高 槻 工 作 所 高 槻 d1 芝 生 町 5 の 2
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⑧ 島藤建設工業雲霊大阪支庖

常務取締役

支 庖 長

斉 藤 健

本 社 東京都港区赤坂 8 丁目 5 番34舟 電 話 東 京 (403) 1  5  1  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 1番地の 2 ' . { i : ，活大阪 (372) 6  0  0  1代表

⑧ 
清 水 建 設 株 式 会 社

社 長 J  11 1青

本 社 東 京 都 rll 央 区 ; 丘 町 一二 ノ

支 前 大 阪 ・名 古 屋 ・広 島 ・向 松 ・悩 岡 ・金 沢 ・仙台 ・札 l悦
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。 俗文建言え株式令私

常務取締役大阪支庖長 野 村 太 良日

大阪支店 大阪市東区北浜 5丁目2 2番地( 新住友ビル2号館) 電話 (202) 代表7421番

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 13 番 地 電 話 (353) 代表5111番

。
株

会

式

社 銭

J =t  

1司 組

取締役社長 銭 高 輝 之

本 庖 大 阪 市 西 区 阿 波 座 上 通 3 丁目 2 番 地 電 話 大 阪 (531) 6431番( 大代表)

支 j市 札 幌 ・ 仙 台 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

営 業 所 青 森 ・ 秋 田 ・盛 岡 ・ 前 僑 ・ 新 潟 ・千 葉 ・横 浜 ・，n，岡 . i l ! : . 京都

神 戸 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 松 山 ・松 江 ・ 北 九 州 ・ 熊 本 ・長 崎 ・大 分

。
大永定まえ株式会私

本 社 大 阪 ， 市 南 区 大 和 町 1 番 地 電 話 ( 213) 大 代 o 5  5  5  

大 阪 工 場 大 阪 府 松 原 市 丹 南 3 丁 目 2 番 2 6 号 電 話 松 原 @ 大 代 8 6 0 0

点 京 支 J苫 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 2 の 9 電 話 ( 294) 大 代 4 3  1  1  

名 古 屍 支 庖 名 古 屋 市 中 区 錦1丁 目 2番 11号( 岩田ビノレ) 電 話 ( 211 ) 代 5  4  2  1  

広 島 文 1苫 広 島 市 東 白 鳥 町 2 1 - 1 6 ( 多国ピノレ) 電 話 2 1 - 0 2 1 0  

九 州 支 l苫 福 岡 市 天 神 3 丁 目 3 番 11号 ( 新 梅 居 ピ ル ) 電 話 7 6 - 5 3 3 1  

営 業 所 札 帆 ・仙 台 ・千 葉 ・崎玉・機浜・立川 ・京 都 ・滋 賀 ・神 戸 ・ 奈 良 ・和 歌 山 ・ 岡 山

• 大 成 建 設 株 式 会 社
.  

役

長

締取

庖

務常

支

菅 j畢 英 夫

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7 番地 T E L 大阪 (262) 1131大代表

大 日 本 土 木 監 大 阪 支 応

2J J LZ 山 田 豊

取 締 役 支 庖 長 高 木 政 夫

530 大 阪 市 北 区 堂 島 北 町 9 電 話 0 6 ( 341) 代 表 5 9  

東 京 本 社 101 束 京 都 千 代 田 区 神 田 松 永 町19 m話 0 3 (255) 代 表 0 3 7 1  

本 時 50 0 ， 岐 阜 市 長 住 町 2 丁 目 3 電 話 0582 (6 2) 代 表 6 1 4 1

支 l汚 点 京 ・ 名 古 屋

営 業 所 神 戸 ・ 京 高fl . 奈 良 ・ 和 歌 山 ・ 上 六 ・ 岡 山 ・ 玄 斗

宮 崎 ・ 熊 本 ・悌 問 ・ 長 野 ・ 中 出 川 ・三 丞 ・横 浜 ・千 楽 . {，l， Ei  

パ?、

てV
続 竹 中 工 務 庖

取締役社長 竹 中 錬

本 庖 大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252) 1201番 ( 大代表)

営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ * 京 ・ 徽 浜 ・ 千 葉 ・ 節 岡 ・ 名 占 屋 ・高 山

京 都 ・ 神 戸 ・ 岡 山 ・ 広 島 ・ 高 松 ・ 北 九 州 ・ 福 岡
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⑧ 
鉄 建 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖

常務取締役支庖長 勝 田 頼 春

大阪市大淀区天神橋筋六丁目五番地( 天六阪急ピル) 電話 (358) 0321  ( 代表)

本社 ・東京都千代 田区三崎 町二 丁目五番三 号 電 話東京 (262) 3411 ( 代表)

⑪ 

東 液 興 業 株 式 舎 社 大 阪 支 庖

取締役社長 中 西 小一

支援E警護 小松英二

本 社東京都千代田区丸の内3の4 白 石 ビ ル 電 話 東 京 ( 212) 3 2 6 1

大阪支j育大阪市北区梅田町 2 7 サ ン ケ イ ピ ル 屯 話 大 阪 (343) 0  4  5  1  

支 居 東 京 ・名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌

〈

m

v

東 急 建

杢ｾ

S又 株 式 会 社

5締 答 五 島 昇 E警告 八 馬 芳 郎

み; 庖 ・東京都渋谷区大和田町16渋谷三菱 ピ ル 屯 話 東 京 (462)5111大代

大阪支府 ・大阪市北区太融寺町 33 大 阪 令 同 ビ ル 屯 話 大 阪 (313) 2491代

， 

@

 

戸 田 建 設 さ 喜 大 阪 支 庖

恥締役支庖長 加 納 秀 雄

大阪市東区本町 3 丁目 27の 1 ( センパ ・セントラルビル)

電 話 (252) 6311(大代表)

木 社 ・東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 3 番 地

大阪支庖営業所 ・京 都 ・神 戸 ・金 沢 ・富 山

I T、
てコ

飛島建設株式奮社大阪支J苫

常 務 取 締 役 支 眼 篠
原

申

J じJ、 治

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁 目 2 8 番 地 電 話 (942) 2  4  8  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁 目 3 番 2 8 号

@  
明日をささえる

西 松 建 設

大 阪 建 築 支 庖 大 阪 市 東 区 釣 鐘 町 2 丁 目 4 1 番 地

取締役支庖長 島 田 勢 喜

本 社 東 京 都 港 区 芝 西 久 保 桜 川 町 1 3 番 地
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唐務工田西

式

社

株

会母〉

良日

堺市石津西町 7 ( 臨海センタービル 3階) 電話 堺 (44) 5  2  2  1代表

岸 和 田 市 上 野 町 西 2 6 番 3 3 号 電 話 岸 和 田 貝 塚 ⑫ 2881代表

東京 営 業 所 大 阪 ・神戸 出張所和歌山・堺・名古屋・姫路

義田西
取締役社長

大阪本唐

本 社

支 庖

社
ふ

ヱミ式株

ミ壬ル

丘ヌL建東日

駒
夫俊保

宝

久長

榎

取締役社長

03 (265)  ( 大代表) 4281番

06 (351)代 o 6  2  3 番

電話東京

電話大阪

取締役支店長

102 東京都千代田区平河町 1丁 目2番地12

530 大阪市北区末広町12番地( 新末広ヒ' ル)

本社

支庖

社

必

ず

日
式株設建本日

③ 
政

(261) 7  5  9  1  - 6  

島 ・仙 台 ・ 札 幌 ・ 四 国

重

T E L  

田

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  

東 京 ・名 古 屋 ・福

生
長社

社

庖

本

支 問・広

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

巴.

'  

J じ、

電話。02) 代 表 4 7 9 1  

電 話 (241) 代 表 4 1 7 1  

義

大 阪 市 東 区 高 麗 橋 二 丁 目 九 番 地

東京都千代田区大手町二丁目一番一号

本岩取締役社長

本 社

東京支底

応支阪大組
H

，
e

 

j

 

日

E

E

株 式

会 社@  

蔵

大 阪 市 東 区 横 堀 町 二 丁 目 七 O 番 地 電 話 (203) 代 表 2 8 2 1  

庖 ・東京都港 区 赤 坂 青 山 南 町 一 丁 目 一 番 地 電 話 代 表 8 1  7  1  

庖 ・ 東 京 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 福 岡 ・ 高 松 ・ 広 島 ・ 長 野 ・ 札 幌

幾村
士

口

常務取締役

支 庖 長

本

支

社
. d.  

;ZI; 式株

*1 

-

E

-

-

-

-

-

-------

E

E

E

，

 

谷長
@  

為

阪 市 天 王 寺 区 大 道 町 四 丁 目 一 三 O

話 (771) ( 代表) 4  1 4 8 ・4 1 4 9 ・4 1 4 0  

阪 市 生 野 区 巽 四 条 町 1 0 3

話 (791) 2  7  4  4 番

l

 

i

 

'

E

a

，
，

，

 

/.、

仁 ｬｾ長取締役社長

大

電

大

電

社本

2  σ〉

工 作 場
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《。
総合建設 2 長谷川工努庖ビル経営

取締役社長 水 上 芳美

本 社 東 京 都 渋 谷 区 道 玄 坂 2 - 2  9  - 2  0  T  E  L  (463)  5451( 代表)

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 の 4 0  T  E  L  (203)  5661( 代表)

@  
阪 神 土 木 工 業 株 式 会 社

取締役社長 藤 原 正

本 社 大 阪 市 北 区 梅 田 町 9 3 番 地 電 話 ( 341) 5  4  4  5  (.倒

神 戸 支 l苫 神 戸 市 東 灘 区 御 影 本 町 2 - 18 匂 訴 神 戸 ( 85) 5  3  6  2  

西 宮 営 業 所 西 宮 市 池 田 町 4 の 3 1  電 話 西 宮 ( 22) 3  4 3 3  

岡 山 営 業 所 岡 山 市 内 田 4 3 番 地 包 括 間 山 ( 2 4 ) 6 6 8 9

出 張 所 芦 屋 ・ 尼 崎 ・ 和 歌 山 ・ 京 都 ・ 寝 屋 川

-

z  
建 設 株 式不

ふ
一

A

郎

-・・・・圃圃

山 口 五
口

取締役社長

社

本社大阪市西区阿波ｾ上通 Ｔ 丁目 Ｘ 〒 ＵＵＰ 電話大阪 ＨＰＶＩ 541- 5534代表・9301代表

支 宿 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 4 丁目 5 番 2 号 〒 160 電 話 東 京 ( 03) 377 - 5  1  7  1 代 表

名古屋市中区千代田 4 丁目 11番 17号 〒 460 包括名古屋 (052) 321 - 8  4  8  1 代表

出 張 所 大 垣 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 広 畑 ・ 大 分

'  

‘  ④ 

不 動 建 設 株 式

之〉

Z 五f

庄 野 勝
取締役社長

社

大 阪 本 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 丁目 3 0 番 地 屯 話 大 阪 (201) 1121 

東 京 支 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 4 丁目 2 番 1 6号 電 話 東 京 (567) 1751 

支 庖 大 阪・東京 ・九州・名古屋君地・大分・神戸・横浜 ・北海道 ・千葉 ・仙 台

営 業 所 広 島 ・ 岡 山 ・ 福 岡 ・長 崎

@  

株

会

式

社 工 務木藤 庖

本 庖 ・ 大 阪 市 東 区 両 替 町 一 丁 目 一 三 ・電 話 大 阪 06(942) 1461 ( 代)

支 庖 ・ 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 二 三 番 地 ・電話 東 京 03(357) 1611( 代)

倉 敷 市 鶴 形 一 丁 目 十 ノ 三 二 ・電話 倉敷0864(22) 3330( 代)

高 松 市 丸 ノ 内 十 一 番 地 ノ 十 三 電 話 高 松0878(51) 7272 ( 代)

出 張 所 ・ 京 都 ・ 名 古 屋 ・ 津 ・ 岡 山 ・ 新 居 浜 ・ 徳 島 ・ 福 岡 ・ 熊 本

省惨
未 来 を ひ ら く 国

凶

A

藤

之文
取締役大阪支底長 古 賀

組

大 阪 市 北 区 堂 島 中 2 丁 目 38 番 地 電話 (345) 代表 7 6  7  1  

本 社 ・ 東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 15 

支 庖 ・東京 ・札幌・横浜 ・名古屋 ・大阪 ・広島 ・九州・リ マ ・カラカス

( 藤田組からフジタ工業へ・… 昭和46年 2 月 1 日より社名変更予定)
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+  

③ 

。

⑥ 

@  

@  

120 

真柄建設株式会社大阪支庖

取 締 役

支 l苫 長
佐 々 木 孝 治

大| 坂 J〈府大阪市内区京町幼1 ¥3 丁目 12番 地 ' ，11: 話大|坂 ( 06) 443- 0641 (代表)

点 京 本 社 点 京 都 千 代 111区勉町5丁目 1番 地 ' ，[，1; 5東京 (03) 263- 1211(代表)

Jir. li ' 営業所 京 京 ' 1，8 屋 ・金沢・高山・悩 JI 二・京 都 ・大 ilt ' 神 戸 ・新 潟

前田建設工業株式会社大阪支庖

7 M取 締 役 れii 長 島 田 光 晶

支 町 大 |坂 di * 区 イ i Ulf 2 了 目 7 番 地 屯 ぷ 大 阪 (942) 130 1  ( (に表)

本 社 東京自1I 千代川区??i 上見 2丁目 10 j } : 地の26 ，} 屯， ｩ ，ｾ点京 ＨＲＶＵＩ 5551番( 代表)

株 式 会 社
松 村 組

取締役社長 不公 ホナ ま佐

本 社 ・大 阪 市北 区 宝 心 町 一 丁 目七 O番地 電 話 代表大阪 ( 353) 1131  

ι  J，ii ・東 京 ・..f L 11従 ・名 古 屡 ・広 島 ・悩 li 司

-・圃圃・・・

井 建 設 顎 大 阪 支 庖
-・・・・園田・・・

'，:;i; f万取締役 小tr

JZ 1; 1i 長 川
内 慶 久

大 阪 支 庖 大 阪市 北 区常安 町21番 地 三 井 ピル別館 電 話 大 阪 (443) 代表1321

本 社 東 京 行li 中央区 H本紙室IUT二ノー( 三) j : ピル) i' む丹東京 (270) 大代表8651

支 庖 東 京 土 木 ・東京建築 ・札 幌 ・仙 台 ・横 浜 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

株式会社

ホナ 上 工 務 底

取締役社長 村 上
芳7!ミ7  

本 社 大 阪 市 大 淀 区 盟 崎 束 通 り 3 丁 目16番地 の16 T E L  ( 372) 2 9 2 4  

営 業 所 東 京 ・神 戸

村 本 建 設 株 式 会 宇土

取締役社長 キナ 本
」昼E主 同司

本 社奈良県北必城郡広陵町安部 5 4 7 屯 話 大 手n，'，')j 田 ( 52)  6021 (代表)

大 阪 支 府 大 阪 rl i天王寺区上本町 9 丁目 4 9 逗 話 大 阪 ( 779)  1571 ( 代表)

東京支庖 名古屋支J苫 福岡支席

屯 話 * 京 (265) 5851( iり 電 話 名 古 屋 ( 241 ) 1511( il) 屯 話 福 岡 ( 74 ) 0119 

.  



⑮ 
望 月 建 設 株 式

芝〉

エヨミ 社

取締役社長 望 月 小 太 郎

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 上 1丁目 18 屯話大阪(344) 8  6  5  1  ( 代表)

第 一 工 作 所 豊 中 市 島 江 1 丁 目 1 電話 (332) 4  8  3  1  

第二工作所豊中市小曽根 4 丁目 9 0 4 屯話 (332) 4  8  3  2  

。 株式会社 森 組

取締役社長

オミ

不本 幸
ム

口

、

叫

J

‘

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁目 1 4 番 地 電 話 (231) 8283- 7番

( 支庖) 東京 ・名古屋 ・奈良 ( 営業所) 和歌山・尼崎・神戸・岡山

⑬ 
株式会社 森 本

本 積

組

オて

ｾ木 善

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 夕 陽 ケ 丘町三 番 地 電 話 大 阪 (779) 1  4  5  1  

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島

営 業 所 松 江 ・ 神 戸

出張所奈良・米子・下北山・西明石・和歌山・河内・相生・木曽福島

① 株 式 会 社
盛 工 務 庖

代表取締役 成

i 且 L 道 雄

本 社 ・大阪市旭区赤川町二丁目八番地電話大阪 (921) 3471( 代表)

営業所 ・神 戸 ・ 福 岡 ・ 西 宮

。

号

矢 島 建 設 株 式

b

f

A

 

社

取締f支社長 矢 島 浩

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 七 丁 目 11 - 3  ' j 官話東京 (572) 代1436

大 阪 支 庖 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町 八 番 地 電 話 大 阪 (271) 代5837

F T匂 仁 平 信 也

支庖 ・営業所 仙 台 ・ 福 岡 ・ 蒲 郡 ・ 和 歌 山

@  
株式舎社米国工務届

代表取締役

米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男

取締役会長

本 社 大 阪 市 天 王 寺 区 逢 坂 上 ノ 町 7 T E L 大阪 (06) 7. 71- 7775代表
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賀 正

1 9 7 .1  

建 材 ・ 設 備 ・ 工 事 業 者 有 志

ｾ＠ ア ル ナ 工 機 株 式 会 社

取締役社長 日 上七

主乞

忠、

本 社 兵 庫 県 尼 崎 市 東 難 波 町 1 - 4 - 5 電話大阪 (401)7281代 表

支 社 東京都千代田区岩本町3- 1(扇ビル) 電話東京 (862)7281代 表

支 脂 名 古 屋 市 熱 田 区 市 場 町 1 0 8 電話名古屋 (681)6666代 表

マミ〉
浅 野 ス レ ー ト 株 式 会 社

取締役支庖長

/.、

にI 幸

本 社 東 京 都 港 区 芝 浜 松 町 4 の 2 電話 (434) 1  2  1  1  

支 庖 大 阪 市 大 淀 区 中 津 浜 通 り 3 の 1 1 の l 電話 (372) 5  3  5  1  

。. 株 式 会 社 井 上 浄 夫 商 庖
， 

取締役社長 井 ・ 上 浄 夫

本 社 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 1  0  1 屯 話 441- 853 1 ( 代)

支 社 東 京 都 中 央 区 八 丁 堀 4 - 2  - 2 屯話 551- 6  7  5  6  

ぐ〉

タ イ ル ・ 瓦 工 事

井 上 窯 業 株 式

A

Q

玄
社

代表取締役 井 上 秋 次

大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 4 0 番 地 電話 771- 2  8  2  5  ( 代)

営 業 所 豊 中 ・奈良・寝屋川

• 株 式

..d.. 

社 梅 彦A  

松 水 彦 太 良R代表取締役

み; 社 大 阪 市 北 区 舟 場 町 20 番 地 屯 話 06 (371)  4  0  3  6代

営 業 所 大 阪 市 北 区 道 本 町 4 0 番 地 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 h'j 水 2 4  6 番 地 電 話0726 (43)  6  1  4  9代

忠 臣 川 工 場 寝 屋 川 市 河 北 一 番 地 屯 話0720 ( 21 )  4  3  3  8代
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陶 磁 タ イ ル ・ オ リ エ ン タ ル モ ザ イ コ

( 陶磁・ガラスを主材とする壁画事脅威・立体帯構成)

⑦ 開 Ｘ タイ ｊｾ 衛令

大阪市西区江戸堀北通 1 ノ 1 9  ( オカダビル) 屯話 (443)  9  1  3  1  ( 代表)

。
各 種 冷 暖 房 ・ 空 気 調 整 機 器 専 門 製 作

木 村 エ

( U正取締役

機

木

M

M

n

-

↓

1

 

4

A

i

去

q

式

t兇

...c、

ヨ玄

、丘二

1旦

社

本 社 大 阪 市 東 区 上 町 1 3 祷 地 電 話 ( 06) 7 61  - 6 9 2 1  

東京 Ｇ ｩＺｾＧ 業所東京都中央区八重洲 Ｔ 丁目 Ｕ 番地Ｈ新光ピ ｊ レＩ電話 ＨＰＳＩ 273 - 8 8 2 1  

名 古 屋 営 業 所 名占 ｬ 蛍市中区 ｪｾｬ 1 了目 4 11¥: 27 け( 尚肝ピル) 電 話 ( 052 )  211 - 5048 

福 岡 営 業 所 悩 | 利 市 大 名 1 r  Id 12  11¥: 52 け( 内雌ピ lレ) 電話 ( 092) 77 ー 0628

八 尾 製 作 所 大 阪 府 八 尾 市 北 久 宝 寺 2 ｲ 回 Ｒ ＱＱ｜Ｚ ＷｾＮ 電話 ＨＰＷＲＹＩＲＳ ー ＰＶＲＱ

。
電気・計装・空調・土木

近儀電急エ幸妹夫合絃

取締役社長 大 森 久 司

本 店 大 阪 市 北 区 南 扇 町 1 1 電話 312- 1  2  8  1  ( 大代)

、

¥

z

-

s

s

/

 

o
z
s
J
 

AUυ

・

-
v
、

株 式 会 社 建 材 社

取締役社長 上 西
土

土

ム

口

、
v

f

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 6 - 6  - 7 屯話 572ー 7 4  1  1  

支 庖 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2  2  電話 203- 3  7  2  1  

。
三協アルミニウム工業株式会社大阪支庖

取締役支庖長 1

 

1

 

1

1

J

 

中 正 道

本社 ・工 場 富 山 県 高 岡 市 早 川 7 0 電話0766- 22- 5030 

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 靭1- 123 (近畿富山会館) 電話 443- 9601- 7  

株式会社シェル石油大阪発売所

アスフアルト製品販売部

部長 栗 山 和

本 社 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 り 1 - 2 5 電 話 大 阪 (363) 0441大 代 表

分 室 大 阪 市 東 淀川 区 西 中 島 町 2一76 電 話 大 阪 (303) 7  1  3  1 代 表

事 務 所 東 京 ・ 福 岡

123 



建築写真の撮影から仕上げ・カラー写真の一貫生産

記 録 ア ル バ ム 作 成 ・ パ ネ ル 張 り ・ 装 飾 用 大 伸 し

作品集・竣工アルバム及び、パンフレットの編集・印刷

ＨｩＮｲｊ 初ｾジーチーサン
大 阪 市 東 区 北 浜 3 丁 目 5 2  

電 話 06 ( 231 )  1  2  6  3  - 4 ・ 6 7  9  1  ・ 否541

SI NKO 新 晃 工 業 株 式
ふ
一

A

社

本 社 / 大 阪 市 東 区 大 川町 1 ( 淀屋橋勧銀ビル) 干541 fi (06)  202- 4761聞

大 阪 支 府 / 大 阪 市 東 区 大 川 町 1 ( 淀屋橋勧銀ビル) 〒541 fi (06)  202- 4761聞

東 京 主 席 / 東 京 都 千 代 悶 区 有 楽 町 1- 5(有楽町ビル) 〒100 fi (03)  216- 4311附

名占屋支応/ 名 I守屋市中区栄町 4 - 1 - 1 ( 中日ビル) 〒460 fi (052)261- 1731問

。 神 束 塗 料 株 式 会 社

社 長 山 口 由 美

本 社 尼 崎 市 南 塚 口 町 6 - 1 0 - 7 3 電 話 429- 6261 (大代)

束 京 支 府 東 京 都 中 央 区 八 屯 洲 3 - 3( 八重洲口会館) 屯 話 272- 4011 (大 代 )

鍾
可 瞳F

新日本空調株式会社大阪支応
.  

， 

支ml正 堀 田 雅 邦

大 阪 支 応 大 阪 di北区立品浜通 1 - 2 5 - 1 (新大ビル) 屯話大|荻 (344) 6031 (代)

本 社 東 京 都 中央区日本十; f i ; ，; J >: 石町4- 2(三井第2別館) 電話東京 (279 )5671 (大代)

須 賀 工 業 株 式
必
一
品

社

取 締 役 社 長 Z頁

カ口

貝 孝

点 京 ・横 浜 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・ 京 都 ・神 戸 ・広 島 ・福 岡

ネ青 研 ;令 機 株 式
必ヱミ、 ネ土

ｾ＠
取 締 役 社 長 木 内 清

事 務 取 締 役 和 田 正 八 郎

-4' 社 大阪 ､￭ 昨 ｈｾ Ｎｊ， ｌ 桜田 ｛ Ｓ 倭了 ＶＸ 接地ＨオートセンターピルＩ五話 ＷＶＱ 1141刊

* 京 営 業 所 以 点 目11 T- 代 111 区九段 1材2 丁目 2 番 5 号( 九段ビル) 屯 話262 - 3241刊
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建築用接着剤 ・各種コーキング剤製造 ・販売 ・責任施工

セ メ ダ イ ン 株 式 会 社

大阪支庖長
大 山 日召 血

大 阪 市 南 区 大 宝 寺 町 東 之 丁 4 1  電 話 (251) 3555 ( 大代表)

西日本アスフアルト事業協同組合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株 式 会 社 タ テ バ ヤ シ 商 庖

代表取締役 舘 林 月員 司

京 都 市 南 区 西 九 条 大 国 町 3 7  電 話 (075) 681- 7  2  2  1  ( 代)

d 傘込

、ヰ7

大阪ガス風呂ショップ

. ，- ，- 白回目

代 表 者
田 由

'

刀

ロ

同

門

口

ハ 雄

大阪市浪速区元町 1 丁目 7 4  7  ( 但し国鉄湊町駅南へ 5 0 メーター西側)

電 話 (641) 5313 ・6221 ・8128

工 場 守 口 市 大 宮 通 り 4 丁 目 2 5 電話 (992) 3  8  2  2  

.  
、

マ

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

大阪営業所

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 7  4 電 話 441- 5  9  5  1  ( 代)

③ 田 村 商

A

雲

創 業 明 治24年

田 村
古

了

; j i : 庖神戸市生田区京町 7 2  ( クレセントビ j レ) 電話 (078) 39- 1881 ( 代)

支府 東京都中央区八重洲 1- 1(八重洲田村ビル) 電話 (03) 271- 6181- 2  

。
鉄骨 ・鉄界

一 【 鉄構造物設計施工

橋 梁 ・製缶

株式会社
大 成 鉄 工 所

代表取締役 高 杉 善 久

本 社 工 場 枚 方 市 出 口 3 8 3 電話 (0720)31- 7001- 8  

広島官業所 広島市横川町新町8- 19(ライトビル) 電話 (0822)32- 8  8  5  9  
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回

⑮ 

。〉

⑧ 

置

命 >
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H愛・冷房・空気温湿度調整装置設計施工

高 砂 頼 挙 工 業 綜 読 書 紅

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 梅 田 8 ( 新阪急ビ/ レ) 電話 345- 4521 ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 - 2 電話 255- 8211 (代)

株式会絞志村電機製7色所

取締役社長 高リ 島 栄 八

本 社 大 阪 市 北 区 河 内 町 2 - 2  8  電話06(358) 6351(代表)

工 場 大 阪 府 八 尾 市 佐 堂 町 3 - 3、- 12 電話0729(99)0151(代表)

線会批量史

立 イt : 商 曾

取締役社長 イ左 介ケ 孝 雄

本 社 大 阪 市 西 区 阿 波 堀 通 2 - 4  7  電話 541- 9  5  2  1  ( 大代)

支 周 東 京 ・名 古 屋 ・堺 ・ 神 戸

営 業 所 大 阪 : 束 ・北・ 中央、東京: 町田 ・鹿島

東光電気工事株式会社大阪支社

取締役支社長 姉 川 正 男

本 社東京都千代田区西神田 1丁目 4番5号 電 話03- 292- 2111 ( 大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 5 丁目 2 8 番 地 電 話06- 202- 0325 ( 代)

室 内 装 飾

床 貼 材 料 合 名 会 社 利

4居メ入

幸 商 庖

代表社員 利

居ノ念、

清

本 社 大 阪 市 南 区 長 堀 橋 筋 2 の 2 0  電 話 大 阪 (211) 0571

京都営業所 京都市中京区河原町夷川下ル指物町電話京都 (231) 3277

共栄パーライト販売株式会社

取締役社長 中首 泰 治

本 社 大 阪 市 東 区 森 之 宮 西 の ' 町 5 9 4 電話 (941) 9  2  4  3  ( 代)

‘  
， 



4・:r川 :11{・. .  
:J-:J.::J F i ' - J:こ，ESこ，様式書桂

自動ドアーはこのマーク

男

〒 550 大 阪 市 西 区 阿 波 堀 通 2 一 7 T  E  L  ( 代) 532- 5  8  4  1  

名古屋・広島 ・高松 ・金沢 ・京都 ・神戸/ 和歌山・浜松・岐阜 ・津 ・富山 ・松山・徳島

鬼登畔中取締役社長

本 社

営業所

内外アスベスト株式会社大阪支局

電 話 (06) 922- 1  3  7  1 間

電 話 (0878) 62- 8  9  1  6  

電 話 ( 03) 800- 2  1  1  1 附

出 張 所 福 岡 ・ 仙 台

大阪市都島区善源寺町 2 丁目 3 番 1 4号

高 松 営 業 所 高 松 市 木 太 町 新 聞 2 8  1  3  

本 社 東 京 都北 区東田端町 1- 4- 8

支 庖 札 幌 ・名 古 屋 ・広 島

強襲

保 温 ・ 保 冷 ・ 設 計 ・ 施 工

サーモパネル板による

空間機ケーシング

段計・施工

サーモテックス吹付 1

ＧＺＧＮＭＺＢｾＧＺＧ ｽ 耐火被覆
サ ー モ 耐 火 板 j

ダ イ ヤ ラ ス ・鉄 筋 ラ ス ・親 子 ラ ス ・ラ ス シ ー ト ・リ プ ラ ス ・溶 接 金 網

ス 製 作 所ヲ'
中 川

楢

大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 3 1  但し十合百貨庖北ノ辻東へ入ル南側

電話 (271)  5228 - 9 ・( 252) 8861- 3  

栄

ー

l

 

'

E

E

，
J

 

中者表代

特許 ｦ｡ ｦｊ ｾｾιｹ ィ，ＮＮＮＮ *"φ 41総統

西日本アスフアルト事業協同組合

ω  .  

西原衛生工業所大阪庖

株 式

会 社

お

良R
半

十
取締役社長

屯話大阪 (458) 代 3 5  3  1 番大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 1 1番地

日 刊 建 設 産 業 新 聞 ・日 刊 建 産 速 報

日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取締役社長 花 村 茂 彦 取締役支社長 山 漫 敏 郎

株式

会 社ｾ＠

電話 ( 231) 8171 (代)

電話03( 961) 1691 (代)

電話078( 29)0541- 2  

電話075(463) 0 6  8  3  

大阪市東区淡路町 1 丁目 14( 八千代ビレ)

東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8  - 8  

神 戸 市 立 合 区 八 幡 通 5 丁目 6 - 1  

京 都 市 右 京 区 鳴 滝 本 町 1 1  - 4  

大阪支社

本 社

神 戸 支 局

京都支局
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頃ｾ ま を 日 刊 建 設 新 聞 社

取締役社長 中 山 豊 雄

大 阪 本 社 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 1 丁目 3 ( 東洋ビル) 電話202- 6861( 代表)

3彰

株 式

会社 日刊建設通信関西支社

代表取締役会長 田 中

取 締 役 支 社 長 成 田 辰 美

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6  8 電話 ( 444) 4  4  5  1代表

本 社 ・ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 - 1 1 - 4 電話 ( 502) 8  5  8  1代 表

。

日 新 工 材 株 式 会 社

代表取締役 井 場 績

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 - 1  7  電 話 ( 541) 3785- 6 ・2721

倉 庫 ・ 西 区 新 町 北 通 1 - 1  8  ( 538)  3830 ・3 9  8  9  

建設省東計

第 240-号認可
日本アスフアルト防水工業

協同組合関西支部

.  

大阪市東淀川区瑞光通り 4- 30- 2 日新工業株式会社大阪支庖内

電 話 ( 329 )  7  7  3  7  - 4  0  

日 本 イ 卜 ン 工 業 株 式 会 社

日本セメン卜株式会社イトン事業本部

大阪支庖長
士

口村 英 男

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 曽 根 崎 中 1 - 5  2  電 話06( 311 ) 5  2  3  1 代 表

社団法人 日本サッシ協会関西支部

大 阪 市 浪 速 区 敷 津 町 3 - 2  0  ( 建団連会館) T E L (632 ) 6 1 7 1 (交)

支 部 長 福 田 好 雄 理 事 国 島 清 美 理 事 光 島 光 一 郎

理 事 岩 住 幸 治 郎 理 事 谷 山 俊 輔 監 事 高 橋 1度

理 ｾ ｊ ＱＭ大桑善治 理事 日比 憲 一 監事 里子車問 イ変玄佐

理 'J 1 - 佐 竹 達 二 理 事 平 尾 近 夫
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⑥ 

エ レ ベ ー タ ・ リ フ ト ・ カ ー リ フ ト

設 計 ・ 製 作 ・ 据 付 ・ 修 理

日本エレベータ工業 K. K.  

代 表 取 締 役 長 尾 正 大

本 社大阪市大淀区天神僑筋六丁目 天六阪急ビル 屯話 06 ( 351)  4927刊

東京営業所東京都北区田端町 3 1 1 東京建築興業ピル屯話 03 (822)  0995刷

工 場大阪市東淀川区小松中. i r u 5 丁口 6 喜子地屯話 06 ( 328)  0363附

温湿度調整・暖冷房・換気給排水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式 会 社

本 社 京 都 市 南 区 丙 ) L 粂 盟 LO町 20- 1  'dl .r舟 681 - 5 1 0 1 - 5  

大 阪 営 業 所 大 阪 市 北 区 天 尚 杭 筋 1 - 3  7  '，lL ，市 352- 3  5 0 1  - 3  

IJLJ 11 rli 常 業 所 凹 1 =1 市 市 浜 m IJ Lj 末 広 IIIJ 川 清 53 ー 7 4 3 1 - 3  

大 山 H.J1 悩 所 大 津 di 打 山 浜 1 3  - 1  5 必 話 22- 9  7  3  8  

i  It 営 業 所 は 市 栄 H汀 2 - 1  1  1  '，lL，活 8 - 3 6 1 0

2  目 ホ 建 欽 版 式

。

=  
社

取締役社長
石 |

 

|

 

『

E

S

J
辰 雄

本社・東京支庖 東京都千代田区大手町 2- 6 - 2( 日本ビ/ レ) 屯話東京270- 6511 (大代表 )

大 阪 支 応 大阪市北区梅田町 4 7 番地( 新阪神ピル) 屯話大阪341- 4331 ( 代表)

日 本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田正 郎

本 社

'  大 阪 市 北 区 万 北 町 5 0 番 地 T E L 大代表 (312) 8671 
大| 仮名業本部

* 京事業本部 東京都港区芝西久保桜川町2 第17森ビル T E L 大代表 (501 ) 7631 

qi j > 原 田 今 商 事 株 式 会 社

取締役社長
原 回 守 蔵

ノド 社Ｇ，ｾ話 ＰＶ Ｍ ＵＴＱ Ｍ ＷＴＵＵ Ｈ 代Ｉ

水 分 営 業 所 屯 話06- 5 4 1 - 3 8 4 3 - 4

‘=. 

株式会社 日 土百 本

-
HARtNl A陪 H臥 KI

取締役社長 日 垣 ネ圭

社

本 社 大 阪 rli 南 区 安 宝 寺 柿 通 2 - 3  "正 E活 261- 5  0  9  1  

点 大 阪 支 府 京 大 阪 市 稲 111 1  1  4  1  - 1  ' ，l L話 789- 5  4  8  1  

点 京 支 府 点 京 間 盛 山 区 向 山 3 - 3  5  - 6  '，lL，市 623- 8  3  1  1  

名 占 崖 営 業 所 名占屋市 ｉｊ 可区別 Ｑ 占 ｾｽｲｵｔ 3  - 7  'dl 話 561 - 9  4  9  1  

札 申 込 営 業 所 札 l悦 rli -1ヒ 1 2 粂- * 5  l - 1=1  223- 46 " 正請 741 - 3  1  1  1  

M 岡 常 業 所 福 岡 市 御 供 所 mT 2 - 4 2 " 正請 27- 1  5  5  1  
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⑧フグピ化学工業株吠令ド

金 士

口

電話 22- 7280 

電話 271- 8531

貧民

福 井 市 三 十 八 社 町 3 3 - 6  6  

大阪市南区長堀橋筋 1 - 1  ( 森久 ビル)

木八取締役社長

本 社 工 場

大阪営業所

社
. A  

Z 玄式電 業 株士
宮

田

国向園

、p

実

電話 (541) 0  5  6  4 代表

中

大阪市西区北堀江上通 1丁目6 5  

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田取締役社長

本 社

営業所

社
. A  

' : zx 式株事商谷

胆 晶 『

孟

③ 

1  

1  

71く

電話078 - 3 3 - 0  8  8  

電話06- 364- 2  0  3  

山谷

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 4 丁 目

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル)

安

ニ士二

取締役社長

社

庖

本

支

ム 弘

- 7  

取 締 役 社長

エ マ ル 1) Y ン

エマレッ 7 スリシン

エ マ ル ス キ ン

明 石 市 中 谷 町 8 8 8 番 地

神 戸 市 垂 水 区 岩 岡 町 野 中 字 福 吉 5 6 4

大 阪 市 東 区 北 久 宝 寺 町2 丁 目 6 ( 三京ピノレ)

東 京 都 盛 田 区 間 園 4 丁 目 37 13坂井ピノレ

名 古 屋 市 西 区 枇 犯 烏 通 4 丁 目 4 7  

広 島 市 天 満 田T l l - 2 3 ( 内藤ピノレ)

福 岡 市 小 林 町 1 2 4

ネ土株 式

鞠 二

内著書材 エマジュラク エ マ ソ フ ト

エマミ y クス 防火レックス

エマーロー J レ エ 7 ト ッ プ

電 簡 明 石 代 表 ( 913) 3456 

工 業

村 田

プレハタイル

明 研 リ シ ン

イヒ石汗

特許

明

外 内 装 材ｾｾ＠
06 ( 271 )  3967f t  

03 (634)  1756- 8  

052 ( 521 )  6373f t  

0822 ( 91 ) 5 9 2 7  

092 (41)  4  4  2  6  

電昔舌

電 話

電 話

電 話

電 話

本 社

第 二 工 場

大 阪 営 業 所

東 京 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

広 島 営 業 所

福 岡 営 業 所

者I

，.、

Z I  式書志属

，肉、

宣孟会4
ｾ＠
意志

治嘉ネす

宮 (06) 631- 7845 

1i  (03)  625- 3991 

オミこ

フド木

大 阪 市 南 区 高 津 町 4 番 丁 2 8  

東 京 都 墨 田 区 錦 糸 2 丁目 3 ー 5

取 締 役 社 長

本 社

東京営業所

額矢橋大理石商応大阪支応

圭

大 阪 市 米 区 高 雌 儲 2 ( 野村ビル) T  E  L  202- 4  9  0  5  

本 社 岐 阜 T E  L0584- 71- 1211 東京支庖 T  E  L03- 214- 3561 

名古屋支庖 T  E  L052- 561- 3441 営 業 所 福 岡・ 広島 ・札 l悦

垣ヰじ取締役支府長

I  
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安 田 レ ー ル 株 式
ふ
一
品ネ土

取締役会長 安 田 誠

本 社 大 阪 市 南 区 末 吉 橋 通 1 - 1  7  TEL 251- 7091- 8  

東京営業所 東京都中央区日本橋本町4- 4( クラウンピル) TEL 662- 4457- 9  

時
株 式 会 社 山 本 建 キオ 社

代表取締役 山 本 武 雄

本 社 大 阪 市 西 区 西 長 堀 南 通 1 - 1  屯 話 5 4 1 - 1 8 6 1 - 7

束 眉 東 大 阪 市 金 物 町 3 号 1 番 電 話 723- 2  2  7  7  - 8  

⑬ 
山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

取締役社長 山 本 禎 禰

本社 ・工場 大 阪 府 慌 津 市 別 府 3 6 5 電話 (06) 381 - 9  1  3  1  - 5  

営 業 所 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 仙 台

.  
-

吉

材

社

建

ふ

一

A

H

N

式

鈷

株

.••••••. •••••• 
盲

目

a

，

商 庖

本 社 和 歌 山 市 西 布 経 町 1 の 1 屯 話 0734ー 23- 5  2  5  7  ( 代)

営 業 所 田 辺 市 新 庄 町 4 9 1 電話 0739- 22- 0259 ・6350

出 張 所 和 歌 山 県 海 草1m下津町下 2 2 2 屯 話 07349ー 2 - 1 4 2 3 ( 代)

回連

ウレタン ・エ ポキシ樹脂の合成ゴム塗膜防水剤

* ラバシー )v" 責任施工

ラＺｊｾレヂン ｚ 業株式会社
取締役社長 原 1字

本 社 大 阪 市 浪 速 区 桜 川 5丁目 2 番地の 8 悶坂ビル屯話大阪 (561)6601(代)

出 張 所 名 古 屋 市 北 区 清 水 町 6 の 4 電話名古屋 (911) 6  8  0  1  

⑧ 
理研鋼機株式会社大阪支庖

支 居 長 長 井 5延

大阪支庖 大阪市東区高麗僑 5 - 45( 興銀ビル別館) 屯話06- 202- 7745(代)

本 社 東 京 都 北 区 神 谷 3 - 10 - 8 屯話03- 902- 3111 ( 大代)

東京支庖 東京都港区西麻布4- 15一21(第6興和ビル) 屯話03-407-6111 ( 大代)

支 唐 名 古 屋 ・ 仙 台
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小
川

Y

日 本 電 気 硝 子 側 代 理 府 営業品目 鉛硝チ ・ガラスブロック ・光り壁

附各務クリスタ J レ製作所代理府 ゲージグラス ・レンズ ・サンストップ

株式会社伊勢谷特殊硝子製作所

そ表取締役 伊 勢 谷 圭 作

屑 名古屋市北区駒止町 1丁目 6 4  ' f l L 話名芦屋 (981) 5  

電撃 文 阪 装 自信 株 武

省ト

宮

取締役社長 自巻 J  11 智
1、丘旦K  

本 社 大 阪 市 西 区 京町掘 2 丁目 6 4 番地 電話代表 06 ( 441)  0  9  3  1  

営 業 所 東 京 都 豊 島 区 東 池 袋 1丁目 4 5番 地 電 話 代 表 03 (984)  7  7  2  5  

束西建築サービス株式会社

取締役社長 布 袋 園 雄

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 4  8 屯話 06 (202)  3  6  2  6  

事 務 所 所 在 地 東 京 ・ 名 古 屋

セントラルヒーティングは世界最大の規模を誇る

か ン ー 製 A ・3 ボ イ ラ

‘  
-

*;f; 2i C272J ZJぷぷ; ; 。を 似郎氏俗図品協b m汽車製造術玄室 iiii

・米国市場の80%を独占・鋳鉄製本体は耐久性抜群( 米国で70年、日本で40年の実績あり)

. 暖房と給湯が一台で可能・全自動で操作は簡単・静かな運転音圃 A 重油・灯油・軽油いずれでも可

・家庭用から営業用まで72機種・部品の在庫豊富

C<D ; 融 制 服 蓄 預 士

一生きたデザイン すぐれたクラフトl
。.

家具・造作・ 室 内装飾・船舶・航空機内部蟻装工事 設計施工

及 び

建築設計監理

⑧大先室内装工部

大 阪 大 阪 市 南 区 鰻 谷 仲 之 町 3 8  T  E  L  (252)0641  

来 京 東 京 都 中 央 区 八 重 洲 4 の 3 T  E  L  (271 )0935 

名古屋 名古屋市中区錦 2 丁目 2 の13号 T  E  L  (231 )0256 
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空 調 設 備 の 頁

取 締 役 社 長

取 締 役 支 底 長

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地

本 庖 東 京 ・ 日 比 谷 ・ 三 倍 ピ ル

支 唐名古屋、福岡、札幌、広島、仙台、

出 張 所 愉浜 、金沢、併問、高絞

宮古山

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 ・施 工

22朝日三業社

東京都港区芝浜松町 2 - 7 電話 ( 434) 6171 ( 大代)

大阪市東淀川区加島町 375 電 話 ( 302) 2 2 7 1  ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

釧 路 ・函 館 ・盛 岡 ・横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・神 戸

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

空 気 調 和 設 備設 計 施 工

衛 生 設 備

三建設備工業株ま奮社

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通 4 - 1 0 - 30 電 話 ( 922) 625 1 ( 代 )

東 京 都中央 区 日本 橋 娠 穀町 2 - 22 電 話 ( 667 ) 3431( 大 代 )

名 古 屋 ・仙台・ 札 幌 ・広 島 ・福 岡・ 金 沢 ・新 潟 ・横 浜

φ ‘  

大 阪 支 庖

本 社

支 社

電 気 ・空 調 ・給 排 水 ・衛 生 設 備 ・設 計 施 工

e  大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社 長 菅 谷 知 巳

本 底 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 1 - 6 0  電話 ( 441) 8231大代

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 眺 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・ 広 島

出I限 所 京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本 ・ 横 浜

新 潟 ・ 富 山 ・福 井 ・ 22 回

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
三 発 空 調

社 大 阪 市 北 区 五I 回目T 16 番 地 電 話 ( 363) 大代表1371

r.ti 東京都千代田区神田小川町 2丁目 l 番地 電話 ( 292) 代 表7751

広 島 市 紙 長 町 1 丁目 2 番 22号 電 話 ( 47) 代 表45:l 5

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12 号 電 話 ( 76) 代 表3795

名 古 屋 ・ 富 山 ・ 神 戸 ・ 稲 井 ・京 都 ・ 松 江

設 計 施 工

生

気

水 ・衛

房 ・換

排

冷

給

暖

株式会社

本

支

所

取締 役社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7 l 51( 代 )

京 都 市東 山 区 大和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区下 山手 通 六 ノ ー ・電 話神 戸34局 5 8  9  2  

弓b

プ1.
阪 城 口 研大

株 式

会 社

f! j'Jl l 1i fr 

賀 社

A 、

去式業 株工須

1:¥- Ｄ［ｈｬ 口 ・ｾ気関和 設 備・給排水衛生 設 備・ 塗 装 ｅ 宣備

・ 蒸 気 噴 射 式;令棟割聾/ 設計 ・製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会 社

- 室 室 調 革 目 の

ＮＮニ，ｾヲＧ

.  
-

衛 生 設 備

電 話 441- 5171

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 4  

庸 一 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・徳 岡

営 業 所 一 広 島 出 張 所ー 北 九 州

本社 ・東京支底= 東京都中央区銀座 6 - 6 - 7 ⑨ ( 572) 7411 代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ (203) 3721 代

名 古 屋 支 庖 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2 - 1 3 ⑨ (211)  1535 代

出 張 所 = 札 幌 仙 台 盟 回 ・金 沢 ・神 戸

広 ぬ 松 山・福 岡 ・ パ ン コ ッ ク

fZ 
て3. ノ

支

冷 凍 冷 蔵

⑨ 結 翻3争 犠 繍 器 量 担

地 盤 凍 結

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービル 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 (06) 761 (代 ) 1141- 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262  - 3  2  4  1  - 4 番

空 気 調 和

本

水 道 ・ 衛 生 - 暖 冷 房 ・ 其 他 管 工 事

設 計 並 胞 工

Ｈ旧斎必久孝 Ｇ ｉ ｊｦｾｰ ，斤Ｉ

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 田J 1  1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 醤

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 田T 2 の 8 香 地 ( 日 本 ピ J レ)

屯 結 束 京 ( 270) 7  4  1  1 書 ( 代 表 )

キω1)oI ..  ｾｾ業所ヰ凶 Ｑ ＩＰＱ市 ｬｩ￯ 大通凶 Ｔ ｲ 日 ｬ 占ｌＡｊｯＡｪ ￼ 鋭ピル・Ｇｬｴ， ｬ ｬｩ 札似ｾ［， Ｗ Ａｩ Ｖ
金 沢 常 業 所 金 沢 市 布 l括l 町 2 話 1 6  ｾ［Ｍ古川町金 ｾｉｾ 包 Ｏ ＲＰＷＴ
悩 ｊｾ 出燐 ＱＧＱ 斤 ｾＧｾｾ＠ Jt rH (1卸 .;. 2  の l  也lii ｾ川 ｊ ｴＭ 2'1>24:!6 

，.台北'O. ，'也d肋青 ， ｦｾ＠ ｦｾ＠ ，11 2  /11: r  9  ..-ii:i i; ;;.i:t!;IIDf>i9G 

Ｑ 岡山出帰所 ｉｾｊ 山市大 Ｈｊ｜ 3  8  0 の 1 ，.U:i 再 開i山ぬ: > 486

温 湿 度 調 整 装置 、 暖 房

冷 房 、 水 道 、 搬 送 機 設 備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 日 凹 町 3 0  . ，也君舌 ( 364) 6  6  6  1  ( 代)

本 社点京都千代間区) 1 ，ノ内 3- 3- l ( 新品工京ビ J レ)

'，1t ｾ舌 Ｈ ＲＱＱＩ 8  5  1  1  .  8  5  6  1  (1-1:) 

仙 台 市 新 f云 1弔 問 6 0  

ftI a舌 ( 21) 4  4  9  1  

名 占 屋 支 庖 名 占 屋 市 点 反 点 門 前 田T 3  - 6  

電 話 ( 971) 3  6  2  1  

(t! 1 台 支 1苫

創 業 暖 冷 房 ・ 倹 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大 正 二 年 病 院 議 設 備 ・ 給 排 水 衛 生 ・水 族 舘 設 備 施 工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 j l ピル 6 7 6 号

電話 212(代 )3751

大 同 ピ ル 6 1 6 号

電話 443代 3361  

札 幌 高 札税市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代 ) 4371

名 古 屋 唐 名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千 代 田 ピ ル 5 1  4 号

電話 261(代 ; 0641

J : ( 書官唐 京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 681 (代) 1781

阪 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 l の l大
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平山互業林式会社@  

空 調 設 備 の 頁

設 計 ・施 工

ヰ土本

大|仮 di 商灰江戸J ，f l ¥; 必 2 の 2
T  E  L  ( 441)附 1994 . ( 443) 問0331

空 気 調 和 ・恒 温 恒 湿 ・冷 凍 ・冷 蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

日差 ・冷 房 ・空 気 温 温 度 調 整 装 置

設 計 施 工

@ 不ニ鰐工業締ま舎紅

品主ｾ

-← 
釜11

6!!! 高回

大 阪 市 南 医 111ft 慶 町 2 - 5  0  電話 261- 2436(' 問

点京都大国区丙馬込 1 - 2  - 1  '，;;:話 773- 1231間

銀 座 浜 怯 ・ 京 r . 11 神 戸 制 問

本 底

東京支宿

営 業 所

大 阪 市 北 区 権 回 8 番地( 新阪急ビル 8 階)

'，[i. ，16 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 岡 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支府

キ土本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 湯 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

工

.，，，，m. 空 気 調 和 問 各 種 冷i東機

設 計 製 作 ・ 施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖
社

大阪市西区京町場 1 丁目 6 2  1tl ii 吊(443) 代 ぷ8161- 9  

名占昆市中村区水主町T 1の 1 2  '，tt ，;舌(541)0966(551)  1655 

* 京師港区赤板 2 丁目 3 - 1  2  

，赤坂ピークビル 5 階 司t. 活 ( 583) 1  4  6  7  

神戸市生田[ ) f 北長狭通 7 丁目 lの l 電 ぷ (34) 1778 ・4386

A

Q

一

A
式ネ朱業国山

本 社

支 m

出船所

大阪市北区ｾ ，c:; ｧｾ＠ j邑 1 - 2  5  ( 新大ピル)

'i[ ，!f. 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東京邸中央区日本締本石田J 4  - 2  (三 j ド第二別館)

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 J+I

崎 玉 県 北 足 立 総 ・ 東 京 都1 足 立 区

社

山

山

崎

本

支

E

， 

.  

空 気 調 和 装 置 ・ 冷 暖 房 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン - ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

ス チ ー ル ・アルミ- サ ッシ ド ア - シ ャ ッ タ ー

設 計 ・製 作 ・施 工

鍋 機 株 式 会 社

大阪市東区高麗僑 5 - 4  5  ( 興銀ピ J レ別館)

電 大 阪 代 ( 202) 7  7  4  5 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 1 0 の 8

電 東 京 代 ( 901) 3  1  9  1 恭

* 広告Ili <i'区 11可麻イ'li4 - 15- 23( 第 5 興 利 ヒ ル )

1 1 i 東 京 代 ( 409) 0  1  5  1 番

屋 . 仙 . 台

く m哩型畳コ
空 気 調 和 設 備 =

f 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備 又

理 研

大 阪 支 底

東 洋 烈 工 業 椋 式 会 極 大 轍 安 庖

本 社 ・工 場

T E L ( 443)  8 0 7 1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 姻 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

空 調 事 業部

古名庖支

2舎町産居期夢

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃園田園圃圃・ｾ可ＺｾＺｾ 1司 : 1

ーa:電'ー.....
" ，. . . . 、 *i 学キャリア工業( 株) 製品販売' ，1' 1 ・持約℃判R

CX) 日本冷熱工産株式会社

ミ Y 本社 主 大 阪 営 業 所 締 罰右押 616- 11巳T ill

温 湿 度 調 整 ・ 媛 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

京 都 市 南 区 西 九 条 笠 岡 町 2 0 番 地 の 1

電話 ( 681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満橋北詰)

電話 (352)  3  5  0  1  - 3  

四 回 rn 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑬7431 - 3  

大 i It ，1，打出浜 13 - 15  電話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

ill 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6  1  0  

<i"'O> 
会 社⑨ 

ヰ土

大 阪 営 喋 所

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 (351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支 庖 出 張 所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・札 幌 ・ 仙 台 ・高 松 ・広 島

本

四日市営喋所

大 津 出 張 所

建 営 機 所

エ レ ベ ー タ ・リ フ ト ・カ ー リ フ ト

製 作計5受給 ・排 水 ・衛 生 ・ 消 火 ・暖 冷 房 設 備

お 顎 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底

長 尾 正 大

本 社 大 阪 市大淀 区天 神 橋 筋 六 (天 六阪急 ビル ) ( 351)  4927代

大 阪 営 業 所 ( 351)  4927代 サービス事業所 ( 328)  0364("t 

東 京 営 業 所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363("t 

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

高/1 福 岡

大阪市大淀/ ，( 中 dtl 釘j凶4丁 1/11

出 吸 所 = 京
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株

代表取締役 山 本 ↑ 奪 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 .;;FJ 日ビルディング

ｔｅｌ 代表 ｾ Ｔｲｯ 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 上 佐 沼 通 り 4 の 8

ｔ ｅｌ 代点 ｾＴｲｯ 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 阪 郡 三 反 田 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大阪市北区ｾ絵町 Ｑ 丁目 Ｒ 2  

'HI  ri ; t i 大阪 ( 362) 8  7  0  1  

* 京 都 新 宿 区 戸 塚 1 - 9  5  - 7  

'，II 訴 (200) 5  9  1  1 代 表

名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 福 岡

旭 川 ・俄 浜 ・浜 徐 ・ 姫 路 ・刊 紙

電 気 設 備 の 頁

社
A

Q

Z

 

式電陽

キ土

営 業 所

朝

本

社

干上

支 J占

':;t ｾ監 ｆ 斤

本

東京支社

営 業 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 I11 lE フJ

大阪市点区布施t0， li 了I1 二八Ift J 也 ' ，[ 1ぷ大阪 ( 202)0325- 9 得

本 社 点 京 郎 千 代 [ 口 氏 I珂 仲 間 1  T  Ij 4  1ft j也 5 サ

支 社 札 眺 ・ 仙 台 ) L /  1勾 . r， ，Ij 足. tt，¥岡

出 ｾｫ 所旭川 内i f OT .  l¥'I l  ｩ ，兵・ Ｂｊｾ 1凋 'l ;" 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 似 品 区 上 N，; 尚 北 1 - 2  

T  E  L  (06) 452- 1  1  5  1  ( 代)

大 阪 市 此 花 区 恩 ii' 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06)  462 - 1  3  0  1  ( I U 

ふ
一

Aエ藤工太 陽

ｾ＠

屯 }J 工事ノド ff ll

社

設 計 ・ 施 工

A

Q

一

A
式

司'

ネ来
と

一

刈

電 気 工 事

号 居

宅，本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 di jJ 主!. l l 1'( ｾＨＧ＠ i l: * 之 町 三 r 11 .  IL 

'，'li ，ll; 大阪( ( J : l l ) 代 点 7 3  4  1  - !i 

0 3 8 8 ' 2 1 9 3  

大阪市城刈 ｾｊｦｩ｛ ＡＮｬｬ之田 ｲ :. rn .  . 世 .iLrj A.聞記 (川1) 7( 川1

ｴｩｾ Ｎｷり ｍｉ 卸所 ､￮￭ 卸ｼ五 ｉｊｬｬｩ り ＺＱＶ () '，'[l，，，rii 抑l'庁 2  260i .  12:ユリ

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東阪急ビル)

屯 話 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 点 京 ・名古屋・} ，" f . 鶴 ・大 阪 南 ・神 戸 ・広 島 ・九 州

A

Q

E

 

式

英ｦ ，ｾ＠

株

原

業

う長

エ

取 締 役 社 長

原栗6注

資 材 倉 庫

奈良営業所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工 ・ 制 御 盤 製 作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 相 里 町 1 丁 目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品 川 区西五反田 6丁目 25帯 11号( 福砧ビル )

電 話 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 師 町 2 3 番 地

電 話 小 倉 (56) 5  6  6  5 ・ 5 8  1  8  

馬 ・ 千 築 ・ 和 歌 山 ・名 古 屋

工施

血

〈

敏

'
+
t
 

ん

又事工

程

一

川電

社

営 業 所

庖

本

支

社

林

大 阪 市 北 区 m'1i.田T 5  0  ( 堂ピ ル 7 階)

屯 ，lij Ｎｾ＠ 3  6  7  1  ( 代)

* 点目li 中 央 区 I1 本 陥 桁 崎 町 3 f lJ 2  Is: j也

屯 ，lIi t>l  1  4  7  8  ( ( U 

川 崎 ・ 十u 様 原 . tJft  .  ｴｬｦｾ＠ 山

夫

株 式 会 社

(¥ T毛取締役

社

庖

本

支

.  
-

者芋出 5長 所出 張 所

電 機 株 式

取締役社 長 嘉 納 伝

大 阪 市 北 区 制1 笠 町 五 O ( 堂 ピ ル 三 階 )

m J'舌 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 初 中 央 区 明 石 町 6 ー 2 3  ( i 土孝ピ ル )

包 括 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 城 見 通 二 丁 目 ニ 0 番 地

1立 総 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . ) $ 市 ・高 槻 市 ・姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

卒 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 ・吸 冷 房 ・空間工事言宣言十施工

ふ
一

A
宝ゐ

ＧＩｾ＠

大 11反di 同 |迂北功1¥; [ 1:; 凶 1 r  11 6  5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・ 7148- 9  

東 京 ・ 名 I': 1  ，，ｾ Ｎ＠ J).; 山 . f1'，I; 

111 取締役社長

社ｾ＠

干上

社

本

支

営 業 所

liI;J 訴業1iJi'
市神出減 F斤

寄 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

取締役社長 山 本 永 造

社 大 阪 市 北 区 西 居 川 町 1 5  I s: 地

'ilt ，j苫 大 阪 (364) 代 3 0 5 6  

東京郎港区新線 5 - 3  4 - 6  相 馬 ピ ル 5階

't iI，15 東 京 (434) 3848.  (431)  8435 

大阪耐 ・札 幌 . r"l i hl ・|川 11 dJ ・松 ilJ ・徳 111

中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 御 ケ 校 町 5 6 番 地

屯 話 大 阪 大 代 表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 音s ・1;I i.掌 ・11予|川 ・水 島 ・福 岡

A

S

A

 

社

A

Z

A

 

電 気 工 事 ・ 言十 装 工 事 ・ 設 計 施 工

本
社本

* 京 支 1，';

支 庖

蛍 業 所 所
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庖の奉 仕
ト弓 1 ・ヒューム事

ベン手t-9-. ミ〉オ;ヶjレ

合

国

古

川

村

商

わ

れ

幸

一郎
一
一
一

一
議

そ の 他 の 頁

⑩ 

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

サ ン エ ス

5 5 5  

、

.

'

 

( カタログ進呈)

⑪翠 P1PF8久住空

Board &Slate Standard 

各 種 r F t I ¥

ガラス製品卸問屋 ι W)

担 割 芳 雄 商 底 ロ

b
z
u
 

ホ
I，!) 

耐 酸

網器、

セトモノのデパート

大I P Im 需大lm 6 1 - 2

. 内 念 事 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

・ 樹 脂 砂 壁 エ パ ー サ ン ド 吹 付

・ 樹 指 蛭 石 工 パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 (702)代7814- 6  

特約代理盾・ 東 京 ・名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 ・ 今 治 ・ 福 岡

.  .  

FUTABAYA DECORATORS.  LTD 

建築物 ・ 船舶さ撃の造作エ Ｇｊｾ 及び

室 内 装 飾 工 ' JJ. の 設 計 地 工

主l ! 具、パネノレ、家具、各縄水工品の制作

内外装飾織物、Ｚ容扱ト、敷物、 ｊｾ て紙 ｾｩ 一 式

⑨ 二 葉 屋 装 備 工 業 株式会社

( 創業大正 7 年)Jil f  

大 阪 支 庖

商石理大布告矢

株 式

会 社

取締役社長 若 林 繁 吉

大 阪 市 大 淀 区 本 庄 川崎 町 2 の 6

'il 1 話・大阪 ( 371) 3321- 3・3630

大 阪 市 東 区 訂 版 同 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

屯 前 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

大阪府知 '1吋且設なn

( る) 第 I 6  2  I  6 号

， 

本 十l 大阪市北[ > ( 堂 Jゐ北町 1 6  TEL  ( 345) 9055(代 表 )

本田I併 3住所大阪市* [ ，{ 本 IHT4- 27i，卸' 世ビル TEL ( 252)  3  9  0  6  

航刷' 託業所大阪 rli ｾ｛ｲ［ｺ航刷 Ｒ - 3  6  TEL  ( 202)  5  2  6  0  

瓦

ル
イ

げ
比

タ

4

ム，
4

，

 

u

大

大

瓦

ル
J

q

 

用

タ

屋

釧

奇

変

数

牒

寺

時

社

内

中、柿，ｉ￯ＪＧｾ山守熊野太仏池田町 Ｙ の Ｙ

C"j' U ，J i! 亨f-w. 町 I rl l 23アマダビル

r. 市11{ ，1; 竺下山 l玄 大'r-ニ' 1、中肝山目品27

* 京行JS渋 谷 反 l二b;t 1 丁 目 29町 4

J ; ( 丹IS j t'f 水 山 城 ー i+1i戸

草之 ヰト土

大 阪 営 雛 所

名 古 屋 営 換 所

東 京 営 噴 健 所

工 場

ナニワ媛匂 12ii
3 寸緩旬最適軽量7J'¥止付( 空葺) 瓦

害 雨 水 潜 入 制 落 防 止

占Z 耐 震 耐 臥

っ 安 定 経 曇

置瓦

五株

霊 式

筋 --...

“l 弓;a;長

霊王土

-、
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建 材 の 頁

防 煙 火 盗

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ③ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム ン ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ' ⑮ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

防災

-・・-

防発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

套22 三 高 製 作 所

本 社 ー工 場 尼 崎 市 神 崎 五 反

ガン

-
、
、

-
，
，
 

今

一
アド

• 〉〆

ツ

ツ

シヤ

• 

サ

曲目i

曲目i

ス チ ー ル

ベネトnE M 4/?寸

注時

3  

r  

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -武川、 f 実

近代建築の要求する

特 許

11¥俣シャIIJ ，/ - 工業株式会社大阪支庖

コニ

イ乍

施

計

製

言it

対馬

.  .  

E J(' - :77. :l 7  AFn. 璽重重
《特 長 》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2  ) 接 着 力 方 、 強 大

3 ) 火気者F 要 し な い

4)耐 摩 耗 性

Ｕ ｾ 物理的強度優秀

保護モルタル

ブルーフテックス 4固

プルーフテックス 3回

ビニ ロンク ロース

ブルーフテックス 2回

ブルー7 テックス I [司

ブ ル ー 7 テ ッ ク ス 防 水 工 事 は ゴ ム 質 エ マ ル ジ ョ ン に ポ

ｊ レトランドセメントを ｶ 昆入し串揖 ｾｫ となしこれに日車草草

な 合 成 繊 維 の 網 状 ル ー フ ィ ン グ を 数 層 強 り 合 わ せ

e 防 水 l習 を 形 成 す る も の で 極 的 て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す 。

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06)361 ・0178代

下 地 モ ル タ ル

耐酸化学工業株式会社
耐酸工事・防水工事専門庖

‘‘ω
'
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建 材 の 頁

腐らないそして燃えない

138 

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

新しい型の

ひふくてっぱん

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 ( 782) 4171代

ｾｮｴ Ｚｬ ￸ｬｮｑ＠

送 風 機

株 式 会 社 谷 山 銭 工 所

営 業 品 目

. L A F 形 リ ミッ ト ロ ー ド 送 風 機

・V A F 形 11]" 変 式 'Ij 自 流 送 風 機

・S A F 形 ス トリー ム ラ イ ン 送 胤tf民

・C A  F ) 隊遠心式! ? 予 背 'M] 流 送 j瓜 機

( 特 11' 1二)

本 社 工 場 / 大! 被 市 城 東 区 野 江 東 之 町二 丁 目 一 番 地

一 語 大 阪 ( 931 ) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814) 6  6  5  1  - 3  

豊かな経験と

最新の技術・. .

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町 5 - 30 新野村ビル T E  L  (762)5861代

本 社 東京 (543) 2281 ・名占屋 (331 ) 6171 ・大阪 (352) 4571 

営 業 所 償 浜 ・滋 賀 京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡 ・他全悶主要r . I I rli 

事

.  .  

， 



建 材 の 頁

漆

喰

支

な

し

ド

口

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

く

す

小

h

h

沖

泡

f

・
、

(

特

長

〉

全 国 有 名 建 材l苫又は当社へ

@  

警 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

号F 大 阪 市 住吉 区 粉 浜 本 町 4 丁目 2 6 番

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

-

十

，

品

C

・

・

・

す

が

か

-

・

新

い

す

ジ

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

伯

卸

紛

M

M

・

-

王

座

・

革 新 塗 料

老見る

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ::_"Jι

q ィ5，z，

コート

( 特長)

ｾ＠

• 

、

.  

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而サ而サ

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 場 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541 ) 5757 - 9  

営 業 所 東 京 ・ 高 槻 ・ 明 石 ・姫路・四国・中 国

イ寸i星音水

*  

、

コニ

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P . M)

任 施責由自色 彩物尺長

種

c  

同 日

タ 然 え な い

オフ才L 右ご、、

傍 ら な い
W ジ ャ ン ボ 波

平 板 ・ 3皮 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 昔 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス t皮V 波S 大 波S ノj 、t皮波 板 規 格

途用

オリ工ｾ 'j ｊｾ￟＠ ヲル製造株式会扱

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581 ) 2781 - 4

'ill 言i号

電 話

tTL tt舌

';tL if苛

電 話

兵 j・H県 尼 崎 市 昭 和 衛 通 り 3 - 2 6松 本 ピ ル

埼 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 聞 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町1の 24第 2 中 経ビノレ

場E 宇土

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 J吉 及 工 場

名 古 屋 支l吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

曹
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建 材 の 頁

、日本建築協会優良証明

J I S合格品

御一報次第型録並仕様書進呈

セメント硬化促進増強防水剤

-'i7t - qイトB雪

合成樹指系防水剤 スーパーウオータイト

合成ゴム系防水剤 ウオータイト K

合成ゴム系防水剤 ウオータイト U

ウォータイト式防水工事代行庖

安藤工事 T E L福 岡 ( 28) 5207 

川添商庖 T E L鹿児島 (51) 0001 

大三工業 T E L高 松 (51) 6811 

伊 東工業 T E L徳 島 ( 52) 6880 

豊永建材 T E L広 島 (61) 6371 

東邦防水 T E L札 幌 ( 82) 3133 

25 日本セメント防水剤製造所

• 
特 許 セ メ ン ト 分 散 剤

コ ン ク リ ー ト 減 水 剤

リ グ コ ン

建 設 大 臣 認 定

・三段ブロック

其 の 他 コ ン ク リ ー 卜 二 次 製 品

- 宅 地 造 成 ・ 分 譲

指 導 神 戸 大 学 土 木 工 学 部 長

田 中 茂 教 授

設 計 日 建 設 計 工 務 株 式 会 社

現 在 ニ 団 地 設 計 中

大 阪 事 務 所

宝 塚 市 高 台

名 古 屋 出 張 所

仙 台 出 張 所

東 京 出 張 所

T E L 大 阪 ( 941) 2 6 2 6 ・2 6 2 8

T E L 宝 塚 ( 86 ) 2  1  5  3  

T E L 名 古 屋 ( 331 ) 1  5  3  1  

T E L f ，山台 ( 23 ) 0  7  2  1  

T E L  東 京 ( 431 ) 8  6  4  8  

- 耐 火 ・ 防 水 外 見 板

S P オf ードイ吃王里J吉

- 日 本 鋼 管

N K プ レ ハ ブ 代 理 庖

- 高 弾 性 目 地 材 エスシール #31

- 防 水 材 工 ス シ ー ル #21 

⑩神戸レ瓦ゐ株式計主

本 社 神 戸 市 民 合 区 熊 内 町 2 丁 目 8 8 番 地

1世話 0 7 8 代 表 ( 2 3) 1 4 2 1 ・ 6  9  5  6  

東 京 営 業 所 '，' 1]:お 0 3 ( 2 9 4 ) 6 1 6 7 ・ 6  1  7  7  

福 山 出 張 所 屯 お 0 8 4 9 ( 2 3) 2 6 7  9  

K I ・・・・・・ B・E闘 掴 町 周 胃 C_________I ・・首・・・・・冒rw=w: w- - - _=J ・・・爾冒・・・・・・ u ・R・・・・・- - - - - - - - -_ _1・・・・・・ iド・・・・・・・_ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _____MMM__ ___ ・・ D・m ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・I
_w____ __ ・- ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. .  .  .  .、 ----- -- -- ------- _- --__1・・ i

ｴＭＮＺｬ・・・ Ｎ ・・・ Ｇ Ｎ ｟ＭＭ Ｍ Ｍ Ｍ ＭＭＭＭＭ ， ・・・・ ｡ ・・・・・・‘・・・・ｾ｟｟｟｟｟ＮＮ｟ＮＭＭ Ｍ Ｍ - -，・・・・・・・・・・ a ・・・・・・・・・ S 固・ E ・，_， I
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石

の

上

に

も

初

年

一 口 に 30年 と い っ て も 、 サ ン ド イ ツ チ パ ネ ル に つ い て 色 々 の 変 遷 が

あ η ま し た 。 ど ん な に 時 代 が 変 っ て も 私 た ち は 常 に 最 良 の 品 質 を お

届 け す る こ と を 心 が け て い ま す 。

一 年 一 年 の 実 績 は 石 に き ざ ま れ た 年 輸 の 如 く 着 実 に 伸 長 を 示 し て お

り 、 各 方 面 か ら 「 旭 化 工 板 の サ ン ド イ ツ チ パ ネ ル 」 と ご 指 定 い た ゾ

い て お り ま す 。

ｚ ニｾ［ＮＮＮＪＭｴＺＭ…板

111-.・-z，

ｐ Ｚｉニｾ［ＮＮＮ…大型板

軽 量 断 熱 板

色 彩 耐 火 板

六面プレス高級

木 毛 セ メ ン ト 板

K C民 事 跡

ベ ニ 克 み一一

束ーヲイト

内ホヲイ ｉｾＧ . 京，1，. 一時断熱板
万 博 三 菱 未 来 館

( ユ ニ オ ン ボ ー ド S 型 使 用 )

場 尼 崎 市 下 坂 部 久 々 知 前 2 3 5

T E L  大 阪 (06) 4  9  1  - 6  7  8  1  ( 代)

東 京 営 機 所 東 京 都 台 東 区 駒 形 2 - 3 - 5 ( 駒 形 武 蔵 野 ピ ル )

倉 庫 T E  L 東 京 ( 03) 8  4  2  - 9  2  5  1  ( 代)

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 中 区 九 ノ 内 3 - 18 - 12 ( 大興ビル)

T  E  L  名 古 屋 (0 5  2) 9  6  1  - 5  9  4  0  

畑 山 出 張 所 信 山 市 松 浜 田T 1 - 1 - 4 (渇山不動産ピル)

T  E  L 福 山 ( 0849) 2  3  - 1  4  9  1  

場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1  8  5  9  

T  E  L 鈴 鹿 (0 5  9  3  8) 8  - 1  1  6  5  _  6  

社 ・ エ本

⑥ 

回化工板製彊椋司会本I

工
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T A I P 工 法

に は ハ ン マ ー 不 要 で す

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を 利 用 し て 杭 打 施 工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追 放 し ま し た .グ

・ 主 な 特 長

ｬＮ ネジ込ブ ｊ を杭打 ｪｉ込力 に変えるので完全 ｾ Ａｊ Ｎ ｲ［ ｊ Ｉｊ品 ＩｊｾｬｦｩＡＡ ，並行です 。

2. 十H人 民 さ が 長 〈 安 定 し た jzJ.'J' 杭 が 地 工 11¥米 ま す

3. ス ラ イ ム の 沈 f，'i は あ り ま せ ん

4. 完 全に. 1<: J年 同 に 岩 清 さ せ る の で' k きな J 正作 ) J が J切n :1J 米 ます

5. M ヰ と で も ヤ ト イ 杭 で 納 め ら れ 地 下 主 の あ る 位 築 に 枇 過 で す ，

ｾ谷、 - . - 集回. マ室r : 1 i 1 W

く可 ￭ｶ 株式害事主証可 ｾｅ ヨー ｌ 沼 Ｍａｐ￟
・ 本 社 大 l仮t ! i 点 1><' ，(':; !1i !悦 2 的 20( 内 問 新 L I レ) T  E  L 大 阪 (202)3233(1¥:)

. 名 古 屋 支 l苫 *'1 I' i ) ; { r! J中 lベ釧 1 3  2  ( WWl i ビ ル )

. 福 岡 支 l吉 弘¥1; 可，lf ，}o<1.反 1 15- 33( 第 二 仰 向 ビ ル )

. 営 業 所 見之. I IC . I'!i '.1判・ ;';I 山・ 1ム Iゐ 熊 本 ・ 鹿 児 J; ，'J ・ 工 場 大 阪 名 山 l- r l ・鹿児山

モルタル・コンクリー卜用

本マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、 硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な 〈 セ メ ン ト 粒 子 に 擁 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

本 A E 効 果 に よ り i創 立 の 空 気 を 述 行 し 、 気 孔 を 間 基 す る こ と な く セ メ ン ト ・ プ

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リ テ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

ま た 特 有 な 粘 必 性 に よ っ て 材 料 分 離 、 レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。

牢セ メ ン ト と 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 で 、 * - ゃZE5i t 中 の 盗 類 、 酸 類

も 作 用 せ ず 、 セ メ ン ト の 中 性 化 を | りj ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の l寓 蝕 ・l寓 朽 を 防 止 し

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・ 防 出 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 淘j

% 2 2 -1- ( セメント起泡削 . Z ' P: : J I- Is.  場所打ち杭工〕

/  法添加剤 ノ

セ メ ン 卜 混 和l 斉IJ .  I! iJ 材 綜 合 メ ー カ ー

株式ｾＮＮＮ田区 ＱＮＮＮＮ ・，・唱 ｆ 品

東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15- 1  宮E 東 京 (774)  4111代 表

関 東 営 業 所 茨 城 県 1: 浦 市 大 田r 1  2 1 3  哩E 1:浦 ( 2 1 ) 5 1 8 9  

東 北 営 業 所 福 ぬ 県 制 ，I; ，'j I行下型 f 寺 下 遠 原 ' D" 偏 向 (  34 )  7  1  1  1  

ご一線次第

盛 岡 営 業 所 岩 手 県 感1M] 市 南 大 通 3 - 1 2 - 5 0 哩E P創出l (  24 )  0  2  1  3  

カタログ進呈します
大 阪 営 業 所 大阪o I i 以 J&r><:lk 小 本 2 - 17- 26 

哩E 大 阪 (971)  4  7  6  5  

142 



全く新しい床タイルてす

三 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 違 い ま す。塩 ビ の 他 に 最 近 開 発 さ

れ た 新 しい 共 重 介 体 の 特 殊 樹 脂 を 用 い た Ilhj期 的 な

新 製 品 で す 。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イル に 比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流れ模 様

と は 対 照 的 な 静 止 した 現 代 模 様。 ピ サ ロ ン の 持 つ

エ ラ ス チ ッ ク で 高 級 な 質 感 、 す ぐ れ た 歩 行 感 は、

床 タ イ ル の 新 しい 世 界 を 聞 き ま した。

協同組合員が責任をもって施工いたします

コ星 ピ サ ロ ン は 、 材 料 だ け の 販 売 は い た し ま せ ん。

責 任 施 工 の 出 来 る 協 組 員 が 入 念 な 仕 上 げ を し ま す。

これからはピサロンの時代です

= 星 ピ サ ロ ン の 新 し い 色 調 、 パ タ ー ンは、現代の

イ ン テ リ ア デ ザ イ ンに要求される 個 性 的 な 床 造 り

に は 欠 か せ ま せ ん。東 京 浜 松 町の 超 高 層 世 界 貿 易

センタ ー ビルの 4 F以上の各階通路、エレベーター

ホールにも、使 用 されております。 と三 星ピサロンと

は そ の 模 様 が フ ラ ン ス の 画 家 ピ サ ロ の タ ッ チ に 似

て い る こ と か ら 、 名 付 け ら れ た も の で す 。
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匠冒日こs

女規 約 = 333. 3 X333 .3  X 2 鳴， 9 枚 1 m'

333 . 3  X333. 3 X 3
m

，{" 9 枚 1 m霊

安色 数 = 18色

女 侃li 絡 = 2 mlmJ 平1; ，'， 1，200円 1 m' (300m' 以上)

3 引厚，'ii'， 1，800円 1 m' (300m' 以上)

小部屋押l地 - 階 段4 0 %日製 造 元= 田島 応 用 化 工 株 式 会 社
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煤煙除去機ダッチャー

においと煤煙をおとす

規 格

型 式

大 き さ m 煙 突 筏 続 管 径 m 車吉

外 径 高 さ 入 口 出 口 管 径

DUT C HE R  - 1  400  o  600 200 世 200 世 15A ( ) { B )  

DUT C HE R  - 2  450 世 655 250 ψ  250 φ  15A ( ) { B )  

DUT C HE R  3  I  520 o  815 300 φ  300 o  15A ( ) { B )  

DUT C HE R  4  I  515 世 920 350 世 350 o  15A ( ) { B )  

DUT C HE R  - 5  100 ψ  999 400 世 400 o  15A ( ) { B )  

DUT C HE R  - 200 400 φ  2. 100 200 o  130 o  15A ( ) { B )  

DUT C HE R - 350 100 ψ  2. 100 350 世 200 世 15A ( ) { B )  

※ i主記 大きさのうち 高 きには支台を含んでおりません

総 発 売 元

製 造 元

合

4・

水 ｴｊｾ＠ 出 吸 引 フ ァ ン

所 要 水 量 J /m1n オ- / ¥. ープロー管径 ド レ ー ン 管 径 三 相 200V

5  40 A( I) { B )  25A(  1  B )  

5  40A(  I% B )  25A(  1  B )  

6  50A (  2  B )  32A( IX B )  

7  50A (  2  B )  32A (l X B )  

B  50A (  2  B )  32A (l X B )  

10 32A( IX B )  50A (  2 B)  40 0 W 

12 32A( IX B )  50A(  2  B )  4 0 0 W X 2又 は 3

※ i卸使用状況により多少の 0: 係官左記をすることがあります

本 社 東 京 都品川区東五反田 2 の 80) 7 電 話 東 京 (441 )2291 - 8  

大 阪 支 庖 大 阪市 北区牛丸町 5 5  東洋ビ J レ 電 話 大 阪 ( 372) 0 4 8 1

名古屋 営 業 所 名 古 屋 市 昭 和 区 恵 方 町 2 8  電 信 名古屋 (841 ) 5874  

福 岡 営 業 所 福 岡 市 春 吉 3 丁 目 春 野 ビ ル 電 話 福 岡 ( 76 ) 1  8  8  0  

修 善 寺 工 場 静岡県田方郡修善寺町牧之郷沖の原 電 話 修 善 寺 (72 )0287-9  

ー

a ご入会のお申込は 社 団 法 人 日本建築協 会 干 541 大阪市東区北浜3 31 電話大阪( 06 )231 -9648 .  9649 ・9640 振替口座大阪39915番

定価 300円 (送料共)


